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近年の産業・経済の発展,自動車の増加にともない, 4号国道の交

通量は著しく増加しております。建設省は交通渋滞の緩和と地域の活

性化をはかるため,埼玉県越谷市から,茨城県五霞村,境町,総和町,

三和町,結城市を通過して,栃木県宇都宮市にいたる「新 4号国道」

の建設を進めております。

財団法人茨城県教育財団は,昭和57年度以降建設省関東地方建設局

と埋蔵文化財発掘調査について委託契約を結び,新 4号国道建設用地

内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

本書は,昭和57,60,61,62年 度に発掘調査を実施した結城市に所

在する 3遺跡についての調査結果を収録したものであります。本書が

学術的な資料としてはもとより,郷上の歴史の理解を深め,教育・文

化の向上の一助 として広 く活用されますことを希望いたします。

最後に,発掘調査及び整理にあたり,委託者の建設省関東地方建設

局宇都宮国道工事事務所,茨城県教育委員会,結城市教育委員会をは

じめ,関係諸機関,関係各位の御指導,御協力に対しまして,衷心よ

り謝意を表します。

平成元年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長  犠 田  勇
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1 本書は,建設省の委託により,財団法人茨城県教育財団が,昭和57・ 60・ 61・ 62年度に発掘

調査を実施した,茨城県結城市に所在する本田遺跡,善長寺遺跡,小田林遺跡の発掘調査報告

書である。
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班   長 青 木 義 夫 昭和57年度
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〃 倉 本 冨美男 昭和61年度
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主任調査員 久 野 俊 度 昭和57年・ 62年度調査 (本田遺跡・小田林遺跡 )

〃 中 沢 時 宗 昭和57年度調査 。昭和59年度整理・執筆 (本田遺跡)

〃 小 河 邦 男 昭和61年度調査 (善長寺・小田林遺跡)

〃 和 田 雄 次 昭和60年度調査 。昭和61年度整理・執筆 (善長寺遺跡)

〃 桜 井 一 美
昭和 60・ 61・ 62年度調査 (善長 寺 。小 田林遺跡 )

昭和 63年度整理・ 執筆 (小 田林遺 跡 )

整 理 班 長

渡 辺 千 秋 昭和59年度 (本田遺跡)
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沼 田 文 夫 昭和63年度 (小田林遺跡)

3 本書は,発掘担当者の協力を得て,次のように執筆分担した。

第 1・ 2・ 3・ 4章
1.…Ⅲ…… Ⅲ…..・・…・・……・・…… …・…・・… ……・・……・和 田 雄 次

第 6章 善長寺遺跡 )

第 5章 本田遺跡  ……………………………………………………中 沢 時 宗

暴 壇

相 縫 勁

|…
… … … … … 鞘 井 一 美

4 小田林遺跡,善長寺遺跡の発掘調査及び整理にあたっては,各々,埼玉県史編纂室増田逸朗

氏,栃木県立博物館橋本澄朗氏の御指導を得た。

5 本書に使用した記号等については,第 4章遺構・遺物の記載方法を参照されたい。
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PL 50 第20号住居跡出土遺物

PL 51 第21号住居跡出土遺物

PL 52 第24号住居跡出土遺物(1)

PL 53 第24号住居跡出土遺物(2)

PL 54 第24号住居跡出土遺物(3)

PL 55 第25号住居跡出土遺物(1)

PL 56 第25号住居跡出土遺物(2)

PL 57 第27A号住居跡出土遺物(1)

PL 58 第27A号住居跡出土遺物(2)



PL 59 第27B号住居跡出土遺物(D        PL 91 第53・ 55。 56・ 57・ 60号住居跡出土遺

PL 60 第27B号住居跡出土遺物(動             物

PL 61 第27B号住居跡出土遺物(3)        PL 92 第 4号土坑出土遺物

P L 62 第29号住居跡出土遺物(1)         PL 93 第 5号土境出土遺物

PL 63 第29号住居跡出土遺物(2)         PL 94 第 1号濤,第 1号堀,グ リッド,表採

PL 64 第30・ 31・ 34号住居跡出土遺物           出土遺物

PL 65 第35号住居跡出土遺物(→          PL 95 第 1号製作跡出土剣形品 (荒割 り・形

PL 66 第35号住居跡出土遺物(動              割 り)

PL 67 第35号住居跡出土遺物(3)        PL 96 第 1号製作跡 出上剣形品 (研磨・穿

PL 68 第35。 36・ 37・ 38号住居跡出土遺物は)       孔・完成・破損 )

PL 69 第38号住居跡出土遺物(D          PL 97 第 1号製作跡出土円板 (穿孔・ 完成・

PL 70 第38号住居跡出土遺物(動              破損 )

PL 71 第38号住居跡出土遺物(31          PL 98 第 1・ 2号製作跡,第 20号住居跡出土

PL 72 第39号住居跡出土遺物(1)             遺物 (臼玉・ 管玉)

PL 73 第39号住居跡出土遺物(21          PL 99 第19号住居跡,第 1号製作跡出土円板

PL 74 第39号住居跡出土遺物(3)             (形 割 り。研磨 )

PL 75 第39号住居跡出土遺物(4)         P L100 第 2号製作跡出土臼玉

PL 76 第40A・ B号住居跡出土遺物       P L 101 第 3号製作跡出土臼玉

PL 77 第42号住居跡出土遺物(1)         P L102 第 4号製作跡出土臼玉

PL 78 第42号住居跡出土遺物(21          P L 103 第 5号製作跡出土臼玉

PL 79 第43号住居跡出土遺物           P L 104 第56号住居跡出土臼玉

PL 80 第45号住居跡出土遺物(1)         P L105 第 1。 2・ 3号製作跡,第 14・ 42号住

PL 81 第45号住居跡出土遺物(2)             居跡,第 1号堀出土勾玉

PL 82 第45号住居跡出土遺物(O         P L106 第 2・ 4・ 5号製作跡,第 56号住居跡 ,

PL 83 第46号住居跡出土遺物(1)             第 1号堀出土円板,第24号住居跡,第

PL 84 第46号住居跡出土遺物(2)             4・ 5号製作跡出土剣形品

PL 85 第47号住居跡出土遺物           P L 107 第 1号堀,第 4号製作跡,第24号住居

PL 86 第48号住居跡出土遺物               跡出土紡錘車,第 5号製作跡勾玉

PL 87 第49号住居跡出土遺物(1)         P L 108 第 2・ 4・ 5号製作跡出土工作台・砥

PL 88 第49号住居跡出土遺物(21              石

PL 89 第49・ 50号住居跡出土遺物(31       P L109 第 1・ 2・ 5号製作跡,第40B号住居

PL 90 第51号住居跡出土遺物               跡出土原石

小 田 林 遺 跡

P Ll10 調査終了時全景,試掘終了全景 (北    P Ll14 Ll区遺構確認,Llf5区 遺物出土状況 ,

側)                       第 1・ 3・ 4・ 5号住居跡,第 3号住

P LlH 発掘前全景 (昭和61年度),発掘前全景        居跡遺物出土状況

(昭和62年度)              P L l15 第 6・ 7・ 8・ 9。 16号住居跡,第 5・

P Ll12 遺構確認 (南側台地),発掘終了全景        9号 住居跡遺物出土状況

(南側台地)               P Ll16 第17・ 22・ 24・ 25・ 26号住居跡,第26

P Ll13 遺構確認,発掘終了 (G2区)            号住居跡遺物出土状況 ,



P Ll17 第26・ 27・ 28号住居跡,第27・ 28号住

居跡遺物出土状況

P L l18 第29・ 33・ 34号住居跡,第30・ 33号住

居跡遺物出上状況

P Ll19 第35・ 36号住居跡,第 34・ 35。 36号住

居跡遺物出土状況

P L120 第37・ 38・ 39。 41号住居跡,第36・ 38・

40号住居跡遺物出土状況,第 1号炉穴

P L121 第 2・ 3・ 4・ 6・ 8・ 9。 10号炉穴 ,

第 4号炉穴遺物出土状況

P L122 第11・ 12・ 13・ 14・ 15号炉穴,第11号

炉穴遺物出土状況,第 1号上坑

P L123 第 5・ 6・ 8・ 10。 11・ 16・ 21・ 22号

土坑

P L 124 第24・ 26・ 27・ 41。 43・ 47・ 48・ 49号

土坑

P L125 第51・ 52・ 53・ 54・ 55・ 57・ 59。 60・

63号土坑

P L126 第64・ 66・ 71・ 81・ 83・ 84号土坑,第
84号土坑遺物出土状況,第 1号濤

P L127 G・ H区全景,第 4・ 5。 6・ 7・ 8

号濤 (北側),第 2・ 4号井戸,現水田

部 (I～IV区 )

P L 128 現水田部 (■ 1・ Ⅳ区)遺物出土状況 , I

トレンチ土層セクション(東側),テ ス

トピット土層セクション(南壁 ),現水

田部作業風景,班内研修

P L129 住居跡出土遺物(1)

P L130 住居跡出土遺物121

P L131 住居跡出土遺物(0

P L132 住居跡出土遺物(4)

P L133 住居跡出土遺物(0

P L134 住居跡出土遺物(0

P L 135 住居跡出土遺物(D

P L 136 住居跡,上坑,濤,ト レンチ,遺構外

出土遺物(0

P L137 遺構外出土遺物191

P L 138 遺構外出土遺物10

P L139 遺構外出土遺物tD土製品 。瓦・ 古銭

P L 140 出土遺物1か石器

P L141 出土遺物10石器

P L142 出土遺物10石器・石製品

P L143 出土遺物19石器 。石製品



第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

一般国道 4号は一名奥州街道 とも呼ばれ,本土を南北に縦買する幹線道路である。総延長は791.5

kmでわが国最長の路線であり,東京都中央区日本橋を起点とし,埼玉・茨城・栃木・福島・宮城 。

岩手の各県を縦断し,青森県青森市に至っている。

最近の物流の輸送方法の変化や人口の都市集中化などから, 4号国道の交通量の増加は著 しく

古河・ 小山・宇都宮の各市街地の交通混雑のもとになっている。

建設省は,将来に渡る交通量の緩和を図るため,そ の解決策 として新 4号国道建設を計画し,

昭和40年 に計画策定のための調査を始め,昭和44年 に「新 4号バイパス」建設の計画を提示した。

計画では,新 4号バイパスは埼玉県越谷市と栃木県宇都宮市を結ぶ約82kmで,そのうち茨城県郡

分は21.35kmで,南から五霞村・境町・総和町・三和町 。結城市を通過することとなった。

これに伴い,同年,宇都宮国道工事事務所から茨城県教育委員会に,当該路線上における埋蔵

文化財の有無,そ の位置,その取 り扱いについての照会がなされた。茨城県教育委員会では直ち

に分布調査を実施 し,総和町に12遺跡 (内 1遺跡は境町にもかかる),三和町に12遺跡,結城市に

3遺跡,計27遺跡の存在を確認した。

昭和56年 6月 15日 ,宇都宮国道工事事務所から茨城県教育委員会に対し,新 4号国道改築事業

の施工に係わる総和町地区と,結城市地区の埋蔵文化財の確認調査及び遺跡の取 り扱いについて

照会がなされた。茨城県教育委員会では再度分布調査を行い,同年10月 22日 ,総和町地区の南坪

A遺跡ほか11遺跡 (Sl～ Sll・ 17),三和町地区の二十五里寺A遺跡ほか11遺跡 (S12～ S16,

S18～S24),結城市地区の善長寺遺跡ほか 2遺跡 (S25～ S27)の計27遺跡を埋蔵文化財包蔵地 と

して,発掘調査による記録保存の措置を講ずるよう回答した。調査機関としては財団法人茨城県

教育財団を紹介した。同年10月 29日 ,宇都宮国道工事事務所から茨城県教育財団に発掘調査の依

頼があり,そ の後,茨城県教育財団では宇都宮国道工事事務所 と協議を重ね,昭和57年 4月 20日

委託契約を結んだ。こうして当教育財団による新 4号国道関係遺跡の発掘調査は,昭和57年 4月

に結城市本田遺跡から実施されることになった。さらに,昭和57年に総和町の南坪A遺跡ほか 7

遺跡,昭和58年には同町北新田A遺跡ほか 2遺跡,昭和59年には三和町の二十五里寺A遺跡ほか

3遺跡,昭和60年には総和町の溜原B遺跡と二和町の下片田遺跡を9月 までに調査を終了させ,

10月 から結城市の善長寺遺跡の調査を開始し,61年 8月 末日に終了した。引き続いて 9月 から小

田林遺跡の調査を開始し,62年 10月 末日に終了した。

なお,新 4号国道路線上の27遺跡の略号については,路線の走る南から北に向かつて,第 1図

-1-



のように言己号を付 した。

第 2節 調 査 経 過

各遺跡の調査経過については第 5章以下で記すことにして, ここでは昭和57年度以降の,調査

経過の概略を年度ごとに記述する。

昭和57年度

4月 から発掘調査を開始し,結城地区の本田遺跡を 1年間の計画で調査を開始したが本田遺跡

は遺構 。遺物が少なかったため,昭和57年 7月 末日で調査が終了した。その後工事用スケジュー

ルに合わせて,結城地区の調査を一時中止して,総和地区の南坪A遺跡ほか 7遺跡の調査を開始

した。この 8遺跡 も遺構・遺物が少ないため,昭和58年 3月末日で調査を終了した。

昭和58年度

当年度は総和地区の北新田A・ BoC遺跡の調査を行った。なお,北新田A遺跡のうち約500m2

については,用地問題が未解決だったため,昭和60年度に調査を実施 した。

昭和59年度

昭和59年 4月 からは,三和地区の二十五里寺A・ BoC遺跡,溜原A遺跡の 4遺跡の調査を進

めた。 4遺跡は遺構 。遺物が少なかったため,昭和59年 9月 末日で調査を終了し,10月 からは昭

和57～59年の 3ヶ 年間に調査を終了した15遺跡 (総和町10遺跡,三和町 4遺跡,結城市 l遺跡)

の整理を行った。

昭和60年度

当年度は,総和地区の北新田A遺跡のうち用地問題が未解決であった500m2,溜 原B遺跡,三和

地区の下片田遺跡を 1年間の予定で調査を実施 したが,溜原B遺跡と下片田遺跡は,遺構 。遺物

が少なかったため 9月 末日で調査を終了した。溜原B遺跡の調査をもって,総和地区の新 4号国

道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査はすべて終了した。その後,契約を変更し,10月 から昭和61年 3

月までの予定で結城地区の善長寺遺跡の調査に入った。善長寺遺跡は多くの竪穴住居跡が検出さ

れたため,昭和61年 4月以降も調査を継続することになった。

昭和61年度

4月 から8月 まで,前年度からの善長寺遺跡を調査し,9月 から小田林遺跡の調査を実施 した。

昭和62年度

4月以降も,引 き続いて前年度からの小田林遺跡の調査を実施し,10月 末日に終了した。

結城地区の本田遺跡・善長寺遺跡・小田林遺跡の 3遺跡について,昭和57年 4月 から調査を開

始し,昭和62年10月 に小田林遺跡の調査が終了して,結城地区の「新 4号国道」建設に伴う埋蔵
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文化財発掘調査はすべて終了した。

なお,各遺跡の調査面積,期間,担当者は次のとおりである。

略号 遺 跡 名 面 積 調 査 期 間 担  当  者

S27

S25

S 26

本 田 遺 跡

善長寺遺跡

小田林遺跡 23,507m2

腑

　

範

１

　

　

４

２

　

　

１

０

　

　

７

２

昭5714.1～ 57.7.31

昭60。 10.1～61.3.31

昭61.4.1～ 61.8.31

日召61`9.1-62.3.31

断雪62。 4。  1^・ 62.10.30

久 野 俊 度 。中 沢 時 宗

和 田雄 次・ 桜 井 一 美

小 河 邦 男・ 桜 井 一 美

小 河 邦 男・ 桜 井 一 美

久 野 俊 度・ 桜 井 一 美
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第 2章 位置 と環境

第 1節 地理的環境

結城市は茨城県の西部に位置し,東は下館市,関城町,南は八千代町,三和町,西・北は栃木

県小山市に接している。人口は昭和63年 5月 現在で53,239人である。市域は東西幅約5 5km,南北

幅約9.3kmで南北に細長 く,面積は65.2km2である。JR水戸線が市北部を東西に横切 り,ま た,国道

50号線がJRと ほぼ平行して走っている。

結城市と八千代町,千代川村の一部,石下町の一部,水海道市の一部を含めて,結城台地 と呼

称されているが,当台地は南北に長 く,長さは30km以上に及んでいる。東側では,鬼怒川を挟ん

で真壁台地に,南西側では,江川,飯沼川を挟んで猿島台地に接している。全体に平坦で起伏の

乏しい,緩やかに南に傾斜する地形である。耕作は水田稲作と,麦を中心にした畑作であつたが,

最近は首都圏向けの野菜栽培が多くなってきている。

国道50号線 と新 4号バイパスが結城市小田林町で交差するが,善長寺遺跡はその地点から直線

で南へ約0.61onに位置している。結城市 と小山市は,西仁連川とその支流の江川によって,市境を

形成している。西仁連川は,結城市西端で江川と合流して南下し,善長寺北西で南東に向きを変

えて流下し,下ノ宮付近で南南西に向きを変えて流れる。下ノ宮から,北東へ幅約200mほ どの谷

津が入っており,現在は水田として利用されている。結城市小田林地区は,西側に西仁連川,東

側は下の宮から入る谷津に狭まれて,緩やかに南に傾斜する舌状台地を呈 している。新 4号国道

は, この舌状台地の西縁辺部付近を通過する計画となっている。この国道上の調査遺跡には,国

道50号線を境として北に本田遺跡,南に小田林遺跡,小田林遺跡の0.3km南 に善長寺遺跡の 3遺跡

が所在している。これらの遺跡は,西方約0.3hを南下する西仁連川に沿って台地奥まで形成され

た沖積地の水田に面する台地の西縁辺部に立地している。標高は31～37m,水 田との上ヒ高は0.5～ 5

mである。

遺跡の位置する台地は,20m下から砂層,粘土層,砂礫層の堆積を 2回繰 り返して16m堆積し

たのち,関東ローム層が約 2mの厚さで堆積しており,さ らにその上に腐植上が約 2m堆積して

いる。この腐植土を耕作土 としている。

なお,当遺跡は善長寺遺跡 として,文化課から照会があり調査を進めてきたが,結城市のその

後の分布調査によれば,善長寺遺跡は,当遺跡の東側約100mに別遺跡 として所在し,当遺跡は南

原遺跡 と呼称されている。
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第 2節 歴史的環境

結城市内の遺跡の数は,遺跡分布調査により,新発見の遺跡があいつぎ,昭和59年 3月 発行の

結城市遺跡分布地図によれば,182遺跡が登載されている。遺跡は先土器時代,縄文,弥生,古墳,

奈良,平安,鎌倉,室町,戦国,江戸時代 とほぼ全時代にわたって認められるが遺跡の半数は古

墳,奈良,平安時代で占められている。

先土器時代の遺跡は,当遺跡付近にはなく,市内東部に才光寺遺跡があり,ナ イフ形石器や石

槍の先端が出土している。また,県外の栃木県小山市では,東部の茨城県寄 りで,当遺跡の北側

約 5 kmに 本郷前遺跡,同 じく北側約2.5kmに 八幡根遺跡があり,本郷前遺跡からはナイフ形石器,

彫器,エ ンドスクレーパー,槍などが出土し,八幡根遺跡からは石器集中地点 9か所が検出され

ている。

縄文時代になると,早期では,善 長寺遺跡の北側約200mに 小田林遺跡があるほか,南側約 4 km

に権現遺跡があり,茅山式の上器片が採取されている。前期の遺跡 としては,善長寺遺跡の南東

側約800mの 塚越遺跡,南側約1.5kmの 中曽根遺跡,南側約3.6kmの 香取前A遺跡などで,黒浜式上

器片の散布がみられる。中期では,善長寺遺跡の南東側約2.8血に鹿窪坂の上遺跡があり,昭和54

年に市教育委員会で調査し,住居跡 2軒が検出された。そのほか,東側約2.5kmの 西原遺跡,北東

側約3.6kmの柳下A遺跡,東側約2.7kmの 見晴 町遺跡,東側約2 9kmの 曽我殿台遺跡などから,阿玉

台 。力日曽利E式の土器片が採取されている。これら中期の遺跡は,市内北部の台地上に,中央か

ら北部にかけてほぼ直線上に並んで位置している。中期では特に堅果類の実や,パン状に炭化し

た遺物が多く出土している。後期の遺跡 としては,善長寺遺跡の南側約4.3kmに 東 浦遺跡,南東側

約2.4kmに 沼尻 向遺跡,北東側約3.9kmに松木合A遺跡,北東側約 3 kmに本 町遺跡などがあり,称

名寺 。堀之内・カロ曽利 B式・安行 I・ H式の上器片が採取されている。後期では特に底部に網代

痕を残す土器が多 く出土しており,中期と同じく北部台地上に,中央から北部にかけてほぼ直線

上に並んで位置している。晩期では,前述の鹿窪坂の上遺跡,松本合A遺跡,善長寺遺跡の南東

側約 3 kmに 向原遺跡があり,安行Ⅲ式 。大洞式土器片が出土・採取されている。小山市では,南

東部の結城市寄 りで江川対岸の,善長寺遺跡の北側約4.9血 に鉢形遺跡,北東側約4.3kmに

向野上野原A遺跡,北東側約 3 1onに 星の宮神社前遺跡,北東側約3.6X/mに 諏訪下遺跡,北東側約6.3

Fmに飯田裏遺跡が,ま た,江川を越えて結城市の真北に位置する東山田下遺跡 (善長寺遺跡の北

東側約6.41o4),西高椅遺跡 (同 じく約6.31dn),延島天神lAl・ lBl遺跡 (同 じく約7.2km),伝河原遺

跡 (同 じく7.5血)な どが所在している。

弥生時代になると,稲作が始まり,遺跡も台地中央から河川近辺へと移つてくる。市内では,

ごんげた

南西部の江川に沿った台地斜面部に確認された権現遺跡,善長寺遺跡の南側約3.4kmの 南茂呂遺跡
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がある。両追跡とも弥生後期の上器片の分布がみられる。小山市では,前述の八幡根遺跡のほか,

ひがしほんごう

南東部の茨城県寄 りに,明光lAl・ lBl遺跡 (善長寺遺跡の北側約4.4km),東 本郷遺跡 (北側約4.5励 ),

下壱丁遺跡 (北側約4.6km),白打遺跡 (北側約5。 lkm),古光遺跡 (北側約5。 8km),西 野台遺跡 (北

東側約4.6km),六道遺跡 (北東側約5。 2血)な どがあげられる。

古墳時代になると4世紀の集落を主体 とした遺跡がある。善長寺遺跡の南東側約1.2kmの水深遺

跡では,小型増と高不が出上している。また,北東側約700mの 新 田東遺跡からは,壺 ,lttの破片

が出上している。同じく北東側約6.3kmに 四ッ京遺跡があり,器台,高邦が出上したが,他に柳痕

を残す小型増が出土し, この時代の稲作の証明がなされている。 5世紀から古墳が確認され,善

長寺遺跡の北東側約3.9kmの 松木合浅間塚は全長約40mの前方後円墳で,粘土郭の主体部をもち,

勾玉,鉄器,増などが出上している。東側約2.9kmの 曽我殿台遺跡,仙太郎稲荷塚古墳は共に全長

30m未満の前方後円墳で,葺石におおわれ,刀子,石剣が出土している。南東側約6.7kmの林愛宕

塚古墳は全長約30mの前方後円墳で,葺石と埴輪が出土したが,現在は消滅 している。南東側約5.4

血の備 中塚古墳は,径48mの 円墳で,葺石におおわれ,埴輪が出土している。 6世紀になると古

墳の数は増加してくる。松木合 4号墳からは鶏形埴輪,円筒埴輪が出上している。同じく松本合

山の神塚は径約15mの 円墳で円筒埴輪が出土している。林古墳群の消滅した古墳からは,直刀,鹿

角装刀子,鉄鏃が出上している。また,善長寺遺跡の南東側約■ .41mlの粕札古墳群の消滅した一

古墳からは,勾玉,武具が出土している。また,戸崎古墳は横穴式石室がある古墳である。南東

側約6.5kmの 古山八幡塚は消滅してしまったが,直刀,須恵器,金環などが出上している。このほ

か,前述の曽我殿台や備中塚の古墳でも6世紀の古墳が確認されている。これに対して,栃木県

小山市では,江川の対岸に,善長寺遺跡から南側に0,9～ 1.6km離 れて,10基 の 5～ 6世紀の古墳が

確認されているが,こ ちらはすべて円墳である。

以上,先土器時代から江戸時代にかけて,結城市及びその付近には数多 くの遺跡が分布してお

り,原始～古代の各時代にわたって人々の生活が営まれていたが,調査例は少なく,今後の調査

によって,よ り具体的になるものと思われる。

参考文献

「結城市史 第四巻 古代中世通史編」結城市 昭和55年

「結城市遺跡分布地図」地名表 結城市教育委員会 昭和59年

「鹿窪坂の上遺跡」結城市教育委員会 昭和55年

栃木県埋蔵文化財調査報告第70集 「本郷前遺跡」財団法人栃木県文化振興事業団 1985年

「栃木県遺跡地図」栃木県教育委員会 昭和52年
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第 2図 新 4号国道周辺の遺跡分布図
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表 1 周辺の遺跡一覧表

番号 遺 跡 名
遺跡 台
帳番号 番号 遺 跡 名

台
号

跡
番

遺
帳 番号 遺 跡 名

遺跡 台
帳番号

1 本 田 19 向 原 5903 星 宮 神 宮 前 3713

2 善  長  寺 5924 水 深 諏  訪  下 3711

小  田 林 新  田  東 5928 飯  田  裏 3703

才  光  寺 5905 四  ツ 京 5947 東 山 田 下 3716

権 現 5916 松木合浅間塚 西  高  椅 3718

塚 越 5911 曽 我 田 台 2332 延 島天 神 lAl 3714

7 中  曽  根 5914 仙太郎稲荷塚 2332 延 島天 神 lBl

香  取  前 5917 林 愛 宕 塚 2340 伝  河  原 2059

南  茂  呂 5918 備  中 塚 明  光  lAl 3679

鹿 窪 坂 の 上 5901 松本合山の神塚 46 明  光  ③

11 西 原 29 林 古 墳 群 2340 東  本  郷

柳  下  A 5890 粕 礼 古 墳 群 下 壱 丁 A

観  音  台 5897 一戸 崎 5909 49 白 打

曽 我 田 台 2332 古 山 八 幡 塚 2340 古 光 3673

東 浦 / 本  郷  前 3676 西  ノ  台 3710

16 沼  尻  向 3516 八  幡  根 道 3708

17 松 木 合 A 鉢 形 3704 戸 館 古 墳 群

18 本 町 5895 36 向野上野原① 3707
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第 3章 調 査 方 法

第 1節 地 区 設 定

各遺跡の地区設定は,日本平面直角座標第Ⅸ系原点を起点として,100mご とのX軸 (南北),Y

軸 (東西)の交点を遺跡内に求め,それを基準点とした。その交点が遺跡にない場合は,遺跡に

最も近い交点を起点とし,そ こから40mの倍数で遺跡内まで平行移動し,基準点とした。この点を

基準にして,南北線上にX軸,東西線上にY軸をとり,40m方眼の大調査区を設定した。さらに大

調査区を4m方眼の小調査区に分割した。つまり,40mの 方眼の大調査区内に4m方眼の小調査区

を100個設定したわけである。 (善長寺遺跡の交点はX軸31,600m,Y軸 920mである)。

大調査区の名称は,北から南へ大文字で,「 A」 。「B」 。「 C」・…・・,西から東へ大文字で,「 1」・

「 2」 。「 3」 ……とし,Al区,B2区等と表記した。小調査区名称は,北から南へ小文字で,「 a」・

「 b」・「 C」 ……「 i」 。「 j」,西から東へ小文字で,「 1」 。「 2」・「 3」 ……「 9」・「 0」 とし,

大調査区と合わせて「Alal」 。「B2b2」 区のように表記した。この調査区をグリッドと呼称した。

第 3図 グリット概念図
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第 2節 遺 構 確 認

遺構の確認作業は,本田遺跡では,幅 2m,長さ16mの トレンチを東西方向に8mお きに設定し

て掘 り込みを実施し,遺構の有無を確認した。遺構の確認状態に応じて,周囲を拡張した。善長

寺遺跡は,調査区域を4分の 1の割合でグリッドを発掘し,土層観察と共に遺構の分布状況を調

べた。その結果,遺構の分布が濃密なため,遺構・遺物を破壊しない層まで重機によって全域を

表土除去し,そ の後に遺構確認を行つた。小田林遺跡は,遺跡中央に幅 2m,長さ200mの トレン

チを南北方向に,さ らに東西方向に幅 2m,長 さ16mの トレンチを20mお きに設定して掘 り込みを

実施した。遺構の多い北部は,遺構・遺物を破壊しない層まで重機によって表土除去した。表土

からの出土遺物は,グ リッド, トレンチ名を記録して取 り上げた。

第 3節 遺 構 調 査

各遺構の調査については次のような方法を用いた。

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直行する方向に,土層観察用のベル トを設け, 4分害Jに し

て掘 り込み,地区の名称を北から時計廻 りに 1～ 4区 とした。上坑の調査は,長径で三分する二

分割法で実施した。濤・堀の調査は,適宜な位置に土層観察用のベル トを設定し,何区かに分け,

各区ごとに掘こんだ。

土層については,色相,各種粒子の合有状態,粘性,締まり,給水性,混入物等と堆積状況を

観察して分類の基準 とした。

遺物の取 り上げについては,各遺構名,遺物番号,出上位置,レベル,年月日等を記録して取

り上ヤデた。

平面実測については,遺跡内の大調査区杭を基準に,水糸で lm方眼に地張 りし,錘を使って測

量した。土層断面,遺構断面の実測は,標高を用いて水糸を水平にセットし,水糸を基準として

実測した。

記録の過程は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の順を基本 とした。図面,写真

等に記録できない事項については,調査日誌や遺構カードに記録した。

第 4節 基 本 層 序

本田遺跡は,特別にテス トピットは掘らなかった。
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善長寺遺明は,中央のDl区にテス トピットを掘 り,土層観察したのが第 4図である。 1層 は暗

褐色土で,耕作上の残 りである。 2・ 3層はソフトローム層で, 3層 は 2層 よりも黒味がかつて

いる。 4・ 5・ 7・ 8層はハー ドーローム層で, 5。 7層は鹿沼上の粒子を含んでいる。 6層は

鹿沼上層で,厚さは約15cmで あるが,図のように堆積は部分的である。第 2章第 1節で述べた土

層断面 との対比では, 1層が腐植土, 2～ 8層がローム層にあたる。

34.2m_

33.2m___

0           5oOm

第 4図 善長寺遺跡テス トピット図

小田林遺跡の調査区内は,A区～H区にかけて土取 りと撹乱が多いため,縄文時代前期の住居

跡が検出された遺跡南側部のLlgO区 をモデルとして基本層序としたのが14頁の図である。1層 は表

上で,耕作土であり,厚 さは約20clnで ある。 2～ 4層 は暗褐色・黒色を呈しており,ロ ーム粒子

と炭化粒子を少量含んでいる。厚さは約30cmである。 5・ 6層は漸移層で,暗褐色を呈しており,

遺物が少量出土する。厚さは約10～20cmである。この下層のソフトロームとの境は,鋸歯状を呈

している。 7・ 8層はソフトローム層であるが, 8層には下層のハー ドロームが混じっている。

遺構はこの層から確認されている。厚さは約50cmである。 9・ 10層 はハー ドローム層で, 9層 は

10層 より黒味の強い褐色でかなり硬 く締まっている。厚さは30～ 50cmである。11・ 12層は鹿沼層

で,■層は12層 より大きい粒子が堆積している。厚さは約10～20cmで,締まりはやや弱 く,図の
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ように断続的に堆積 している。13層 はハー ドローム層で,

沼粒子が少量混 じっている。

36,3m―

35.8m――

34.8m__

小田林遺跡テス トビッ ト図

10層 より非常に硬 く締 まっている。鹿
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第 4章 遺構・遺物の記載方法

第 1節 遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は,下記の要領で統一した。

使用記号

住居跡一SI  土坑―SK

炉穴―FP  井戸―SE

2 遺構に伴 う施設等の表示方法

炉
[・

:・ :] 焼土

3土 層

土層観察は,F新版標準土色帖』 (小 山忠正 。竹原秀雄編著,日本色研事業株式会社)を使用

し,整理の段階で土層を次のように分類記号化し,図中にその記号をもって載せた。

濤・堀―SD 炉一F  ピットーP

色

色褐

〃

〃

〃

〃

〃

里
〔
里
〔

Hue 7.5YR
Hue  5YR
Hue  2.5YR
Hue  7.5YR
Hue   10YR
Hue  7.5YR
Hue  7.5YR
Hue  7.5YR
Hue  5YR
Hue  7.5YR
Hue 2.5YR
Hue 7.5YR
Hue 10YR
Hue  5YR
Hue 7.5YR
Hue 10YR
Hue 7.5YR
Hue 7.5YR
Hue 2.5YR
Hue  5YR

%
%%
%
%%
%%%
%
%
%
%%
%
%
%
%%
%%%%
%
%
%
%
%%
燿 な

a 黒色土粒子

b・ 焼土粒子多量

b 焼土粒子

b′ 焼土粒子少量

b″ 焼土粒子極少量
C 焼土ブロック

C′ 焼土ブロック少量

d・ 炭化粒子多量

d 炭化粒子

d′ 炭化粒子極少量

d〃 炭化粒子少量
e 炭化材

f 炭化ブロック
g・ ローム粒子多量
g ローム粒子
g′ ローム粒子少量
g″ ローム粒子極少量

h ロームブロック

hア ロームブロック少量

h″ ロームブロック極少量

色

色

色

　

　

　

色

色

　

　

　

色

聰

錦

褐

〃

〃

〃

期

　

〃

〃

〃

褐

〃

極

極

暗

　

　

　

暗

褐

　

　

　

赤

３

４

５

６

７

　

８

　

９

１０

　

１１

１２

・３

表 2 土層分類表

色相   明度/彩度
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

4 遺構実測図の作成方法と掲載方法

(1)住居跡         鬱)土 坑

上端
下端
柱穴
炉

A′

ロエム小プロック

ソフ トローム

撹乱

鹿沼土多量

鹿沼土
ハー ドロームブロック多量
ハー ドロームブロック
ハー ドロームブロック少量
ハー ドロームブロック極少量

砂粒多量

礫多量

焼土小ブロック

ソフ トロームブロック

ソフトロームプロック極少量

鹿沼土ブロック

炭化物少量
ローム大ブロック

粘土

鹿沼土粒子
/」 石ヽ

儡)濤・堀

上端

下端

にぶい赤褐色

明  褐  色

明 赤 褐 色

橙    色
にぶ い橙 色

明 黄 褐 色

浅  黄  色

黒  褐  色

褐

灰

暗

黄

黒

灰

色

色

色

色

色

色

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

Hue  5YR
Hue 7.5YR
Hue  5YR
Hue  7.5YR
Hue  5YR
Hue   10YR
Hue 2.5YR
Hue 2.5YR
Hue 10YR
Hue 7.5YR
Hue  7.5YR
Hue 10YR
Hue  10YR
Hue 2.5YR

ｉ

ｊ

ｋ

ｒ

ｌ
．ｍ

ｍ
∬

∬
∫

ば

ｐ

ｑ

げ

ｒ
ゞ

ｔ

ｕ

ｖ

ｗ

％

％

褐潮褐褐黄

A

ポイント

第 5図 遺構実測図の作成方法

○住居跡は,縮尺20分の との原図をトレースして版組みし,それをさらに大きさに応じて, 3

分の 1, 4分の 1, 5分の 1に縮小して掲載した。

O土坑は,縮尺20分の 1の原図をトレースして版組みし,それをさらに 3分の 1に縮小して掲

載した。

〇濤・堀は,縮尺20分の 1の原図をトレースして版組みし,それをさらに大きさに応じて, 3

分の 1, 4分の 1に縮小して掲載した。  ‐

A A′
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○遺構からの出土遺物は,遺構平面図及び断面図に出土位置を記号で表示し,接合できた土器

は実線で結んだ。出土遺物に付した数字は,遺物実測図の番号を指す。

5 -覧表の見方について

(1)住居跡一覧表

跡

号

居住

番 位置 主軸方向 平面形
規   模

床面 柱穴数 炉 覆上状態 出土遺物 時期 備 考
長軸X短軸(m)壁高(cln)

○位置は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

O主軸方向は,座標北と長軸のなす角度で示した。

〇平面形は,掘 り込み上面の形状を記した。

O規模の長軸×短軸は,上面の計測値,壁高は残存壁高の計測値を記した。

○床面は,踏み固められた度合いを「硬い」。「普通」・「軟らかい」に分類 して記 した。

○柱穴数は,その住居跡に伴うと考えられる柱穴数を記し,検出されない場合は「―」とした。

○炉は,その位置を記し,検出されない場合は「―」とした。

○覆土は,堆積層数を記し,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,撹乱を受けている場合は

「撹乱」と記した。

O出土遺物は,主な遺物名や出土量を記した。

○時期は,出土遺物から時期判定の可能な範囲で,土器型式によって記した。

O備考は,重複関係,そ の他の特記事項を記した。

(2)土坑 と炉穴一覧表

九

番

土

穴 位置 長径方向 平面形
現 模

壁 面 坑底 覆土状態 出土遺物 備   考
長径×短径 (m)1深さ(cm)

○壁面は,底面からの立ち上が りの状態を簡潔に記した。

○坑底は,ヒ」「平坦」, v 「坑状」,―  「皿状」,―  「凹凸」というように表記した。

○その他の欄は,住居跡一覧表の項目に準じた。
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第 2節 遺物の記載方法

実測図の作成方法と掲載方法

(1)作成方法

○土器は,四分割法を用い中心線で挟んだ左側に側面,右側に内面及び断面図を作成 した。

○石製品は,展開図法を基本 とした。

○上記以外の遺物については,効果的と思われる方法で実施した。

(2)掲載方法

〇実測図の掲載にあたっては,縮尺 3分の 1を 基本 としたが,遺物の大きさによっては原寸で

掲載した。

○土器拓影図は,右側に断面を載せ,表裏 2面を掲載したものは,断面を挟んで左側に表面 ,

右側に裏面を,縮尺 3分の 1で掲載した。

○胎土に繊維が含まれる土器については,断面図中にドットを落として示した。

○石器実測図中における使用痕は,次のように表した。敲きの範囲は, |←□ □→|お よび(:)

で,磨 りの範囲は, ←○ ○→ および(:)で ,凹みの範囲は破線で〔いのように,砥石の使

用範囲は←→のようにそれぞれ表した。

○遺物に付した番号は,土器,土製品,石器ごとに通し番号をつけ,遺構実測図,写真図版及

び一覧表の備考欄に表わした。

甕・小型甕・童

l←一 日径 ― → I

1← 底径うl

器 台

1←― 口 径 ―→ I

蘊
i

第 6図

不・塊・鉢

l←― ― 口径 一 一 )1

不

径

高

ロ

一↑

器

高

↓
一 獣

I←

甑

口  径 一―――,1

土器片拓影図

口
縁
部

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

器
受
部

寸

城各部位の名称 と法量表現

台付整

I(― 口 径 ―→ i

(底 径〕

I← ― 口 径 ―→ I

(上器 )
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2 遺物解説表について

遺構 ごとの遺物 を,次のような表にまとめた。

図版番号 器種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

○番号は,実測図版中の番号 と同一である。

○法量は,口径―A,器高―B,底径―C,脚台径―D,と し単位はcmで ぁる。なお,A・ C・

Dの ( )は推定値であり,Bの ( )は残存高である。

O胎土・色調 。焼成の欄は,上から胎土 。色調 。焼成の順で記した。焼成については,焼き締

まって硬いものは,良好,焼成があまく手でこすると器面が象1離するものを不良とし,その

中間のものを普通とした。色調は,前説の上層の分類 と同じ土色帖を使用した。

O備考は,完存率や付着物,その他必要と思われる事項を記した。

円 板

k― 最大径 司

CD至厚さ

【径引

T霞

俸 最大径引

各部位の名称 と法量表現方法 (石製品 )

鰯いＷ　躍的〔出出日日〕Ｗ〉

下

（こ

長
さ
　
土

菅

隣
―Ｔ

ξ

立

不
身
＊

刀
部

と

隣

下
隣
立

厚 さ

長
さ
　

上

玉
等
Ｏ
ｍ
川
Ш

網

不
Ｉ
　

長

さ

　

並

第 7図
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第 5章 本 田 遺 跡

第 1節 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県結城市小田林字西浦1,861ほ かに所在し,面積は20,210m2でぁる。現況は,畑

で一部水田となっているが,畑の約 3分の 2は梨畑跡である。当遺跡は結城市の北西部で,JR水

戸線の小田林駅の南西約 l kmに 位置し,東西に走る国道50号線の北側に接している。西方約300m

には,茨城県と栃木県との県境をなす江川が南流し,江川に沿った沖積地には水田が開けている。

当遺跡は,こ の水田に面する大地の西縁辺部に立地しており,標高は31～35mである。遺跡は幅約

80m,長 さ約300mと 南北に長 く,南から北へ,ま た東から西へなだらかに傾斜して水田へと続い

ている。そのため水田面との比高は,遺跡の北西部では約0.5m,南東部では約 5mと なっている。

国道50号線を挟んで当遺跡の南方150mの新 4号バイパス路線上には古墳時代の小田林遺跡が所在

し,そ の南方約300mに は同じく新 4号バイパス路線上に古墳時代の善長寺遺跡が所在する。当遺

跡からは古墳時代の住居跡 1軒が検出され, トレンチからは石器や内耳土器片が出上している。

第 2節 調 査 経 過

4  月  本田遺跡の調査開始にあたり,作業員募集,器材搬入,プレハブ設置,遺跡測量等

を行った。

5  月  鍬入れ式を行い,調査を開始した。上物除去及び草刈 りを行い,調査前の遺跡全景

写真を撮影した。X軸 +32,600m,Y軸 -1,120mの交点を基準として調査区を設定し

た。当遺跡の南半分は梨畑跡であり,梨の根株が規則的に並びグリッド内に4～ 5株

ずつかかるため,40m四 方の大グリッド内に幅 2m,長 さ16mの トレンチを東西方向に

8mお きに 8本ずつ設定して,遺構確認をすることにした。 (第 9図 )

6月 前半  第 1段階として南から北に向かって トレンチを交互に 1本おきに発掘したが遺構は

確認されず,G3区からわずかに石器 2点 と内耳土器片が出土しただけであった。F3区

とG3区 の東側の部分を除いては,表上が約50～ 80cmと 厚 く,表土の下は粘土層となっ

ており,遺物はほとんど出上しなかった。

6月 後半 第 2段階として,残 りの トレンチを発掘し,G3-7ト レンチに住居跡 1軒が確認され

た。遺構が確認されたG3-7ト レンチを拡張した。

―-21-―



第 8図 本田遺跡地形図
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7月 前半  第 1号住居跡の調査を行った。遺物は少なく,土師器の塊,増などが出上した。順

次写真撮影,実測を行い第 1号住居跡の調査を終了した。

7月後半  遺跡全体の草刈 り及び清掃後,遺弥の調査後全景写真を撮影し,本田遺跡の調査を

完了した。

第 3節 遺構 と遺物

当遺跡では,住居跡が 1軒検出された。遺物は住居跡から土師器が少量出上し, トレンチから

は,石器や内耳土器が出土している。

住 居 跡

第 1号住居跡 (第10図 )

本跡は,遺跡の南東端に位置し,G3亀区を中心に検出された。

平面形は長軸5.23m・ 短軸3.80mの 隅丸長方形を呈しており,主軸方向はN-52°一Wを指して

いる。壁はほぼ垂直に立ち上が り,し つかりとしている。壁高は約30cmで ある。床面は平坦で,

やや軟かいが,炉跡の周囲は硬 く締まっている。壁濤は確認されていない。ピットはPl～P4の 4

か所検出され,それぞれ直径約25cln,深さ25～30cmである。ピットはいずれも対角線上に,等間

隔に掘られており,主柱穴 と思われる。南コーナーには貯蔵穴が検出されている。平面形は直径

約65c14の 円形を呈しており,深さは約40cmである。住居跡中央部のやや東寄りには炉跡が検出さ

れている。長径1.7m・ 短径0.5mで,二つの炉が接続した形を呈している。炉内には焼土が充満し,

炉床は硬 く焼けてブロック状である。覆土はローム粒子を含む黒褐色土と暗褐色上が主で,自然

堆積の様相を示している。

遺物は土師器の甕 。坑 。増・高不形土器などが出土しているが,量は少ない。また,東コーナー

付近から,メ ノウの石片 (第 14図 -4)が 出上している。
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第 9図 本田遺跡全体図
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第11図 第 1号住居跡遺物出土状況図

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法  量 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 傭  考

第12図

1

甕 形 土 器

土 師 器

B(205) 胴部はほぼ球形を呈している。 胴部内面―ナデ

胴部外面一ヘラ削リ

砂粒

にぶい橙色

良好

10%

2

甕 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

154

(5 4)

口縁部は「く」の字状に外反している。胴

部欠損

口縁部内・外面―横ナデ

頸部内面―ハケロ

胴部内・外面―ナデ

砂粒

にぶい橙色

良好

100%

3

高杯形土器

土 師 器

B(82)
C(117)

杯部欠損。脚部はやや張りながら開き,裾
部は屈曲して大きく広がっている。

脚部内・外面―ヘラ削り

裾部内・外面―横ナデ

砂粒

にぶい橙色

良好

40%

4

姑 形 上 器

上 師 器

A(83)
B 91

脚部中位はやや張り扁平な球形をなし,国
縁部はやや内彎気味に開いている。丸底で

ある。

口縁部―横ナデ

頸部―横位のハケロ

胴部内面―全体に磨滅

外面―ヘラ肖」り

砂粒

にぶい橙色

普通

80%

娩 形 土 器

上 師 器

A(128)
B 64
C 45

体部は内彎しながら大きく開いて立ち上がっ

ている。口縁部は短く外傾している。平底

である。

口縁部内・外面―横ナデ

胴部内・外面―ナデ

底部―ヘラ削り

粒

色

好

砂

橙

良

100%

娩 形 土 器

上 師 器

A 83
B 55
C 89

体部は大きく開いて立ち上がり,中位より

やや上からすぼみ,日縁部は直立している。

平底である。

口縁部内・外面―横ナデ

体部内面―ナデ

体部外面―ヘラ削り

粒

色

好

砂

橙

良

100%
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第12図 第 1号住居跡出土遺物実測図

2 遺構外出土遺物

各 トレンチからの遺物は少ないが,内耳土器や石器が出上している。

遺構外出土遺物観察表

半

図版番号 器  種 法  量 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第13図

1

内 耳 土 器 A(412)
B 51
C(386)

休部は短 く外傾している。国唇部は平坦で

ある。

内・外面―ナデ 砂粒

にぶい橙色

良好

20%

2

内 耳 土 器 A(403)
B 55
C372

体部はやや内彎気味に外傾している。日唇

部は平坦である。

内・外面―ナデ

色

粒

灰

好

砂

褐

良

40%

内 耳 上 器 A(390)
B 48
C(364)

体部は短 く外傾している。 内・外面―ナデ

色

粒

灰

好

砂

褐

良

10%
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0            10Cm

第13図 遺構外出土遺物実測図 (1)

打製石斧 (第 14図 -1・ 2)

1・ 2と も分銅形の石斧で,原礫面を多 く残し,粗製である。 1は刃部,括れ部 とも大まかな

象J離である。2は左側下部が裏面からのカロ撃で欠損している。刃部は片面から作 り出されている。

1は長さ10.7cm,幅6.5cm,厚 さ2.2cm,重 量165gで ぁる。2は長さ10.8cm,幅 8.lcm,厚 さ1.8cm,

重量161gで ぁる。 1・ 2と も石質は安山岩である。

砥石 (第 14図 -3)         ・

扁平な直方体で,約半分を欠損している。両端を除いて 4面が使用されており,そのうち広い

2面が多く使用されて薄 くなっている。現存長は10.lcm,幅4.4cm,厚 さ1.4～ 3.7cmで ,石質は流

紋岩である。
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第14図 遺構外出土遣物実測図 (2)

第 4節 ま め

当遺跡からは,住居跡 1軒が検出されたにとどまったが,遺物から第 1号住居跡の時期 と,当

遺跡 と周辺の地形から集落の広がりを考えてみる。

第 1号住居跡からは少量であるが,甕,坑,対,高イなどの上師器が出土しており, これらの

器形,整形を観察してみる。甕は,日縁部が「く」の字状に開き,胴部はほぼ球形で,ヘラ削り

やナデが見られ,一部刷毛目が残っている。坑は,丸みの強い体部を持ち,口縁部は短 く外傾 し,

平底である。対は,小型で口径と胴径がほぼ等しく,口縁部が内電気味に開 く。また,胴部には

ヘラ削りが見られ,丸底である。高邪は邦部が欠損しているが,脚部はややぶくらみを持ちなが

ら開き,裾部は屈曲して広がっている。以上,土器の特徴からは和泉 I式に比定され,本跡は古

墳時代中期前半のものと思われる。

また,当遺跡の地形は,西または北に向かうにつれだんだんと低 くなり,北西端は水田面 とあ

まり差がなく,標高約31m前後である。第 1号住居跡が検出されたG3区 とF3区 の東側部分は,遺

跡の南東部に当たり,遺跡内で最も高い部分である。また, この部分は周囲よリー段高 くなって
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おり,標高34～35mである.。 上層もこの高い部分を除いては,表上下にはほとんどローム層も見ら

れずj粘主目が全面に広がっており,遺構は確認されなかった。一方i調査区域外になるが,第

1号住居跡の南東部は,標高35～36mの平坦地となっている。また,第 1号住居跡の南東部には,

同時期の上器―片の散布が見られる。これらの地形や遺物の散布からすると―,当遺跡の南東部には

集落の存在が推定され,第 1号住居跡は,その周辺に位置するものと思われる。
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第 6章 菩長寺遺跡

第 1節 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県結城市小田林字南原387の 2ほかに所在し,面積は7,144m2で ぁる。現況は畑 ,

山林で,部分的に宅地 も含まれている。当遺跡は結城市の北西部にあり,」R水戸線小田林駅の南

西約1.5km,市 域を東西に走る国道50号線の南約 l kmに 位置している。西方約300mに は,栃木県 と

の県境をなす江川が南流し,江川に沿った沖積地には水田が開けている。当遺跡はこの水田に面

する舌状台地の南西端に立地しており,標高は33～ 35mで ある。遺跡は幅東西約40m,長 さ南耳ヒ約

180mと南北に長 く,北から南へなだらかに傾斜して水田へと続いている。そのため,水田との比

高は遺跡の北部で 3m,南部で約 2mと なっている。当遺跡の北方約250mの 新 4号バイパス路線

上には,縄文時代 。古墳時代の包蔵地 とされている小田林遺跡が所在 し,さ らに,国道50号線 を

越えて小田林遺跡の北方約0.5kmに は,昭和57年度に発掘調査をした古墳時代の本田遺跡が所在す

る。

当遺跡からは古墳時代の住居58軒,上坑ユ基,濤 2条,堀 1条が検出され,同時代の遺物が土

器収納箱に約150箱出土している。

第 2節 調 査 経 過

善長寺遺跡は,昭和60年 10月 から昭和61年 3月 の 6か月の予定で調査を開始したが,遺構数が

多いため昭和61年度も調査継続し,昭和61年 8月 で完了した。以下,月 ごとに簡単に経過を記述

する。

昭和80年度

10 月   3日 にエリア内伐開を始め,作業員募集説明案内状を発送した。伐開は14日 に終了

した。 9日 に雇用説明会を開いた。

14日 から調査前の諸準備をし,17日 に雇用申し込み書を回収して,18名 の作業員を

確保した。18日 に建設コンサルタントによって基本杭を打った。

25日 作業員を投入し,テ ント設営,草刈 りを行い,29日 に鍬入れ式を行った。鍬入

れ式後草刈 りを続行し,平行して残土置場の伐開,小調査区設定のためのグリッド杭

打を行つた。

11 月   1日 からエリア内の上物を除去し, 5日 に発掘前の全景写真撮影をした。同日,遺

跡南部のF・ E区から8分の 1の グリッド発掘を開始した。El・ E2区から住居跡状遺
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第15図 善長寺遺跡地形図・ グリッド図
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12  月

構を数軒確認した。 8日 から全域の遺構分布状況を把握するため,D～ A区は16分の

1の グリッド発掘をした。その結果,遺跡のA・ B区 を除 く全域にわたって遺構が分

布することが半」明した。

15日 には 8分の 1の グリッド発掘を終了し,住居跡状遺構約25軒 を確認した。同時

に 8分の 1の グリッド発掘終了後の全景写真を撮影した。

18,19日 に残土置場の清掃をし,20日 から南部より重機による表土除去を開始した。

また,表土除去を終了した地点から遺構プランの明確な確認を進めていった。

5日 までに重機による表土除去と確認清掃を終了し, 6日 から遺構掘 り込みを開始

した。住居跡 1・ 3・ 4号,土坑 1号,濤 1号を掘 り込んだ。

10日 から19日 まで,住居 5・ 8・ 10～ 12号,土坑 2号の掘 り込みを始め,住居跡 1・

3～ 5号,土坑 1・ 2号,濤 1号の遺物実測・取 り上げを行った。同時に住居跡 1号

の平面図作成を行い,住居跡 1軒を完了した。 1号住居跡からは石製品や石屑が多量

に出土した。

23日 から26日 にかけて,住居跡 8・ 10～ 12号の遺物実測 。取 り上げを行い,住居跡

3～ 5号,土坑 1・ 2号,濤 1号の平面図作成をして住居跡 3軒,土坑 2基,濤 1条

を完了した。26日 の午後は現場,事務所を開鎖して年末 。年始の休暇に入った。

6日 から作業を再開した。 9日 までに,住居14～19号,土坑 3号の掘 り込みを行つ

た。

10日 から17日 は,住居跡 8・ 10～ 12の 平面図作成をし,住居跡 4軒を完了した。続

いて住居跡20号,土坑 9号の掘 り込み,住居跡14～19号の遺物実測・取 り上げを行つ

た。

20日 ～31日 までに,住居跡14～19号,土坑 3号の平面図作成をし,住居跡 6軒,土

坑 1基を完了した。また,住居跡 6・ 21～25。 27・ 29号,土坑10号の掘 り込みを行い,

住居跡20～22号,上坑 9号の遺物実測・取 り上げを行つた。 6・ 15号住居跡はそれぞ

れ 2軒が重複していることが判明した。

2日 から7日 まで,住居跡34号 の掘 り込みと住居跡23・ 24号,上坑 4・ 10号の遺物

実測・取 り上げを行った。続けて住居跡20～22号,土坑 9号の平面図を作成して住居

跡 3軒,土坑 1基 を完了した。

10日 から19日 は,住居跡23～ 24号,上坑10号の平面図を作成し,住居跡 2軒,上坑

1基を完了させた。続いて住居跡35～36号の掘 り込み,住居跡27号の遺物実測 。取 り

上げを行つた。

20日 から28日 にかけて,住居跡25・ 36号 の遺物実測・取 り上げ作業を行い住居跡27・

1   ヂ]

2  月
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3 月

34・ 36号 の平面図を作成して住居跡 3軒 を完了した。27号住居跡は, 2軒の重複 と判

明した。さらに住居跡30～31号の掘 り込みを行った。また,25日 には,栃木県立博物

館主任学芸員橋本澄朗氏を招いて班内研修会を開いた。

3日 から7日 までは,住居跡 6・ 29～31・ 35号,上坑 4号の遺物実測・取 り上げを

行った。住居跡 6・ 25・ 35号,土坑 4号の平面図作成をして住居 3軒,土坑 1基 を完

了した。29号住居跡からも多量の石製品が出土した。

8日 から18日 は,住居跡29～31号 の平面図を作成して,住居跡 3軒を完了して,今

年度計画の調査を終了した。なお, 9日 には,市教委・自治委員などの協力者に報告

会を開いた。

11,12日 に器材点検をし,13日 から18日 まで図面点検・補足調査を行った。

19日 ～25日 にかけて,次年度整理のための資料搬出を中心 とした残務整理 と次年度

の雇用計画を立案した。26日 に現場 。事務所を開鎖してすべての業務を終了した。

昭和61年度

4 月   8日 に事務引き継ぎを行い,10日 に作業を再開した。

11日 から調査を始め,18日 までに住居跡37～42号 の掘 り込みと,住居跡37・ 38号 の

遺物実測 。取 り上げを行った。

22日 から30日 まで,新たに住居跡43・ 44号の掘 り込みと,住居跡37・ 38号 の平面図

作成をし,住居跡 2軒を完了した。また,住居跡39～41号の遺物実測・取り上げを行っ

た。40号住居跡は 2軒重複が判明し,37・ 39・ 41号住居跡から石製品が多量に出上し,

40B号住居跡からは多量の石屑が出土した。

5 月   住居跡43・ 44号の掘 り込みを続け,さ らに住居跡45～48号 まで掘 り込みを進めた。

また,住居跡41号の遺物実測 。取 り上げと遺構が浅い住居跡46・ 47号の遺物実測・取

り上げを行った。さらに住居跡47号の平面図作成をし,住居跡 1軒を完了した。

12日 から19日 までに,住居跡49号の掘 り込み,住居跡42～ 45・ 48号の遺物実測・取

り上げを行い,ま た,住居跡39・ 40。 42・ 44・ 45。 48号 の平面図を作成して 6軒を完

了した。

22日 から30日 までは,住居跡50～54号 の掘 り込みと住居跡50・ 51号 の遺物実測・取

り上げを行った。また,住居跡43・ 50・ 51号 の平面図作成を行い, 3軒 を完了した。

6 月   2日 から9日 にかけて,住居跡55。 56号の掘 り込み,住居跡52～54号の遺物実測・

取 り上げを行つた。また,住居跡49・ 53・ 54号の平面図作成をし, 3軒 を完了した。
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7  月

8  月

10日 から19日 まで,住居跡57・ 58号の掘 り込みと,住居跡55～58号の遺物実測・取

り上げを行つた。また,住居跡52号 の平面図を作成し, 1軒 を完了した。55号住居跡

から石製品が多量に出上した。

23日 から27日 は,住居跡59・ 60号の掘 り込みと,住居跡56～58号の平面図を作成し

て 3軒 を完了した。また,住居跡59号 の遺物実測 。取 り上げをし,さ らに堀 1号の掘

り込みを進めた。

1日 から9日 までに住居跡61号,土坑 5～ 8号,濤 2号の掘 り込みを行った。併せ

て,住居跡60号,上坑 5・ 6号の遺物実測 。取 り上げを行つた。 5号土坑からは数個

の土師器完形品が出土した。さらに,住居跡55・ 58号 の平面図作成を行い, 2軒 を完

了した。

10日 から18日 は,堀 1号の掘 り込みを実施 し,住居跡60号,上坑 5～ 8号,濤 2号

の平面図作成をし,住居跡 1軒,土坑 4基,濤 1条を完了した。

22日 から31日 までは,堀 1号の掘 り込みと実測を行い,途中25日 からは図面点検も

平行して行つた。また,25日 からは各遺構の清掃を行い,航空写真撮影に備えた。

1日 から補足調査をし,最後の遺構 となった住居跡62号の掘 り込みと遺物実測・取

り上げ,平面図作成を行つた。 8日 に調査終了後の航空写真を撮影し,すべての業務

を終了させた。また, 9日 には現地説明会を開き,約 80人の見学者が参加した。

第 3節 遺構 と遺物

当遺跡で検出した遺構は,住居跡58軒,土坑■基,濤 2条,堀 1条である。

住居跡は,遺跡の中央から南側のC～ F区にかけて検出され,北側のA・ B区 には検出されな

かった。エリア外にかかる住居跡もあることから,遺構の分布 (集落の範囲)は さらに東西に広

がるものと思われる。時期は出土遺物から古墳時代前期41軒,中期 2軒,後期15軒である。また,

古墳時代後期の住居跡には石製品製作跡が 5軒含まれている。なお, 2・ 7・ 9。 13・ 26・ 28・

32・ 33番 は,調査中に土坑,濤等に変更されたため,欠番 としたものである。

土坑はC～E区から検出され,濤はC2区,Fl区 に 1条ずつ検出されている。堀はB2区 ,C2区 に

かけて 1条検出されている。土坑 。濤 。堀については,その時期・性格は不明なものが多い。

遺物はほとんどが住居跡から出上したもので,土師器,須恵器,石製品,鉄製品などである。

土師器は甕形土器,壺形土器,杯形土器,坑形土器,鉢形土器,甑形土器,器台形土器,増形土

器,高杯形土器などが出土している。須恵器は杯を中心に 7点出上している。石製品は,剣形品,

有孔円板,臼玉,管玉,勾玉,紡錘草などのほか,石屑 。原石が出土 している。鉄製品は石製品
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第16図 善長寺遺 FTI遺構配置図



製作跡の住居跡から1点出上している。

その他,縄文式上器も住居跡内の覆土やグリッドから少量出土している。

l住 居 跡

(1)古墳時代前期

第 4号住居跡 (第 17図 )

本跡は,遺跡南部のElie区を中心に確認されたもので,第 1号濤の北西約3.8mに位置している。

平面形は長軸5,3mの 隅丸方形で,長軸方向はN-39°一Eである。壁はソフトロームで,西側の

Ｃ

一　
　
　
　
Ｄ

一

二
塵≧雀
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篭詐

工

o               2m

第17図  第 4号住居跡実測図
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一部が撹乱を受けて軟 らかいが,他は締 まってお り,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は

40～60cmで ある。床はハー ドロームで,平坦である。床面は硬 くよく踏み固められているが,西

コーナー側は撹乱を受けて軟 らかい。炉は検出されない。柱穴はPI～P4の 4か所で,そ の規模は

径34～42cm・ 深さ31～35cmで あり,配列はやや不規則である。北壁近 くに 2か所,南壁近 くに 1

か所 2m前後で厚さ約30cmにわたって焼土層が確認され,床近 くの覆土から炭化物が多く出土して

いることから,本跡は焼失家屋 と考えられる。

覆土は 2層 からなり,暗褐色土,褐色土が堆積 し,西側の撹乱部以外は,自然堆積である。 2

層ともローム粒子・鹿沼土・焼土粒子を含み,締まっている。

遺物は,覆上の上層から甑形土器 (P58),下層から小型甕形土器 (P56),壷形土器 (P57),中

央の床面から装飾器台形土器 (P59),台付甕形土器 (P60)が出土 している。すべて五領式に比定

される。

第 3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特ヽ 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第18図

P54

邦 形 土 器

上 師 器

A150
B(62)

体部 は内彎 し,国縁部 との境で

段 をつ くる。 国縁部 は器肉を減

じなが ら垂直に立 ち上が る。

口縁部外面・内面―ヘラなで

体部外面―粗いヘラなで

砂粒・ スコ リア

橙色

普通

40%

P55

甕 形 土 器

土 師 器

A165
B286
C 64

底部は平底。胴部は器肉を減じ

ながら外傾し,長胴を呈する。

日頸部はゆるく「くJの字状に

立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒・ パ ミス・ ス

コ リア

にぶい橙色

普通

90% 胴部外面

媒付着

第 4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法三 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備  考

第18図

P56

小型変形土器

土 師 器

A160
B(80)

胴部はやや長胴を呈し,口頸部

はゆるく「く」の字状に立ち上

がる。

口縁吾Б外面 ―ハケロ整形後 なで

口縁部内面・ 胴部外面 ―ハケロ

整形

パ ミス・ 砂粒

灰褐色

普通

15%

壺 形 土 器

土 師 器

A166
B(62)

口縁部はゆるく外傾して立ち上

がり,上半で外面に折り返す。

口縁部内・外面上半―なで

口縁部内・外面―ハケロ整形

パミス・石英 。砂

にぶい橙色

良好

20%

凱 形 上 器

土 姉 器

B(15)
C 57
孔径 24

底部 は平底 で,中央 に単孔 を穿

つ。掲同部 は器肉を減 じなが ら外

傾 して立 ち上がる。

内・ 外面 ―なで パ ミス・ 砂・ 石英

にぶい褐色

普通

30%

装飾器台形

土   器

土 師 器

A170
B180
D145

脚部 はラ ッパ上 に下方に開 く。

受部下半で段 をつ くり,外反 し

て立 ち上がる。脚部 に 4孔,受
部 に 3孔 を穿つ。

外面―なで

脚部内面―ハケロ整形後なで

スコリア・砂・石

英

浅黄橙色

普通

60%

台付甕形土器

上  師 器

B(99)
D134
7L径 33

台部はラ ッパ状 に下方 に開 く 外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

パミス・砂・スコ

リア

にぶい褐色

普通

15%
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第18図 第 3・ 4・ 5号住居跡出土遺物実測図
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第 5号住居跡出土遺物観察表

図版番 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

麺
Ｐ６．

奏 形 土 器

土 師 器

A160
B(4_0)

口頸部はゆるく「 く」の字状に

立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形 パミス・砂粒

にぶい橙色

普通

10%

P62

器台形土器

土 師 器

B(38)
D156

脚部はラッパ状に下方に開く 外面―なで

内面一ハケロ整形後なで

石英 。砂

にぶい橙色

普通

30%

第 5号住居跡 (第19図 )

本跡は,遺跡南部のElgs区 を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の北西約 6mに位置して

いる。

平面形は長径5.2m・ 短径4.3mの楕円形で,長径方向はN-46° 一Wである。壁はソフトローム

で床面から垂直に立ち上がっている。壁高は 7～27cmである。床はハードロームで,北から南に

7   く1   吼

B                                   げ

ユ33.h      二

o               2m

鷺|“ャ

第19図 第 5号住居跡実測図
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かけてやや傾斜しているが,おおむね平坦である。床面はよく踏み固められている。中央と北側

に炉と思われる焼土層が確認されたが,中央は最大幅47cm・ 最小幅30cmの不定形,北側は長径24

cm・ 短径16cmの楕円形で,両者とも床面より6～ 8 cm高 いレベルにあるので,後世のものと考え

られる。柱穴はPI～P6の 6か所で,その規模は径35～ 50cm・ 深さ8～24cmである。壁にそって円

を画 くように配列されている。P7は貯蔵穴と考えられ,長径156cm・ 短径80cmの楕円形で,床を 6

cm掘 りこんで構築されている。

覆土は 3層からなり,主 に暗褐色土,褐色土が自然堆積し,どの層もローム粒子を含み,締 まっ

ている。

遺物は,覆上下層から甕形土器 (P61),東側のPl近 くの床面から器台形土器 (P62)が出土して

いる。両者とも古墳時代の五領式に

'ヒ

定される。

第 6A号住居跡 (第20図 )

本跡は,遺跡南端部のF2a3区 を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の南東約10mに位置し

ている。東 。南側で第 6B号住居跡と重複している。新旧関係は第 6B号住居跡が本跡の床を切っ

ており,重複部分に本跡の貼 り床等の跡がないことから,本跡が第 6B号住居跡よりも古いと考

えられる。

平面形は,長軸6.lm・ 短軸4.5mの長方形 と思われ,長軸方向はN-87°一Eと 考えられる。壁

は重複のため,西・北側が残存しており,ソ フトロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁

高は10～20cmである。床も西・北側が残っておリソフトロームで平坦である。床面は踏み固めら

れていない。柱穴はPl・ P2の 2か所で,その規模は径54・ 70cm,深 さ16・ 17cmで ある。他の柱穴

や炉は第 6B号住居跡構築時に削平されたものと考えられる。P3は貯蔵穴と考えられ,長径70cm・

短径54cmの楕円形で,床を16cm坑状に掘 りこんで構築され,その中央に上師器の小型甕を埋めこ

んで使用している。

覆土は 6層からなり,主に暗褐色土,褐色上が自然堆積し,どの層もローム泣子を含み締まっ

ている。

遺物は覆土の下層から甕形土器 (P63),台付甕形土器 (P64)が破片で,貯蔵穴底面から直立し

た形で小型甕形土器 (P2)が出上している。すべて古墳時代の五領式に比定される。
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TP195は広口長胴壷の胴部片と思われ,羽状縄文を施している。弥生時代後期の二軒屋式と判

断される。
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第 SA号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第22図

P2
小型養形土器

土 師 器

A150
B103
C 39

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈し,国頸部は短く「く」

の字状に立ち上がる。

回縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部外面―ハケロ整形

パミス・砂・ スコ

リア

にぶい黄橙色

普通

95%

P63

甕 形 土 器

上 師 器

B(27)
C 70

底部は突出し,やや上げ底。胴

部は大きく外仮して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

パ ミス・ 石英・ 砂

にぶい橙色

普通

30%

P64

台付甕形土器

土 師 器

B(61)
D 96

台部は「ハ」の字状に下方に開

き,端部は平坦な面をもつ。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―なで

砂・ パ ミス

にぶい橙色

普通

20%

第 6B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第22図

Pl
甕 形 土 器

上 師 器

B(185)
C 56

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで 砂粒

明褐色

良好

65%

甕 形 土 器

上 師 器

A145
B(133)

胴部は球形を呈し,口頸部はゆ

るく「く」の字状に立ち上がる。

国縁部内・外面―横なで

胴部外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

石英・ 砂

にぶ い橙色

普通

60% 胴部外面

煤付着

P66

精 形 土 器

土 師 器

A 95
B(50)

胴部は外傾して立ち上がり,国
頸部は器肉を厚くして「く」の

字状に立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

パミス・砂・スコ

リア

浅黄橙色

普通

10%

P67
甑 形 土 器

土 師 器

B(67)
孔径 68

底部はやや突出し,筒抜けの孔

を穿つ。胴部は球形状を呈する。

内・ 外面 ―なで 砂粒・ パ ミス・ 礫

橙色

普通

15%

甕 形 土 器

土 師 器

A178
B(55)

口頸部は鋭角な「く」の字状に

立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形 パミス・砂・石英

浅黄橙色

普通

20%

小型甕形土器

上 師 器

A133
B 83
C 40

底部は平底。胴部は外傾して立

ち上がった後中位で垂直ぎみに

なり,口頸部はゆるく「く」の

字状に立ち上がる。

口縁部内・外面,胴部外面―

ケロ整形後軽いなで

胴部内面―なで

パミス・砂粒

浅責橙色

普通

100%

坑 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は小さい平底。胴部は器肉

を減じながら立ち上がって球形

を呈し,日縁部は内面に稜をつ

くり,垂直に立ち上がる。

外面 ―なで

内面 ―丁寧 ななで

スコリア・パミス・

砂

淡赤橙色

普通

20%

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は器肉が厚く平底。体部で

器肉を減じてくる。口縁端部は

丸味をもつ。

内・ 外面 ―なで 砂粒・石英

明褐灰色

普通

75%

甕 形 土 器

土 師 器

A lll
B254
C 81

底部は平底。胴部は器肉を減じ

て扁平な球形を呈す。口頸部は

短く「く」の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―なで スコ リア・砂・石英

灰 白色

普通

55%

第 3号住居跡 (第23図 )

本跡は,遺跡南部のElg9区 を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の北約 3mに位置してい

る。北側で第10号住居跡と重複している。新旧関係は土層堆積状況から,本跡が第10号住居跡よ

りも新しいと考えられる。
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平面形は長軸5.6m・ 短軸5.4mの方形で,長軸方向はN-45°一Wである。壁は,重複のため北

側の一部が欠損し,南側の一部が撹乱を受けてやや軟らかいが,他の壁はソフトロームで床面か

ら垂直に立ち上がっている。壁高は40～50cmである。床はハードロームで,平坦である。床面は

どの部分もよく踏み固められている。炉は北側に検出され,長径45cm・ 短径40cmの 楕円形で,床

を 7 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床は南側がよく焼けている。柱穴はPl～Psの 5か所で,そ の

規模は径35～ 39cm・ 深さ16～ 32cllaで ある。中央を囲むように五角形に配列され,柱穴間は約 2mと

等間隔である。
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第23図 第 8号住居跡実測図
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覆土は 3層からなり,主に黒褐色土,暗褐色上が堆積している。南側の一部が撹乱を受けてい

るが,他は自然堆積である。どの層もローム粒子を含み,締 まっている。

遺物は,覆上下層から甕形土器 (P74～P76),対形土器 (P78),手 づくね土器 (P79),中央の

床面から甕形土器 (P3・ P73),郷形土器 (P77)が 出土している。すべて古墳時代の五領式に比

定される。

第 8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第24図

P3
甕 形 土 器

土 師 器

A163
B249
C 62

底部は小さな平底。胴部は馬平

な球形を呈し,中位に最大径を

もつ。国頸部は「く」の字状に

立ち上がる。

外面―ハケロ整形

口縁部内面―ハケロ整形後なで

胴部内面―なで

砂粒・礫

黒褐色

普通

80%

甕 形 土 器

土 師 器

A164
B(113)

胴部は球形を呈し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

外面一ハケロ整形後なで

口縁部内面―横なで

胴部内面―丁寧ななで

砂・ 長石・ パ ミス

にぶ い橙色

普通

15%

甕 形 土 器

上 師 器

A163
B(90)

胴部は球形を呈し,口頸部は短
く「くJの字状に立ち上がる。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

パ ミス・ 砂・ 石英

にぶい責褐色

普通

20%

甕 形 土 器

上 師 器

B(82)
C 70

底部は突出した平底。胴部は外

傾して立ち上がる。

内・外面―なで 長石・ パ ミス

にぶい褐色

普通

10%

餐 形 土 器

土 師 器

B(39)
C 33

底部は小さな上げ底。胴部は器

肉を滅じながら球形を呈する。

外面―ハケロ整形

内面―なで

パ ミス・ 石英

にぶい赤褐色

普通

20% 胴部中位

外画煤付着

P77

不 形 土 器

土 師 器

A 96
B 37
C 28

底部は平底。体部は器肉を減じ

ながら内彎して立ち上がる。

外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

礫・パミス・雲母

外―灰褐色

内一灰白色

良好

30%

P78

町形 土 器

土 師 器

A l1 9

B(73)
口縁部は器肉を一定にして,外
傾して立ち上がる。

内・ 外面 ―丁寧 ななで パミス・石英 。砂

赤褐色

普通

％

彩

２０

朱

内・外面

手づくね土器

土 師 器

A 96
B(42)

体部はゆるく外反したのち,垂
直ぎみに立ち上がる。

外面―粘土紐輪積痕を残す

内面―なで

砂・ パ ミス

にぶい黄橙色

普通

20%

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 謡  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼戊 備   考

期Ｐ８０
器台形土器

上 師 器

A107
B(35)

受部は器肉を滅じながら外傾し

て立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

パ ミス・ 礫

にぶい黄褐色

普通

15%
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第10号住居跡 (第 25図 )

本跡は,遺跡南部のEl亀 区を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の北約 8mに位置している。

南側で第 8号住居跡 と,北側で第11号住居跡 と重複している。新旧関係は,土層堆積状況から,

本跡が第 8。 11号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸3.5m・ 短軸3.2mの方形と思われ,長軸方向はN-84° 一Wと考えられる。壁は

重複により,東・西側だけ残っているが,ソ フトロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁

高は20～ 35cmである。床は南側の一部が削平されているが,残っている床はソフトロームで,平

坦である。床面は踏み固められていない。中央に焼土層が確認されたが,床面から30cm以上の高

いレベルにあり,焼土層下も覆土と同じ暗褐色土が堆積しているので炉ではなく,後世のものと

考えられる。従って本跡では炉は検出されない。柱穴はPlの 1か所しか検出されておらず,その

規模は径40cm e深さ44cmで ある。P2は長径78cm・ 短径60cmの 楕円形,P3は長径72cm・ 短径60cmの

楕円形でいずれも貯蔵穴と考えられ,床をそれぞれ29cm・ 21cm掘 りこんで構築されている。貯蔵

穴の断面はP2が坑形,P3が「U」 形である。

覆土は 3層からなり,すべて暗褐色土で自然堆積 している。どの層もローム粒子を含み,締 まっ

ている。

遺物は,覆上の中層から器台形土器 (P80)が破片で出上している。古墳時代の五領式に士ヒ定さ

れる。

供
一ｍ ｈ

‐
ヽ

＼
♪

ｆ
‐
‐
‐
‐
―
く
＞

プ
√

ノ
ｒ
・

。

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

ｈ

Ｈ

酢

晴

Ｐ

鰺

春
一

ｄ
総
∪
訂

二332m  =

V
G      ざ

Y 0               2m

第25図 第10号住居跡実測図

―-48-―



第11号住居跡 (第26図 )

本跡は,遺跡南部のEle。 区を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の北約1lmに位置している。

南側で第10号住居跡 と,西側で第12号住居跡 と重複 している。新旧関係は,上層堆積状況から,

本跡が第10・ 12号住居跡よりも新しいと考えられる。

平面形は,長軸5.2m・ 短軸4.6mの長方形で,長軸方向はN-87°一Wである。壁はソフトロー

ムで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は17～37cmである。床はハー ドロームで,平坦で

ある。床面はどの部分もよく踏み固められている。炉は北側に検出され,長径72側・短径60cmの

楕円形で,床を15cm掘 り凹めた地床炉である。炉床は中央から南側がよく焼けて,レ ンガ状に硬

化している。炉覆土は 3層で暗褐色土,に ぶい橙色土,明赤褐色上が堆積している。柱穴はPl～ P3

の 3か所で,そ の規模は径35～ 51cm。 深さ20～33cmである。柱穴間は約 4mと 等間隔である。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色土,極暗褐色土が自然堆積している。どの層もロー

ム粒子を含み,締まっている。
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遺物は,覆土中層から重形土器 (P84),下層から壺形土器 (P82・ P83),器台形土器 (P85。

P86),対形土器 (P87), ミニチュア土器 (P88),台付甕形土器 (P4),小 型甕形土器 (P5),南 東

側コーナー部から正位で甕形土器 (P6),東側コーナー部付近の床面から小型甕形土器 (P81)が

破片で出上している。すべて古墳時代の五領式に比定される。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 偏   考

期
Ｐ４

台付甕形上器

土 師 器

B(199)
D 91

台部は「ハ」の字状 に下方 にPFl

く。胴部 は長胴で,中位 に最大

径をもつ。

内・ 外面 ―ハケロ整形後軽 いな

で

砂粒

黒褐色

普通

65%

小型甕形土器

土 師 器

A134
B122
C 62

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈し,日頸部は「く」の字

状に立ち上がる。

外面 。国頸部内面―ハケロ整形 砂粒・ パ ミス

褐色

普通

70%

棗 形 土 器

土 師 器

A163
B167
C 46

底部は突出した小さい平底。胴

部は馬平な球形を呈する。口頸

部は短く「くJの字状に立ち上

がる。

外面 。日縁部内面 ―ハケロ整形

後 なで

胴部内面 ―なで

砂粒・ パ ミス

暗褐色

良好

70% 胴部外面

上半煤付着

小型餐形土器

土 師 器

A 96
B144
C 62

底部は平底。胴部は扁平な球形

を呈する。日頸部は「く」の字

状に立ち上がる。

口縁部内・ 外面 ―横 なで

胴部外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

スコ リア・ 雲母

灰 白色

良好

90%

壺 形 土 器

土 師 器

A148
B(107)

胴音Бは球形を呈する。国縁部は

垂直に立ち上がり,中位で段を

つくり,外上方に開く。

外面 。国縁部内面 ―丁寧 ななで

胴部内面 ―なで 色黄

好

灰

良

パ ミ 10%

壺 形 土 器

土 師 器

A102
B(60)

胴部は球形を呈し,日頸部は「コ」

の字状に立ち上がる。日縁瑞部

は外上方へ開く。

外面 ―ハケロ整形後弱 いなで

口縁部内面 ―横 なで

胴部内面 ―なで

パ ミス・ 石英

橙色

普通

40%

重 形 土 器

土 師 器

A125
ど(52)

口顎部はゆるく外傾して立ち上

がる。国縁端部は垂直に立ち上

がり,尖る。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで パミス・砂・礫

外―明褐灰色

内―浅責橙色

普通

10%

器台形土器

土 師 器

B(71)
D186

脚部はラッパ状に大きく下方に

開く。脚部に4孔を安つ。

外面―なで

内面―ハケロ整形後なで

スコリア・長石・礫

灰白色

普通

15%

P86

器台形土器

土 師 器

A 85
B(26)

受部 は外傾す る。 日縁部 との境

で稜 をつ くり,｀
国縁部 は垂直 に

立ち上が る。

外面―ハケロ整形後なで

内面―丁寧ななで

パミス・砂

浅責橙色

普通

10%

姑 形 土 器

土 師 器

A l17
B 84
C 28

底部は小さく平底。体部は球形

を呈し,日縁部との境内面に稜

をつくる。日縁部は外傾して立

ち上がる。

内・外面―丁寧ななで スコリア・パミス

礫・砂

にぶい橙色

良好

97%

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 88
B 40
C 32

底部は平底で,体部は器肉を減

じながら内彎して立ち上がる。

日唇部は丸味をもち外へ開く。

内・ 外面 ―なで 砂

にぶい橙色

普通

40%

―-51-―
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第28図 第11号住居跡出土遺物拓影図

第12号住居跡 (第29図 )

本跡は,遺跡南部のEldっ 区を中心に確認

されたもので,第 4号住居跡の北西約 13m

に位置している。東側で第11号住居跡と重

複している。新旧関係は前述のとおりであ

る。

平面形は,長軸4.6m。 短軸4.4mの方形

で,長軸方向はN-32°一Wである。壁は重

複のため東側の一部が掘 り込まれているが,他はソフトロームで床面から垂直に立ち上がってい

る。壁高は15～25cmである。床も東側の一部が削平されており,床面はハードロームで,平坦で

あり,どの部分もよく踏み固められている。炉は検出されない。なお,北東壁際に広い範囲にわ

たつて焼土層が認められ,付近の床から炭化材が検出されたことから,本跡は焼失家屋と考えら

れる。柱穴はPl～P7の 7か所で,その規模は径22～ 32cm・ 深さ18～35cmである。中央を囲むよう

に七角形に配列され,柱穴間はほぼ等間隔である。P。 は貯蔵穴 と考えられ,長径73cm・ 短径60cm

の楕円
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形で,床を45cm坑状に掘 りこんで構築されている。

覆土は 4層からな り,主に暗褐色土,褐色土が堆積 している。北東側の一部を除いて自然堆積

である。

遺物は,覆土の中層からltt形土器 (P89。 P108),器台形土器 (Pl10。 P■1),壷形土器 (P101・

P106),下層から台付甕形土器 (P90・ P94),甕形土器 (P91～ P93・ P95。 P97～ P99。 P105),壺

形土器 (P100。 P104),高邦形土器 (P109),器台形土器 (Pl12),北側に横位で ミニチュア土器

(Pl13。 Pl14),中央の床面からまとまって甕形土器 (P7・ P8),台付甕形土器 (P9。 P10),小

型甕形土器 (P96),重形土器 (P102・ P103・ P107)が出上 している。すべて古墳時代の五領式に

比定される。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第30図

P7

甕 形 上 器

土 師 器

A169
B(153)

胴部 はやや長胴 を呈す る。 国縁

部 は短 く「 く」の字状 に立 ち上

が る。

外面・口縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―ハケロ整形後なで

パ ミス・砂粒

暗褐色

普通

75%

甕 形 土 器

土 師 器

A152
B(132)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部は「コ」の字状に近い立

ち上がりである。

口縁部内・ 外面 ―ハケロ整形後

なで

胴部外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

砂粒・ スコリア

黒褐色

普通

65% 外面煤付

着

台付奏形土器

土 師 器

B(156)
D 76

台部は「ハ」の字状に下方に開

く。胴部は外傾して立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 砂粒・スコリア

黒褐色

良好

25%

台付奏形土器

土 師 器

A238
B312
D 97

台部は小さく「ハ」の字状に下

方に開く。胴部は球形を呈し,

国頸部は「 く」の字状に立ち上

がる。

外面・口縁部内面・脚部内面―

ハケロ整形

胴部内面―なで

砂粒・パミス

灰掲色

普通

75% 胴部外面

中位煤付着

P89

対 形 土 器

土 師 器

A l16
B101
C 42

底部は平底で,胴部は馬平な球

形を呈する。国頸部は「く」の

字状に立ち上がる。

内 。外面 ―ハケロ整形後 なで 石英・砂

にぶい橙色

普通

80%

P90

台付甕形土器

土 師 器

A165
B(60)

胴部は球形を呈すると思われる。

国頸部は「S」 字状に立ち上が

る。

胴部外面―ハケロ整形

内面―なで

ス コ リア・ 砂粒・

雲母

橙色

良好

10% 煤付着

第31図

P91

甕 形 土 器

土 師 器

B(239)
C 98

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈する。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―ハケロ整形

礫・ ス コ リア・ 砂

粒 。石英

橙色

普通

35%

甕 形 土 器

上 師 器

A160
B(164)

胴部は球形を呈する。日頸部は

ゆるく「く」の字状に立ち上が

る。

内・ 外面 ―ハケロ整形 礫・ 雲母・ 砂粒

浅責橙色

普通

40%

甕 形 土 器

土 師 器

A165
B(206)

胴部は球形を呈する。口頸部は

鋭角な「く」の字状に立ち上が

る。

内・外面―ハケロ整形 ス コ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

30%

台付変形土器

土 師 器

B(111)
D100

台部は「ハ」の字状に下方へ開
く。胴部は外傾して立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで スコリア・パミス・

長石・砂

にぶい橙色

普通

20%
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第32図

P95

甕 形 上 器

土 師  器

A190
B(106)

胴部は球形を呈し,日頸部はゆ

るく「く」の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 スコ リア・ 石英・

砂粒

黒褐色

普通

15%

第31図

P96
小型賽形土器

土 師 器

A124
B(118)

胴部は球形を呈し,鋭角な「く」

の字状に立ち上がる。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 一ハ ケロ整形後 なで

スコ リア・ 石英・

砂粒

橙色

普通

20%

第32図

P97
甕形 土 器

土 師 器

A235
B(185)

胴部は扁平な球形を呈し,口頸

部は「く」の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 スコリア

にぶい橙色

普通

20% 胴下半 に

煤付着

P98

弩 形 土 器

土 師 器

B(92)
C 72

底吉Бは/1ヽ さ立ゝ平底。 胴言Бはクト傾

しなが ら立 ち上がる。

外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

スコ リア・石英・砂

にぶい橙色

普通

20%

甕 形 土 器

土 師  器

B(155) 胴部は扁平な球形で,下位に最

大径をもつ。

内 。外面―ハケロ整形 粒砂英

色

通

石

橙

普

25%

第33図

P100

壷 形 土 器

土 師  器

A128
B244
C 76

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈し下半に最大径をもち,

国頸部は「 く」の字状に立ち上

がる頸部に粘土紐を貼り付ける。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂・石英

にぶい橙色

普通

70%

壺 形 土 器

土 師 器

B(243)
C 92

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈する。

外面―丁寧ななで

内面―なで

礫・石英・雲母

浅責橙色

普通

65%

壷 形 土 器

土 師 器

A122
B(194)

胴部は球形を呈する。頸部から

口縁部にかけてゆるやかに外反

して立ち上がる。頸部に粘土紐

貼り付け,日唇部に「SJ字状

凸帯を付ける。

内・外面―ハケロ整形後丁寧な

ヘラなで

石英・ 砂粒

浅黄橙色

普通

35%

P103

重 形 土 器

土 師 器

A143
B(118)

頸部は垂直に立つ。口縁部は下

半で段をつくり,外傾して立ち

上がる。日縁端部は平坦な面を

もつ。頸部に円形浮文を付ける。

内・ 外面 ―ハ ケロ整形後 なで スコ リア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

10%

第34図

P104

甕 形 土 器

土 師 器

B(182) 胴部 は球形 を呈する。 内・ 外面 ―なて スコリア

にぶい橙色

普通

40% 胴部中位

外面煤付着

P105

壷 形 土 器

土 師 器

A l15
B160
C 35

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。国頸部は「く」の字状に

立ち上がる。

内・ 外面 一丁寧 ななで 砂・ 石英・ 礫

にぶ い橙色

普通

70%

壷 形 上 器

土 師 器

A133
B202
C 46

底部はやや上げ底で,胴部は馬

平な球形を呈する。口縁部は外

傾して立ち上がる。

口縁部内・外面―丁寧ななで

胴部外面―なで

スコ リア・パ ミス・

長石・ 砂

にぶい褐色

普通

65%

P107

壺 形 土 器

土 師 器

A130
B(180)

胴部は馬平な球形を呈す。国縁

部は外傾して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―丁寧ななで

パミス・スコリア・

石英

浅黄橙色

普通

55%

増 形 土 器

土 師 器

A108
B(92)

胴部は球形を呈し,日縁部は垂

直ぎみに立ち上がる。

外面 ―丁寧 ななで

回縁部内面 ―なで

胴部内面 ―ハケロ整形

スコリア・パミス・

砂

にぶい赤褐色

普通

20%

―-59-―



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第32図

P109

高不形土器

土 師 器

B(84)
D139

脚部上半は柱状を呈し,下半は

「ハ」の字状に下方に開く。

外面―丁寧ななで

内面―ハケロ整形

スコ リア・ 石英

にぶい橙色

普通

70%

器台形土器

土 師 器

B(59)
D■ 0

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に3孔を穿つ。

内・外面一ハケロ整形後なで スコ リア・ 雲母・

砂

浅黄橙色

普通

65%

器台形土器

上 師 器

B(70)
D121
孔径 07

脚部は「ハ」の字状に開く。裾

部はやや彎曲し,上方に上がる。

受部中央に単孔を穿つ。

外面―丁寧ななで

内面―ハケロ整形後なで

砂粒・石英

赤色

普通

70%

器台形上器

土 師 器

B(28)
D 71

受部は中位で稜をつくり,外傾

して立ち上がる。

内 。外面―ハケロ整形後なで パミス・スコリア・

英

色

通

石

橙

普

30%

第34図

Pl13

ミニチ ュア

土   器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は器肉を減じ

ながら外傾し,中位で内傾する。

口頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―ハケロ整形

石英

にぶい橙色

普通

100%

PllJ

ミニチ ュア

土   器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

110
81
57

底部は平底。胴部は器肉を減じ

ながら垂直に立ち上がり,国縁

部は外傾する。胴部に横位の単

孔を穿つ。

外面―ハケロ整形後下半をヘラ

けずり

内面―なで

砂粒・石英

にぶい責橙色

普通

70%

第14号住居F/1(第35図 )

本跡は,遺跡南部のElc。 区を中心に確認されたもので,第 11号住居跡の北約 3mに位置している。

南東側で第 3号土坑 と,北側で第15B号住居跡と,北西側で第50号住居跡 と重複 している。新旧関

係は,土層堆積状況から,本跡が第 3号土坑よりも新しく,さ らに本跡の炉下10cmに第50号住居

跡の床面があるため,本跡が第50号住居跡よりも新しい。また本跡が第15B号住居跡の床を切 り,

重複部分に第15B号住居跡の貼 り床がないことから,本跡が第15B号住居跡よりも新しいと考えら

れる。

平面形は,長軸 7.Om・ 短軸 6.3mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-21°一Wである。壁は上部

がソフトローム,下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は25～ 38cmで あ

る。床はハー ドロームで,平坦であり,床面はどの部分も踏み固められている。炉は中央に検出

され,長径118cm・ 短径84cmの不整楕円形で床を 7 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け

レンガ状に硬化している。炉の断面は皿形である。柱穴は,規模の大きいPl～P4の 4か所,規模

の小さいP5～PSの 4か所あり,大規模の柱穴 1本 と小規模の柱穴 1本 を 1組にして 4か所配置し

ている。Pl～ P4は径60～86cm・ 深さ69～ 100cmであり,P5～P8は径28～ 44cm・ 深さ13～29cmで あ

る。

覆土は 3層からなり,すべて褐色上が自然堆積している。 1層 は焼土粒子・炭化粒子を含み,

締まっていないが, 2・ 3層 はローム粒子を含み締まっている。

遺物は,覆上下層から壷形土器 (Pl12),甕形土器 (Pl16),台付甕形土器 (Pl15),器台形土

-60-―
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器 (Pl17・ P■ 8・ P123), ミニチュア土器 (P124),北壁際や北側コーナー部の床面から甕形土器

(P120・ P121),器台形土器 (Pl19)が出上している。すべて古墳時代の五領式に,ヒ定される。

また,南東側コーナー部の覆上下層から勾玉が 1点出上している。

第14号住居Ltl出 土遺物観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備   考

第36図

Pl15

台付棗形と器

土 師 器

A175
B260
D 87

台部は「ハ」の字状に下方に開

く。胴部は球形を呈し,日縁部

は垂直に立ち上がる。

胴部外面上半 ―ハケ ロ整形

下半 ―ヘ ラなで

砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

80%

Pl16

甕 形 土 器

土 師 器

A198
B(95)

日縁部はほぼ垂直 に立ち上がる。 口縁部内・外面―横なで

胴部外面―丁寧なハケロ整形

長石

浅黄橙色

普通

10%

器台形土器

土 師 器

A 96
B 96
D■ 3

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。受部は外傾して上方に開く。

受部中央に単孔を穿つ。

外面―ハケロ整形後なで

内面―丁寧ななで

砂粒・長石

浅黄橙色

普通

90%

Pl18

器台形上器

土 師 器

A ■ 6

B(74)
受部は外傾して立ち上がり,上
位で小さな稜をつくる。脚部に

3孔を穿つ。

外画・受部内面―ハケロ整形後

丁寧ななで

長石・ スコ リア

にぶい黄褐色

普通

60%

器台形土器

土 師 器

A 72
B 58
D 94

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は皿状に開き,後垂直に立

ち上がる。脚部に3孔を穿つ。

脚部外面一丁寧な縦のなで

内面―ハケロ整形

砂・ スコリア・礫
。長石

にぶい橙色

普通

80%

P120

甕 形 土 器

土 師 器

B(97)
C 63

底部は突出した平底。胴部は器

肉を減じながら外傾して立ち上

がる。

胴部外面下半―ヘラなで

内面―丁寧ななで

砂粒・パミス

にぶい橙色

普通

20%

P121

甕 形 土 器

土 師 器

A150
B(90)

口顕部は「 く」の字状に立ち上

がる。

日縁部外面―横なで

内面・胴部外面―ハケロ整形

砂粒・パミス

外―にぶい黄褐色

内一明赤褐色

普通

10%

P122

壺 形 土 器

土 師 器

A 81
B(53)

胴部は球形を呈すると思われ,

日頸部は「コ」の字状に立ち上

がる。

外面 。口縁部内面―横なで 砂粒 。長石 。石英

橙色

普通

15%

器台形上器

土 師 器

B(42) 脚部はラッパ状に下方に開くと

思われる。脚部に3孔を穿つ。

外面 ―丁寧 ななで スコ リア・ 雲母

にぶい橙色

普通

50%

P124

ミニチュア

上   器

土 師 器

A 52
B(40)

胴部は内脅し,日縁部との境で

くびれる。口縁部は内彎して立

ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内画―なで

砂粒

外―にぶい赤褐色

内一橙色

良好

30% 外面朱彩

-62-―
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石製品 (PL105)         ,

勾玉 南東側コ‐ナー部覆上下層から出上している。長さ2.7cm,最大幅2j2cmぅ 厚|さ 3.5mm,重

さ5,7g,乳径1.輸である。完成品で,上・下を平たく研磨し左右側面ヽ 研磨している。

第15A号佳居跡 (第37図 )

本跡は,遺跡中央のD巧こ区を1中心に確認されたもので,第■号住居跡の北約14nに位置している.。

南東側で第15B号住居跡と重複している。新旧関係は土層堆積状況から,1本跡が第16B号住居跡よ

りも1新し,)と 考えられる。

平面形は
`長

軸6.6m・ 短軸6.5mの方形で,長軸方向はN=29'一 Eである。壁は上部がソフト

A34,2h 哺  1
。

||り
ズ

r■ 34,2い            '

C

0            2m

第17図 第11A号住居跡実測図
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ローム,下部がハードロームでよく締 まっており,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は30～34

cmである。床はハー ドロームで平坦である。床面はどの部分 も踏み固められている。炉は検出さ

れない。柱穴はPl～ P4の 4か所で,そ の規模は径30～40cm・ 深さ32～52cmで ,長方形状に配置 さ

れている。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色上が自然堆積 している。上層は焼土粒子・戊化粒子

を含んでお り,全層とも締 まっている。

遺物は,覆上の下層から壷形土器 (P125),台付甕形土器 (Plll),甕形土器 (P126),小型甕

形土器 (P12),器 台形土器 (P128), ミニチュア土器 (P127。 P130),東壁際床面から甕形土器

(P131・ P132),中央の床面から器台形土器 (P129)が 出土 している。すべて古墳時代の五領式

に比定される。

第15A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第38図

Pll

台付甕形土器

土 師 器

A197
B331
C104

台部は「ハ」の字状に下方に開

く。胴部は長胴で,直立する部

分が多い。日頸部は「 く」の字

状に立ち上がる。

外面・ 回縁部内面 ―ハケロ整形

胴部・ 脚部 内面 ―ハケロ整形後

なで

砂粒

にぶい褐色

普通

90%

小型養形土器

土 師 器

A 92
B121
C 43

底部は突出 した平底。胴部 は球

形 を呈 し,日頸部 は「 コJの字

状 に近 い立 ち上が りである。

外面・ 口縁部,内面 ―ハ ケロ整

形

胴部内面 ―なで

砂粒・ パ ミス・ 礫

にぶい褐色

良好

98%

P125

壷 形 土 器

土 師 器

B(270)

C 70
底部は厚く突出した平底。胴部

は馬平な球形を呈する。頸部に

粘土紐を貼り付ける。

口縁部内・ 外面・ 胴部外面 ―

ケロ整形後 なで

胴部内面 ―なで

砂・ 礫・ 長石

橙色

普通

90%

第39図

P126

甕 形 上 器

土 師 器

A162
B169
C 50

底部は突出した平底。胴部はや

や長胴で,口頸部は「く」の字

状に立ち上がる。

口縁部内 。外面・胴部外面―

ケロ整形

胴部内面―なで

砂 。長石

褐灰色

普通

70%

第38図

P127

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 53
B 70
C 44

底部は平底。胴部中位に最大径

をもち,球形を呈する。国頸部

はゆるく「く」の字状に立ち上

がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

パ ミス・ 砂

にぶい橙色

普通

90%

P128

器台形土器

土 師 器

B(79)
D140

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に6孔 を穿つ。

外面―丁寧ななで

内面―ハケロ整形

砂 。スコリア

にぶい橙色

普通

70%

器台形土器

土 師 器

B(68)
D175

脚部はラッパ状に下方に開き,

裾部はほぼ水平になる。脚部に

8孔を安つ。

外面 ―丁寧 ななで

内面 ―なで

砂粒

浅黄橙色

普通

60%

P130

ミニチ ュア

土   器

土 師 器

A 39
B 70
C 43

底部は平底。胴部は垂直に立ち

上がり,中位で内彎する。口縁

部は垂直に立ち上がり,国縁端

部は器肉を減ずる。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―なで

スコリア・パミス

にぶい赤褐色

普通

80%

期
Ｐ・３．

甕 形 土 器

土 師 器

A154
B(167)

胴部は球形を呈し,口頸部はゆ

るく「くJの字状に立ち上がる。

口縁部内・外面・胴部外面―

ケロ整形

胴部内面―なで

砂粒・長石・石英

にぶい橙色

普通

10%

P132

甕形 土 器

土 師 器

A152
B(72)

胴部は内彎し,口顕部は「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面・胴部外面―

ケロ整形

砂粒・ 礫・ 石英

浅黄橙色

不良

30%

―-65-―
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第15B号住居跡 (第40図 )

本跡は,遺跡南部のEla。区を中心に確認されたもので,第11号住居跡の北約10mに 位置してい

る。南側で第14号住居跡 と,南西側で第50号住居跡と,北西側で第15A号住居跡 と重複している。

新旧関係は,第 14・ 50号 住居跡が本跡の床を切 り,重複部分に両住居跡の貼 り床等の跡がな

いことから,本跡が両住居跡よりも古 く,土層堆積状況から第15A号住居跡よりも古いと考えら

れる。

平面形は,長軸4.6m・ 短軸4.5mの方形で,長軸方向はN-45° 一Eである。壁は重複のため北・

東側だけ残っており,ソ フトロームである。壁は床面から垂直に立ち上が り,壁高は30～34cmで

ある。床は北西側 と南側の一部が削平されているが,ハードロームで,平坦である。床面は硬い

が踏み固められてはいない。炉は中央からやや北寄 りに検出され,径80cmの 円形で床を 6 cm掘 り

凹めた地床炉である。柱穴はPl～ P4の 4か所で,その規模は径30～ 40cm。 深さ32～52cmで ある。

各コーナー部に検出され,柱穴間は約2.5mと 等間隔である。

覆土は 4層からなり,すべて締 まりのある褐色上で自然堆積している。上層は焼土粒子 。炭化

粒子を含み,下層はローム粒子を含んでいる。

遺物は,東側の床面から甕形土器 (P133・ P135),器台形土器 (P134)が 出上している。すべ

て古墳時代の五領式に比定される。
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第15B号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第39図

P133

甕 形 上 器

土 師 器

B(178)
C 63

底部は突出した平底で,胴部は

球形を呈する。

胴部外面―ハケロ整形

内面―なで

スコリア・砂・雲母

にぶい橙色

普通

30%

器台形土器

土 師 器

B(55)
D106
孔径 10

脚部はラッパ状に下方に開く。

脚部に4孔,受部中央に単孔を

安つ。

外面―丁寧なヘラなで

内面―なで

パミス・砂粒

にぶい橙色

普通

30%

P135

甕 形 上 器

土 師 器

A182
B(72)

口頸部は「 く」の字状に立ち上

がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 パ ミス・ 砂

橙色

普通

15%

第16号住居跡 (第41図 )

本跡は,遺跡中央のD2jl区 を中心に確認されたもので,第 11号住居跡の北約15mに位置している。

東側で第51号住居跡 と重複している。新旧関係は,第51号住居跡の床の上に約10cmの厚さでロー

A3■ 3m
に

|

C

∞
|

0               2m

中1 7

第41図 第16号住居跡実測図
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ム上の貼 り床があるので,本跡が第51号住居跡よりも新しいと考えられる。

平面形は,長軸6.Om・ 短軸4.4mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-0°である。壁は上部がソフ

トローム,下部がハー ドロームでよく締まっており,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は

25～55cmである。床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分も踏み固められている。炉

は中央に 1基,西側に 1基検出されている。中央のFlは長径66cm・ 短径60cmの ほぼ円形で,床を

10cm掘 り凹めている。西側のF2は長径78cm。 短径72cmの ほぼ円形で,床を20cm掘 り凹めている。

両方とも地床炉で,炉床はFlの 中央の一部しか焼けていない。Flの覆土は 2層で赤褐色土,褐色

上が堆積し,F2の覆土は 3層で暗褐色土,褐色土,明褐色土が堆積している。Fl・ F2は約 lm離

れており,Fl・ F2の新旧は不明である。Fl・ F2と も断面は皿形である。柱穴はPl～P4の 4か所で,

その規模は径32～ 44cm。 深さ18～28cmである。各コーナー部に検出され,長方形状に配列されて

いる。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色土が堆積している。南側で一部撹乱を受けているが,

他は自然堆積である。 4層 ともローム粒子を含み, 2・ 3層 は焼土粒子を含んでいる。

遺物は,覆土上層からltt形土器 (P138),鉢形土器 (P137),中層から器台形土器 (P136)が 出

上している。 3点 とも古墳時代の五領式に,ヒ定される。

第17号住居跡 (第42図 )

本跡は,遺跡中央のDlj4区 を中心に確認されたもので,第 11号住居跡との北西約24mに位置して

いる。西側はエリア外のため調査できなかった。

平面形は,長軸6.6m・ 短軸5.7mの 隅丸方形 と思われ,長軸方向はN-43°一Wを指すものと考

えられる。壁は上部がソフトローム,下部がハー ドロームで,床面から垂直に立ち上がっている。

壁高は30～55cmである。床はハードロームで,平坦である。床面は踏み固められており,中央が

特に硬 くなっている。炉は住居跡の中央と思われる部分に検出され,長径123cm。 短径80cmの楕円

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備   考

第39図

P136

器台形上器

土 師 器

A 92
B 78
D104

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は外傾し,上半で稜をつく

り垂直に立ち上がる。脚部に 3

孔を穿つ。

受部内面・脚部外面―丁寧なな

で

砂・ 石英

浅黄橙色

普通

90%

鉢 形 土 器

土 師 器

14 6

72
Ａ

Ｂ

底部は丸底。体部は大きく内弩

して立ち上がる。

外面―粗いヘラなで

内面―丁寧ななで

パミス・礫

外―にぶい褐色

内一掲灰色

普通

60%

吋 形 土 器

土 師 器

14 4

84
38

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は上げ底。体部は内彎し,

国縁部との境でくびれる。国縁

部は外傾して立ち上がる。

口縁部外面・器内面―ハケロ整

形後なで

体部外面―丁寧ななで

砂・スコリア

にぶい橙色

普通

55% 体部内面

煤付着
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形で,床を16cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け,レ ンガ状に硬 くなっている。炉覆土

は 1層で褐色上が堆積し,焼土粒子を含んでいる。主柱穴はPl～P3の 3か所で,規模 は径35～65

cm。 深さ25～55cmである。Pl・ P2間 ,P2・ P3間は2.5mと 等間隔である。また,P4・ P5は支柱穴と

考えられ,Pl・ P2の すぐ北側に検出されている。P6は貯蔵穴と考えられ,径46cmの 円形で,床を

48cm掘 りこんで構築され,断面は「U」 形である。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色上が自然堆積している。 1・ 3層だけ締 まっており,

2～ 4層は焼土粒子を含んでいる。

勇 4.2m

皇33.3m   二

十

0              2m

第42図 第17号住居跡実測図
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遺物は,覆土上層から須恵器の杯形土器 (P147),下層から器台形土器 (P142), ミニチュア土

器 (P146),北側の床面か ら破片で甕形土器 (P139。 P140),北側の床面か ら破片で高郷形土器

(P143),貯蔵穴底面から横位で器台形土器 (P139。 P144),炉覆土から破片で塊形土器 (P145)

が出土 している。須恵器は古墳時代の 5世紀末のもので,流れこみと考えられるが,他はすべて

五領式に比定される。

第18号住居跡 (第44図 )

本跡は,遺跡南部の東端E2d4区 を中心に確認されたもので,第11号住居跡の東約12mに 位置し

ている。東側はエリア外のため調査できなかった。

平面形は,長軸6.Om・ 短軸5.3mの 長方形と思われ,長軸方向はN-56°一Wを指すものと考え

られる。壁はソフトロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は30～35cmで ある。床はハー

ドロームで,大部分は平坦である。撹乱のため南東コーナー部付近は10cm程凹んでいる。床面は

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第43図

P139

甕 形 土 器

土 師 器

A191
B220
C 48

底部は平底。胴部は球形を呈し,

国頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

内面・胴部外面上半―ハケロ整

形

胴部外面下半―ハケロ整形後へ

ラなで

砂

暗褐色

普通

80%

P140

疑 形 土 器

土 師 器

A175
B(194)

胴部 は球形 を呈する。 日縁部 は

あ まりすぼ まらず,や や垂直 ぎ

みに立 ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 長石・ パ ミス

黒褐色

普通

60%

器台形土器

土 師 器

A104
B 85
D123

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は外傾して立ち上がり,国
唇部で皿状に開く。脚部に3孔

を安つ。

内・ 外面 ―丁寧 ななで スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

70%

P142

器台形土器

土 師 器

A 87
B 85
D l17

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は小さく皿状に開き,日唇

部で外傾して立ち上がる。脚部

に3孔 を穿つ。

外面―丁寧ななで

脚部内面―ハケロ整形

パ ミス・スコリア・

砂粒・ 礫

浅黄橙色

普通

90%

P143

高不形土器

土 師 器

B(87)
D l12

脚部はラッパ状に下方に開く。

イ部は皿】犬に開いた後稜をつく

り,外仮して立ち上がる。脚部

に3孔 を穿つ。

内・ 外面 ―丁寧 ななで

受部外面下半 ―粗 いヘ ラなで

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

50%

器台形土器

土 師 器

A 84
B 85
D123

脚部 はラ ッパ状 に下方 に開 く。

受部 は小 さ く外傾 して立 ち上が

る。脚部 に 3孔を安つ。

内 '外面 ―丁寧 ななで スコリア・ 長石

浅責橙色

普通

70%

塊 形 上 器

上 師 器

A 94
B 68
C 53

小型の塊。底部は器肉が厚く突

出する。体部は内彎して立ち上

がり,国縁上半はややくびれる。

口唇部内・外面―横なで

胴部外面―ハケロ整形後なで

スコ リア・ 石英・

長石

橙色

普通

80%

P146

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

A 24
B 19
C 14

底部 は器 肉が厚 い平底。体部 は

器肉を減 じなが ら垂直 に立 ち上

が る。

内・ 外面 ―なで パ ミス

浅責橙色

普通

60%

杯   (蓋 )

須 恵 器

基部径124

稜 径■ 7

日縁高 22

国縁部は内傾して立ち上がり天

井部との境でくびれ後稜をつけ

る。天丼部は内脅する。

内・ 外面 ―ロクロ整形 石英

灰色

良好

30% 天丼部外

面灰釉
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よく踏み固められている。炉は中央の南東側寄 りに検出され,長径90cm・ 短径74cmの楕円形で,

床を22cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はあまり焼けていない。炉覆土は4層で,極暗赤褐色土,

褐色上が堆積している。柱穴はPl～P3の 3か所で,その規模は径30～ 45cm・ 深さ32～45cmで,配

置は三角形状である。

覆土は 3層からなり,すべて暗褐色上が堆積している。南東側の一部は撹乱を受けているが,

他は自然堆積である。どの層も焼土粒子・炭化粒子が含まれている。

遺物は,覆上下層から甕形土器 (P148),邪形土器 (P150),東側の床面から壺形土器 (P149),

北側の床面から甕形土器 (P151)が 出土している。すべて古墳時代の五領式に,ヒ定される。

0               2m

第44図 第18号住居跡実測図
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| 夢 0              1ocm

第45図 第 18・ 19号住居跡出土遣物実測図
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第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第45図

P148

甕 形 土 器

土 師 器

A156
B192
C 57

底部は平底。胴部は器肉を減じ,

球形を呈する。コ頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部外面―ハケロ整形後横な

で

胴部外面―ハケロ整形

砂粒・ 長石・ 石英

浅黄橙色

普通

70%

壺 形 土 器

土 師 器

A188
B(76)

口縁部は下半に稜をつくり,垂
直に立ち上がった後逆「ハJの
字状に開く。棒状線刻を付けて

いる。

外面―ハケロ整形後 4本 ,4

本・ 3本の線刻を2対巡らす。

内面―なで

砂 。パ ミス

にぶい橙色

普通

10%

郭 形 土 器

上 師 器

A174
B(54)

体部は内彎して立ち上がり,中
位で角度を変え外上方へ開く。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで 砂・ パ ミス

橙色

良好

20%

P151

甕 形 土 器

土 師 器

A185
B(109)

口頸部は「コ」の字状に立ち上

がる。

内・ 外面 ―なで ・
色

粒

白

通

砂

灰

普

スコリア 20%

第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第45図

P152

不 形 土 器

土 師 器

A132
B(42)

体部は器肉が一定で,大きく内

彎しながら立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘラなで 砂

にぶい橙色

普通

30%

P153

鉢 形 土 器

土 師 器

A131
B 47

底部は丸底。体部は器肉を減じ

ながら内彎して立ち上がり,日
縁部は外上方に開く。

内・ 外面 ―ヘ ラなで スコリア

外―灰褐色

内―にぶい橙色

普通

10%

イ 形 土 器

土 師 器

A l1 9

B 51
底部は平底で,体部はゆるく内

彎しながら立ち上がり,日唇部

ですぽまる。

回唇部内・外面―横なで

体部内・外面―ヘラなで

砂

浅黄橙色

普通

30%

P155

杯 形 上 器

土 師 器

A■ 3

B(84)
体部 は器肉が一定で,大 き く内

彎 しなが ら立 ち 上が り,日縁部

上半で垂直 になる。

内 。外面―丁寧なヘラなで 際・スコリア

外―赤色

内一赤橙色

普通

30% 体部内外

面朱彩

P156

手づくね土器

土 師 器

A 68
B 54
C 38

底部は突出した平底で,胴部は

外傾して立ち上がり,国縁部は

垂直に立つ。

外面 ―ヘ ラなで

内面 ―ヘ ラお さえ

スコ リア・ 石英

浅黄橙色

普通

95%

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 56
B 36
C 27

底部は上げ底で,胴部は器肉を

減じながら垂直ぎみに立ち上が

り,口縁上半で外上方に開く。

内・外面―ヘラなで

底部―ヘラけずり

雲母・ 砂

掲灰色

普通

40%

P158

杯 形 土 器

須 恵 器

基部径185

B(89)
口縁部片。外上方に立ち上がり,

国唇部直下で凸帯をつける。

内・外面―ロクロ整形 石

色

通

長

灰

普

10% 内面に灰

釉付着

第20号住居跡 (第46図 )

本跡は,遺跡中央のDlh8区 を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北西約16mに位置して

いる。南側で第 9号土坑 と重複している。新旧関係は,第 9号土坑が本跡の床を切っており,重

複部分に本跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第 9号土坑よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸59m・ 短軸57mの 隅丸方形で,長軸方向はN-89°一Wである。壁は上部がソ

フトローム,下部がハードロームで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は45～65cmで ある。
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床はハー ドロームで,南側の一部が凹んでいるが,他は平坦である。床面はどの部分も踏み固め

られている。炉は検出されない。柱穴はPl～ P4の 4か所で,その規模は径23～37cm。 深さ25～ 75

cmで ある。各コーナー部に検出され,長方形状に配列されている。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,極暗褐色土,褐色土が自然堆積している。全層とも焼土

粒子を含み,よ く締 まっている。

遺物は,覆上の上層から不形土器 (P163),小型甕形土器 (P170),下層から増形土器 (P160),

壺形土器 (P159),器 台形土器 (P167～P169),鉢形土器 (P162), ミニチュア土器 (P171),手づ

0                2m

空
二

第46図 第20号住居跡実測図
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第47図 第20号住居跡出土遺物実測図
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くね土器 (P172),中央の床面か ら靖形土器 (P161),北側の床面から高不形土器 (P164～P166)

が出上 している。すべて古墳時代の五領式に比定される。 また,第 9号土坑 との重複部分付近か

ら管玉が 1点出土 している。

第20号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第47図

P159

壺形 上 器

土 師 器

A 94
B(170)

底部は丸底で,体部はやや扁平

な球形を呈する。日縁部は外傾

して立ち上がる。

口縁部外面―縦のなで

内面―横のなで

体部外面―丁寧ななで

砂粒・スコリア

にぶい黄橙色

普通

50%

P160

増 形 土 器

土 師 器

B(75) 体部 は属平 な球形 を呈す る。 外面 ―なで

内面 ―細 かいハケロ整形

砂粒・ パ ミス

灰 白色

普通

20%

P161

増 形 土 器

土 師 器

A127
B(53)

日縁部片。外傾して立ち上がる。 外面―細かいハケロ整形

内面―横なで

砂粒・パミス

浅黄橙色

普通

40%

P162

鉢 形 上 器

土 師 器

A 88
B 50
C 70

底部 は上 げ底。体部 は内彎 して

立 ち上 が る。

体部上半―ハケロ整形

下半・内面―丁寧ななで

長石・砂・スコ リア

橙色

普通

90%

イ形土器

土 師 器

A120
B 53
C 53

底部は上げ底。体部は器肉を減

じながら外上方に立ち上がる。

内・外面―丁寧ななで

色

通

砂

橙

普

30%

高不形土器

土 師 器

A155
B130
D121

脚部はラッパ状に下方に開く。

不部は内彎し,上半で角度を変

え,外反して上方に立ち上がる。

外面・ 脚部内面 ―ハケロ整形後

軽 いなで

杯部 内面 一丁寧 ななで

スコ リア・ 長石・

雲母

灰赤色

良好

70%

P165

高邪形土器

土 師 器

A180
B(73)

不部は器肉を一定にして,内管

しながら立ち上がる。

内・ 外面 ―丁寧 ななで スコ リア・ 石英

にぶい責橙色

普通

60%

高不形上器

土 師 器

A150
B(51)

不部 は器 肉 を減 じなが ら内脅 し

て立 ち上 が り,国 唇部 は外反 し

て さらに器 肉 をうす くす る。

内・外面―丁寧な縦のなで スコリア・パミス・

砂

にぶい褐色

普通

40%

P167

器台形土器

土 師 器

A 78
B 94
D122

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は外傾して立ち上がり,国
唇部で稜をつくる。脚部に6孔

を穿つ。

内・ 外面 ―丁寧 ななで

裾部内面 ―横 なで

石英・砂・雲母

にぶい橙色

普通

60%

器台形上器

土 師 器

A 86
B 87
D l15

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は内彎しながら立ち上がり,

口唇部で直立する。脚部に3孔

を安つ。

外面 。受部内面―縦のなで

脚部内面―ハケロ整形

石英・ 砂・ 雲母

にぶ い橙色

普通

70%

P169

器台形土器

土 師 器

B(50)
D 77

脚部 は器 肉 を減 じなが らラッパ

状 に開 き,裾部で さらに大 き く

広が る。

脚部外面―なで

内面―ハケロ整形後なで

砂・パミス・スコ

リア

橙色

普通

60%

P170

小型甕形土器

土 師 器

A l10
B(102)

胴部は球形を呈し,口頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

国縁部内・外面―横なで

内・外面―丁寧ななで

パ ミス・ 砂粒

浅責橙色

普通

40%

ミニチュア

土   器

土 師 器

B(48)
C 32

胴部は球形を呈し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がると思われる。

外面一ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒・パミス

明褐灰色

普通

80%

P172

手づくね土器

土 師 器

A 96
B 42
C 40

底部は突出した平底。体部は器

肉を減じながら外上方に立ち上

がる。

内・ 外面 ―なで スコリア・砂

外―淡黄色

内一浅黄色

普通

80%
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石製品 (PL98)

管玉 南側の壁下の覆土下層から出上している。長さ2.4cm,径 4 11ull,孔径1.511ull,重 さ0.6gで

ある。滑石製で表面をすべて研磨 している。

第21号住居跡 (第48図 )

本跡は,遺跡中央のDle6区を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北西約23mに位置して

いる。西側はエリア外のため調査できなかった。

平面形は,長軸6.4m・ 短軸6.2mの方形 と思われ,長軸方向はN-45°一Eを指すものと考えら

れる。壁はソフトロームで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は20～ 25cmである。床はハー

ドロームで,平坦である。床面は踏み固められていない。炉は検出されていない。柱穴はPl～P3

⑮
く

o               2m

01

ッ

二

第48図 第21号住居跡実測図
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の 3か所で,その規模は径25～27cm・ 深さ35～40cmである。P4は貯蔵穴と考えられ,径70cmの 円

形で,床を44cm掘 りこんで構築されている。

覆土は4層からなり,すべて褐色土で自然堆積している。 4層 ともローム粒子を含み, 1・ 2・

4層は締まっている。

遺物は,覆土下層から壷形土器 (P176),甕形土器 (P173),東側コーナー部の床面から甕形土

器 (P174・ P175)が 出上している。すべて古墳時代の五領式に比定される。

0              1ocm

第49図 第21号住居跡出土遺物実測図・拓影図

ン
釜
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第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第49図

P173

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部はやや突出した平底。胴部

は球形を呈し,最大径を上位に

もつ。国縁部はゆるく外傾して

立ち上がる。

内・外面―なで

頸部外面―ハケロ整形

スコ リア・ パ ミス

・ 砂粒

橙色

普通

70%

P174

甕 形 土 器

上 師 器

A165
B(143)

胴部はやや長胴化し,国頸部は

ゆるく「く」の字状に立ち上が

る。

外面 ―なで

内面 ―ハケロ整形

石英・ 砂・ パ ミス

にぶい橙色

普通

50%

P175

甕 形 土 器

土 師 器

A154
B(173)

胴部は球形を呈し,国頸部はゆ

るく「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・ 外面 。胴部内面 ―な

で

胴部外面 ―ハ ケロ整形後 なで

砂

外 一黒色

内―にぶい橙色

普通

25%

壼 形 土 器

土 師 器

A122
B(233)

胴部は扁平な球形を呈し,国縁

部は外傾して立ち上がる。頸部

に粘土紐を貼り付ける。

口縁部外面―ハケロ整形

胴部外面―ハケロ整形後なで

回縁部内面・胴部内面―なで

砂・ スコ リア・ 礫

明褐灰色

普通

40%

④

二

第22号住居跡 (第50図 )

本跡は,遺跡中央のDlc7区 を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北西約26.6mに位置し

ている。

平面形は,長軸3.8m・ 短軸3.6mの西側がやや張り出した不整方形で,西側は撹苦しんゞ入っていた

ためやや掘 りすぎてしまったが,本来は方形を呈していたものと考えられる。長軸方向はN-13° 一

Wである。壁はハードロームブロック混じりの褐色上で,南側が木の根で撹乱されているためや

や柔らかいが,他の壁は締まっており,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は15～20cmであ

る。床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固められている。炉は検出さ

ソ静

o                2m

一Ｌ●Ｗ一ｍ

く

第50図 第22号住居跡実測図
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れていない。柱穴はPェ ～P4の 4か所で,規模は径25～35cm。 深さ29～ 36cmで ある。各コーナー部

に検出され,長方形状に配列されている。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色上が堆積している。4層 ともローム粒子を含み,1・

2層 は締まっている。北側の一部は撹乱を受けているが,他は自然堆積である。

遺物は,覆上下層から甕形土器 (P177・ P178),器台形土器 (P179),北側の壁下の床面から甕

形土器 (P13)が出土している。すべて古墳時代の五領式に比定される。

0             10cm

第51図  第22・ 23号住居跡出土遣物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第51図

P180

高邪形土器

土 師 器

A202
B(45)

不部は器肉を減じながら大きく

内彎して立ち上がる。

不部外面―ハケロ整形

内面―ハケロ整形後なで

砂・パミス

灰褐色

普通

15%
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第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

期Ｐ・３
甕 形 上 器

土 師  器

A154
B(18,9)

胴部は球形を呈し,口頸部は「くJ

の字状に立ち上がる。

口縁部内 。外画―ハケロ整形後

横なで

胴部外面―全面ハケロ整形

砂粒・ スコリア

褐灰色

普通

70%

P177

甕形 土 器

土 師 器

A186
B(68)

口頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

横なで

胴部外面―ハケロ整形

スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

15%

P178

甕 形 土 器

土 師 器

B(117)
C 61

底部は平底。胴部は大きく内彎

する。球形を呈すると思われる。

内・外面―ハケロ整形後なで 砂・礫・石英・ ス

コリア

にぶい橙色

普通

15%

P179

器台形上器

土 師 器

A l16
B(85)

受部・ 脚部が同じ高さと思われ

る。脚部は「ハ」の字状,受部

は逆「ハ」の字状に開くと思わ

れる。

外面―ハケロ整形

内面―ハケロ整形後横なで

パミス・砂

外―にぶい橙色

内一灰白色

普通

70%

第23号住居跡 (第52図 )

本跡は,遺跡中央のDll。 区を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北約 2mに位置している。

北側で第31号住居跡 と重複している。新旧関係は,第31号住居跡が本跡の床を切 り,重複部分に

本跡の貼 り床の跡等がないことから,本跡が第31号住居跡より古いと考えられる。

平面形は,長軸4.8m・ 短軸4.3mの南西側がやや張 り出した不整長方形をしているが,南西側は

壁がソフトロームで軟弱なため掘 りすぎているものと考えられる。長軸方向はN-42° 一Wである。

OI

ッヽすが、

第52図 第23号住居跡実測図
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壁は重複のため北側の一部が消失しているが,ソ フ トロームで軟 らか く,床面からほぼ垂直に立

ち上がっている。壁高は30～40cmで ある。床はハー ドロームで,平坦である。床面は踏み固めら

れてはいない。炉は検出されていない。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径23～ 25cm・ 深さ30～ 34

cmである。各コーナー部に検出され,長方形状に配列されている。

覆土は 5層 からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積 している。全層 ともローム粒子を含み,

よく締 まっている。

遺物は,覆上の下層から高杯形土器 (P180)が 出上 している。古墳時代の五領式に比定される。

第25号住居跡 (第53図 )

本跡は,遺跡中央のD■5区 を中心に確認されたもので,第 16号住居跡の北東約10mに位置してい

る。

平面形は,長軸5.Om・ 短軸4.4mの 南側がやや張 り出した不整長方形で,長軸方向はN-68°一

Wである。壁は宅地跡のため撹乱され,部分的にしか残っていないが,ソ フ トロームで,床面か

らほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は25～30釦である。床はハー ドロームで,平坦である。床

面はよく踏み固められている。炉は 4か所検出された。北側のFlは長径42cm・ 短径36cmの不整楕

円形で,床を12cm掘 り凹めている。中央のF2は長径68cm・ 短径54cmの楕円形で,床を 8 cm掘 り凹

めている。東側のF3は長径 157cm・ 短径92cmの不整楕円形で,床面よりも1～ 2 cm高いレベルに築

かれている。F3の炉下は床 と同じハー ドローム層なので,本跡の炉 と判断した。南側のF4は長径

192cm・ 短径112cmの 不整楕円形で,床を 5 cm掘 り凹めている。いずれの炉 も炉床はよく焼け,硬

くレンガ状 を呈 している。炉覆土は 1～ 2層で,暗赤褐色土,極暗赤褐色土が堆積 していた。

Fl～F4の 断面はいずれ も皿形である。柱穴はPェ ～P4の 4か所で,そ の規模 は径25～ 28cm・ 深さ

23～39cmで ある。各コーナー部に検出され,柱穴間はほぼ等間隔である。

覆土は 7層からなり,主に暗褐色土,褐色土,赤褐色土が堆積 している。部分的に撹乱を受け

ている。上層は焼土粒子・炭化粒子を含みやや軟 らかい。下層は締 まっている。

遺物は,覆上の下層から甕形土器 (P200),小型甕形土器 (P202),壺形土器 (P201),高不形

土器 (P206),西側の床面か ら台付甕形土器 (P198・ P199),F3近 くの床面か ら小型甕形土器

(P203),甕形土器 (P14),北壁下の床面から装飾器台形土器 (P204),南側の床面から高杯形土

器 (P205),杯形土器 (P207),Fl付 近の床面からミニチュア土器 (P208)が 出土している。すべ

て古墳時代の五領式に比定される。
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第53図 第25号住居跡実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第54図

P14

甕 形 土 器

土 師 器

A147
B199
C 72

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈し,最大径を下半にもち,

国縁部は垂直ぎみに立ち上がる。

口縁部外面―ハケロ整形後横な

で

内面―ハケロ整形

胴部外面―ハケロ整形

砂・ スコ リア

黒褐色

普通

95%

台付甕形土器

土 師 器

A178
B262
C l12

台部は「ハJの字状に下方に開

く。胴部は球形で,日頸部はや

や「コJの字状を呈して立ち上

がる。

胴部外面 ―ハケロ整形 砂 。長石

明褐灰色

普通

85%

P199

台付甕形土器

土 師 器

B(147)

胴部径224

胴部は球形を呈する。 胴部外画―ハケロ整形後弱いヘ

ラなで

内面―ハケロ整形

パミス・砂・スコ

リア

橙色

普通

30% 胴郡外面

煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

A188
B(139)

胴部は馬平な球形を呈し,国頸

部は「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面 。胴部外面―

ケロ整形

胴部内面―なで

長石・砂

灰褐色

普通

20%

P201
=形

土 器

土 師 器

A132
B(152)

胴部は球形を呈する。日頸部は

鋭角な「く」の字状に立ち上が

り,長 く上方へ開く。

口縁部内・外面―縦のなで

胴部外面一細いハケロ整形

パミス・砂粒

にぶい橙色

普通

20%

P202

小型甕形土器

土 師 器

B(117)
C 54

底部は上げ底で小さく,胴部は

球形を呈する。

胴部外面 ―ハケロ整形

内面 ―ハケロ整形後 なで

パ ミス・ 砂

外 ―明赤褐色

内―にぶい黄褐色

普通

30%
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第54図 第25号住居謝出土遺物実測図 (1)
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0             10Cm
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第55図  第25号住居跡出土遺物実測図・拓影図 (2)

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

図

３
獅
Ｐ２０

小型変形土器

上 師 器

A l18
B135
C 50

底部は平底。胴部は扁平な球形

を呈し,国頸部は「く」の字状

に立ち上がる。

日縁部内 。外面―横なで

胴部外面―ハケロ整形

パ ミス・ 砂・ 礫

にぶ い橙色

普通

30%

装飾器台形

土   器

土 師 器

A186
B144
C124

脚部はラッパ状に開く。受部は

下半に稜をつくり外傾して立ち

上がる。受部 。脚部ともに3孔

を安つ。

内・外面―ヘラなで ス コ リア・ 砂粒

にぶ い橙色

普通

85%
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図版番号 器   種 法堂 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図

５

纂

Ｐ２

高不形土器

土 師 器

A220
B(132)

イ部 は下半 に稜 をつ くり,大 き

く内背 して立 ち上が る。脚部 に

3孔を穿つ。

外面 ―ハケロ整形後なで

内面 ―なで

スコリア・パミス

・砂

橙色

普通

60%

高杯形土器

土 師 器

A 74
B(77)

邪部は大きく外上方に立ち上が

る。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

パ ミス・ 砂粒

にぶい橙色

普通

20%

P207

邪 形 土 器

土 師 器

A120
B(48)

体部は器肉を減じながら内管し

て立ち上がる。

内・ 外面 ―なで パ ミス・ 砂

浅黄橙色

普通

30%

ア

器

器

チ

　

師

ニミ

土

土

A 72
B 92
C 40

底部は突出する平底で,胴部は

外傾して立ち上がる。

口縁部内・ 外面 ―なで

胴部外面 一ハケロ整形

パ ミス・ 砂粒

にぶい橙色

普通

90%

第27A号住居跡 (第56図 )

本跡は,遺跡中央のDhe区 を中心に確認されたもので,第 16号住居跡の北西約6.6mに位置して

いる。南側で第27B号住居跡と重複している。新旧関係は,本跡の床上に第27B号住居跡の貼 り床

が認められるので,本跡は第27B号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸6.Om・ 短軸44mの長方形で,長軸方向はN-76° 一Eである。壁は重複のため

南壁が欠損しているが,他はソフトロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は23～55cm

である。床はハードロームで,焼土粒子・炭化粒子が混じっており,平坦である。床面はどの部

分もよく踏み固められている。炉は中央に検出され,長径80cm・ 短径72cmの不整楕円形で,床を

12cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け,レ ンガ状に硬化している。炉北側が第27B号住居

跡のピットによって壊されている。炉の断面は坑形である。ピットは本跡に伴うものとしてPl～P4

の 4か所を検出した。規模は径30～ 34cm・ 深さ22～42cmで ,配列がやや不規則ではあるが,規模

等が一定なので,柱穴 と考えられる。他のピットは電柱等による撹乱穴である。北東側の壁際に

焼土層が確認され,床面からも炭化材が多 く出土したため,本跡は焼失家屋 と考えられる。

覆土は 7層からなり,主に黒褐色土,極暗褐色土,暗褐色土,褐色土が自然堆積している。大

部分の層が焼土粒子 。ローム粒子を含み,よ く締まっている。

遺物は,覆土下層から壷形土器 (P209～P211),甑形土器 (P212～P214),ltT形 土器 (P215・

P216),器台形土器 (P217～P220), ミニチュア土器 (P221),東壁際の床面から甕形土器 (P15・

P16・ P18・ P19),小型甕形土器 (P17)が 出土している。すべて古墳時代の五領式に比定される。
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第27A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第57図

P15

甕 形 土 器

土 師 器

A143
B196
C 48

底部は小さな上げ底。胴部は球

形を呈し,口頸部は「コ」の字

状に近い立ち上がりである。

外画・ 口縁部内面 ―ハケロ整形

胴部内面 ―なで

砂粒・ 礫・ パ ミス

黒掲色

良好

80%

甕 形 土 器

土 師 器

A140
B181
C 52

底部 は小 さ くやや上 げ底。胴部

は球形 を呈 し,国頸部 は「 く」

の字状 に立 ち上が る。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―ハケロ整形後 なで

礫・ パ ミス・ 砂粒

にぶい赤褐色

良好

70%

小型甕形土器

土 師 器

A125
B(119)

底部は丸底。胴部は球形を呈し,

日頸部は「く〕の字状に立ち上

がる。

外面・ 口縁部内面―ハケロ整形

胴部内画―なで

砂粒・ パ ミス

にぶい橙色

良好

80%

甕 形 土 器

土 師 器

A157
B199
C 52

底部は小さな上げ底。胴部は球

形を呈し,口頸部がゆるく「 く」

の字】犬に立ち上がる。

外面・ 口縁部内面 ―ハケロ整形

後軽 いなで

胴部内面 ―なで

砂粒・パミス

灰黄褐色

良好

90%
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第57図 第27A号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第58図 第27A号住居跡出土遺物実測図 (2)

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第57図

P19
甕形 土 器

土 師 器

A163
B205
C 64

底部は小さな平底。胴部は扁平

な球形を呈し,中位に最大径を

もつ。日頸部は「く」の字状に

立ち上がる。

外面・口縁部内面―ハケロ整形

後軽いなで

胴部内面―なで

砂粒

にぶい黄橙色

良好

90%

第58図

P200

重 形 土 器

土 師 器

A182
B(130)

回頸部は下半で「 く」の字状を

呈し,中位で稜をつくり,上半

で外傾して立ち上がる。パレス

スタイル。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部外面―なで

スコリア・パミス

・砂

淡赤橙色

普通

30%

図

０
知
Ｐ２．

壷 形 土 器

土 師 器

A180
B(52)

口縁部は下半で大きく外反して

開き,上半で折り返し複合口縁

となる。パレススタイル。

口縁部内・外面上半―横なで

下半―ハケロ整形

パミス・スコリア

赤橙色

良好

20% 外面朱彩

―-92-―



図版番 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第57図

P211

壷 形 土 器

土 師  器

A178
B(62)

口頸部は「くJの字状に立ち上

がり,上半で折 り返し複合口縁

となる。

口縁部 内 。外面 ―ハケロ整形 パ ミス・砂粒・石英

橙色

良好

10%

第58図

P212

甑 形 土 器

土 師  器

A165
B(82)
C 44
孔径14

鉢形の甑。底部は平底。胴部は

器肉を減じながら外傾して立ち

上がり,口縁部は折り返し複合

日縁となる。底部に単孔を穿つ。

国縁部内・外面・胴部外面―

ケロ整形

胴部外面一丁寧ななで

パ ミス・ 砂 。礫

赤橙色

普通

95%

甑 形 土 器

土 師  器

A166
B103
C 52

浅鉢形の甑。底部は平底で,体
部は外傾し,国縁部は折り返し

複合口縁となる。底部に単孔を

穿つ。

内・ 外面 ―ハ ケ ロ整形後 なで 石英・ パ ミス・ 砂

にぶい橙色

普通

40%

甑 形 上 器

土 師 器

B(73)
C 51
孔径21

鉢形の甑。底部は平底。胴部は

器肉を減じながら外傾して立ち

上がる。底部に単孔を穿つ。

胴部外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―なで

砂粒・ パ ミス

灰白色

普通

20%

P215

壮 形 上 器

上 師 器

A■ 2

B(79)
体部は馬平な球形で,回縁部は

大きく外傾して立ち上がる。体

部と口縁部は同じ高さと思われ

る。

口縁部 内・ 外面 ―ハケロ整形後

なで

体部内・ 外面 ―なで

スコ リア・ 長石

石英

にぶい橙色

普通

85%

P216

培 形 土 器

土 師 器

A■ 8

B(68)
日縁部は外傾して立ち上がる。 口縁部内面―ヘラみがき

外面―ハケロ整形後ヘラなで

パミス・砂

赤橙色

普通

20%

器台形土器

土 師 器

A 82
B104
D 84

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は皿状に開いた後稜をつく

り,垂直に立ち上がる。脚部に

3孔を穿つ。

受部 内・ 外面 。脚部外面 一ハケ

目整形後丁寧 ななで

脚部内面 ―ハ ケロ整形

パ ミス・ 砂粒

橙色

良好

95%

P218

器台形土器

土 師  器

A 78
B 74
D■ 6

孔径08

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は皿状に開く。受部中央に

単孔,脚部に3孔を穿つ。

受部内・外面―丁寧ななで

脚部外面―ハケロ整形

内面―ハケロ整形後なで

粒

色

通

砂

橙

音

ミヾス 90% 受部内面

朱彩

P219

器台形上器

土 師  器

A 98
B(21)

受部は皿状に開き,国縁部との

境で稜をつくり,日縁部は外傾

して立ち上がる。

受部上半内・外面―横なで

下半外面―ハケロ整形

内面―なで

粒

色

通

砂

橙

普

90%

器台形上器

土 師  器

A 66
B(40)
孔径07

受部は小さく,外傾して立ち上

がる。受部中央に単孔,脚部に

3孔を安つ。

受部外面下半・ 脚部外面 ―ハ ケ

目整形

受部内面・ 外面上半 ―横 なで

パ ミス・ 砂粒

暗赤褐色

普通

20%

P221

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 66
B 36
C 18

底部は突出した平底。体部は器

肉を減じながら内彎して立ち上

がる。

外面―なで

内面―ハケロ整形

パ ミ ス

にぶい黄橙色

普通

60%

第34号住居跡 (第59図 )

本跡は,遺跡中央のD2f4区を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北東約16mに位置してい

る。

平面形は,長軸5.6m・ 短軸5.4mの 方形で,北東コーナー部がわずかに張 り出している。長軸方

向はN-19° 一Wである。壁は上部がソフトローム,下部がハードロームで床面からほぼ垂直に立

ち上がっている。壁高は60～ 70cmで ある。床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分も

よく踏み固められている。中央に,炉状の焼土層が検出された。径40cmの 円形で厚さ 6 cmで ある

が,床面より約10cm高 いレベルにあり,焼土層下には本跡の覆土 と同じ暗褐色上が堆積している

―-93-―



ため,炉 とは断定できない。ピットはPl～P7の 7か所検出された。規模は径30～ 42cm・ 深さ29～ 71

cmであるが,配列が不規則で,深さがまちまちなため,主柱穴の判断はできない。

覆土は 4層からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積している。全層ともローム粒子を含み,

よく締まっている。

遺物は,覆上下層から小型甕形土器 (P262),甑形土器 (P263),邦形土器 (P264),器台形土

器 (P265～P267),手づ くね土器 (P268・ P269),東側コーナー部の床面から壷形土器 (P261)が

出上している。すべて古墳時代の五領式に比定される。

0               2m

第関図 第34号住居跡実測図

―-94-一
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第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

期Ｐ２６．
重 形 土 器

土 師 器

A168
B(49)

国縁部は外傾して立ち上がり,

上半で折り込し複合口縁となる。

口縁部上半内・外面―横なで

回縁部下半外面―ハケロ整形

内面―なで

スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

30%

小型養形土器

土 師 器

A105
B(40)

口頸部は「 く」の字状に立ち上

がる。

口縁部外面―ハケロ整形後横な

で

内面―横なで

パ ミス・ 砂粒・ 礫

浅黄橙色

普通

20%

P263

甑 形 土 器

上 師 器

B(23)
C 46
孔径17

浅鉢形の甑。底部は平底で中央

に単孔を安つ。胴部は器肉を滅

じながら外傾して立ち上がる。

外面―ハケロ整形

内面―粗いなで

パミス・スコリア

にぶい橙色

普通

10%

不 形 土 器

土  師 器

A120
B 44
C 44

底部は器肉が薄く平底。体部は

外傾して開き,日縁端部は丸味

をもつ。

内・外面―なで 砂・スコリア・石英

にぶい橙色

普通

70%

P265

器台形土器

土 師 器

A 94
B(20)

受部は外傾して立ち上がり,日
縁部との境で稜をつくり,国縁

部は角度を変えて外上方に開く。

内 。外面―ヘラなで 石英・砂粒

浅黄橙色

普通

15%

P266

器台形上器

土 師 器

A 9_0
B(20)

受部は外傾して立ち上がり,日
縁部で器肉を減じながら外上方

に開く。

内・ 外面 ―ヘ ラなで パ ミス・ 砂粒

橙色

普通

10%

器台形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

脚部 はラッパ状 に下方 に開 く。

受部 は内彎 しながら立ち上がる。

日縁端部 は平坦 な面 をもつ。

受部内・外面・脚部内面―丁寧

ななで

脚部外面―ハケロ整形後なで

パミス・砂粒

橙色

良好

60%

P268

手づくね土器

土 師 器

A 34
B 24
C 14

体部 は内彎 しながら立ち上がる。 体部は手で粘上を引き伸ばしデ

後なでる。外面に凹凸の面あり

雲母

にぶい褐色

普通

95%

P269

手づくね土器

土 師 器

B(28)
C 16

体都は内彎し,上半でくびれる。

国縁部は外傾して立ち上がる。

体部・口縁部とも粘上を引き伸

ばしている。

パミス・砂粒

橙色

普通

80%
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第35号住居跡 (第61図 )

本跡は,遺跡中央のDld。 区を中心に確認されたもので,第16号住居跡の北西約22.6mに位置し

ている。

平面形は,長軸6.lm・ 短軸6.Omの隅丸方形で,長軸方向はN-73°一Eである。壁は上部がソ

フトローム,下部がハー ドロームで,床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は40～ 50cmで

ある。床はハードロームで,炉の付近がやや凹んでいるが,他は平坦である。床面はどの部分も

よく踏み固められている。炉は北東側に検出され,長径87cm・ 短径68cmの 楕円形で,床を 7 cm掘

り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け,レ ンガ状に硬化している。炉の断面は皿形である。柱

穴はPl～P4の 4か所で,その規模は径32～ 40cm。 深さ32～57cmで ある。各コーナー部に検出され,

④ 引

A348m

H34.4m  二

帝

0               2m

弐

第61図  第35号住居跡実測図
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柱穴間は約2.2mと 等間隔である。

覆土は 5層 からなり,主に黒褐色土,暗褐色土,極暗褐色土,褐色土が堆積 している。西側は

一部撹乱されているが,他は自然堆積である。上層は焼土粒子・炭化粒子を含み,ま た,全層と

も締 まっている。

遺物は,覆上の中層から小型甕形土器 (P274),甕形土器 (P275),器台形土器 (P280・ P282・

P284),下層から甕形土器 (P270。 P271),小型甕形土器 (P272・ P273),台付甕形土器 (P276・

P277),器台形土器 (P279・ P281・ P283),Itt形 土器 (P286), ミニチュア土器 (P290 C P291),手

づ くね土器 (P289),北 側の床面から横位で甕形土器 (P20。 P22・ P23),破片で小型甕形土器

(P21・ P25・ P287),中央の床面から横位で器台形土器 (P24・ P278),北側の床面から破片で鉢

形土器 (P288),中央の床面から破片で高イ形土器 (P285)が出上 している。すべて古墳時代の五

領式に比定される。

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

翻Ｐ２０
墾 形 土 器

土 師 器

A169
B(158)

胴部は球形を呈し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部内・ 外面 ―ハケロ整形後

なで

胴部外面 ―粗 いなで

内面 ―なで

砂粒・ パ ミス

にぶ い赤褐色

普通

75% 胴部外面

下半煤付着

小型奏形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底であるが中央が凹む。

胴部は球形を呈し,口頸部は短

く「くJの字状に立ち上がる。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで 色

粒

褐

通

砂

黒

普

50%

P22

甕 形 土 器

上 師 器

A177
B208
C 77

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈し,日頸部は鋭角に「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部外面―ハケロ整形

内面―なで

砂粒・パミス・礫

黒褐色

良好

98%

甕 形 土 器

土 師 器

A153
B177
C 50

底部 は突出 した平底。胴部 は球

形 を呈 し,口頸部 は「 くJの字

状 に立 ち上が る。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部外面―ハケロ整形

内面―なで

パ ミス・ 砂粒

黒褐色

不良

下半は剣％６５

落

器台形土器

上  師 器

A 96
B 75
D105

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。受部は外傾して上方に立ち

上がる。受部中央に単孔を穿つ。

外面・受部内面―ハケロ整形

脚部内面―なで

砂粒・ パ ミス

にぶ い橙色

良好

80%

小型奏形土器

上 師 器

A 87
B108
C 42

底部 は突 出 し,上げ底である。

胴部 は球形 を呈 し,国頸部は「 く」

の字状 に立 ち上が る。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

粒

　

色

好

砂

礫

橙

良

スコリア 95%

P270

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。国縁部は垂直に立ち上が

る。

口縁部内・ 外面 ―ハ ケロ整形

胴部外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―丁寧 ななで

砂・ 石英・ 長石

にぶい橙色

普通

25%

甕 形 土 器

上 師 器

A160
B(71)

口頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

口縁部内・外面―なで

胴部外面―ハケロ整形

内面―丁寧ななで

ス コ リア・ 雲母・

砂粒

にぶ い橙色

普通

20%
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第62図 第35号住居跡出土遺物実測図 (1)



ヽ

第63図 第35号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第64図 第35号住居跡出土遺物拓影図

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第63図

P272

小型奏形土器

上 師 器

A134
B(120)

胴部 は球形 を呈 し,口縁部 はゆ

る く外彎 して立 ち上が る。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部外面―ハケロ整形

内面―なで

石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

65% 外面煤付

着

P273

小型獲形土器

上 師 器

A131
B(91)

胴部は扁平な球形を呈し,日頸

部は「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・ 外面・ 胴部外面 ―

ケロ整形

胴部 内面 ―なで

パ ミス・ 砂粒

外 ―黒褐色

内 一灰褐色

普通

30%

P274

小型甕形土器

土 師 器

B(64)
C 53

底部は平底で,胴部は器肉を減

じながら,球形を呈すると思わ

オτる。

器内外面 ―粗 いなで 石英・砂粒

明褐灰色

普通

20%

P275

甕形 土 器

土 師 器

A142
B(116)

胴部は球形を呈するものと思わ

れ,国頸部は「く」の字状に鋭

角に立ち上がる。

外面―丁寧ななで

肉面―粗いなで

砂・ 石英

にぶい橙色

普通

30%

P276

台付奏形土器

土 師 器

B(42) 全体 に器肉はうす く,胴部 は球

形 を呈す るもの と思われ,口頸

部 はゆるやかな「 く」の字状 に

立 ち上が る。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―なで 色

粒

褐

通

砂

灰

普

5%

P277

台付甕形土器

土  師 器

A166
B(37)

口頸部片。国頸部はするどく「く」

の字状に立ち上がる。「 S」字状

口縁。

口縁部外面 一横 なで

頸部外面 ―ハケロ整形

内面 ―丁寧 ななで

色

粒

褐

好

砂

灰

良

5%

P278

器台形土器

上 師 器

A 86
B 74
D104

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は直線的に外傾して立ち上

がる。

内・ 外面 一ハ ケロ整形 砂・ パ ミス

にぶい褐色

普通

85%

P279

器台形土器

土 師 器

A 68
B 74
D 94

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は小さく外傾して立ち上が

る。中央に1孔,脚に3孔を穿

内・ 外面 一ハ ケロ整形後弱 いな

で

砂粒・ 雲母

灰 白色

普通

85%

P280

器台形上器

土 師 器

A108
B(68)

脚部はラッパ状に開く。受部は

器肉を減じながら外傾して立ち

上がる。

外面―なで,横なで

内面―なで

パ ミス・ 砂粒

にぶい橙色

普通

80%

P281

器台形上器

土 師 器

B(58)
D102
孔径07

脚部はラッパ状に下方に開く。

中央に1孔 ,脚部に3孔を穿つ。

外面一ハケロ整形後なで

内面―ハケロ整形

パミス・砂粒・石英

橙色

普通

60%

P282

器台形土器

土 師 器

B(62)
D l17

脚部は上半が柱状,下半が「ハ」

の字状に下方に開く。脚部に 3

孔を安つ。

外面―ヘラなで

内面―ハケロ整形後なで

パ ミス・ 砂・ 石英

にぶい橙色

普通

40%

P283

器台形土器

土 師 器

B(84)
D102
孔径18

脚部はラッパ状に下方に開き,

端部で折り返す。受部は器肉を

減じながら内弩すると思われる。

外面一ハケロ整形後なで

内面―粗いなで

砂・パミス

橙色

普通

50%

P284

器台形土器

土 師 器

B(70)
D 97

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は中位で幅広の稜をもつ。

脚部に3孔を穿つ。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

スコリア・砂粒

赤色

普通

％４０

彩

内外面 朱
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図

５
鞘
Ｐ２８

高不形土器

土 師 器

A148
B 66

体部 は大 き く内弩 しなが ら立 ち

上が る。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―丁寧ななで

砂粒 。石英

浅黄橙色

普通

60%

P286

III形 上 器

土 師  器

Ａ

Ｂ

Ｃ

145
92
34

底部は上げ底で,体部は内管す

る。口縁部との境でややくびれ,

日縁部は直線的に外傾する。

外面 ―ハ ケロ整形後 ヘ ラみが き

内面 ―ヘ ラみが き

パ ミス・ 砂粒

外 ―明褐灰色

内一褐灰色

良好

50%

P287

小型変形土器

土 師 器

B(60)
C 47

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。

内・ 外面 ―粗 いなで スコリア・パミス・

砂・礫

にぶい橙色

普通

20%

鉢 形 土 器

土 師  器

A 90
B 74
C 44

底部は平底で,体部は内彎して

立ち上がる。国頸部は短く「く」

の字状に立ち上がる。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

スコ リア・ 砂

にぶ い褐色

普通

50% 体部上半

に煤付着

手づくね土器

土 師 器

A 59
B(41)

底部 は丸 く,体部 は器肉が一定

で外傾 して立 ち上が る。

内・ 外面 ―なで パミス・スコリア・

砂粒

橙色

普通

90%

P290

ミニチ ュア

土   器

土 師  器

B(32)
C 44

底部 は上 げ底で,器 肉はうすい。

体部 は器肉 を減 じなが ら外傾 し

て立 ち上が る。

内・ 外面 ―なで スコリア・パミス・

雲母・砂

にぶい橙色

普通

40%

P291

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

A 90
3 33
C 36

底部は上げ底で,体部は器肉を

減じながら外傾して立ち上がる。

端部は平坦な面をもつ。

内・外面―なで パ ミス・石英・雲母

灰褐色

普通

30%

第36号住居跡 (第65図 )

本跡は,遺跡中央のD2d2区を中心に確認されたもので,第35号住居跡の東側約16mに位置して

いる。南東側で第61号住居跡 と重複している。新旧関係は土層堆積の切 り合いから,本跡が第61

号住居跡よりも新しいと考えられる。

平面形は,長軸6.Om・ 短軸3.7mの南東コーナー部が丸味をもつ長方形で,長軸方向はN-36°一

Wである。壁はローム混じりの褐色上で締まっており,床面からほぼ垂直に立ち上がっている。

壁高は10～25cmである。床はハードロームで,平坦である。床面はどの部分も踏み固められてい

る。炉は西側に検出され,長径48cm・ 短径42cmの 楕円形で,床を10cm掘 り凹めた地床炉である。

炉床はあまり焼けていない。炉の覆土は 3層で,赤褐色土,褐色土,明褐色上が堆積している。

柱穴はPl～ P4の 4か所で,規模は径23～ 30cm。 深さ34～ 41cmである。各コーナー部に検出され,

長方形状に並んでいる。P6は 貯蔵穴と考えられ,長径55cm・ 短径45cmの楕円形で,床を59cm掘 り

こんで構築されている。貯蔵穴覆土は暗褐色± 1層で,断面は「U」 形である。

覆土は 3層からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積している。全層ともローム粒子を含み,

締まっている。
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遺物は,覆上下層から靖形土器 (P293),北側コーナー部の床面から甕形土器 (P292)が出上し

ている。両者 とも古墳時代の五領式に比定される。
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第66図 第36号住居跡出土遺物実測図
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第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

第66図

P292

甕 形 土 器

土 師 器

A132
B(59)

口頸部はするどく「く」の字状

に立ち上がる。端部に平坦な面

をもつ。

日縁部内・外面 。胴部外面―

ケロ整形

砂 。パミス

にぶい橙色

普通

10%

P293

増 形 土 器

土 師 器

A124
B 74
C 36

底部は小さい上げ底。体部は球

形を呈し,日縁部は外傾して上

方に立ち上がる。

内 。外面 ―なで 砂・長石

橙色

普通

50%
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第67図 第37号住居跡実測図
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根の撹乱による不定形の落ちこみがあるが,他は平坦である。床面はあまり踏み固められていな

い。炉は検出されない。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径48～ 66cm・ 深さ26～52cmで ある。各

コーナー部に検出され,柱穴間は3.6mと等間隔である。P5は支柱穴と考えられ,径48cm。 深さ38

Cmで,P2・ P3の 中間に位置している。

覆土は 6層からなり,主に褐色土,黒褐色土,暗褐色土が堆積している。大部分は大木の根が

あったため撹乱を受けている。どの層もローム粒子を含んでいる。

遺物は,覆上の下層から甕形土器 (P296),壺形土器 (P297),器台形土器 (P298),西側の床

面から台付甕形土器 (P294),南側の床面から甕形土器 (P295),壷形土器 (P299)が 出上してい

る。すべて古墳時代の五領式に比定される。

第38号住居跡 (第69図 )

本跡は,遺跡中央のCl,1区 を中心に確認されたもので,第35号住居跡の北東約106mに位置 し

ている。

平面形は,長軸4.8m・ 短軸4.5mの 隅丸方形で,長軸方向はN-57°一Eである。壁は上部がソ

フ トローム,下部がハー ドロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は25～50cmで ある。

床はハー ドロームで,平坦である。床面は中央の炉の周辺がよく踏み固められている。炉は中央

に 2か所検出された。Flは ,径60cmの 円形,F2は,長径60帥 。短径48cmの楕円形で,それぞれ床

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図

４
細
Ｐ２９

台付警形土器

土 師 器

A172
B(270)

台部は「ハ」の字状に開くと思

われる。胴部は球形を呈し,国
頸部はゆるく「 くJの字状に立

ち上がる。

外面―ハケロ整形後軽いなで

内面―なで

スコリア・砂粒 。

石英

灰褐色

普通

40%

P295

甕 形 土 器

土 師 器

A222
B(163)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部はゆるく「く」の字状に

立ち上がる。

外面・ 口縁部内面 ―ハケロ整形

胴部 内面 ―なで

スコリア・パミス

明褐灰色

普通

15%

P296

餐 形 土 器

土 師 器

B(126)
C 85

底部は突出した平底で,胴部は

外傾しながら立ち上がる。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

パ ミス

灰褐色

普通

20%

壷 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

14 4

(69)

口頸部片。内彎しながら立ち上

がり,日縁端部を折り返し複合

国縁となる。

外面 ―ハ ケロ整形後なで

内面 ―なで

スコリア・礫・パ

ミス

にぶい橙色

普通

15%

器台形土器

土 師 器

A108
B(42)
孔径 22

受部は外讐しながら立ち上がる。

中央に孔を穿つ。

内・外面―なで 長石・石英・雲母

明掲灰色

普通

30%

P299

壺 形 土 器

土 師 器

A237
B(75)

口頸部片。垂直 に立 ち上がった

後皿状 に開 き,段を付 けた後外

傾 しなが ら開 く。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

パミス・スコリア・

砂粒

にぶい橙色

良好

30%
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を 6 cm・ 2 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はFlは よく焼けているが,F2はあまり焼けていない。

Fl・ F2の 間隔は18cmと 接近している。Fl・ F2の 断面はいずれも皿状である。主柱穴はPI～P4の

4か所で,その規模は径24～ 28cm・ 深さ33～62cmである。各コーナー部に検出され,長方形状に

配列されている。P5は支柱穴と考えられ,Plの東側にあり,径 30cm・ 深さ42cmである。P6は貯蔵

穴で,径88cmの 円形を呈し,床を33cm坑状に掘 りこんで構築されている。北側に 2か所,西側・

南側に 1か所ずつ,計 4か所焼土層が確認され,床にも炭化材が出土していることから,本跡は

焼失家屋と考えられる。

覆土は 6層からなり,主に暗褐色土,黒褐色土,褐色上が自然堆積している。どの層も炭化粒

子・焼土粒子を含み,締 まっている。
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第69図 第38号住居跡実測図
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第70図  第38号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0               10Cm

第 73図  第38号住居跡出土遺物実測図 (4)

遺物は,覆上の上層から甕形土器

(P300),杯 形 土器 (P313・ P314・

P321),ltl形 土器 (P318),器台形土

器 (P320),覆土下層から甕形土器

(P304),小 型 甕 形 土 器 (P306・

P307),壷形土器 (P309～P311),婉

形土器 (P312),器台形土器 (P316・

P319),高杯形土器 (P317),北西側

コーナー部 の床 面 か ら甕 形 土 器

(P26。 P27・ P301～P303),台付甕

形土器 (P29。 P305。 P322),小型甕形土器 (P28),壺形土器 (P308),鉢形土器 (P30),高郭形

土器 (P315)が出上している。覆土上層から出土したltt形土器は古墳時代の鬼高式に,ヒ定され,

流れこみと考えられるが,他はすべて五領式に

'ヒ

定される。

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第71図

P26
甕 形 土 器

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

165
172
52

底部は平底。胴部は内脅し,や
や長胴で口頸部はゆるく「く」

の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形

色

粒

褐

通

砂

明

普

80%

甕 形 土 器

上 師 器

A189
B(169)

胴部は内彎し,長胴を呈する。

口頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形 砂粒・ 礫

灰褐色

普通

70%

小型奏形土器

土 師 器

A l14
B136
C 44

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈し,日頸部はゆるく「く」

の字状に立ち上がる。

外面 。国縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―ハケロ整形後なで

砂粒

具褐色

普通

80%

台付密形上器

土 師 器

A151
B207
D 92

台部は「ハJの字状に下方に開

く。胴部は球形を呈し,日頸部

はゆるく「く」の字状に立ち上

がる。

外面 。国縁部内面・脚部内面―

ハケロ整形

胴部内面―なで

パミス・砂粒

褐色

普通

50%

P30

鉢 形 土 器

土 師 器

A120
B 78
C 86

底部は器肉が厚く平底。体部は

器肉を減じながら内彎し,日縁

部との境でくびれる。日縁部は

外傾して立ち上がる。

外面 ―ハ ケ ロ整形後軽 いなで

内面 ―なで

砂粒・雲母・礫

にぶい褐色

良好

90%

甕 形 土 器

土 師 器

A158
B(210)

胴部 |ま ほぽ球形を呈し, 国頸部

はゆるく「 く」の字状に立ち上

がる。

外面・胴部内面―なで

口縁部内面―ハケロ整形後なで

スコ リア・ 石英

浅黄橙色

普通

45%

第70図

P301

甕 形 土 器

土 師 器

A152
B(185)

胴部は球形を呈し,口頸部は「コJ

の字状に近い立ち上がりである。

内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで パ ミス・ 砂

外―明褐灰色

内―にぶ い橙色

普通

30%

甕 形 土 器

土 師 器

A182
B(206)

胴部はほぼ球形を呈し,日頸部

はゆるく「く」の字状に立ち上

がる。

外面 。日縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

パミス・砂 。スコ

リア

にぶい褐色

普通

45%

―-110-―



器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第70図

P303

甕 形 土 器

土 師 器

B(128)
C 79

底部 は突 出す る平底で,胴部 は

大 きな球形状 を呈 する。

外面 ―丁寧ななで

内面 一ハケロ整形後 なで

砂・ 礫・ スコリア

にぶい褐色

良好

25%

図

４
細
Ｐ３０

甕 形 土 器

土 師 器

B(116)
C 48

底部は突出する平底で小さく

胴部は球形状を呈する。

外面 ―なで

内面 ―ハ ケロ整形後 なで

スコ リア・ 石英・

砂粒

にぶ い黄掲色

普通

20%

翻
Ｐ３０５

台付棗形土器

土 師 器

B(125) 台部は「ハ」の字状に開くと思

われ,胴部は器肉を減じながら

外傾して立ち上がる。

外面―なで

内面―丁寧ななで 色

粒

灰

通

砂

褐

普

20%

第71図

P306

小型甕形土器

土 師 器

A■ 7

B lll
C 52

底部は平底で長胴化し,頸部で

くびれる。口縁部は外傾して立

ち上がる。

内・外面―ハケロ整形後なで 砂粒・ 石英

外 ―淡黄橙色

内一淡赤橙色

普通

55%

図

７
翻
Ｐ３０

小型奏形土器

土 師 器

B(114)
C 60

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。

内・ 外面 ―ハケロ整形 パ ミス・ 砂

にぶ い黄橙色

良好

30%

翻Ｐ３０８
壷 形 土 器

土 師 器

A135
B278
C 72

底部 は平底 で,胴部 は球形 を呈

す る。 回頸部 は短 く「 く」の字

状 に立 ち上 が る。

内・ 外面 ―なで 砂粒・石英

にぶい橙色

普通

60%

図

９
翔
Ｐ３０

壷 形 土 器

土 師 器

A171
B(72)

口縁部は外彎しながら立ち上が

る。

内・ 外面 ―なで スコリア・礫・砂

粒

橙色

普通

30%

壺 形 土 器

土 師 器

A150
B(79)

口頸部片。口縁部は外彎しなが

ら立ち上がり,国縁端部で折り

返し複合口縁となる。

内・外面―ヘラなで

頸部に結節細縄文 (LR)を 施す

砂粒・ 礫

褐灰色

良好

10%

第72図

P311

壷 形 土 器

土 師 器

B(46) 口頸部片。国縁部は中位まで折

り返し,複合口縁となる。

外面 ―縦のハケロ整形

内面 ―横のハケロ整形

砂粒・礫・スコリ

ア・パミス

浅黄橙色

普通

3%

第70図

P312

娩 形 土 器

上 師 器

A 98
B 76
C 46

底部はやや上げ底で,体部はほ

ぽ球形を呈し,国縁部との境で

くびれ,国縁部は垂直に立ち上

がる。

内・外面―ハケロ整形 パミス

灰掲色

普通

30%

第72図

P318

杯 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

10 0

46
38

底部は平底。体部は器肉を減じ

ながら外傾して立ち上がる。

内・ 外面 ―なで 砂粒・石英

浅黄橙色

普通

80%

P314

不 形 上 器

土 師 器

A l12
B 49
C 51

底部はやや突出する平底。体部

は内彎しながら立ち上がる。体

部中位で器肉がうすくなる。

外面―なで

内面一粗いヘラなで

パ ミス・ 砂

にぶ い黄橙色

普通

50%

高lTN形 土器

土 師 器

A205
B130
D l10

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。不部は下方でゆるやかな稜

をつくり,タト傾して立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形後なで スコ リア・ 石英

にぶ い褐色

普通

80%

器台形土器

土 師 器

B(49)
D 81

脚部は器肉を減じながら,やや

ラッパ状に下方に開く。脚部に

3孔を安つ。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

スコ リア・ 砂・ 石

英

浅黄橙色

普通

70%

高杯形土器

土 師 器

B(59)
D122

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。脚部に3孔を穿つ。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

パ ミス・ 石英・ 砂

粒・ スコ リア

橙色

普通

45%
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図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第72図

P318

ltt形 土 器

上 師 器

A108
B(43)

頸部は外面で稜をつくり,垂直
に立ち上がる。口縁部は外傾し

た後,段をつくる。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

パミス・砂

にぶい橙色

普通

5%

器台形上器

土 師 器

Ａ

Ｂ

84
(5 2)

脚部上半は柱状,下半は「ハJ

の字状に開くと思われる。不部

は外傾して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

石英・ パミス・砂

にぶい橙色

普通

15%

P320

器台形土器

土 師 器

A 56
B 38
孔径06

受部 は皿状 に開 いた後 ,

垂直 ぎみ に立 ち上が る。

6孔 を穿つ と思われ る。

で

に

位

部

中

脚

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

石英・ 砂粒

明赤掲 色

普通

45%

P321

杯 形 土 器

土 師 器

A 92
B 36
C 53

底部は平底で,体部は外傾して

立ち上がる。

内・外面―なで スコ リア・ 石英

にぶい掲色

普通

75%

P322

台付甕形土器

土 師 器

B(103)
D106

台部は「ハ」の字状に下方に開

く。脚端部は平坦な面をもつ。

胴部は大きく肉彎して立ち上が

る。

内・外面―ハケロ整形 パ ミス

にぶい褐色

普通

25% 胴部内面

煤付着

第40A号住居跡 (第74図 )

本跡は,遺跡中央のDla9区 を中心に確認されたもので,第 35号住居跡の北約 4mに位置してい

る。北東側で第40B号住居跡 と,南側で第39号住居跡と重複している。新旧関係は,第39号住居跡

とは前述のとおりであるが,第40B号住居跡 とは,本跡の炉を壊して第40B号住居跡の床があるの

で,本跡が第40B号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸5.8m・ 短軸5。 2mの隅丸長方形と思われ,長軸方向はN-39° 一Wを指すものと

考えられる。壁は東側 と北・南側の一部が欠損しているが,残存壁はソフトロームで床面から垂

直に立ち上がっており,壁高は10～25cmである。床はハードロームで,平坦である。床面はよく

踏み固められている。炉は検出されない。柱穴はPl・ P2の 2か所で,規模は径30～ 36cm・ 深さは

それぞれ38・ 41cmである。南コーナー部,北西コーナー部に検出されているので,他のコーナー

部にもあったと思われるが,重複のため削平されたものと考えられる。P3は貯蔵穴 と考えられ,

長径60cm・ 短径54cmの ほぼ円形で,床を55cm「 U」 形に掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆

土は 4層で,暗褐色土,褐色上が堆積している。

覆土は 5層からなり,主に褐色土,暗褐色土,黒褐色土が自然堆積している。大部分の層は焼

土粒子・炭化粒子を含んでおり,全層とも締まっている。

遺物は,覆上の上層から高邦形土器 (P347・ P348),南側の床面から甕形土器 (P345),坑形土

器 (P346),東側の壁際の床面から高邪形土器 (P349。 P350)が出土している。すべて五領式に

'ヒ

定される。また,南側の覆土上層から滑石の原石が 2点 ,西側の40B号住居跡 との重複部分近 く

の床面から臼玉の未製品が 2点出上している。未製品や原石は投棄されたものと考えられる。
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第74図  第40A・ B号住居跡実測図

第40B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第75図

P351

器台形土器

上 師 器

B(79)
D103
孔径12

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は内彎し,日縁部との境で

稜をつくり,国縁部は垂直に立

つと思われる。

外面―丁寧ななで

内面―なで

粒

色

通

砂

赤

普

朱面外器％５０

彩

P352

器台形上器

上 師 器

Ｂ

Ｄ

脚部は「ハ」の字状に下方に開

き,裾部は横に水平に広がる。

外面―丁寧ななで

内面―なで

砂/1i・ 石英

にぶい橙色

普通

40%

-113-



必(3確

0               10cm

第75図 第40B・ 41号住居跡出土遺物実測図

―-114-―



図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

翻Ｐ３５３
増 形 土 器

土 師 器

A■ 4

B(68)
国頸部片。口頸部は「く」の字

状に立ち上がる。

内・外面―なで 石英・ 砂

にぶい橙色

普通

15%

装飾器台形

土   器

土 師 器

B(50) 不部は皿状に開いた後段をつく

り,そ の後外傾して立ち上がる。

外面―丁寧ななで

内面―なで
礫・雲母・砂

橙色

普通

10%

第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

知Ｐ３５５
甕 形 土 器

土 師 器

A145
B(53)

口頸部はゆるく「く」の字状に

立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形後なで 礫・砂粒・パミス

にぶい橙色

普通

10%

P356
甕 形 土 器

上 師 器

B(178)
C 78

底部は突出した平底で,胴部は

球形状を呈する。

内・外面―なで スコリア

灰褐色

普通

20%

第40B号住居跡 (第74図 )

本跡は,遺跡中央のClj。区を中心に確認されたもので,第 35号住居跡の北約6.6mに位置してい

る。南西側で第40A号住居跡 と重複している。新旧関係は前述のとおりである。

平面形は,長軸5.2m。 短軸3.7mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-77°一Eである。壁はソフト

ロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は15～35cmで ある。床はハードロームで,やや

起伏がある。床面はあまり踏み固められていない。炉は西側に検出され,長径90cm・ 短径66cmの

不整楕円形で,床面を 5 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床は,西側がよく焼けて硬化している。

柱穴はPl～P3の 3か所で,その規模は径32～ 34cm・ 深さ24～34cmで ある。P4は貯蔵穴と考えられ,

径80cmの 円形で床を41cm「 U」 形に掘 りこんで構築されている。

覆土は 3層からなり,主に褐色土,暗褐色上が堆積している。中央が撹乱されているが,他は

自然堆積である。全層ともよく締まっている。

遺物は,覆上の中層から姑形土器 (P351),器台形土器 (P353),下層から器台形土器 (P352),

南西側コーナー部の床面から装飾器台形土器 (P354)が出上している。すべて古墳時代の五領式

に比定される。また,中央の覆土上層からこぶし大の滑石の原石 6点,南東側コーナー部の覆土

下層からまとまって臼玉の未製品が10点出土している。石製品や原石は,投棄されたものと考え

られる。

第43号住居FTl(第 76図 )

本跡は,遺跡中央のD2c3区 を中心に確認されたもので,第35号住居跡の東約12mに位置してい

る。北東側で第42号住居跡と重複している。新旧関係は前述のとおりである。

平面形は,長軸6.3m。 短軸6.2mの隅丸長方形で,長軸方向はN-54°一Eである。壁は北壁の

一部が消失しており,上部がソフトローム,下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がって
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第43号住居麟出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

御
Ｐ３６９

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

15_8

(70)

口頸部は鋭角に「く」の字状に

立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形 砂粒・ スコリア・

礫

にぶい褐色

普通

10%

甕 形 土 器

土 師 器

A180
B(100)

胴部は球形を呈すると思われ,

口頸部は「く」の字状に立ち上

がり,そ の後外傾ぎみに開く。

内・外面一ハケロ整形 砂粒・ スコリア

淡橙色

普通

15%

甕 形 土 器

上 師 器

A185
B(103)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部はゆるく「く」の字状に

立ち上がる。

外面一ハケロ整形

内面―なで

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

10%
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

旧

７２

知

Ｐ３

壺 形 土 器

土 師 器

A372
B(93)

口縁部は外傾して立ち上がり,

端部で水平な面をもつ。日唇部

内面に凸帯を付ける。外面に 3

本 1対の棒状浮文を付ける。

外面―斜・縦のハケロ整形

内面―横のハケロ整形後なで

砂粒・礫

橙色

普通

10%

器台形土器

土 師 器

B(72)
D 78

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。受部は内彎しながら立ち上

がる。

内・外面―ハケロ整形後なで スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

10%

P37電

鉢 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

113
68
48

底部は突出した平底であるが中

央が凹む。体部は内脅し,口縁

部との境でくびれ,国縁部は外

傾して立ち上がる。

内 。外面 ―ハケロ整形後 なで パ ミス・ 砂粒

明赤褐色

普通

50%
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いる。壁高は20～52cmである。床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固

められている。炉は東側に検出され,長径106cm・ 短径60cmの不整精円形で,床面を22cm掘 り凹め

た地床炉である。炉床はよく焼け,レ ンガ状に硬化 している。炉の覆土は 1層で暗赤褐色土が堆

積している。柱穴は,規模の大きいPI～P4の 4か所,規模の小さいP5～PSの 4か所,計 8か所で,

大規模の柱穴 1本 と小規模の柱穴 1本を 1組にして 4か所配置されている。Pl～ P4は径50～ 74cm・

深さ66～89cmで あり,P5～ PSは径28～ 52cm・ 深さ25～35cmで ある。P5～P8は それぞれPl～P4の近

くに掘られている。P9は 貯蔵穴と考えられ,長径100cm・ 短径80cmの 精円形で床を44cm坑 状に掘 り

こんで構築されている。

覆土は 4層からなり,主に黒褐色土,褐色土,暗褐色上が自然堆積している。どの層も焼土粒

子 。炭化粒子を含み締 まっている。

遺物は,覆土の下層から甕形土器 (P369),南側の床面から甕形土器 (P370・ P371),壷形土器

(P372),北側の床面から器台形土器 (P373),南側の床面から鉢形土器 (P374)が 出上している。

すべて古墳時代の五領式に,ヒ定される。また,中央の覆土上層から滑石の原石が 6点出土してい

る。原石は投棄されたものと考えられる。

第44号住居跡 (第 78図 )

本跡は,遺跡中央のD2a4区 を中心に確認されたもので,第35号住居跡の北東約15mに 位置して

いる。

平面形は,長軸5。 2m。 短軸5.Omの 方形で,長軸方向はN-70° 一Eである。壁はハードローム

で床面から垂直に立ち上がっている。壁高は15～25cmである。床はハードロームで,平坦である。

床面はどの部分もよく踏み固められている。炉は中央に検出され,長径86cm。 短径60cmの不整楕

円形で,床を 8 cm皿状に掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け,赤 くレンガ状に硬化してい

る。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径36～ 68cm・ 深さ43～58cmである。各コーナー部に検出さ

れ,柱穴間は2.2mと 等間隔である。P5は貯蔵穴 と考えられ,径 70cmの 円形で床を35cm坑状に掘 り

こんで構築されている。

覆土は 8層からなり,主に黒褐色土,暗褐色土,褐色土が自然堆積している。上層は焼土粒子・

炭化粒子を,下層はローム粒子・ ロームブロックをそれぞれ含み,全層とも締まっている。

遺物は,覆上の下層から甕形土器 (P376),西側の下層から横位に対形土器 (P380), ミニチュ

ア土器 (P381・ P382),南西側コーナー部の床面から破片で甕形土器 (P375),中央の床面から破

片で邦形土器 (P377),中央の床面から破片で高不形土器 (P378),東側の床面から横位で器台形

土器 (P37・ P379),炉覆土から破片でミニチュア土器 (P383)が 出土している。すべて古墳時代

の五領式に比定される。
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第78図 第44号住居跡実測図

第44号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cEl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備   考

期Ｐ３７
器台形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

脚部は「ハ」の字状に下方に開
く。受部は小さく外傾して上方
に立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形 砂粒・パミス

にぶい褐色

良好

90%

P375

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

176
(6.9)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部と「く」の字状に立ち上

がる。

内 。外面―なで 石莫・砂粒

暗赤褐色

普通

15%

養 形 土 器

土 師 器

A130
B(118)

胴部は球形を呈し,日頸部は短

く「 く」の字状に立ち上がる。

外面・ 口縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

スコリア・砂粒

淡橙色

普通

15%

不 形 土 器

土 師 器

B(23)
C 23

底部は小さな上げ底である。体

部は内彎しながら立ち上がる。

外面―ハケロ整形

内面―ハケロ整形後なで
砂粒 。石英

灰褐色

普通

20%

高郷形上器

土 師 器

B(71)
D102

脚部は「ハ」の字状に下方に開
き,裾部は水平に広がる。

外面―ハケロ整形後軽いなで

内面―粗いなで
砂粒・雲母

橙色

普通

70%

P379

器台形上器

土 師 器

A 97
B 86
D100
孔径 16

脚部は「ハ」の字状に下方に開
き,受部は「 く」の字状に立ち

上がる。受部中央に孔を安つ。

内・外画―ハケロ整形後なで 砂粒・礫
にぶい赤褐色

普通

60%
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第79図  第44号住居跡出土遺物実測図

第45号住居跡 (第80図 )

本跡は,遺跡南部のEle4区 を中心に確認されたもので,第11号住居跡の西約■ .6mに位置してい

る。南側約半分は土取 りのため削平されている。

平面形は,長軸6.2m・ 短軸5.2mの長方形と思われ,長軸方向はN-8°一Wと考えられる。壁

は南側が上取りで欠損しているが,残存壁はソフトロームで床面から垂直に立ち上がっている。

図版番号 器  種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備   考

鞠Ｐ３８０
増 形 上 器

土 師 器

A 94
B l10
C 44

底部は平底。体部は肉彎し,上
位に最大径をもつ。口頸部は「く」
の字状に立ち上がる。

内・外面―粗いヘラなで 砂粒

浅黄橙色

普通

85%

P381

ミニチュア

土   器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部はやや突出する平底。体部
は垂直に立ち上がり,日縁部と

の境内面に稜をもつ。日縁部は

外傾する。

外面 。胴部内面―なで

口縁部内面―ハケロ整形

スコリア・砂粒・

石英

浅責橙色

普通

95%

P382

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部 は平底。体部 は外傾 して立

ち上が り,国縁端部 は丸味 を も

内・ 外面 ―なで 砂粒

にぶ い橙色

普通

50%

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

49
(2 7)

体部は内彎しながら立ち上がり,

日縁部は内傾ぎみである。

内・ 外面 ―なで 粒

色

通

砂

橙

普

25%
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壁高は50～55cmである。床は土取 りで約半分は削平されているが,残っている床はハー ドローム

で,平坦である。床面はあまり踏み固められてはいない。炉は中央と思われる部分に検出され,

長径44cm・ 短径26cmの楕円形で,南側は土取 りのため一部が壊されている。床面を■cm皿状に掘

り凹めた地床炉である。炉床はよく焼けている。炉覆土は 4層で暗褐色土,褐色上が堆積 し, ど

の層も焼土粒子を含んでいる。柱穴はPl・ P2の 2か所で,その規模はともに径32cm,深 さ88cm・

82cmである。他の柱穴は土取 りによって削平されたものと考えられる。

覆土は 9層からなり,主 に暗褐色土,黒褐色土,褐色土が自然堆積している。上層は焼土粒子・

炭化粒子を含み,全層とも締まっている。

遺物は,覆土の上層から秦形土器 (P384),邦形土器 (P400),鉢形土器 (P399・ P401),姑形

土器 (P403～ P405),高杯形土器 (P406。 P409),器台形土器 (P412),須恵器杯形土器 (P414)

が出土している。すべて破片で,北,東側に集中している。覆上下層から甕形土器 (P385・ P386),

台付甕形土器 (P387～P389),小型甕形土器 (P390。 P391),壺形土器 (P392～P397),坑形土器

(P398),増形土器 (P402),高邪形土器 (P407・ P408),器台形土器 (P411), ミニチュア土器

る
|

中A33.2m

0               2m

第80図 第45号住居跡実測図
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第81図 第45号住居跡出土遺物実測図 (1)
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10Cm

第82図 第45号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第83図  第45号住居跡出土遺物実測図・拓影図 (3)

第45号住居跡出土遺物観察表

器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調。焼成 備  考

第81図

P384

甕 形 土 器

土 師 器

A170
B303
C 78

底部はやや突出した上げ底で,

胴部は球形を呈する。国縁部は

外彎しながら立ち上がる。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

スコリア・砂粒 。

礫

浅黄橙色

普通

75%

甕 形 土 器

土 師 器

A181
B202
C 52

底部は平底であるが,中央がや

や凹む。胴部はほぼ球形を呈し,

国縁部はゆるく外彎する。

外面一ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒 。石英

灰赤色

普通

70%

図

６
細
Ｐ３８

甕 形 土 器

上 師 器

B(123)
C 46

底部は小さく平底。胴部は球形

を呈する。

内・外面―ハケロ整形後なで

色

粒

褐

通

砂

黒

普

25%

第81図

P387

台付褒形土器

上 師 器

A152
B(50)

胴部は内傾し,日頸部は「 く」

の字状に立ち上がる。「S」字状

口縁。

外面 ―ハ ケロ整形

内面 ―なで

砂粒・礫・ スコリ

ア

灰褐色

普通

10%
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第81図

P388

台付甕形土器

上 師 器

A135
B(46)

胴部は内傾し,国頸部は「くJ

の字状に立ち上がる。「 S」 字状

口縁。

外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

砂粒・石英・スコ

リア

にぶい褐色

普通

5%

台付甕形土器

土 師 器

A140
B(28)

胴部は内傾し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がる。「S」字状

口縁。

外面―ハケロ整形

内面―なで

スコリア・砂粒

黒褐色

普通

5%

小型甕形土器

土 師 器

A■ 4

B 93
C 44

底部は平底で,胴部は外傾し,

中位に最大径をもつ。口頸部は

ゆるく「く」の字状に立ち上が

る。

外面―粗いヘラなで

口縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

・
色

粒

褐

通

砂

里
笠
日

スコリア 60%

翻
Ｐ３９‐

小型甕形土器

土 師 器

A 95
B106
C 40

底部 は平底 で,胴部 は球形 を呈

す る。頸部で器 肉を減 じ,口縁

部 は外傾 して立 ち上が る。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで 砂粒・ ス コリア

にぶ い橙色

普通

90%

第81図

P392

壺 形 上 器

土 師 器

A124
B(90)

胴部は内傾し,口頸部はやや「コ」

の字状に近い立ち上がりである。

胴部外面・口縁部内lE― ハケロ

整形

口縁部外面―なで

砂粒・ 礫 。雲母

にぶ い橙色

普通

20%

P393

壷 形 土 器

土 師 器

A108
B(48)

口頸部片。口頸部は「コ」の字

状に立ち上がり,中位に段をつ

ける。

内・外面―なで スコ リア・ 石英・

砂粒

浅責橙色

普通

30%

図

４
細
Ｐ３９

壺 形 土 器

土 師 器

B(56) 胴部は内傾し,日縁部は垂直ぎ

みに立ち上がる。頸部との境の

外面に粘土紐を貼り付けている。

内・外面―ハケロ整形 砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

20%

P395

壺 形 土 器

土 師 器

A105
B(113)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

なで

胴部内・外面―ハケロ整形

砂粒

灰 白色

普通

20%

P396

壺 形 土 器

土 師 器

A167
B(59)

口頸部片。日頸部は「く」の字

状に立ち上がり,中位で皿状に

開く。上半で段をつくり,外傾

して立つ。

内・ 外面 ―ハ ケロ整形後 なで 砂粒・礫・ スコリ

ア

浅黄橙色

普通

10%

P397

壷 形 土 器

土 師 器

A332
B(80)

口縁部は外傾して立ち上がり,

内面に凸帯をつけている。国縁

部は平坦な面をもつ。

外面一ハケロ整形

内面―なで

砂粒

浅責橙色

普通

7%

P398

筑 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部は小さい上げ底。体部は内

驚した後急激に丸味をもって立

ち上がる。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―ハケロ整形後なで

スコリア・石英・

砂粒

橙色

普通

40%

鉢 形 土 器

土  師 器

A183
B 60

底部は丸底であるが,中央がや

や凹む。体部は器肉を減じなが

ら内彎し,上半で外に開く。

肉・外面―ハケロ整形後丁寧な

なで

スコリア

色

通

赤

普

60% 器内外面

朱彩

P400

杯 形 土 器

土 師 器

A102
B 45
C 44

底部は平底。体部は外傾して立

ち上がる。

内・ 外面 ―なで 砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

80%

鉢 形 土 器

土  師 器

B(52)
C 30

底部は小さい上げ底。体部は器

肉を減じながら内彎して立ち上

力Sる 。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―なで

砂粒・ スコリア・

雲母

赤色

普通

60%

P402

舛 形 土 器

土  師 器

A l16
B105
C 55

底部 は平底 である。体部 は扁平

な球形 を呈 し,日縁部 は外傾 し

て立 ち上が る。

内・ 外面 ―なで スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

45%

P403

靖 形 土 器

土 師 器

A168
B(88)

底部は丸底。体部は球形を呈し,

国縁部との境内面に稜をもつ。

国縁部は外傾して立ち上がる。

外画―ハケロ整形後丁寧ななで

内面―なで

スコリア・砂粒

淡橙色

良好

45%
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

鞠
Ｐ４０４

吋 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部は丸底。体部は球形を呈し,

口縁部との境で凹む。口縁部は

外傾して立ち上がる。

外面 ―ハケロ整形後粗いヘ ラな

で

内面 ―なで

砂粒・ スコリア・

礫

にぶい褐色

普通

40%

靖 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

94
(52)

底部は丸底であるが,中央がや

や凹む。体部は内弩し,口縁部

は外傾する。

内・外面一ハケロ整形後なで 砂粒・石英

赤橙色

普通

75%

図

６

熱

Ｐ４

高郷形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

不部は大きく外傾して立ち上が

る。

内・ 外面 一ハケロ整形後 なで スコリア・石英・

砂粒

橙色

普通

20%

P407

高不形土器

土 師 器

B(86)
D135

脚部上半は柱状に立ち,下半は

ラッパ状に下方に開く。脚部に

3孔を穿つ。

外面―丁寧ななで

内面―ハケロ整形後なで

粒

色

通

砂

橙

普

55%

高郭形土器

土 師 器

Ｂ

Ｄ

脚部は上半で「ハ」の字状に,

下半でラッパ状に下方に開く。

脚部に3孔を穿つ。

外面一縦のハケロ整形後なで

内面―横のハケロ整形

砂粒・石英

にぶい橙色

普通

50%

高邦形土器

土 師 器

B(63)
D123

脚部はラッパ状に下方に開き,

裾部はやや上方に上がる。脚部

に6孔を穿つ。

内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで スコリア・石英・

砂粒

浅貴橙色

普通

60%

器台形土器

土 師 器

B(75)
D100
孔径 21

脚部は「ハ」の字状に下方に開

き,脚端部は平坦な面をもつ。

中央に単孔を穿つ。

内・外面―ハケロ整形後粗いな

で

砂粒・石英

にぶい褐色

普通

70%

器台形土器

土 師 器

A88
B(32)
孔径 17

受部は皿状に水平に開き,日縁

部との境に稜をもち,後垂直に

立ち上がる。受部中央に単孔を

穿つ。

内・ 外面 ―なで 砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

40% 器内外面

朱彩

器台形土器

上 師 器

B(66)
D107
孔径 08

脚部はラッパ状に下方に開き,

裾部は少し水平に開く。受部中

央に単孔を,脚部に 3孔を安っ

ている。

外面―ハケロ整形後丁寧なヘラ

なで

内面―ハケロ整形後なで

砂粒

にぶい赤褐色

普通

40%

第81図

P38

甕 形 土 器

土 師 器

A124
B147
C 46

底部は平底。胴部は球形を呈し,

口頸部はゆるく「く」の字状に

立ち上がる。

外面 。国縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

砂粒・礫

にぶい褐色

普通

85%

第83図

P413
ア

器

器

ユチ
　
　
師

ニミ

土

土

A 52
B 26
C 25

底部は平底で,体部は外傾して

立ち上がる。

内・ 外面 ―なで 雲母・砂粒

にぶい褐色

普通

70%

P414

郭 形 土 器

須 恵 器

基部径103

受部径132

立上高 17

底部は丸底で,体部は内彎する。

受部との境に突出した稜をもち,

立ち上がりは内傾し,端部は丸

口縁部内・外面―ロクロなで

体部外面一回転ヘラけずり

底部内面―アテ具痕

砂粒・ 細砂

黄灰色

普通

90% 体部外面

火欅,底部外面

ヘ ラ書 き文字

「×」

(P413)が 出土している。破片で出土し,東側から多 く出土している。また,東側コーナー部の

床面から甕形土器 (P38),器 台形土器 (P410)が破片で出土している。上層から出土した増形土

器は和泉式に比定され,須恵器杯形土器は古墳時代の 5世紀末のもので,投棄されたものと考え

られるが,他はすべて五領式に上ヒ定される。
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第46号住居跡 (第84図)                      ｀

本跡は,遺跡南部のEle7区 を中心に確認されたもので,第■号住居跡の西約6.6mに位置してい

る。

平面形は,長軸4.8m・ 短軸4.6mの 方形で,長軸方向はN-45°一Eである。壁はソフトローム

で,床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は10～30cmで ある。床はソフトロームで,やや

起伏がある。床面は硬 く,よ く踏み固められている。炉は中央に検出され,径40cmの 円形で,床

を 9 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はあまり焼けていない。柱穴は検出されない。

覆土は 4層からなり,主に黒褐色土,褐色上が堆積している。中央は撹乱されているが,他は

色
|
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守
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第84図 第48号住居跡実測図

二3&2m  三

帯

01

0               2m

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図

５
紳
Ｐ４．

甕 形 土 器

上 師 器

A146
B(205)

胴部は球形を呈し,日頸部はゆ

るく「 く」の字状に立ち上がり,

国唇部は角度を変えて外傾する。

外面―ハケロ整形

口縁部内面―ハケロ整形後なで

砂粒・ 礫

灰褐色

普通

70%

P416

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は小さく上げ底。胴部は球

形を呈し,日頸部は外彎しなが

ら「コ」の字状に近い立ち上が

りをする。

内・外面―ハケロ整形後なで 砂粒・ 石英

橙色

普通

35%
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第85図 第46号住居跡出土遺物実測図 (1)
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432

0               10Cm

第86図 第46号住居跡出土遺物実測図 (2)
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T'137                                TP316

0              10Cm

第87図 第46号住居跡出土遺物拓影図

自然堆積である。全層 とも焼土

粒子・炭化粒子を含んでいる。

上層は締 まっている。

遺物は,覆土中層か ら台付甕

形土器 (P419),壷形土器 (P

421),増形土器 (P422・ P428),

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第85図

P417

甕 形 土 器

土 師 器

A146
B(170)

胴部は球形を呈し,国頸部は短

く「く」の字状に立ち上がる。

外面・ 口縁部内面 ―ハケロ整形

後 なで

胴部 内面 ―なで

砂粒・ 石英

明褐灰色

普通

35%

甕 形 土 器

土 師 器

A168
B188
C 63

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈する。国頸部は器肉を厚

くして「くJの字状に立ち上が

る。

口縁部内面・ 胴部外面 ―ハケロ

整形

口縁部外面 ―ハケロ整形後 なで

礫・ スコ リア

浅黄橙色

普通

50%

台付甕形上器

上 師 器

A143
B(50)

胴部は内傾し,口縁部の下位で

稜をもつ。口頸部は短い「SJ
字状日縁。

胴部外面―ハケロ整形

口縁部外面 。内面―なで

スコリア

褐灰色

普通

5%

図

０
細
Ｐ４２

三 形 土 器

土 師 器

B(204)
C 66

底部は突出する平底で,胴部は

器肉を滅じながら,扁平な球形

を呈する。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

砂粒・石英

外―にぶい橙色

内一黒褐色

普通

70%

第85図

P421

壺 形 土 器

土 師 器

A106
B136
C 49

底部は平底。胴部は球形を呈す

る。口縁部は垂直になり,後外

傾して立ち上がる。日縁端部は

平坦な面をもつ。

内・外面―ハケロ整形後なで 砂粒・石英・ スコ

リア

にぶい褐色

普通

40% 胴部中位

に櫛波状沈線に

よる波形文を付

ける。

靖 形 土 器

土 師 器

B(98) 体部は扁平な球形を呈する。 外面一丁寧なヘラなで

内画―ハケロ整形後なで

砂粒・ 石英

橙色

普通

35%

第86図

P423

■ 形 土 器

土 師 器

B(76)
C 38

底部は平底。体部は球形を呈す

るがやや扁平である。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒

にぶい橙色

普通

40%

P424

鉢 形 土 器

土 師 器

A156
B 76

体部は内彎し,頸部で内傾する。

国頸部は鋭角な「く」の字状に

立ち上がる。

内・外面―丁寧なヘラなで 砂粒・ スコリア

にぶい褐色

普通

60%

P425

鉢 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は丸底であるが,中央が」

さく凹む。体部は皿状に開き,

内彎した後垂直に立ち上がり,

口縁部に至る。

内・ 外面 ―丁寧 なヘ ラなで 石英・ 砂粒

暗赤鴇色

普通

40%

P426

甑 形 土 器

土 師 器

A207
B 79
C 48
7L径 18

浅鉢形の甑。底部は平底で,体
部は大きく外傾して開く。口縁

部上半は折り返され複合口縁と

し,国縁端部は平坦な面をもつ。

外面―ハケロ整形後粗いなで

内面―丁寧ななで

砂粒・石英・礫

にぶい橙色

普通

90%

P427

ltt形 土 器

上 師 器

A l12
B(145)

体部は球形を呈し,回頸部は鋭

角な「くJの字状に立ち上がる。

内・外面一ハケロ整形後丁寧な

なで

砂粒・雲母

橙色

普通

75%

P428

II形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

105
120
40

底部は小さい平底。体部は扁平

な球形を呈し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―なで 粒

色

通

砂

赤

普

70% 外面朱彩

P429

器台形上器

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

脚部はラッパ状に下方に開き,

受部は外傾して立ち上がる。受

部中央に単孔,脚部に3孔を穿

内・ 外面 ―なで 石英・砂粒

にぶい橙色

普通

85%
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鉢形土器 (P424・ P425),器 台形土器 (P431)が 出土 してい る。覆上下層 か ら甕形 土器

(P415～P418),壷形土器 (P420),甑形土器 (P426),増 形土器 (P423・ P427),器台形土器

(P429。 P430・ P432・ P433)がすべて破片で出土し,中央の炉の南側に集中している。すべて古

墳時代の五領式に,ヒ定される。

第47号住居跡 (第88図 )

本跡は,遺跡南部のElc6区 を中心に確認されたもので,第11号住居跡の西約10mに位置している。

平面形は,長軸4.3m・ 短軸3.9mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-61°一Eである。壁はソフト

ロームで床面から外傾 して立ち上がっている。壁高は東側で17cmで ある。西側は削平のため,壁

高は低 くなっている。床はソフトロームで,平坦である。床面は中央の,炉の周辺が踏み固めら
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図

０
細
Ｐ４３

器台形土器

上 師 器

A 75
B 86
D l18

脚部はラッパ状に下方に開き,

裾部は水平に開く。受部は外傾

して立ち上がる。脚部に3孔を

安つ。

外面・受部内面―丁寧ななで

脚部内面―なで

スコ リア・ 雲母・

砂粒

赤色

普通

75% 外面・受

部内面朱彩

器台形土器

土 師 器

A 83
B(42)

受部は皿状に開き,国縁部との

境に稜をつくり,日縁部は垂直

に立ち上がる。

外面―なで

受部内面―丁寧ななで

砂粒・ 石英

橙色

普通

％

彩

３０

矢

受部内面

P432

器台形土器

土 師 器

B(68)
D l10

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に3孔を穿つ。

外面 ―なで

内面 ―ハ ケロ整形後 なで

砂粒

にぶい赤褐色

普通

60%

器台形上器

土 師 器

Ｂ

Ｄ

16111

100
脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に3孔を穿つ。

外面―丁寧ななで

内面―なで

石英・ 砂粒

にぶい橙色

普通

60%

q     q
(ミ カ

Fl(こ
導

F2

第88図 第47号住居跡実測図
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れている。炉は 2か所検出され,中央のFlは長径54cm・ 短径28cmの不整楕円形,東側のF2は ,長

径54cm・ 短径38cmの不整精円形である。両者とも床を 3 cm。 5 cm掘 り凹めた地床炉である。両炉

とも炉床はよく焼け,赤 くレンガ状に硬化している。Flと F2の 間は48帥 と接近しているので同時

使用とは考えられないが新旧関係は不明である。柱穴はPl～P3の 3か所で,規模は,径30～ 38cm・

深さ20～ 25cmである。Pl～P2,P2～ P3間は2.6mと 等間隔である。        ・

覆土は 5層からなり,主に暗褐色土,黒褐色土,褐色土が自然堆積している。全層とも炭化粒

子を含み,締 まっている。

遺物は,覆土下層の西側の壁際にかたまって甕形土器 (P434・ P435),小型甕形土器 (P436),

高邪形土器 (P437),器 台形土器 (P438)が 出上している。すべて古墳時代の五領式に比定され

る。

第47・ 48号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (∞ ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

期
Ｐ４３４

甕 形 土 器

土 師 器

A168
B(198)

胴部は球形を呈し,国頸部はゆ

るく「コ」の字状に立ち上がる。

口縁部内・外画・胴部外面―

ケロ整形

胴部内面―なで

砂粒・ スコ リア

明褐灰色

普通

30%

P435

甕 形 土 器

土 師 器

B(203)
C 48

底部は小さく平底。胴部は長胴

を呈すると思われ,上位に最大

径をもつ。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで 粘土粒・砂粒

灰褐色

普通

40%

P436

小型甕形土器

土  師 器

A124
B104
C 41

底部は平底。胴部は内彎し,国
頸部は「く」の字状に立ち上が

る。

外面 ―粗いなで

内面 ―なで

スコリア・
色

粒

褐

通

砂

赤

普

30%

P437

高郷形主器

上 師 器

A217
B(72)

イ部は外傾して外上方に立ち上

がる。

外面一ハケロ整形後なで

内面―丁寧ななで

砂粒・石英

にぶい橙色

普通

50%

器台形土器

土 師 器

B(88)
D180

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に4孔を穿つ。

外面一縦のなで

内面―ハケロ整形後なで

スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

55%

甕 形 上 器

土 師 器

A168
B(73)

胴部は球形を呈すると思われ,

回頸部は短く「く」の字状に立

ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒・ スコリア・

粘土粒

灰褐色

普通

15% 外面煤付

着

P440

台付奏形上器

土 師 器

B(91)
D 82

台部は「ハJの字状に下方に開

き,脚端部は平坦な面をもつ。

胴部は内彎して立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで 砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

20%

高不形土器

土 師 器

A181
B107
D■ 4

脚部はラッパ状に下方に開く。

不部は大きく内彎して立ち上が

る。脚部に3孔を安つ。

外面―なで

邪部内面―丁事ななで

脚部内面―ハケロ整形後なで

砂粒・スコリア

浅黄橙色

普通

95%

器台形土器

土 師 器

A 77
B 83
D102

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は皿状に開き,日縁部との

境に稜をつくり,口縁部は外傾

して立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで パミス・砂粒

にぶい赤褐色

普通

95%
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図

３
紳
Ｐ４４

器台形土器

土 師 器

A 94
B(50)

受部は皿状に開き,口縁部との

境に稜をつくり,国縁部は外傾

して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―丁寧ななで

砂粒・ スコ リア

にぶ い橙色

普通

70%

手づくね土器

土 師 器

B(37) 胴部は扁平な球形 を呈 する。 胴部外面下半―ハケロ整形後な

で

上半・内面―なで

砂粒

上部 ―にぶい黄橙

色

下部 ―灰 白色

普通

40%

第48号住居跡 (第90図 )

本跡は,遺跡南部のElb7区 を中心に確認されたもので,第■号住居跡の北西約13mに 位置して

いる。

平面形は,長軸6.lm・ 短軸56mの 方形で,長軸方向はN-16° 一Eである。壁は上部がソフト

ローム,下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は48～ 65cmである。床は

ハードロームで平坦であり,床面はどの部分もよく踏み固められている。炉は北側に検出され,

長径70cm・ 短径62cmの 楕円形で,床面を 4 cm皿状に掘 り凹めている。炉床はよく焼け,レ ンガ状

に硬化している。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は,径24～30cm・ 深さ56～ 61cmである。各コー

ナー部に検出され,柱穴間は2.8mと 等間隔である。P5は貯蔵穴と考えられ,長径66cm・ 短径54cm

で床を76cm「 U」 形に掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆土は 1層が暗褐色土, 2層が褐色

上で, 2層 とも締まりが弱い。

覆土は12層からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積している。上層は締まっているが,下

層は締まりが弱い。中層は焼土粒子・炭化粒子を含んでいる。

遺物は,中央の覆土下層から横位で器台形土器 (P442)が出土したほか,破片が一面に散在し

たかたちで甕形土器 (P439),台付甕形土器 (P440),器台形土器 (P443),手づ くね土器 (P444)

が出土している。また,北西側コーナー部の床面から高邦形土器 (P441)が出土している。すべ

て古墳時代の五領式に比定される。
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第90図 第48号住居詠実測図

第49号住居跡 (第91図 )

本跡は,遺跡中央のC2h2区 を中心に確認されたもので,第35号住居跡の北東約18.6mに位置し

ている。北東・北西 。南西側が撹乱のため,壁 。床の一部が不明である。

平面形は,長軸5.8m・ 短軸5。 4mの方形で,長軸方向はN-16°一Wである。壁は上部がソフト

ローム,下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は44～60cmである。床は

だ
い

|
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ハードロームで,やや起伏がある。床面はよく踏み固められている。炉は中央に検出され,長径

52cm・ 短径28clnの楕円形で,床を 2 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく焼け,赤 くレンガ状

に硬化している。柱穴は南東側のPlの 1か所で,規模は径33cm・ 深さ65cmである。他の柱穴は撹

乱を受けて削平されたものと考えられる。

覆土は 6層からなり,主に褐色土,黒褐色土,暗褐色上が堆積しており,撹乱部分を除いて自

然堆積である。どの層も焼土粒子・炭化粒子 。ローム粒子を含み,締まっている。

遺物は,中央の覆上下層から破片で甕形土器 (P445・ P446),北側の覆上下層からかたまって壷

形土器(P448～P451),台付甕形土器 (P452),器台形土器 (P454・ P455), ミニチュア土器 (P456)
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が破片で出土 している。 また,

片で小型甕形土器 (P447), ミ

比定される。

北側の床面から横位で器台形土器 (P453)が,中央の床面から破

ニチュア土器 (P457)が 出上している。すべて古墳時代の五領式に

S6

鞠 潔鯵饗
可

ナ

翻

卿
第93図  第49・ 50号住居跡出上遺物実測図・

TP17S

0               10Cm

T,308

第49号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第92図

P445

甕 形 土 器

土 師 器

A137
B210
C 64

底部は平底。胴部は器肉を減じ

ながら球形を呈し,日頸部は短

く「く」の字状に立ち上がる。

外面 。国縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

スコリア・石英・

砂粒

にぶい褐色

普通

50%

P446

甕 形 土 器

土 師 器

A(125)
B155
C 47

底部は小さい平底。胴部は球形

を呈し,口頸部は短く「く」の

字状に立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

英

色

通

石

掲

普

55%

P447

小型甕形土器

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は球形を呈し,

日頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

外面・口縁部内面―ハケロ整形

後なで

胴部内面―なで

砂粒・ スコ リア・

礫

にぶい橙色

普通

80%

壺 形 土 器

土 師 器

B(276)
C 81

底部は平底で,胴部は器肉を減

じながらやや長胴化する。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

80%
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図

９
翻
Ｐ４４

壷 形 土 器

土 師 器

A(201)
B(82)

日頸部片。国縁部は垂直に立ち

上がり, 後皿】犬どこ開き, さらに

外傾する。パレススタイル。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

スコリア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

30%

P450

壷 形 土 器

土 師 器

B(75) 口縁部 は垂直に立 ち上が り,後
皿状 に開 き,さ らに外傾 す る。

パ レススタイル。

外面 ―ハケロ整形後 なで

内面 ―なで

礫・ 砂粒・ 石英

橙色

普通

25%

第93図

P451

壷 形 土 器

土 師 器

A163
B(62)

口頸部は大きく「く」の字状に

立ち上がる。日縁端部で折 り返

し複合口縁となる。端部は平坦

な面をもつ。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで,頸部

との境 に凸帯

内面 ―なで

スコ リア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

20%

P452

台付甕形上器

土 師 器

B(95) 台部は「ハ」の字状に開くと思

われ,胴部は馬平な球形を呈す

る。

内・外面―ハケロ整形後なで 礫・ 砂粒・ 石英

にぶい褐色

普通

60%

第92図

P453

器台形土器

土 師 器

A 97
B 73
D 65

脚部は/1ヽ さくラッパ状 1こ T方
`こ開く。受部は外傾して立ち上が

る。脚部に3孔を穿つ。

内・ 外面 ―丁寧 ななで 砂粒

橙色

普通

80%

器台形上器

上 師 器

B(74)
D■ 2

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に3孔を安つ。

外面―丁寧ななで

内面―なで

粒砂英

色

通

石

橙

普

55%

区

５
細
Ｐ４５

器台形上器

土 師 器

A(88)
B(50)

脚部はラッパ状に開くと思われ,

受部は外傾した後口縁部との境

に稜をつくり,日縁部は垂直に

立ち上がる。

外面 ―なで 砂粒・ スコ リア

灰 白色

普通

70%

P456

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 85
B 42
C 48

底部は平底。体部は外瞥し,国
縁部との境でくびれる。国縁部

は外傾して立ち上がる。

内・ 外面 ―なて 粒

色

通

砂

橙

普

・ 礫・ 石英 100%

ミニチュア

土   器

土 師 器

A 80
B 38
C 32

底部は平底。体部は器肉を減じ

ながら外傾して立ち上がる。

外面―粗いなで

内面―なで

砂粒・ 石英

にぶい橙色

普通

98%

第50号住居跡出土遺物観察表

図恢番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

図

８
期
Ｐ４５

小型甕形土器

土 師  器

A(111)
B(104)

胴部は球形を呈し,口頸部は器

肉を厚くし,短 く「く」の字状

に立ち上がる。

外面 ―丁寧 ななで

内面 ―なで

スコ リア・ 石英

にぶい褐色

普通

30%

P459

器台形土器

土 師 器

B(72)
D(121)

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に3孔 を穿つ。

内・ 外面 ―なで 砂粒

浅黄橙色

普通

30%

TP308は 壷形土器の口縁部片と思われ,斜行する粗い縄文を施している。弥生時代後期のもの

と半」断される。

第50号住居跡 (第 94図 )

本跡は,遺跡南部のElb9区 を中心に確認されたもので,第11号住居跡の北西約 8mに位置して

いる。東・南側で第14号住居跡と,北東側で第15B号住居跡と重複している。新旧関係は,第 14号

住居跡の炉が本跡の覆土中に築かれていることから本跡が第14号住居跡よりも古く,本跡が第15B
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号住居跡の床を切 り,重複部分に第15B号住居跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第15B号住

居跡よりも新しいと考えられる。

平面形は,長軸5。 3m・ 短軸4.5mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-70°一Eである。壁は重複の

ため,北・西側だけが残っており上部がソフトローム,下部がハー ドロームで,床面から垂直に

立ち上がっている。壁高は14～64cmである。床はハー ドロームで,やや起伏がある。床面はよく

踏み固められている。炉は検出されない。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径30～36cm・ 深さ

35～43cmである。各コーナー部に検出され,長方形に配列されている。Psは 支柱穴 と考えられ,

径36cln・ 深さ53cmで,P2付近に検出されている。

覆土は18層からなり,主に暗褐色土,黒褐色土,褐色上が堆積している。上層は撹乱されてい

るが,下層はローム粒子・ ロームブロックを含み,自然堆積で,よ く締まっている。

遺物は,覆上下層から北西側に散在して小型甕形土器 (P458),器台形土器 (P459)が出上して

いる。古墳時代の五領式に比定される。
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第94図 第50号住居FTl実測図
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第51号住居跡 (第95図 )

本跡は,遺跡中央のD2jェ 区を中心に確認されたもので,第■号住居跡の北約12mに位置している。

西側で第16号住居跡 と重複 している。新旧関係は,本跡の床上に第16号住居動の貼 り床が確認さ

れたので,本跡が第16号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸6.Om。 短軸5.5mの隅丸方形で,長軸方向はN-57° 一Eである。壁は西壁が消

失しており,上部がソフトローム,下部がハードロームで,床面から垂直に立ち上がっている。
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第95図  第51号住居跡実測図
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0              10Cm

第97図 第51号住居跡出土遺物

拓影図

壁高は22～ 50cmである。床はハードロームで,平坦である。

床面はどの部分もよく踏み固められている。炉は検出されな

い。主柱穴はPI～P4の 4か 所で,規模 は径32～ 42cm・ 深さ

35～57cmである。各コーナー部に検出され,柱穴間は約 3mと

等間隔である。P5は支柱穴と考えられ,径44cm。 深さ65cmで ,

P3の近 くに検出された。貯蔵穴は検出されない。

覆土は 4層からなり,主 に黒褐色土,褐色上が自然堆積し

ている。全層ともローム粒子・ ロームブロックを含み,締 まっている。

遺物は,北東側コーナー部の覆上下層から重形土器 (P460・ P461),PI近 くの床面からltt形土

器 (P462),甕形土器 (P39 C P40)が 破片で出上している。古墳時代の五領式に,ヒ定される。

第51・ 52・ 53号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

期Ｐ３９
甕 形 土 器

土 師 器

A137
B227
C 46

底部は/1ヽ さく平底。 胴部 |ま 球形

を呈する。口頸部は「く」の字

状に立ち上がり,後外上方に長

く外傾する。

外面・ 口縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

砂粒

黒掲色

良好

70%

P40

甕 形 土 器

土 師 器

A157
B185
C 33

底部は小さく平底。胴部は球形

を呈し,国頸部は「く」の字状

に立ち上がる。

外面 '日縁部内面―ハケロ整形

胴部内面―なで

砂粒

黒褐色

良好

75%

P460

重 形 土 器

土 師 器

A(242)
B(100)

頸部は内傾し,中位に稜をもつ。

国縁部はほぼ垂直に立ち上がり,

中位で角度を変えて外傾する。

外面―ハケロ整形,口縁部上位

に4本の棒状浮文,頸部に連簾

文を付ける。

内面―なで

砂粒 。スコリア

浅黄橙色

普通

25%

P461

壷 形 上 器

上 師 器

B(96) 胴部は球形を呈すると思われる。 内・ 外面 ―なで

頸部 に連簾文 を付 ける。

砂粒・ 石英

浅黄橙色

普通

45%

射 形 土 器

土 師 器

A 97
B 62
C 22

底部は小さく上げ底。体部は内

彎し,口縁部は外傾して立ち上

がる。口縁部と体部は同じ長さ

である。

内・ 外面 ―なで 石英・砂粒

明赤褐色

普通

35%

増 形 土 器

上 師 器

A(114)
B(145)

体部は扁平な球形を呈し,口縁

部は外傾して立ち上がる。日縁

部と体部は同じ長さである。

外面―丁寧な縦のなで

内面―なで

砂粒

にぶい褐色

普通

50%

器台形土器

土 師 器

A 62
B 87
D(103)

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は外傾し,口縁部との境に

稜をもつ。国縁部は直立して立

ち上がる。

外面―丁寧な縦のなで

受部内面―なで

脚部内面―ハケロ整形後なで

石英・砂粒

上部―橙色

下部―黒褐色

普通

98%

P465

高郷形土器

土 師 器

B(75)
D(120)

脚部はラッパ状に下方に開き,

裾部は水平に開いた後反転ぎみ

に上がる。

外面 ニハケロ整形後 なで

内面 ―ハ ケロ整形

砂粒・礫

にぶい黄橙色

普通

40%
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第52号住居跡 (第98図 )

本跡は,遺跡中央のD2as区を中心に確認されたもので,第49号住居跡の南東約14mに位置して

いる。東側の一部はエリア外のため調査できなかった。また,北西側は撹乱を受けている。西側

で第58号住居跡と,北東側で第 1号堀と重複している。新旧関係は,本跡が第58号住居跡の床を

切 り,重複部分に第58号住居跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第58号住居跡よりも新しく,

■34.2m  旦

下
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第98図  第52号住居跡実測図

―-144-―



土層堆積状況から本跡が第 1号堀よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸68m・ 短軸6.7mの隅丸方形と思われ,長軸方向はN-75°一Eを 指すものと考

えられる。壁は上部がソフトローム,下部がハードロームで,床面から垂直に立ち上がっている。

壁高は48～ 102cmで ある。床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固められ

ている。炉は北側に 2か所検出された。Flは長径88cm・ 短径44cmの不整楕円形で,床を 5 cm掘 り

凹めている。F2は長径36cm。 短径30硼の不整楕円形で,床を 6 cm掘 り凹めている。 どちらも地床

炉で,炉床はよく焼けて硬化している。Flと F2の間は24cmと 接近している。Fl・ F2と も断面は皿

状である。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径66～84cm・ 深さ39～80cmである。各コーナー部に

検出され,柱穴間は3.6mと 等間隔である。P5は貯蔵穴 と考えられ,長径80cm。 短径68cmの 楕円形

で,床を66cm掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆土は暗褐色上の 1層で,よ く締 まっている。

覆土は16層 からなり,主に黒褐色土,暗褐色土,明褐色土が堆積している。北西側が撹乱され

ているが他は自然堆積である。上層から中層にかけて焼土粒子・炭化粒子を含み,締 まっている。

下層はローム粒子 。ロームブロックを含み,締まっている。

遺物は,覆上下層から破片が中央にややかたまってltI形土器 (P463),器台形土器 (P464)が出

上している。古墳時代の五領式に,ヒ定される。

Ⅷ ＼中巖駆＼端工攀 悧ヽ∞
〃

TP195
0              10Cm

第99図 第52号住居跡出土遺物拓影図

TP182・ 183・ 199は 単節縄文にS字状結節文が,TP195は付加条縄文で羽状縄文に施されてい

る。いずれも壼形土器の頸部から胴部にかけての破片と思われる。

第57号住居跡 (第 100図 )

本跡は,遺閉中央のC2h7区 を中心に確認されたもので,第49号住居跡の東約16mに位置してい
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る。西側で第 3号濤 と重複している。新旧関係は,本跡の床が第 3号濤に切られ,重複部分に本

跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第 3号濤よりも古いと考えられる。東側の一部はエリア

外のため調査できなかった。

平面形は,長軸3.4m。 短軸3.2mの方形 と思われ,長軸方向はN-3° Wを指す ものと考えら

れる。壁は西側が消失しているが残存壁はソフトロームで床面から外傾して立ち上がっている。

壁高は9～18cmで ある。床はハー ドロームで,重複や撹乱のため起伏がある。床面は中央が踏み

固められている。炉は南東コーナー部に検出され,長径64cm・ 短径44cmの 不整楕円形で,床を 5

cm皿状に掘 り凹めた地床炉である。炉床はあまり焼けていない。炉の覆土は 1層で,にぶい赤褐

色上である。柱穴は検出されていない。

覆土は 6層からなり,主に黒褐色上,褐色上が堆積している。大部分が撹乱を受 けている。全

層ともローム粒子・ ロームブロックを含んでいる。

遺物は,南側の床面から破片で高不形土器 (P472),装飾器台形土器 (P473)が出土している。

2点 とも古墳時代の五領式に

'ヒ

定される。

二34.7m  =

輛

o              2m

第100図 第57号住居跡実測図

第醐号住居跡 (第 101図 )

本跡は,遺閉中央のD2b5区を中心に確認されたもので,第49号住居跡の南東約14mに位置して

いる。東側で第52号住居跡 と重複 している。新旧関係は,第52号住居跡が本跡の床を切 り,重複

部分に本跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第52号住居跡よりも古いと考えられる。
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平面形は,長軸4.Om・ 短軸3.9mの隅丸方形 と思われ,長軸方向はN-51° 一Eと 考えられる。

壁は東壁が消失しており,ソ フトロームで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は20～30cm

である。床はハー ドロームで,やや起伏がある。床面は中央がよく踏み固められている。炉は北

側に検出され,長径66cln・ 短径46cmの 不定形で,床を 7 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよく

焼け,硬化している。炉の周辺には径1.4mほ どの円形に焼上が散乱している。柱穴はPl・ P2の 2

か所で,径 34・ 40cm,深 さ13・ 27cmである。他の柱穴は重複のため削平されたものと考えられる。

覆土は 3層からなり,主に暗褐色土,褐色上が堆積している。部分的に数か所撹乱を受けてい

る。上層は焼土粒子・炭化粒子を含み, 3層 とも締 まっている。

遺物は,土師器片が覆土から6点,床面から2点出土しているが器形を窺えるものはない。土

師器片は古墳時代の五領式に比定される。
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第101図 第58号住居跡実測図

第59号住居跡 (第 102図 )

本跡は,遺跡中央のC2j5区 を中心に確認されたもので,第49号住居跡の南東約 8mに位置してい

る。

平面形は,長軸3.9m・ 短軸3.8mの 隅丸方形で,長軸方向はN-64°一Eである。壁はソフトロー

ムで床面から外傾して立ち上がっている。壁高は 6～ 12cmで ある。床はハードロームで,平坦で

ある。床面は中央から南にかけてよく踏み固められている。炉や柱穴は検出されない。

覆土は 5層からなり,主 に黒褐色土,暗褐色土,褐色土,明褐色土が堆積している。部分的に

撹乱を受けている。 1層の黒褐色土, 4層の褐色上が大部分を締める。大部分の層は炭化粒子を
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含んでおり,全層ともよく締まっている。

遺物は,土師器片が覆土から6点,床面から4点出土しているが器形を窺えるものはない。

師器片は古墳時代の五領式に比定される。

blや

0              2m

第102図 第50号住居跡実測図

第61号住居跡 (第 103図 )

本跡は,遺跡中央のD2e2区 を中心に確認されたもので,第35号住居跡の東側約 7mに位置 して

いる。北西側で第36号住居跡と重複している。新旧関係は,土層の堆積状況から本跡が第36号住

居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸4.7m・ 短軸4.6mの方形 と思われ,長軸方向はN-46°一Eを指すものと考えら

れる。壁は北壁,東壁の一部が消失しており,ソ フトロームで床面から外傾して立ち上がってい

る。壁高は12～25cmである。床はハードロームで,平坦である。床面は南側が踏み固められてい

る。炉は検出されない。柱穴は東側のPlの 1か所で,径 26cm・ 深さ29cmの規模である。他の柱穴

は重複のため削平されたものと考えられる。P2は貯蔵穴 と考えられ,長径60cm・ 短径50cmの 楕円

形で,床を58cm掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆土は,暗褐色土,褐色上の 2層が堆積 し

ている。

覆土は 3層からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積している。全層ともローム粒子を含み

締まっている。

遺物は,土師器片が覆土から8点出上しているが器形を窺えるものはない。土師器片は古墳時

代の五領式に比定される。
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第103図 第61号住居跡実測図

第62号住居跡 (第 104図 )

本跡は,遺跡中央のD2i2区 を中心に確認されたもので,第 16号住居跡の北約1.7mに位置してい

る。西側で第10号土坑 と重複している。新旧関係は土層の堆積状況から,本跡が古いと考えられ

る。

平面形は,長軸4.7m・ 短軸4.Omの長方形で,長軸方向はN-11°一Wである。壁は西壁が消失

しており,ソ フトロームで床面から外傾して立ち上がっている。壁高は8～26cmである。床はソ

フトロームで,平坦である。床面は踏み固められていない。炉は検出されないが,中央に焼土層

が確認された。床面より20cm程高いレベルにあり,炉下に本跡の覆土と同じ暗褐色上が堆積 して

いるため,後世のものと考えられる。ピットはPl～ P3の 3か所で,規模は径36～84cm・ 深さ19～24

cmである。西己列がぶぞろいで規模がまちまちなため,主柱穴の判別はできない。

覆土は 3層からなり,主に暗褐色上,褐色土が堆積している。部分的に数か所撹乱を受けてい

る。全層とも焼土粒子・炭化粒子を含み, 1・ 2層は締まっている。

遺物は,上師器片が覆土から2点出上しているがともに器形は窺えない。土師器片は古墳時代

の五領式に比定される。
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第104図  第62号住居跡実測図

(2)古墳時代中期

第 6B号住居跡 (第20図 )

本跡は,遺跡南端部のF2a3区 を中心に確認されたもので,第 4号住居跡の南東約1lmに 位置し

ている。西・北側で第6A号住居跡と重複 している。新旧関係は前述のとおりである。

平面形は,長軸4.6m・ 短軸4.2mの 方形で,長軸方向はN-89°一Eである。壁はソフトローム

で,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は西・北側が重複のため15cm,他の壁は20cmである。

床はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固められている。北東側に最大幅

50cm。 最小幅40cmの 不定形の焼土層が確認され,炉と思われたが,床面よりも15cln高 いレベルに

あるので炉ではなく後世のものと考えられる。柱穴はP4～ P7の 4か所で,その規模は径28～40cm・

深さ17～34cmである。各コーナーに検出され,柱穴間は約2.6mと 等間隔である。

覆土は 6層からなり,主に暗褐色土,褐色上が自然堆積し,上層は焼土粒子を含み,下層はロー

ム粒子を含み, 6層 とも締まっている。

遺物は,覆上の上層から塊形土器 (P70),甑形土器 (P67),下層から甕形土器 (P65。 P68・ P72),

姑形土器 (P66), ミニチュア土器 (P71),北東側の床面から小型甕形土器 (P69),甕形土器 (Pl)

が出上している。小型甕形土器と甕形上器 1点,ミ ニチュア土器は古墳時代の五領式に比定され,

他の 5点は和泉式に比定される。
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第53号住居跡 (第105図 )

本跡は,遺跡中央のC2d2区 を中心に確認されたもので,第49号住居明の北約17mに 位置してい

る。北側から西側一帯にかけて宅地跡のため撹乱を受けている。

平面形は,長軸4.5m・ 短軸4.4mの隅丸方形と思われ,長軸方向はN-33° 一Wを指すものと考え

られる。残存壁はソフトロームで,床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は南側で16cmで

ある。床はソフトロームで,平坦である。床面は踏み固められていない。炉は北側に位置してい

たと思われるが,撹乱のため壊されたらしく,焼土ブロック層が中央の覆上の上層に堆積し,長

径56cm・ 短径44cmの楕円形の範囲で確認された。柱穴は南側のPlの 1か所で,径24cm・ 深さ54cm

である。他の柱穴は撹乱のため削平されたものと思われる。P2は貯蔵穴と考えられ,南東コーナー

部に検出された。長径52cm・ 短径42cmで,床を54cm掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆土は

褐色土の 1層で,上部から士師器の器台が出上している。

覆土はなかったが,宅地跡のため移動された褐色上が堆積しており,非常に硬 く締まっている。

遺物は,上師器片が覆土から高邦形土器 (P465),床面から2点出上している。高不形土器は古

墳時代の和泉式に比定される。
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第105図 第53号住居跡実測図
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(3)古墳時代後期

第 1号住居跡 (第106図 ,石製品製作跡)

本跡は,遺跡中央のClb9区を中心に確認されたものであり,住居跡群の中では最も北側に位置

している。

平面形は,長軸6.6m・ 短軸6.5mの方形で,長軸方向はN-66°一Wである。壁はハードローム

で床面から垂直に立ち上がっている。壁高は28～40cmである。床はハー ドロームで,平坦である。
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第側6図 第 1号住居跡実測図
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床面は硬いが踏み固められてはいない。炉は北側に検出され,長径50cm・ 短径44cmで ,床を 3 cm

皿状に掘 り凹めた地床炉である。炉床はあまり焼けていない。柱穴はPl～P8の 8か所で,Pl～P4

が主柱穴,P5～P8が支柱穴 と考えられる。主柱穴の規模は径34～ 68cm・ 深さ65～84cmと 深 く,支

柱朱の規模は径30～ 44cm。 深さ30～68cmである。P2は 長径68cm・ 短径48cmの 楕円形になっている。

PI～P4の柱穴間は約 3mと 等間隔であり,P5～ P8は それぞれPI～P4の近 くに掘られている。P9は

貯蔵穴と考えられ,長径82cm・ 短径68cmの 不整楕円形で,床を46cm掘 りこんで構築されている。

貯蔵穴の断面は「U」 状である。

覆土は 7層からなり,主に褐色土,黒褐色土,明褐色土が堆積している。宅地跡のために 1層

の褐色土は他の場所から運ばれて,積み上げられたものである。 2層以下は,北側の一部が撹乱

されているが,大部分が自然堆積である。大部分の層がローム粒子・焼土粒子を含み,全層とも

硬 く締まっている。

遺物は,覆土中層から甕形土器 (P41),J4N形土器 (P46～P51),甑形土器 (P44),下層から甕

形土器 (P42・ P43),鉢形土器 (P45),東側の床面から甕形土器 (P53),南側の床面から須恵器

の高邦形土器 (P52)が出上している。須恵器の高杯形土器は 5世紀末のもの,他はすべて古墳時

代の鬼高式に比定される。また,中央から北東側にかけて円板,剣形品,勾玉,臼玉,管玉の石

製品が覆上下層から55点,床面から128点 出土している。

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 甕 形 土 器

土 師 器

A(176)
B(105)

胴部はやや長胴で,国頸部はゆ

るく「く」の字状に立ち上がる。

口縁部外面 ―横 なで パミス・砂・石英

にぶい黄橙色

良好

15%

甕 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(55)

77
底部は突出した平底で,胴部は

器肉を減じながら外傾して立ち

上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂 。パ ミス

橙色

普通

10% 外面朱彩

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

160
(8 2)

胴部は球形を呈すると思われ,

口頸部は「コ」の字状に立ち上

がる。

口縁部外面―横なで

胴部外面・内面―ヘラなで

礫・
色

通

砂

橙

普

10%

甑 形 土 器

土 師 器

B(70)
孔径 82

底部に突抜けの孔を穿つ。胴部

は大きく外傾して立ち上がる。

内 。外面―ヘラなで 砂・ 石英

にぶ い責橙色

普通

20%

鉢 形 土 器

土 師 器

A l15
B(47)

体部は内脅して立ち上がる。 内・ 外面 ―ヘ ラなで パミス・砂

にぶい橙色

普通

15%

不 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

135
(59)

体部は内彎し,口縁部との境で

稜をつくる。口縁部はほぼ垂直

に立ち上がる。

口縁部内・外面一横なで

体部外面―粗いヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

砂粒・ 石英

橙色

普通

30%

不 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

160

(6 4)

体部は内彎する。国縁部境内面

で稜をつくり,国縁部は外傾し

て立ち上がる。

口縁部内・外面一横なで

体部内・外面―粗いヘラなで

砂粒・ スコ リア・

雲母

にぶい橙色

普通

35% 体部外面

媒付着
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第107図 第 1号住居跡 (第 1号製作跡)石製品出土状況図

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第108図

P48

杯 形 土 器

上 師 器

Ａ

Ｂ

体部は器肉を減じながら内彎し

て立ち上がる。

外面―粗いヘラなで

内面一丁寧なヘラなで

スコリア・礫

橙色

普通

30%

不 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

15 0

(5 4)

体部は内彎する。日縁部は体部

との境で角度を変え,外傾ぎみ

に立ち上がる。

口縁部内・外面―横なで

体部外面―ヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

砂・パミス

明赤褐色

普通

25%

杯 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部は内彎し,口縁部との境で

小さな稜をつくる。日縁部は垂

直に立ち上がる。

外面―丁寧なヘラなで

内面―ヘラなで

砂粒 。石英

にぶい赤褐色

普通

30%

不 形 土 器

土 師 器

B(36) 底部は丸底と思われ,体部は内

彎する。国縁部との境で稜をつ

くり,日縁部は垂直に立つと思

われる。

外面―ヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

パミス

にぶい赤色

普通

30% 内・外面

朱彩

P52

高イ形土器

須 恵 器

A(167)
B(5,7)

杯部は内彎し,上半で稜を2本
つくる。国縁部は器肉を減じな

がら垂直に立ち上がる。

口唇部外面・器内面―ロクロ水

挽き

体部外面一同心円文

色

通

礫

灰

普

15%
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図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備   考

第108図

P53

甕 形 上 器

土 師 器

B(125)
C 68

底部は突出した平底で,胴部は

やや長胴を呈する。

内・ 外面 ―ヘ ラなで パミス・礫 。砂・

スコリア

にぶい橙色

普通

25%

石製品 (PL95～ 99)

剣形品 床面一帯から総数95点出土している。未製品90点,破損品 4点,完成品 1点で,未製

品の内訳は荒割 り品53点,形割 り品 8点,研磨品 6点,穿孔品23点である。荒割 り品は

原石から剣形品に必要な量だけ打ち欠いたもので,長 さ1.6～8.5cm,重 さ0.5～ 29.6gで

ある。形割品は荒割 り品の形を整えたもので,特に両側面を調整している。長さ2～3.5

cm,重 さ0,7～ 15.Ogである。研磨品は形割品の上 。下面を研磨したもの全 長さ1.7～3.9

cm,重 さ0.7～ 14.2gである。穿孔品は研磨品に孔を穿ったもので,長さ1.4～4.5cm,重

さ0.8～ 7.Ogである。双孔を穿ったものが 4点,単孔のものが19点である。未製品の大部

分は滑石製であるが,雲母片岩製が 2点含まれている。完成品が 1点だけ出上し,滑石

製で,長さ2.lcm,幅1.lcm,厚さ2.511ull,孔 径1.511Lll,重 さ1.2gである。柄部に単孔を穿

ち,上・下面は扁平に研磨されている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で掲載し

た。

板 床面一帯から総数44点 出上している。未製品38点,破損品 5点,完成品 1点である。

未製品はすべて滑石製で,幅1.7～3.9cm,重 さ1.1～ 15.4gで ある。穿孔されたものの中

で,単孔のものが 4点,双孔のものが21点である。完成品は,長さ2 cm,最大幅2.3cm,

厚さ 5 11Hll,孔径1.511ull,重 さ4.5gで滑石製である。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真

で掲載した。

玉 北側の床面から7点出土している。7点 とも未製品で滑石制である。長さ2.1～ 3.5cm,

重さ1,3～8.5gで,穿孔されたもの 1点が含まれており,写真で掲載した。

玉 北側の床面から24点出上している。未製品18点,破損品 5点,完製品 1点で,すべて

滑石製である。未製品は,径 5～ 9 11ull,厚 さ3～ 7 11ull,重 さ0.1～ 0.5gである。完成品は

径 5 11ull,厚 さ 6 11ull,重 さ0。 lg,子し径1.511ullで ある。実測図は完成品のみ掲載し他は写真で

掲載した。

玉 北側の床面から2点出上している。 2点 とも完成品で滑石製である。長さ1.4cm,径

5.5～ 6 11Lll,重 さ0。 9g,孔径 2 11ullで ある。

他にこぶし大の滑石の原石が24点,床面一帯から出土している。

勾

管
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第 3号住居跡 (第 109図 )

本跡は,遺跡南部のE2i2区 を中心に確認されたもので,第 1号濤の北東約4.5mに位置している。

平面形は長軸6.4m↓ 短軸6.3mの隅丸方形で,長軸方向はN-62° 一Wである。壁はハー ドロー

ムで床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は24～54cmである。床はハードロームで,平坦

である。床面は硬いが踏み固められてはいない。炉は西側に検出され,径40cmの 円形で,床を11

cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はあまり焼けていない。炉覆土は 3層で暗褐色土,褐色上が堆
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0              2m

第109図 第 3号住居跡実測図
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0            10cm

第110図 第 3号住居跡出土遺物  
している。

拓影図 覆土は 3層 からな り,主に黒褐色土,暗褐色上が自然堆積

している。 どの層も,ロ ーム粒子・焼土粒子を含み,締まっている。

遺物は,覆上下層から杯形土器 (P54),東側壁下の床面から横位で甕形土器 (P55)が出土して

いる。両者 とも古墳時代の鬼高式に上ヒ定される。

TP3は ,折返し口縁部片で,縦位に粘土紐が貼 り付けられている。

第19号住居跡 (第 111図 )

本跡は,遺跡中央のD2gl区を中心に確認されたもので,第 3号住居跡の北約44mに 位置してい

る。下層に第29号住居跡が重複しており,本跡は第29号住居跡の覆土内に構築されたと考えられ

る。

平面形は,長軸5.Om・ 短軸4.9mの 方形で,長軸方向はN-87° 一Wである。壁は暗褐色上であ

るが,比較的締 まっており,床面からは垂直に立ち上がっている。壁高は40～63cmで ある。床は

暗褐色土混じりの褐色土で,平坦であるが,それほど床面は踏み固められていない。炉は西側に

確認され,径 58cmの 円形で,床を13cm掘 り凹めた地床炉である。炉床は中央がよく焼けて硬化し

ている。炉覆土は 6層で,暗褐色土,極暗赤褐色土,黒褐色土,褐色土が堆積している。柱穴は

PI～P4の 4か所で,その規模は径35～ 45cm。 深さ25～48cmである。各コーナー部に検出され,柱

穴間は約3.8mと 等間隔である。

覆土は 4層からなり,主に黒色土,極暗褐色土,黒褐色土が自然堆積している。 1～ 3層は焼

土粒子 。炭化粒子を含み,締まっている。

遺物は,覆上の上層から郷形土器 (P154),手づ くね土器 (P156), ミニチュア土器 (P157),

下層から邪形土器 (P152・ P155),須恵器のイ形土器 (P158),西側の床面から鉢形土器 (P153)

が出上している。上層の手づ くね土器は古墳時代の五領式に比定される。他はすべて鬼高式に比

定される。

積している。主柱穴はPl～P4の 4か所で,その規模は径32～36

cm・ 深さ48～ 60cmである。各コーナー部に検出され,柱穴間

は3.2mと 等間隔である。P5・ POは貯蔵穴と考えられ,どちら

も径約80cmの 円形で,P5は北東コーナー部,P6は南東コーナー

部に位置している。床面をそれぞれ41・ 36cm掘 りこんで構築
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第111図  第19号住居跡実測図

第24号住居跡 (第 112・ 113図 )

本跡は,遺跡中央のD2gl区を中心に確認されたもので,第 3号住居跡の北約42mに位置してい

る。西側で第30・ 31号住居跡と,北側で第29号住居跡 と重複している。新旧関係は,第 30・ 31号

住居跡とは不明であるが,第29号住居跡が本跡の床を切 り,重複部分に本跡の貼 り床の跡等がな

いことから,本跡が第29号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸4.3m。 短軸4.2mの 方形と思われ,長軸方向はN-90° 一Wと 考えられる。壁は

東 。南側だけ残っている。ソフトロームで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は34～36cm

である。炉は検出されない。床はソフトロームで,平坦である。第29号住居跡 との重複のため削

平されている。北側の部分を除いては床面はよく踏み固められている。柱穴は南東コーナー部に

あるPlの 1か所だけ検出された。規模は径30cm・ 深さ43cmで ある。他のコーナー部にもあったと

思われるが,重複のため壊されたと考えられる。

覆土は 3層からなり,すべて暗褐色上で自然堆積している。 1・ 2層 は焼土粒子・炭化粒子を

式

ｍ
.5m蜘

一二

―-159-



含み,全層ともよく締まっている。

遺物は,覆上の上層から靖形土器 (P197),下層から甕形上器 (P181・ P183),郭形土器 (P186・

P187・ P189～P191・ P194・ P196),鉢形土器 (P195),塊形土器 (P193),甑形土器 (P185),中

央の床面から甕形土器 (P182・ P184),南側の床面から不形土器 (P188・ P192)が 出上している。

ミニチュア土器は古墳時代の五領式に比定され,流れこみと考えられる。甑形土器は和泉式に,ヒ

定され,他はすべて鬼高式に,ヒ定されている。また,中央の床面から剣形品,円板,臼玉の石製

品が164点出土しており,東側の床面からは本県でも類例の少ない線刻のある紡錘車が出土してい

る。24点の石製品は第29号住居跡からの流れこみと考えられる。

∇ぎ罰

二鶏 ダ

ー第112図 第24・ 29・ 30・ 31号住居跡実測図 (1)

＼ヨ W引
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第113図 第24・ 29・ 30・ 31号住居跡実測図 (鋤
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0             10Cm

第114図  第24号住居跡出土遺物実測図 (1)
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第115図 第24号住居跡出土遺物実測図 (2)
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第24号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■4[

P181

甕 形 土 器

土 師 器

A158
B304
C 85

底部は平底。胴部は球形を呈し,

最大径を中位にもつ。口頸部は

「くJの字状に開く。

口縁部外面・ 胴部外面 ―ハケ ロ

整形後ヘ ラなで

口縁部内面 ―ヘ ラなで

パミス・砂・スコ

リア

橙色

普通

65%

P182

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は突出した平底。胴部は下

ぶくれした球形を呈する。口頸

部は頸部との境で鋭角な「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

横なで

胴部内・外面―ハケロ整形後ヘ

ラなで

パ ミス・ 礫・砂粒

にぶい橙色

普通

40%

第■5図

P183

甕 形 上 器

上 師 器

B(277)
C 65

底部は突出した平底。胴部は長

胴で,最大径を中位にもつ。

内・外面―ハケロ整形後ヘラな

で

砂 。パ ミス・礫

浅黄橙色

普通

60%

第■4図

P184

棗 形 土 器

土 師 器

A l16
B186
C 64

底部 は突出 した平底。胴部 は長

胴で,口頸部は垂直 に立 ち上が

る面 をもち「 コJの字状 に近 い。

口縁部内・ 外面 ―横 なで

胴部内・ 外面 ―丁寧 なヘ ラなで

パ ミス・ 砂 。雲母

にぶい橙色

普通

95%

第115図

P185

甑 形 土 器

土 師 器

A240
B(209)

子し径 76

深鉢形の甑。底部は突抜け。胴

部は外傾して立ち上がり,日縁

部は外に折り返す。

口唇部外面 ―指頭圧痕

内面・ 胴部外面 ―ヘ ラなで

スコリア・パミス・

砂

浅黄橙色

普通

95% 胴部外面

煤付着

第114図

P186

不 形 土 器

土 師  器

Ａ

Ｂ

底部は丸底で,体部は内警し,

口縁部との境で稜をつくり,口
縁部は垂直に立ち上がる。

回唇部外面―横なで

内面 。体部外面―ヘラなで

砂・パミス・礫

浅黄橙色

普通

90%

邦 形 土 器

土 師  器

A126
B 57

底部 は丸底 で,体部 は内彎 し,

国縁部 との境で稜 をつ くり,口
縁部 は垂直 に立 ち上が る。

口唇部外面―横なで

内面・体部外面―ヘラなで

パミス・砂・石英

橙色

普通

90% 器全体朱

彩

不形 上 器

土 師 器

A155
B 67

底部は丸底。外部は内彎し,口
縁部との境に稜をつくり,日縁

部は垂直に立ち上がる。

外面―ヘラなで

内面一丁寧なヘラなで

パ ミス・ 礫

外 ―にぶい黄橙色

内―にぶい褐色

普通

70%

イ 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

134
60

底部は小さい上げ底。体部は内

彎して立ち上がり,口縁部との

境に凹みをつける。

国唇部内 。外面―横なで

体部内・外面―ヘラなで

パミス・スコリア・

色

通

砂

橙

普

95%

不 形 土 器

土 師 器

A140
B 55

底部は丸底。体部は内彎し,日
縁部との境で稜をつくり,口縁

部は垂直に立ち上がる。

口唇部内・外面―横なで

体部内 。外面ヘラなで

パミス・砂・礫

にぶい橙色

不良

80%

杯 形 土 器

土 師 器

A134
B 57

底部は丸底で,体部は大きく内

彎して立ち上がる。

外面―ヘラけずり後ヘラなで

内面―ヘラなで

砂・パミス

外―にぶい橙色

内一褐灰色

普通

98%

第1151

P192

杯 形 土 器

土 師 器

162
50

Ａ

Ｂ

底部は欠損。体部は大きく内彎

し,日縁部は垂直に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒

にぶい褐色

普通

50%

P193

塊 形 上 器

土 師 器

A130
B 81

底部は丸底で,体部は内瞥し,

日縁部との境に稜をつくり,日
縁部は内反する。

口唇部内・ 外面 ―横 なで

体部外面 ―横 のヘ ラなで

内面 一ヘ ラみが き

色

粒

褐

通

砂

赤

普

95%

P194

不 形 土 器

土 師 器

A146
B 76

底部は丸底。体部は器肉を減じ

ながら大きく内脅し,国縁部と

の境に稜をつくり,日縁部は垂

直に立ち上がる。

口唇部内・外面―横なで

体部内・外面―丁寧なヘラなで

砂粒・パミス

にぶい橙色

普通

70%

P195

鉢 形 土 器

土 師 器

A100
B 54

底部は丸底で,体部は内彎して

立ち上がり,口縁部は少し内反

する。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒・パミス

明褐色

普通

100%
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第115図

P196

杯 形 土 器

土 師  器

166
57

Ａ

Ｂ

底部は丸底。体部は内讐し,国
縁部との境に稜をつくり,国縁

部は垂直に立ち上がる。

口唇部内・外面―横なで

体部外面―ヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

パミス・砂粒

にぶい黄橙色

普通

75%

ア

器

器

テ

　

師

ニミ

土

上

A 91
B 83
C 36

底部は平底。胴部は扁平な球形

を呈する。国頸部は器肉を厚く

して「く」の字上に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘラなで パ ミス・ 砂

明赤褐色

普通

65% 胴部外面

上半媒付着

石製品 (PL106・ 107)

石製品の出土位置は第29号住居跡 との重複部分であり,本跡の床面より低いレベルから出土 し

たため,第29号住居跡の遺物 と考 えられるが,本跡の遺物 として取 り上げたためこの欄で掲載 し

た。

剣形品 北西側床面から 2点出上 している。未製品で滑石製である。写真で掲載 した。

円 板 北西側床面から 2点出上 している。2点 とも未製品で滑石製である。写真で掲載 した。

臼 玉 中央から北西側にかけての床面から出土 している。総数160点 で,未製品100点,破損

品59点,完成品 1点である。完成品は径5.5111111,厚 さ2.511ull,重 さ0.2gで滑石製である。

中央に径 1.511ullの 孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載 し,他は写真で掲載 した。

紡錘草 東側の床面から出土 している。我頭円錐形で,上下側面 とも丁寧 に研磨 されている。

径4.3cm,厚 さ1.lcm,重 さ38g,孔径7.511ullで 滑石製である。上下面に線刻で同心円を画

き,円内に直弧文の文様をうめている。

他に, こぶし大の滑石の原石が 1点中央の床面よりも低いレベルから出上 している。

第27B号住居跡 (第56図 )

本跡は,遺跡中央のDli9区 を中心に確認されたもので,第 19号住居跡の南西約 7mに位置してい

る。北側で第27A号住居跡と重複 している。新旧関係は前述のとおりである。

平面形は,長軸5.Om・ 短軸3.4mの長方形と思われ,長軸方向はN-51° 一Wを指すものと考え

られる。壁はソフトロームで床面からほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は22～36cmで ある。床

はハー ドロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固められている。第27A号住居跡との

重複部分には,約 10cmの厚さでハー ドロームの貼 り床がしてある。炉は住居跡中央部と思われる

部分に検出され,長径90cm,短径50cmの楕円形である。床を16cm塊状に掘 り凹めた地床炉である。

炉床は中央が焼けて硬 くなっている。炉覆土は 5層で暗褐色土・褐色上が堆積している。どの層

も焼土粒子を含んでいる。柱穴はP5～ PSの 4か所で,規模は径28～36cm・ 深さ34～ 51cmである。

Psは 第27A号住居跡の炉の一部を壊して築かれている。
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第116図  第27B号住居跡出土遺物実測図 (1)
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覆土は 2層からなり,極暗褐色土,暗褐色上が自然堆積している。 2層 とも炭化粒子を含み,

よく締まっている。

遺物は,覆上下層から破片で ミニチュア土器 (P225),破片で邦形土器 (P228),東側の床面か

ら横位で甕形土器 (P222・ P223),東側の床面から破片で小型甕形土器 (P224),西 側の床面から

破片で坑形土器 (P227・ P321),西側の床面に正位で 2点重なって,ま た,東側の床面に正位で邦

形土器 (P226・ P229・ P230),中央の床面から破片で甑形土器 (P232),西側の床面から破片で鉢

形土器 (P233)が出上している。甕形土器,甑形土器は和泉式に比定され,他はすべて古墳時代

の鬼高式に比定される。このほか,覆土上層からは五領式に比定される土師器が 5点出土してい

るが,第27A号住居跡の遺物が流れこんだと思われるので,解説は割愛した。

0               10Cm

第117図 第27B号住居跡出土遺物実測図 (2)

第27B号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■6[

P222

賓 形 土 器

上 師 器

A159
B336
C 83

底部 は小 さ く上 げ底。胴部 はや

や長胴 で,日頸部「 く」の字状

に立 ち上が る。

内 。外面 ―ヘラなで パ ミス・ 砂・ 石 英

にぶい橙色

普通

90% 胴部外面

煤付着
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第116図

P223

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は小さく平底。胴部は球形

を呈する。日頸部はゆるく「くJ

の字状に立ち上がる。

口縁部内面―ハケロ整形

外面・胴部外面―なで

パミス・スコリア・

砂

にぶい橙色

普通

90%

P224

小型甕形土器

土 師 器

A■ 5

B(111)
胴部は球形を呈すると思われ,

日縁部はほぼ垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面―横なで

胴部外面―ヘラなで

パミス・砂・スコ

リア

明赤褐色

普通

80% 胴部下半

媒付着

P225

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

A 72
B 78
C 41

底部は突出する平底。胴部は長

胴化し,国頸部は短く「く」の

字状に立ち上がる。

胴部外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで

パミス・砂粒

にぶい橙色

普通

60%

P226

杯 形 土 器

土 師 器

A161
B 52
C 31

底部は小さく上げ底。体部は大

きく開き,日縁部との境で稜を

つくり,日縁部は外傾して立ち

上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラみが き パ ミス・ 石英

赤色

良好

98% 体部内面

煤付着

P227

筑 形 土 器

土 師 器

A136
B 67
C 44

底部は上げ底で,体部は内警し

て立ち上がる。

外面―ヘラけずり後ヘラなで

内面―ヘラなで

パミス・砂粒

褐灰色

普通

60%

P228

イ 形 土 器

土 師 器

A130
B 62

底部は丸底,体部は内脅して立

ち上がり,日縁部との境に稜を

つくり,国縁部はやや内反する。

口縁部外面―横なで

体部外面―ヘラなで

内面―なで

パミス・砂 。長石

明褐灰色

普通

90%

P229

イ 形 土 器

上 師 器

A129
B 46
C 46

底部は丸底に近い平底。体部は

内彎し,国縁部は垂直に立ち上

がる。

口縁部内・外面一横なで

休部外面―ヘラけずり後丁寧な

ヘラなで

スコリア・パミス・

砂

にぶい橙色

普通

90% 底部にヘ

ラ切 り文字

第117図

P230

杯 形 土 器

土 師 器

A144
B 60

底部は丸底と思われる。体部は

内彎した後垂直に立ち上がり,

日縁部との境でややくびれ,日
縁部は外傾する。

口縁部内・外面―横なで

体部内・外面―ヘラなで

スコリア・砂粒

橙色

普通

70%

P231

境 形 土 器

土 師 器

A(132)
B(79)

体部は内彎すると思われ,日縁

部は器肉を減じながら内反して

立ち上がる。

外面―粗いヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

パミス・スコリア・

砂

灰褐色

普通

30%

P232

甑 形 土 器

土 師 器

A215
B179
C 61
孔径 46

深鉢形の甑。底部は突き抜けで,

胴部はゆるく内彎しながら立ち

上がり,日縁部に至る。

内・ 外面 ―粗 いヘラなで パ ミス・ 砂

にぶい橙色

普通

60%

P233

鉢 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

体部は扁平な球形を呈し,国縁

部は大きく内咎して立ち上がる。

内・ 外面 ―丁寧な縦のヘ ラなで パミス・砂粒

明赤褐色

普通

45%

第29号住居跡 (第 112・ 113図,石製品製作跡)

本跡は,遺跡中央のDlfO区を中心に確認されたもので,第 1号住居跡の南約46mに位置している。

中央で第19号住居跡と,南東側で第24号住居跡 と,南側で第30・ 31号住居跡 と重複 している。新

旧関係は,第 19号住居跡とは土層堆積の切 り合いから本跡が古 く,第30号住居跡 とは土層堆積の

切 り合いから本跡が新しく,第 24・ 第31号住居跡 とは本跡が両住居跡の床を切 り,重複部分に両

住居跡の貼り床等がないので,本跡が新しいと考えられる。

平面形は,長軸10.6m・ 短軸9.8mの 方形で,長軸方向はN-53° 一Eである。壁は上部がソフト

ローム, 下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。 壁高は64～90cmで ある。 床
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第118図  第29号住居跡 (第 2号製作跡)石製品出土状況図

はハードロームで,やや小さい起伏がある。床面はよく踏み固められていて硬い。炉は検出され

ない。ピットは本跡に伴うものとして,Pl～ P12の 12か所が検出された。主柱穴はPl～P4の 4か所

で,その規模は径30～ 50cm・ 深さ38～ 78cmである。P5～PSは支柱穴と考えられる。径は主柱穴 と

ほぼ同じであるが,深さはずっと浅 く15～30cmである。P。 は貯蔵穴と考えられ,規模は長径 120cm・

短径90cmの楕円形で床を50cm「 U」 状に掘 りこんで構築している。

覆土は 7層からなり,主に黒褐色土,暗褐色土,褐色上が自然堆積している。黒褐色土,暗褐

色土の層は焼土粒子・炭化粒子を含んでいる。全層とも締まっている。

遺物は,覆土上層から甕形土器 (P239・ P245),高邦形土器 (P241・ P242), ミニチュア土器

(P244),中 。下層から甕形上器 (P234・ P238),壷形土器 (P237),筑形土器 (P250),鉢形土器

(P246),北側のス面から正位で不形土器 (P235。 P236・ P251),甕形土器 (P243),高 邦形土器

―-169-―



壼

２３

0               10Cm

第119図 第29号住居跡出土遺物実測図 (1)
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0              1ocm

第120図 第29号住居跡出上遺物実測図 (2)
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(P240。 P247),器台形土器 (P248),鉢形土器 (P249)が出土している。覆土上層から出上した

遺物 5点は古墳時代の五領式に,ヒ定され,流れこみと考えられる。床面から出上した遺物のうち

高不形土器は和泉式に,他はすべて鬼高式に,ヒ定される。また,中央から東側にかけての床面か

ら,剣形品・勾玉・ 臼玉・管玉の石製品が442点 出土している。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第119図

P234

甕 形 土 器

土 師 器

A(143)
B(60)

口頸部はゆるく「 く」の字状に

立ち上がる。

口縁部内・外面―ヘラなで後横

なで

パミス・砂粒

褐灰色

普通

10%

P235

イ 形土器

土 師 器

A(138)
B 67

底部は丸底。体部は大きく内彎

し,日縁部との境に稜をつくり,

口縁部は外反して立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで スコリア

にぶい橙色

普通

20%

P236

不 形 土 器

土 師 器

A(140)
B 59

体部は直線的に外傾し,日縁部

は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面一横なで

体部内・外面―ヘラなで

パ ミス・ 砂・ 石英

にぶい橙色

良好

55%

P237

壷 形 土 器

土 師 器

A148
B(70)

口縁部はゆるく外彎して立ち上

がり,日縁端部は折り返し複合

口縁である。

口縁部外面―ハケロ整形後ヘラ

なで

内面―ヘラみがき

スコリア・パミス・

砂

浅黄橙色

普通

30%

P238

甕 形 土 器

土 師 器

A174
B290
C 68

底部は突出した平底。胴部はや

や長胴を呈し,国頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部外面―ヘラなで後横なで

内面―ハケロ整形後なで

胴部外面―ハケロ整形後ヘラな

で

砂 。パミス

外―にぶい黄橙色

内一黒褐色

普通

60%

P239

賽形 上 器

土 師 器

A(171)
B(63)

胴部は内彎し,国頸部は短かく
「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・ 外面 ―横 なで

胴部外面 ―縦横のハケロ整形

胴部内面 ―なで

砂

にぶい橙色

普通

15% 胴部外面

煤付着

高郷形土器

上 師 器

A182
B230
D(108)

脚部はラッパ状に下方に開く。

不部は皿状に開き,下半に稜を

つくり,その後内彎して立ち上

がる。

外面 ―ヘ ラなで

外面 ―ハケロ整形後ヘ

内

内

で

部

部

な

不

脚

ラ

パミス・石英

にぶい黄橙色

普通

70%

P241

高不形上器

土 師 器

A180
B125
D(133)

脚部は上半が柱状を呈し,下半

がラッパ状に開く。イ部は皿状

に開き,下半で稜をつくり,そ
の後内彎して立ち上がる。

杯部内・外面 。脚部外面―ヘラ

なで

脚部内面―丁寧なヘラなで

パミス・砂粒・礫

浅黄橙色

普通

95%

高杯形土器

土 師 器

A130
B 95
D(152)

脚部はラッパ状に開き,裾部は

更に開く。杯部は内彎して立ち

上がる。脚部に4孔を穿つ。

外面・イ部内面―なで

脚部内面―ハケロ整形

パミス・スコリア・

石英・礫

にぶい橙色

良好

80%

第120図

P243

甕 形 土 器

土 師 器

B(255)
C 86

底部は突出した平底。胴部は球

形状に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂 。パミス・スコ

リア

灰櫓色

普通

70%

ア

器

器

チ
　
　
師

ニミ

土

土

A
B

胴部はゆるく内彎した後ほぼ垂

直になり,日頃部は「く」の字

状に立ち上がる。

内・外面―ハケロ整形後ヘラな

で

雲母・ 砂・ 石英

にぶい責橙色

普通

65%
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第120図

P245

器

器

土

昴

形

目

甕

土

B(105)
C 80

底部 は平底 で,胴部 は大 きく内

彎 して立 ち上が る。

内・ 外面 ―ハケロ整形後ヘ ラな

で

パ ミス・ 砂・ 礫

にぶい橙色

普通

25%

鉢 形 土 器

土 師 器

A(156)
B(67)

胴部は内彎し,国縁部との境に

稜をつくり,国縁部は外傾して

立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで パ ミス・ 砂粒

橙色

普通

30%

高不形土器

土 師  器

A128
B lll
D140

脚部はラッパ状に下方に開く。

受部は皿状に開いた後内彎して

立ち上がる。

杯部内・外面・脚部内面―ハケ

目整形後ヘラなで

脚部外面―丁寧なヘラなで

砂粒

明赤褐色

普通

98%

器台形土器

土 師 器

A(121)
B106
D(66)

脚部は小さくラッパ状に下方に

開く。不部は外傾して立ち上が

り,国縁部との境で稜をつくり,

国縁部は外反する。

内面 ―ヘ ラなで

外面 ―ヘ ラみが き

ス コ リア

橙色

普通

30%

P249

鉢 形 土 器

土 師 器

A l13
B 70
C 33

底部は小さく上げ底。体部は外

傾した後上半でほぼ垂直に立ち,

日縁部との境で稜をつくる。

回縁部内・外面―横なで

体部内面―ヘラなで

外面―ハケロ整形後ヘラなで

砂粒

浅責橙色

普通

70%

P250

境 形 土 器

土 師 器

160

(82)

Ａ

Ｂ

体部は内彎して立ち上がり,ロ
縁部との境に稜をつくる。国縁

部は内傾する。

口縁部内・外面―横なで

体部外面―丁寧なヘラなで

内面―ヘラなで

パミス・砂

にぶい赤褐色

普通

40% 外面朱彩

P251

lTN形 土 器

土 師 器

A136
B 47

底部は丸底。体部は内彎し,国
縁部との境に稜をつくり,国縁

部は内傾する。

口縁部内・外面―横なで

体部外面―ヘラなで

内面―丁寧ななで

パ ミス・ 砂

にぶい橙色

普通

85%

＼ヽ〃 襲義舞斜ガ

0中
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第121図 第29号住居跡出土遺物拓影図

TP84～ 89は壼形土器の頸部から胴部にかけての破片で,単節縄文 とS字状結節文が施 されてい

る。

石製品 (PL100。 105。 106・ 109)

剣形品 中央から東側にかけての床面から出土 している。未製品18点 ,破損品 2点 ,完成品 1

点で,すべて滑石製である。完成品の大 きさは,長 さ4.4cm,幅1.8cm,厚 さ5.511ull,重 さ

6.4gで ,上下側面を平た く研磨 してある。実測図は完成品のみ掲載 し,他は写真で掲載

した。

勾 玉 東側の床面から 5点出上 している。滑石製で,未製品 4点,完成品 1点である。完成

韓

ＴＰ８

蓄霧盈姦綸
TP87

0               10cm
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品は長さ2.Ocm,最大幅1.7飢,厚 さ 4111111,重 さ4.3gで ある。頭部に径 1.511ullの孔を穿って

いる。実測図は完成品のみ掲載し他は写真で掲載した。

日 玉 中央から東側の床面,覆上下層から出上している。総数 410点で,未製品 244点,破

損品 154点,完成品 12点ですべて滑石製である。未製品の内訳は面取 り品 121点,穿孔

品 121点,研磨品 2点である。面取 り品は五～八角形に割 り出されたもので,径 8～ 10

11ull,重 さ0.2～ 0.6gである。穿孔品は,面取 り品の中央に孔を穿ったもので,径 4～ 8

11ull,孔 径 1～ 21111,重さ0,05～ 0。 lgである。研磨品は穿孔品の側面を研磨したもので,

完成品に近 くなってくるが,上下の面はまだ研磨されていない。径 5 11ull,厚 さ 5 11ull,重

さ0.lgである。完成品は12点出上し,径 4～ 6111111,厚 さ2～ 4 11ull,重 さ 0.05～ 0.3g

である。中央に径 1～ 2 11ullの 孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で

掲載した。

管 玉 中央の床面から1点出土している。完成品で,長さ1.5cm,径5.511ull,重 さ0.6gの 滑石

製である。中央に径 1.5111111の 孔を買通させている。

他に手のひら大の滑石の原石が47点 中央の床面から出土している。

第30号住居跡 (第 112・ 113図 )

本跡は,遺跡中央のDlg。 区を中心に確認されたもので,第 3号住居跡の北西約42mに位置して

いる。東側で第24・ 31号住居跡 と,東 と北側で第29号住居跡 と重複している。新旧関係は第24・

31号住居跡 とは不明であるが,土層堆積の切 り合いから本跡が第29号住居跡よりも古いと考えら

れる。

平面形は,長軸5.Om・ 短軸4.2mの 長方形と思われ,長軸方向はN-62° 一Eを指すものと考えら

れる。壁は重複のため,南 。西側の一部しか残っていないが,上部がソフトローム,下部がハー

ドロームで締まっており,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は52cmで ある。床も西側の一

部しか残っていないが,ハー ドロームで,平坦である。床面はよく踏み固められている。炉,柱

穴などは重複のため残っていない。

覆土は 5層からなり,主に黒褐色土,極暗褐色土,暗褐色土,褐色上が自然堆積している。

遺物は,覆上下層から鉢形土器 (P252)が 出土している。古墳時代の鬼高式に

'ヒ

定される。ま

た,中央の床面から,臼玉の石製品が13点 出上しているが,第 29号住居跡からの流れこみと考え

られる。

第31号住居跡 (第■2・ 113図 )

本跡は,遺跡中央のDho区を中心に確認されたもので,第 3号住居跡の北西約42mに位置して
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第122図 第30・ 31号住居跡出土遺物実測図 (1)
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いる。東側で第24号住居跡 と,西側で第31号住居跡 と,北側で第29号住居跡 と重複している。新

旧関係は第24。 30号住居跡 とは不明であるが,第29号住居跡が本跡の床を切っており,重複部分

にも本跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第29号住居跡よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸4.4m。 短軸3.5mの長方形と思われ,長軸方向はN-30° 一Eを指すものと考えら

れる。壁は重複のため南側の一部しか残っていないが,ソ フトロームで床面から垂直に立ち上がっ

ている。壁高は24cmである。床 も南側の一部しか残っていない。ソフ トロームで,平坦である。

床面は硬いが踏み固めた様子はみられない。炉・柱穴などは重複のため残っていない。

第30・ 31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第122図

P252

鉢 形 土 器

土 師 器

A(113)
B 71

底部は丸底。体部は器肉が一定

で内彎し,口縁郡との境に稜を

つくり,国縁部は外反する。

口縁部内・ 外面 ―横 なで

体部外面 ―ヘ ラなで

内面 ―ヘ ラみが き

砂・ パ ミス

にぶい橙色

普通

20%

P253

甕 形 土 器

土 師 器

A(190)
B(65)

口頸部はゆるく「く」の字状に

立ち上がる。

口縁部外面―ヘラなで

内面―横のヘラなで

パ ミス・ 砂

橙色

普通

10%

P25J

甕 形 土 器

土 師 器

B(138)
C 70

底部は平底でやや突出ぎみ。胴

部は球形を呈する。

内・外面―ヘラなで パミス・砂

橙色

普通

50%

P255

甕 形 土 器

土 師  器

A(152)
B(215)

胴部は長胴化し,日顕部はゆる

く「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面―丁寧なヘラな

で

胴部内・外面―ヘラなで

パ ミス・ 砂・ 雲母

外 ―明赤褐色

内―にぶ い橙色

普通

20%

P256

甕形 土 器

土 師 器

B(77)
C 82

底部は平底で,胴部は大きく内

彎して立ち上がる。

胴部内面上半 。外面―丁寧なヘ

ラなで

胴部内面下半―ハケロ整形

砂・雲母

にぶい橙色

普通

15%

鉢 形 土 器

上 師 器

A125
B 68
C 45

底部は器肉がうすく平底。体部

は内彎し,国縁部との境でやや

くびれる。日縁部は垂直に立ち

上がる。

口縁部内・外面―横なで

体部外面―ヘラみがき

内面―ヘラなで

礫・ パ ミス

外 ―灰褐色

内―にぶい橙色

良好

98% 体部外面

煤付着

P258

高郷形土器

土 師 器

A212
B(104)

不部は大きく内脅しながら外上

方に立ち上がる。

内 。外面 ―丁寧 なヘ ラなで 砂・スコリア

にぶい橙色

良好

70%

P259

不 形 土 器

土 師 器

A138
B(41)

体部は器肉が厚 く,内弩して立

ち上がり,日縁部で垂直になる。

国縁端部は尖る。

口縁部内・外面―横なで

体部内・外面―ヘラなで

石英・ 砂粒

橙色

普通

30%

P260

ttr形 土 器

土 師 器

A108
B(45)

口縁部は外傾して立ち上がり,

日縁部との境に稜をつくり,口
縁部は器肉を減じながら垂直に

立ち上がる。

外面―丁寧なヘラなで後横なで

内面―丁事なヘラなで

粒

色

好

砂

赤

良

40%

0              10cm

第123図 第31号住居詠出土遺物

拓影図

覆土は 3層からなり,すべて黒褐色土が自然堆積し

ている。 3層 とも焼土粒子・炭化粒子を含み締まって

いる。

遺物は,覆上の下層から甕形上器 (P253・ P254・

P256),鉢形土器 (P257),不形土器 (P259),高杯形

土器 (P258),増形土器 (P260),南側の床面から横位

―-176-―



で甕形土器 (P255)が出上している。高不形土器,靖形土器は和泉式に,ヒ定され,すべて古墳時

代の鬼高式に,ヒ定される。また,中央の床面から臼玉の石製品が 4点出上しているが,第29号住

居跡からの流れこみと考えられる。

TP90は ,重形上器の頸部から胴部にかけての破片で,単節のLR縄文下にS字状結節文が施され

ている。

第39号住居跡 (第 124図,石製品製作跡)

本跡は,遺跡中央のDlbe区を中心に確認されたもので,第 1号住居跡の南約34mに 位置してい

る。北側で第40A号住居跡 と重複している。新旧関係は,本跡が第40A号住居跡の床を切 り,重

複部分に第40A号住居跡の貼 り床の跡がないことから,本跡が第40A号住居跡よりも新しいと考

えられる。

平面形は,長軸2.3m・ 短軸2.2mの隅丸方形で,長軸方向はN-0°である。壁は上部がソフトロー

ム,下部がハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は25～ 45cmである。床はハー

ドロームで,平坦である。床面はよく踏み固められている。特に,北側には焼土まじりの黒褐色

可
引

0               2m

④

駕

一▽
第124図 第39号住居跡実測図
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土が床面よりも2～ 3 cm高 く踏み固められており,出入口かと考えられる。炉・柱穴は検出され

ない。南コーナー部に検出されたPlは貯蔵穴 と考えられ,径 75cmの 円形で,床を57cm掘 りこんで

構築されている。貯蔵穴の覆土は 3層で,暗褐色土,褐色土,明褐色土が堆積しており,断面は

「塩J」 である。

覆土は 5層からなり,主に暗褐色土,褐色土が自然堆積している。上層は焼土粒子・炭化粒子

を含み,全層とも締まっている。

遺物は,覆上の上層から壺形土器 (P331),中層から甕形土器 (P323・ P329。 P330),杯形土器

(P342),下層から杯形上器 (P332～ P334・ P336・ P337),北東側コーナー部床面から破片で甕形

土器 (P31・ P32・ P34・ P324。 P328),南東側コーナー部の床面から横位で,甕形土器 (P33・ P325。

P326),貯蔵穴覆土中層から破片で甕形土器 (P35。 P327),甑形土器 (P36)貯蔵穴覆土下層から

破片で,杯形土器 (P338。 P339),坑形土器 (P335),北壁下の床面から横位で,甑形土器 (P340),

南東側コーナー部の床面から逆位で,鉢形土器 (P341),北壁下の床面から破片で,増形土器

(P333・ P334)が 出土している。上層から出土した壺形土器は古墳時代の五領式に比定され,流

れこみと考えられる。床面から出上した姑形土器は和泉式に比定され,他はすべて鬼高式に比定

される。和泉式の上器は鬼高式と一緒に使用されたものと考えられる。また,北西側から,西側・

南西側にかけて,一面に覆上下層から臼玉の石製品が14点,東 。北側の床面から勾玉,臼玉の石

製品が350点 出土している。

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第127図

P31

甕形 土 器

土 師 器

A176
B259
C 62

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈し,国頸部はゆるく「く」

の字状に立ち上がる。

外面 ―ヘ ラなで

内面 ―なで

砂粒・ スコリア

暗褐色

良好

90%

P32

甕 形 上 器

土 師 器

A163
B259
C 79

底部は平底。胴部は長胴で,中
位に最大径をもつ。日頸部は「コ」

の字状に近い立ち上がりである。

外面 ―ヘ ラなで

内面 ―なで

砂粒

にぶい褐色

良好

80% 胴部下半

外面煤付着

第126図

P33

甕 形 上 器

土 師 器

A175
B254
C 82

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈するが長胴に近 くなり,

国頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

内・ 外面 ―ヘラなで 砂粒 ,ス コリア

灰褐色

良好

90%

第127図

P34

甕 形 土 器

土 師 器

136
180
66

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は突出する平底。胴部は球

形を呈し,日頸部は「く」の字

状に立ち上がる。

外面 ―粗 いヘラなで

内面 ―なで

砂粒・ パ ミス

灰褐色

良好

90%

第126図

P35

甕 形 上 器

土 師 器

A153
B271
C 77

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈し,中位に最大径をもつ。

国頸部は「コ」の字状に近い立

ち上がりである。

外面 ―粗 いヘ ラなで

内面 ―なで

砂粒・石英 。長石・

礫

褐色

良好

98%

第125図

P36

甑 形 土 器

土 師 器

A272
B(202)

孔径 81

深鉢形の甑。胴部 は外傾 して立

ち上が り,口縁部 との境 でやや

くびれる。底部 は突 き抜 け。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒・ パ ミス・際

にぶい褐色

良好

85%
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼戊 備   考

第125図

P323

甕 形 土 器

上 師 器

A160
B234
C 68

底部は器肉がうすく平底である。

胴部は長胴化し,日頸部は器肉
が厚 く,ゆるい「くJの字状に

立ち上がる。

外面・口縁部内面―ヘラなで

月同部内面―なで

パミス・砂・礫 。

スコリア

にぶい橙色

普通

90%

甕 形 土 器

土 師 器

A169
B253
C 68

底部は突出し,やや上げ底であ

る。胴部は長胴化し,口頸部は

「く」の字状に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで スコリア・礫・パ

ミス

明褐灰色

普通

90%

第126図

P325

甕 形 土 器

土 師 器

A154
B(191)

胴部は球形を呈し,日 頸部は「く」
の字状に立ち上がる。

肉・ 外面 ―ヘ ラなで 際

明褐灰色

普通

70%

第128図

P326

甕 形 土 器

土 師 器

A155
B239
C 68

底部は突出した平底で,胴部は

長胴である。口縁部はゆるく外

傾して立ち上がる。

外面・胴部内面―ヘラなで

回縁部内面―横なで

スコ リア・ 石英・

砂粒

橙色

普通

100%胴 部下

半媒付着

第127図

P327

甕 形 上 器

土 師 器

A160
B Vl
C 70

底部は器肉が厚く平底である。

胴部は球形を呈し,口 頸部は「く」

の字状に立ち上がる。

内・外面―ヘラなで スコリア・砂粒

にぶい赤褐色

普通

60%

第128図

P328

甕 形 土 器

上 師 器

A144
B(156)

胴部は長胴化し,口頸部は「 く」
の字状に立ち上がる。胴部内面
に輪積痕を残す。

内・ 外面 ―なで スコリア・パミス・

礫 。長石・石英

にぶい橙色

普通

50%

第129図

P329

甕 形 生 器

土 師 器

B(126)
C 74

底部は突出し,わずかにあげ底
である。胴部は長胴化すると思

われる。

内 。外面 ―なで 礫・ 長石・ スコ リ

ア

にぶい橙色

不良

30%

第127図

P330

甕 形 上 器

土 師 器

B(140)
C(60)

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。

内・外面―ハケロ整形後なで スコ リア・ 砂・ 石

英

にぶい橙色

普通

25%

第128図

P331

壺 形 土 器

上 師 器

A(306)
B(105)

口縁部は頸部から外彎して立ち

上がった後皿状に開き,さ らに

外傾して立ち上がる。口縁端部
は水平な面をもち,内面凸帯を

付ける。

口縁部外面―縦のハケロ整形

4本の棒状浮文を一対にして4

対巡らす。

内面―横のハケロ整形

砂・礫

にぶい黄橙色

普通

20% 回縁部内

面媒付着

第126図

P332

杯 形 上 器

土 師 器

A147
B 56

底部は丸底。体部は外傾し,日
縁部との境で段をつくる。口縁

部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面―ヘラなで

体部内・外面―粗いヘラなで

スコ リア・ 砂粒・

石英

橙色

普通

98%

P333

lTN形 土 器

土 師 器

A135
B 66

底部は丸底。体部は内彎し,国
縁部との境でくびれる。口縁部
は垂直に立ち上がり,口縁端部
は尖る。

内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで スコ リア 。石英・

パ ミス

橙色

普通

95%

P334

JTN形 土 器

土 師 器

A138
B 59

底部は丸底で,体部は内彎し,

日縁部との境で稜をつける。日

縁部は垂直に立ち上がる。

外面 ―ヘ ラなで

内面 ―粗 いヘ ラなで

スコリア

赤褐色

普通

95%

娩 形 土 器

土 師 器

A120
B 73

底部は丸底で,体部は内彎し,

日縁部との境でくびれる。国縁

部は内傾して立ち上がる。

内 。外両 ―ヘ ラなで スコ リア・ 砂粒・

石英

橙色

普通

85%

P336

杯 形 土 器

土 師 器

A131
B 52

底部は丸底で,体部は内彎し,

日縁部との境で段をつける。国

縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面・体部内面一ヘ

ラなで

体部外面―粗いヘラなで

スコ リア・ 雲母

橙色

普通

60%

第125図

P337

邦 形 土 器

上 師 器

A140
B 68

底部は丸底で,体部は内彎し,

日縁部との境で段をもつ。国縁

部は垂直に立ち上がる。

日縁部内・外面・体部内面―へ

ラなで

体部外面―粗いヘラなで

スコリア・礫・砂

にぶい橙色

普通

45%
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第129図 第39・ 40A号住居 LII出 土遺物実測図・拓影図 (5)
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第125図

P338

杯 形 土 器

土 師  器

A142
B 78

底部は丸底で,体部はやや内宵

し,国縁部との境でくびれ,日
縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部 内・ 外面・ 体部内面 ―ヘ

ラなで

体部外面 ―粗 いヘ ラなで

砂・ 雲母・ 礫

明赤褐色

普通

30%

P339

杯 形 土 器

上 師 器

A(146)
B(58)

体部は内背し,日縁部との境に

稜をつける。口縁部は垂直に立

ち上がり,国縁端部は丸味をも

内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで

色

通

砂

橙

普

15%

第128図

P340

甑 形 土 器

土 師 器

A128
B(192)

孔径 75

胴部は長胴で,国縁部は外管し

ながら立ち上がる。孔は突き抜

け状に穿つ。

内・ 外面 ―ヘ ラなで スコ リア・パ ミス・

石英・ 砂粒

淡赤橙色

普通

95%

第129図

P341

鉢 形 土 器

土 師  器

A222
B125
C 66

底部は突出し,平底である。体

部は外傾し,中位で垂直ざみと

なる。口縁部は外反して立ち上

がる。

口縁部内・ 外面 ―横 なで

体部内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで

礫・ 砂・ パ ミス

橙色

良好

95%

第125図

P342

杯 形 土 器

土 師  器

B(38)
C 46

底部は平底で,体部は外傾して

立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 雲母・石英・スコ

リア

橙色

普通

50%

第128図

P343

増 形 土 器

土 師 器

A l10
B(147)

体部は扁平な球形を呈し,国頸

部は「く」の字状になり,後中

位で垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面 。体部外面―丁

寧なヘラなで

体部内面―ヘラなで

パ ミス・ 雲母・ 砂

粒

橙色

良好

65%

増 形 土 器

上 師  器

A100
B133

体部は扁平な球形 を呈 し,国頸

部 は「 く」の字状 にな り,後中

位で垂直 に立 ち上が る。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂・礫・スコ リア・

パ ミス

にぶ い赤褐色

普通

100%

TP108は ,重形土器の】同部片で, S字状結節文が施されている。TP311・ 312。 317は ,須恵器

の甕形土器の月同部片と思われる。外面には,平行叩きが認められる。

第40A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法堂 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第12鎚

P345

甕 形 土 器

土 師 器

A163
B192
C 60

底部は平底で,胴部はやや球形

状を呈する。国頸部は「くJの
字状に立ち上がる。

外面・ 口縁部内面―ハケロ整形

胴部外面―なで

砂粒

赤褐色

普通

70%

P346

坑 形 土 器

土 師 器

A104
B 60
C 42

底部は平底で,体部は内彎し,

内面中位に稜をつくる。口縁部

は外傾して立ち上がり,日縁端

部で折り返す。

内・ 外面 ―ハケロ整形 砂粒・ 石英

にぶ い橙色

普通

95%

高杯形土器

土 師 器

A140
B126
D183

脚部 はラッパ状 に大 き く下方 に

開 く。杯部 は内彎 して立 ち上が

る。脚部 に 4孔を穿つ。

内・ 外面 ―ハケロ整形後 なで ス コ リア・ 石英・

砂粒

橙色

普通

85%

高邪形上器

土 師 器

A209
B(78)

杯部は下半で稜をつくり,その

後直線的に外傾して立ち上がる。

外面―ハケロ整形後粗いヘラな

で

内面―なで

パ ミス・ 石英・ 礫

橙色

普通

25%

高不形土器

土 師  器

A204
B(62)

邪部は直線的に外傾して立ち上

がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒・ 礫・ 石英

にぶ い赤褐色

普通

30%

P350

高不形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

イ部は皿状に開いた後下半で稜

をつくり,その後外傾して立ち

上がる。

内・外面―丁寧ななで 礫・ パ ミス

にぶ い橙色

普通

30%
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0               2m

第130図 第39号住居跡 (第 3号製作跡)石製品出土状況図

石製品 (PL101・ 105)

勾 玉 東側壁下の床面から 1

点出上している。長さ3.3

cm,最 大 幅1.6cm,厚 さ

4.511ull,重 さ31gで,頭部

に径 2 11Lllの 孔を穿ってい

る。腹背両側面に波形の

稜をもち,竜の落 し子を

思わせる子持勾玉である。

上下側面を丁寧に研磨 し

ている。

臼 玉 北側に床面一帯に総数

363点 出土 している。未

製品290点 ,破損品66点 ,

完成品 7点で,すべて滑

石製である。完成品は径

4.5～5.5 11ull,厚 さ 1.5～

4.O llull,重 さ 0.05～ 0.1

gで,中央に径1.5～ 2111111の 孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で掲

載した。

他にこぶし大の滑石の原石が,北側一帯の床面から18点出上している。

第41号住居跡 (第 131図・石製品製作跡)

本跡は,遺跡中央のCl10区を中心に確認されたもので,第 1号住居跡の北約20mに位置している。

西側から東側にかけて横に細長い撹乱穴が掘られている。

平面形は,長軸5。 9m・ 短軸5。 7mの方形で,長軸方向はN-7° 一Eである。壁はソフトロームで

床面から外傾して立ち上がっている。壁高は 2～ 12cmで ある。床はソフトロームでやや起伏があ

る。床面は部分的に踏み固められている。炉は中央に検出され,最大幅98cm・ 最小幅88cmの 不定

形で,床面を 2 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床は赤 く焼け,レ ンガ状に硬化している。柱穴は

Pl・ P2の 2か所で,そ の規模は径36・ 41cm,深 さ50・ 57cmである。他の柱穴は撹乱のため削平さ

れたものと考えられる。P3は貯蔵穴と考えられ,長径98cm・ 短径76cmの楕円形で,床を49cm掘 り

こんで構築されている。形状は袋状に掘 りこまれている。貯蔵穴の覆土は暗褐色± 1層が堆積し
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ている。

覆上は7層からなり,主に暗褐色土,褐色上が堆積している。南側が撹乱を受けているが,他

は自然堆積である。どの層もローム粒子・炭化粒子を含み締まりはない。

遺物は,覆上の下層から破片で甕形土器 (P355),南 東側コーナー部の床面および貯蔵穴覆土中

層から破片で,甕形土器 (P356)が出上している。両者とも古墳時代の鬼高式に比定される。ま

た,中央から南側一帯にかけて,覆上下層から臼玉の石製品が15点,床面から臼玉,剣形品,円

板,紡錘車の石製品が13点出土している。

o               2m

第131図  第41号住居跡実測図

石製品 (PL102・ 106・ 107)

剣形品 中央の床面から 1点出土している。未製品で,滑石製である。写真で掲載した。

円 板 中央の床面から2点出土している。未製品 1点 ,破損品 1点で,と もに滑石製である。

写真で掲載した。

臼 玉 北側を除 く床面一帯から総数146点 出上している。未製品142点 ,完成品 4点で滑石製
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である。完成品は径4.5～ 5 11ull,厚 さ2～ 3111111,重 さ0.05～0.lgで ,中央に径 1～ 1.511ull

の孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で掲載 した。

紡錘車 西側の床面から1点出上している。形割品で,上下側面を彫刻刀状のもので我頭円錐

形に削り出している。最大径5。 2cm,厚 さ1.95cm,重 さ74.3gで滑石製である。

他にこぶし大の滑石の原石が 3点中央・西側の床面から,手のひら大の砂岩砥石が11点中央の

床面から出土している。

D               2m

第132図 第41号住居跡 (第 4号製作跡)石製品出土状況図

第42号住居跡 (第 133図 )

本跡は,遺跡中央のD2c3区を中心に確認されたもので,第19号住居跡の北西約12mに 位置して

いる。南東側で第43号住居跡 と重複している。新旧関係は,土層堆積状況 と貼 り床から本跡が第

43号住居跡よりも新しいと考えられる。

平面形は,長軸5.7m・ 短軸4.Omの長方形で,長軸方向はN-47° 一Wである。壁はソフトロー

ムで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は25～40cmで ある。床はハー ドロームでやや起伏が
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ある。床面はどの部分もよく踏み固められている。南東側の第43号住居跡 との重複部分には,約

20cmの 厚さでハードローム層の貼 り床がしてある。炉は中央に検出され,長径 126cm・ 短径74cmの

不整楕円形で,床を 4 cn掘 り凹めた地床炉である。炉床は南東側がよく焼けており,レ ンガ状に

硬化している。柱穴は検出されない。PIは貯蔵穴と考えられ,径84cmの 円形で床を39cm掘 りこん

で構築している。

覆土は 2層からなり,褐色土,黒褐色土が自然堆積している。 2層 とも焼土粒子・炭化粒子を

含み,締まっている。

遺物は,覆上の中層から須恵器の甕形土器 (P368),覆土下層から甕形土器 (P358),邦形土器

(P361～P363・ P367),北 東側コーナー部の床面から逆位で甕形土器 (P357),横位で小型甕形土

器 (P359),甕形上器 (P360),南 東側コーナー部の床面から正位で重なって筑形土器 (P364),

邦形土器 (P365。 P366)が 出土している。また,勾玉,日玉の石製品や原石が北西・北東側コー

ナー部から出上している。土器はすべて古墳時代の鬼高式に比定される。また,北西側コーナー

部の床から勾玉 2点,北東側コーナー部から臼玉 5点の石製品が出上している。

0               2m

第133図 第42号住居跡実測図

に
関
馴
刑
日
思
Ｒ
Ｆ

К
酬
門
旧
――
日
団
日
日
日
ロ
ド

・一
‐

判
‥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
槃
寺
守
割
刊

，
一　
　
　
　
　
、シ

二

-189-



WЭO「              0

/  嬰≡式



第42号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第75図

P357

甕 形 上 器

土 師 器

A175
B290
C 80

厘部 は突出 した平底。胴部 は下

位 に最大径 を もち下ぶ くれ状。

口頸部 はゆる く「 く」の字状 に

立 ち上が る。

内・ 外面 ―ヘラなで 砂粒

にぶい橙色

普通

付煤面外％９８

着

第134図

P358

甕 形 土 器

土 師 器

A200
B(218)

胴部 は球形 を呈 し,日縁部 はほ

ぼ垂直 に立 ち上がる。 国縁端部

は丸味 を もつ。

口縁部内・ 外面 ―丁寧 な横 なで

胴部外面 ―縦のヘ ラなで

内面 ―横のヘ ラなで

砂粒・ 長石

外 ―褐灰色

内一浅黄橙色

良好

85% 胴部外面

下半煤付着

第75図

P359

小型甕形土器

土  師  器

A132
B150
C 75

底部は突出した平底。胴部は球

形を呈し,国頸部はゆるく「く」

の字状に立ち上がる。

外面 ―粗 いヘラなで

内面 ―ヘ ラなで

砂粒・ 長石

外 ―にぶい褐色

内―にぶい橙色

良好

100%外 面煤

付着

甕 形 上 器

土 師 器

A154
B(175)

胴部は球形を呈し,口頸部はゆ

るく「くJの字状に立ち上がる。

口縁部内・外面一丁寧な横なで

胴部内・外面―ヘラなで

砂粒

外 ―淡赤橙色

内一赤灰色

良好

80%

第134図

P361

不 形 土 器

土 師 器

A143
B(69)

底部は丸底。体部は内彎し口縁

部との境に稜をもつ。日縁部は

垂直に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂 ・ 礫

明赤褐色

普通

98% 口縁部外

面・ 内面朱彩

P362

不 形 土 器

上 師 器

A132
B 70

底部は丸底。体部は内彎し,国
縁部との境に小さな稜をもつ。

日縁部は垂直に立ち上がる。

外面 ―ヘラなで

内面 ―丁寧 なヘ ラなで

砂・長石・スコリ

ア

赤色

普通

98%

P363

杯 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

底部は丸底。体部は内彎し,国
縁部との境に稜をもつ。日縁部

は垂直に立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘラなで 砂粒

外 ―赤色

内 ―橙色

普通

100%

P364

坑 形 土 器

土 師 器

A138
B 77

底部は丸底。体部は内驚し,国
縁部との境に小さな稜をもつ。

□縁部は直立し,口縁端部は尖

る。

口縁部外面―横なで

内面・胴部外面―ヘラなで

砂粒 。長石・ 石英

赤色

良好

98% 内・ 外面

朱彩

不 形 上 器

土 師 器

A135
B 58

底部は丸底。体部は内彎し,口
縁部はやや内傾して立ち上がる。

外面―ヘラなで

内面―丁寧なヘラなで

粒

色

通

砂

赤

普

90%

P366

杯 形 上 器

土 師 器

A144
B 70

底部は丸底。体部は内彎し,国
縁部との境に稜をもつ。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒・ スコ リア・

長石

赤色

普通

80%

杯 形 土 器

土 師 器

A138
B(50)

体部は内彎すると思われ,日縁

部との境に稜をもつ。日縁部は

垂直に立ち上がる。

回縁部外面 ―横 なで

胴部外面 ―粗 いヘ ラなで

内面 ―ヘ ラなで

砂粒・石英

外―にぶい橙色

内一褐灰色

普通

25%

P368

甕 形 土 器

須 恵 器

A(266)
B(52)

口縁部片。外傾して立ち上がり

中位に1本の凸帯をつける。口

縁端部は尖り,下 方に稜をもつ。

内・ 外面 ―ロクロ整形痕 細砂・ 長石

灰色

良好

5% 外面灰釉

付着

TPl12は ,甕形土器の口縁部片である。TP318・ 19は ,須恵器で甕形土器の胴部片である。外

面に平行叩きが認められる。

石製品 (PL105)

勾 玉 北西側コーナー部の床面から 2点 出土 している。未製品 1点,完成品 1点でともに滑
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石製である。完成品は長さ3.3cm,最大幅 2 cm,厚 さ 6 11ull,重 さ6.2gで,頭部に径 2 11ullの

孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で掲載した。

臼 玉 北東側コーナー部の床面から5点出土している。未製品 4点,破損品 1点で,滑石製

である。写真で掲載した。

他に,こ ぶし大の滑石の原石が 3点北東側コーナーの床面から出上している。

第54号住居跡 (第135図 )

本明は,遺跡中央のCld8区 を中心に確認されたもので,第19号住居跡の北西約46mに 位置して

いる。北・西側の大部分はエリア外のため調査はできなかった。

平面形は,長軸5.6m・ 短軸4.8mの 長方形 と思われ,長軸方向はN-15° 一Wを指すものと考え

られる。壁はハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。壁高は8～20cmである。床はハー

ドロームで,平坦である。床面はどの部分も硬 く踏み固められている。覆土は撹乱を受けていた

が,遺存状態はよく,炉・柱穴などはよく残っている。炉は東側に検出され,長径58cm。 短径34

cmの不整楕円形である。床を 4 cm掘 り凹めた地床炉で,炉床はよく焼け,赤 くレンガ状に硬化し

ている。柱穴はPI・ P2の 2か所で,規模は径54・ 61cm,深 さ31・ 53cmで ある。東・西コーナー部

に検出されている。

ミ

C

01

第135図 第54号住居跡実測図
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覆土は 2層からなり,褐色土,暗褐色土が堆積している。大部分は撹乱を受けている。 2層 と

も非常に硬 く締まっており, 1層は焼土粒子, 2層は炭化粒子を含んでいる。

遺物は,土師器片が 1点,石製品が 1点覆土から出土している。土師器片は古墳時代の鬼高式

に比定される。

第55号住居跡 (第 136図 ,石製品製作跡)

本跡は,遺跡中央のC2c5区 を中心に確認されたもので,第 1号住居跡の東約16mに位置している。

東側で第 1号堀 と,南側の一部で撹乱穴 と重複している。新旧関係は,土層堆積状況から本跡が

第 1号堀よりも古いと考えられる。

平面形は,長軸5,9m・ 短軸5,8mの 方形で,長軸方向はN-15° 一Wである。壁は南側の一部が

重複や撹乱穴のため欠損している。残存壁はハードロームで床面から垂直に立ち上がっている。

壁高は46～62cmで ある。床は南側の一部が撹乱のため削平されているが,残っている床はハード

ロームで,平坦である。床面はどの部分もよく踏み固められている。特に東側の壁際一部が径 1

mの円形の範囲で硬 く,こ こが出入口かと思われる。壁下に幅22cm・ 深さ8 cmの壁濤が一周してい

る。炉は北西側に検出され,長径80cm・ 短径60cmの楕円形で床を 7 cm掘 り凹めた地床炉である。

炉床はよく焼け,硬 くなっている。柱穴はPl～P4の 4か所で,その規模は径34～ 42cm。 深さ62～ 85

cmである。各コーナー部に検出され,柱穴間は約 3mと等間隔である。P5は貯蔵穴 と考えられ,長

径102cm・ 短径90cmの楕円形で,床を52cm掘 りこんで構築されている。貯蔵穴の覆土は黒褐色土,

暗赤褐色土が主に堆積している。また,貯蔵穴の断面は皿状である。

覆土は13層からなり,主に黒色土,黒褐色土,暗褐色土,極暗褐色上が堆積している。南西・

南東側の一部が撹乱を受けているが,他は自然堆積である。全層ともローム粒子・焼土粒子を含

み締まっている。

遺物は,覆土上層から甕形土器 (P466),南側の覆上下層から須恵器の不形土器 (P470),甕形

土器 (P467),貯蔵穴覆土から破片で鉢形土器 (P469),南西側コーナー部の床面から破片で邦形

土器 (P468)が 出上している。また,西・南側の床面から剣形品,西側の覆上下層から円板,床

面一帯から臼玉の石製品が出土している。土器の中で,覆土上層から出土した甕形土器は古墳時

代の五領式に,他はすべて鬼高式に比定される。
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第55号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cal) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備  考

鞠Ｐ４６６
甕 形 上 器

土 師 器

A(156)
B(70)

胴部は内傾し,日頸部はゆるく

「く」の字状に立ち上がる。

内・外面―ヘラなで 砂粒

にぶい赤褐色

普通

15%

P467

甕 形 土 器

■ 師 器

A(150)
B(60)

胴部は内傾し,日頸部はゆるく

「 く」の字状に立ち上がり,日
縁端部は丸味をもつ。

内 。外面―ヘラなで スコ リア・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

10%
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

柳Ｐ４６８
不 形 土 器

土 師 器

A(130)
B(47)

体部は内彎し,日縁部との境に

稜をもつ。口縁部はほぼ垂直に

立ち上がる。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂粒・石英

明赤褐色

普通

15%

鉢 形 土 器

上 師 器

A(141)
B(68)

体部は内彎す る と思われ,国 頸

部 は短 か く「 く」 の字状 に立 ち

上が る。

回縁部内 。外面―横なで

体部外面―なで

内面―ヘラなで

砂粒・石英

浅黄橙色

普通

15%

P470

郭  (蓋 )

須 恵 器

A121
B 30

日縁部はほぼ垂直に立ち上がり,

天丼部との境でくびれ,後稜を

つける。天丼部は内彎する。

外面―ロクロ整形,回転ヘラ切

り離し

内面―ロクロ整形

細砂・ 礫

灰色

普通

35%

0               2m

第137図 第55号住居跡 (第 5号製作跡)石製品出土状況図

石製品 (PL103・ 106)

剣形品 西・ 南側の床面から 7点出上 している。未製品 3点 ,破損品 1点 ,完成品 3点で,す

べて滑石製である。完成品 は長 さ2.0～3.lcm,幅 1.1～ 1,4cm,厚 さ 2～ 3 11ull,重 さ

1.1～2.6gである。 3点 とも柄部に径1.5～ 3 11ullの 2孔を穿っている。実測図は完成品の

み掲載し,他は写真で掲載した。
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円 板 西側の覆上下層から10点出土している。滑石製で未製品 8点,破損品 1点,完成品 1

点である。完成品は長さ1.4cm,最 大幅1.7cm,厚 さ2.511ull,章 さ1.6gで ある。実測図は完

成品のみ掲載し,他は写真で掲載した。

臼 玉 床面一帯から840点 出上している。未製品687点 ,破損品137点,完成品16点で,すべて

滑石製である。完成品は径4.5～5.511ull,厚 さ1.5～ 3 11ullで重さはすべて0.05gで ある。中

央に径1.5～ 2.511ullの 孔を穿っている。実測図は完成品のみ掲載し,他は写真で掲載 した。

他に,手のひら大の滑石の原石が16点床面一帯から出上している。

n 470

467

0               10Cm

第138図 第55・ 58・ 57・ 60号住居F/1出 土遺物実測図
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第56・ 57・ 60号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 臆  考

第138図

P471

手づくね土器

土 師 器

A 55
B(43)

底部 は丸底。体部は内彎 した後

垂直 に立 ち上が り,口縁端部 は

丸味 をもつ。

外面―なで

内面―横なで

スコリア・石英・

砂粒

にぶい橙色

普通

95%

高邪形土器

土 師 器

A(233)
B135
D(194)

脚部は大きく「ハ」の字状に下

方に開く。杯部は大きく内彎し

て立ち上がる。脚部に3孔 を安

内 。外面 ―なで 粒

色

通

砂

橙

普

75%

AL飾 器台形

土   器

土 師 器

A(132)
B(80)

受部は下半で段をつくり,後外

傾して立ち上がる。

外面―丁寧ななで

内面―なで

粒

色

通

砂

橙

普

50%

変 形 上 器

土 師 器

A(160)
B(71)

胴部は下半で内彎すると思われ,

上半は直立する。国縁部との境

でくびれ,国縁部は短かく外傾

して立ち上がる。

口縁部外面 ―横 なで

胴部外面 ―ヘ ラなで

内面 ―丁寧なヘ ラなで

砂粒・ スコ リア

橙色

普通

40%

第58号住居跡 (第 139図 )

本跡は,遺跡中央のC2e5区 を中心に確認されたもので,第19号住居跡の北東約42mに位置してい

る。北西側で第 1号堀 と重複している。新旧関係は,土層堆積状況から本跡が第 1号堀よりも古

いと考えられる。

平面形は,長軸7.lm・ 短軸5.8mの 長方形で,長軸方向はN-50° 一Eである。壁は北西側が第 1

号堀に切られている。残存壁はハードロームで,床面から垂直に立ち上がっている。壁高は36～ 44

cmである。床は重複のため北西側が削平されている。残存する床はハードロームで,平坦である。

床面はあまり踏み固められていない。壁下に幅10cm・ 深さ10cmの壁濤が一周している。炉は北側

に検出され,長径70cm・ 短径58cmの不整楕円形で,床を 4 cm掘 り凹めた地床炉である。炉床はよ

く焼け,硬化している。柱穴はPl～P4の 4か所で,規模は径34～ 46cm・ 深さ78～ 101cmで ある。各

コーナー部に検出され,長方形状に配列されている。Psは貯蔵穴と考えられ,径 70側の不整円形

で,床を74cm掘 りこんで構築されている。貯蔵穴覆土は暗褐色土,褐色土が堆積しており,断面

は「U」 状である。

覆土は 6層からなり,主に黒褐色土,褐色土,極暗褐色土,暗褐色上が堆積している。北西側

は重複のため撹乱されているが,他は自然堆積である。大部分の層は焼土粒子・炭化粒子を含ん

でおり,全層とも締まっている。

遺物は,北西側の覆上下層から手づくね土器 (P471),西・北側から多量の上師器片が出土して

いる。また,北西側の第 1号堀 との重複部分から円板・臼玉の未完成の石製品が66点出土してい

る。手づ くね土器や土師器片の大半は古墳時代の五領式に比定され,残 りの土師器片は鬼高式に

比定される。石製品は第 1号堀を通じて,第55号住居跡の遺物が流れこんだものと考えられる。
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第60号住居跡 (第140図 )

本跡は,遺跡中央のC2d夕 区を中心に確認されたもので,第49号住居跡の北東約21mに位置して

いる。東・西側が撹乱されている。

平面形は,長軸2.6m。 短軸2.4mの方形と思われ,長軸方向はN-85° 一Eを指すものと考えられ

る。壁は北 。南側が残つており,ハードロームで床面から外傾して立ち上がっている。壁高は 4

～ 8 cmである。床は西側 と中央の一部が削平されているが,残っている床はハードロームで,平

坦である。床面は中央付近がよく踏み固められている。炉や柱穴は検出されない。

覆土は 2層からなり, ともに黒褐色土が堆積 しているが,大部分撹乱を受けている。 2層 とも

焼土粒子 。炭化粒子を含み,締まっている。

遺物は,中央の覆土から破片で甕形土器 (P474)が出上している。古墳時代の鬼高式に比定さ

ヤtる 。

0              2m

第 140図  第60号住居跡実測図

2土 坑 (第 35・ 141。 142図 )

当遺跡から検出された土坑は■基である。C2区 に4基,Dl区 に2基,D2区 に2基,El区に 1基 ,

E2区に2基であり,住居跡と同じく,A,B,F区 には検出されていない。出土遺物は第 7・ 11

号土坑を除いて 9基の土坑から土師器・土師器片が出土している。第 1, 4～ 6,10号土坑から

は,完形品および接合して形状を窺えるまでになった土器が出上している。他の 4基から出上し

た土器は接合できなかった。
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第 1号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第143昼

P475

増 形 土 器

土 師 器

A(110)
B 64
C 31

底部は小さく上げ底。体部は内

彎し,国縁部は外傾して立ち上

がる。日縁部と体部は同じ長さ

である。

内・ 外面 ―なで 砂粒・ 礫・ 長石

橙色

普通

30%

第 4号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

第143図

P476

甕 形 土 器

土 師 器

A(132)
B167
C 63

底部 は平底。胴部 は球形 を呈 し,

日頸部 は短 か く「 く」の字状 に

立 ち上が る。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂・ パ ミス

にぶい褐色

普通

50%

P477

壷 形 土 器

土 師 器

B(93)
頸径(100)

胴部は球形を呈し,頸部ですぽ

まる。口頸部は垂直に立ち上が

り,「 コ」の字状に近い立ち上が

りである。

口縁部外面―ハケロ整形

胴部外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂・ パ ミス・ 礫

にぶ い橙色

普通

15%

P478

鉢 形 上 器

土 師 器

A101
B 57
C 30

底部は上げ底。体部は器肉を減

じて内彎し,日縁部との境に稜

をもち,日縁部は外傾して立ち

上がる。

目縁部内・外面―ハケロ整形後

横なで

胴部外面―ハケロ整形後なで

英石粒

色

通

砂

橙

普

75%

高不形上器

土 師 器

A(222)
B(71)

杯部は下半で皿状に開いた後稜

をつくり,外上方に大きく立ち

上がる。

内 。外面 ―なで 砂

にぶい橙色

普通

50%

P480

高不形土器

土 師 器

A(130)
B(43)

杯部はゆるく外上方に立ち上が

る。

内・ 外面 ―丁寧 ななで スコリア・砂

にぶい橙色

普通

30%

P481

器台形土器

土 師 器

A 78
B(95)

脚部は「ハ」の字状に下方に開

く。脚部に4孔を穿つ。受部は

国縁部で垂直に立ち上がる。

外面―なで

脚部内画―ハケロ整形後なで

スコリア・パミス・

砂

橙色

普通

80%

P482

小型甕形土器

土 師 器

A(106)
B103
C 46

底部は平底で,胴部は球形を呈

する。口頸部は「く」の字状に

立ち上がる。

外面 ―ハ ケロ整形後 なで

内面 ―なで

砂粒・ パ ミス・ 礫

にぶい橙色

普通

40%

第 6号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第143図

P493

甕形 土 器

土 師 器

A(184)
B(198)

胴部は球形を呈し,口頸部は「く」
の字状に立ち上がる。

口縁部外面―横なで

胴部外・ 内面―ヘラなで

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

15%

第10号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第143図

P494

鉢 形 土 器

土 師 器

A(134)
B 58
C(52)

底部は平底。体部は器肉を減じ

ながら外傾して立ち上がる。口

縁端部は丸味をもつ。

外面―丁寧ななで

内面―なで

パ ミス・ 砂

浅責橙色

普通

10%
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第144図 第 5号土坑出土遣物実測図 (1)
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第 5号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第144図

P483

甕 形 土 器

土 師 器

A170
B(270)

胴部は長胴化し,国頸部はゆる

く「く」の字状に立ち上がる。

口縁部 内 。外面 ―横 なで

胴部外面 ―ヘ ラなで

内面 ―なで

砂粒 。長石 。石英・

スコ リア

にぶい褐色

良好

90% 胴部外面

煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

A160
B240
C 57

底部はやや突出した平底。胴部

は球形を呈する。日頸部はゆる

く「く」の字状に立ち上がる。

口縁部 内・ 外面 ―横 なで

胴部外面 ―ヘ ラなで

内面 ―なで

砂粒・ 長石・ 石英

にぶい橙色

良好

90%

第145図

P485

甕 形 土 器

土 師  器

A153
B148
C 70

底部は平底。胴部は器肉を減じ

ながら球形を呈する。日頸部は

短かく「く」の字状に立ち上が

る。

内・ 外面 ―ヘ ラなで 砂石

色

通

長

褐

普

100%外 面 媒

付着

甕 形 土 器

土 師 器

A170
B(217)

胴部は下位に最大径をもち,下
ぶくれ状。日頸部はゆるく「く」

の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面―横なで

胴部内・外面―粗いヘラなで

砂粒・ 長石・ ス コ

リア

にぶい黄橙色

良好

75%

第144図

P487

甕 形 上 器

上 師 器

A154
B(213)

胴部は下位に最大径をもち下ぶ

くれ状。口頸部は「コJの字状

に近い立ち上がりである。

口縁部内・外面―横なで

胴部内・外面―粗いヘラなで

砂粒・長石・石英・

スコリア

にぶい橙色

普通

65%

第145図

P488

甕 形 土 器

土 師 器

B(153) 胴部は球形を呈し,口頸部は「く」

の字状に立ち上がると思われる。

国縁部外面―横なで

胴部外・内面―ヘラなで

砂粒・ 長石・ 石英

にぶい橙色

普通

40%

P489

甕 形 土 器

土 師 器

B(185) 胴部は球形 を呈すると思われる。 内・ 外面 ―粗 いヘ ラなで 砂粒 。長石・ 石英

にぶい橙色

普通

30%

P490

甑 形 土 器

上 姉 器

A208
B200

胴部は長胴 で,国頸部 はゆる く

「 く」の字状 に立 ち上が る。底

部 は欠損 している。

外画・ 口縁部内面 ―ヘラなで

胴部内面 ―なで

長石・ 砂粒

にぶい赤tS色

普通

90% 口縁部外

面煤付着

第144図

P491

塊 形 土 器

土 師 器

A148
B(77)

体部は内彎し,日縁部との境外

面でくぴれ, また内面に稜をも

つ。口縁部は器肉を減じて外傾

する。

内・ 外面 ―丁寧 なヘ ラなで 粒

ア

色

好

砂

り

赤

良

長石・ スコ

石英

85%

第145図

P492

高III形土器

須 恵 器

B(55)
基部径■ 2

脚部は「ハ」の字状に下方に開

き,脚端部は丸味をもった隆帯

を付ける。 4個の一段透しをつ

けると思われる。

内・外面―ロクロ整形

透し窓ヘラ切り

砂

色

好

細

灰

良

10%

表 3 土坑一覧表

番 号 位 置 長径方向 平 面 形
規 模

壁 面 坑底 覆土・状態 出土遺物 備 考
長径(辺 )X短径(辺 )(m) 深さ(cm)

1 E2g] N-22°―E 長 方 形 38× 26 17ヽヤ28 垂 直 平 坦 3層・ 自然 土師器姑  1点

2 E2e3 N-77°一W 長 方 形 45× 38 10ヽ912 垂 直 平 坦 4層・ 自然 土師器片 ■点

3 Elc。 N-66°一W 楕 円 形 31× 27 17-22 垂 直 平 坦 6層・ 撹乱 土師器片  4点

4 D2g5 N-56°一W 不整長方形 43× 33 20-30 垂 直 平 坦 4層 。自然 土師器甕等7点

5 C2c7 N-63°―E 楕 円 形 22× 17 52ヘシ54 垂 直 平 坦 3層 。自然 土師器甕等10点

6 C2c, N-65°―E 楕  円 形 09× 07 24ヽシ38 垂 直 平 坦 3層 。自然 土師器甕  1芦

7 C2c7 N-86°一E 楕 円 形 10× 08 垂 直 平 坦 3層・ 自然

8 C2d7 N-90°一E 不整長方形 08× 06 16-20 外傾 皿状 2層・ 自然 土師器片 5芦

9 Dlg7 円 形 22× 21 37-45 垂 直 平 坦 1層 。自然 土師器片 20点 Sl-20と 重複
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番 号 位 置 長径方向 平 面 形
規 模

壁 面 坑底 覆土・状態 出上遺物 備 考
長径(辺)X短径(辺Xm) 深さ(伽 )

D212 N-1 ― E 楕 円 形 31X27 22-37 垂 直 平坦 3層 。自然 土師器鉢 1点 Sl-62と 重複

Dlee N-58°一E 楕 円 形 32× 21 24-26 外傾 坑状 l層・ 自然 Sl-29と 重複

▲32,7m    」

B

皇32.5m げ
一

0               2m

第146図 第 1号溝実測図

3濤

第 1号溝 (第146図 )

本跡は,遺跡南部のFlaO区 に確認され,Fla。 区から

南へ直線的に延び,FlbO区で調査区域外へ続いている。

調査した全長は5.5mである。

濤の幅は,上幅が■0～ 150cm。 下幅が100～ 144cmで,

確認面からの深さは14～54cmで ある。壁はハー ドロー

ムで硬 く締 まっており,濤底面からほぼ垂直に立ち上

がっている。濤底はハードロームで硬 く,ほ ぼ平坦で

ある。北側の濤の底面にピット状の落ちこみが 1か所

確認され,そ の規模は径90cmの 円形で,深さは34cmで

ある。濤の断面はほぼ「U」 字形をしている。濤底面

のレベルイまAで32.36m, Bで 32.24m, Cで 32.14mで

北側が高 く,南側が低 くなっている。ピット底面のレ

ベルは32.04mである。

覆土は 2層からなり,暗褐色土,褐色上が自然堆積

している。2層 ともローム粒子を含み,締 まっている。

遺物 は,濤の底面近 くの覆土か ら小型甕形土器

(P495)が出上している。古墳時代の五領式に,ヒ定さ

れる。

ご
一

Ｃ
一
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線 7
TP277

0              10cm

第147図 第 1号溝・ 1号堀出土遣物実測図・拓影図

TP277は 壺形土器の口縁部片と思われ,口縁部中位まで折 り返して複合口縁とし,上 。下位 と

も下方にキザミロを連続して付け,国縁部全体に斜行する縄文を施している。弥生時代後期の二

軒屋式と判断される。

第 2号溝 (第 148図 。SD-3)

本跡は,遺跡東側のエリア外から延びC2es区からC2h7区 まで直線的に南下し,C2h7区からやや

方向を変えてC2i6区 まで直線的に延び,同区で第 1号堀と合流して消滅する。検出された長さはC2

e8区からC2h7区 まで12m,C2h7区 からC2i6区 まで5。 3mあ り,総延長17.3mで ある。

濤の幅は,上幅が72～ 156cm・ 下幅が34～ 60cmである。壁はハードロームでよく締まっており,

濤底面から外傾して立ち上がっている。濤底はハー ドロームで1よ く締まっており平坦である。

確認面からの深さは58～ 70cmで ある。断面は「  ヽ′」状を呈している。濤底面のレベルは,Aで34.13

m,Bで34.09m,Cで 34.06mと 北側が高 く,南側がやや低 く,南の第 1号堀に向かうほど低 くなっ

てくる。

覆土は 4層からなり,主 に黒褐色土,暗褐色土,褐色土の順で自然堆積している。4層 ともロー

ム粒子を含み,第 1層だけ締まっている。

遺物は出土していない。

第 1号溝出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第147図

P495

小型奏形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は内管し,国
縁部との境でくびれる。口縁部

は外傾して立ち上がる。

口縁部内 。外面―ハケロ整形

胴部外面上半―ハケロ整形後なで

下半―なで

石英・ パ ミス・ 砂

浅黄橙色

普通

85%
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0            2m

第148図 第 2号溝実測国
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4堀

第 1号堀 (第 149図・ SD-2)

本跡は,遺跡北側のB2cO区 から南西方向に直線的に延び,C2g4区で南東方向に向きを変え,直

線的に延びている。両端部 とも東側の調査区域外へ続いている。B2cO区 からC2g4区 まで56.4m,

C2g4区からC2,7区 まで18.4mあ り,総延長は748mである。C2c6区 で第55号住居跡と,C2e5区 で第

56号住居跡 と重複 している。新旧関係は,土層堆積状況から本跡が両住居跡より新しいと考えら

れる。

上幅は240～328cm,底 面幅は80～134cmで ,確認面からの深さは104～ 140cmで ある。壁はハード

ロームで硬 く締 まっており,底面から約30cm垂直に立ち上がり,そ の後35～ 55° の角度で外傾して

立ち上がっている。断面は

『

当句状を呈し,箱薬研堀である。底面 もハー ドロームで硬 く締まっ

ている。C2g4区のコーナー部とC2j7区 には長方形の落ちこみがある。深さは約20cmで底面の幅と

同じ幅に掘られ,長 さはC2g4区 で8.9m,C2,7区 で3.5mである。底面のレベルはB2g9区 で33.84m,

C2b7区 で33.83m,C2g4区 で33.63m,C216区 で33.34mで ある。北から南へ徐々に低 くなっている。

覆土はどのベル トも8層からなり,主 に暗褐色土,黒褐色土,褐色土が堆積している。C2,7区で

一部撹乱を受けていたが,他の上層は自然堆積である。上層は炭化粒子を含み,下層にゆくほど

締まりは弱 くなっている。

遺物は,覆土や底面から土師器片が 8点,剣形品,円板,勾玉,臼玉,紡錘車の石製模造品が

8点,内耳土器が,覆上の中層から1点出土している。土師器片や石製模造品は,第55号住居跡

を切 りこんだ際の流れこみと考えられる。従って本跡に伴う遺物は内耳土器 (P496)と 考えられ

る。

石製品 (PL105。 106・ 107)

剣形品 C2d5区 の覆土から1点出上している。滑石製の完成品で,長 さ6 6cm,幅2.3cm,厚 さ

4.511ull,孔径 3 11ull,重 さ10.4gである。第55号住居跡 との重複部分なので,同住居跡の遺

物である可能性が強い。

第 1号堀出土遺物観察表

図版番 器   種 法量 (m) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第147雲

P496

内 耳 土 器

土師質土器

A(172)
B(69)

体部は垂直に立ち上がると思わ

れ,日縁部で内警する。国縁端

部は平坦な面をもつ。

外面―粗いなで

内面―なで

雲母・砂粒

にぶい褐色

普通

％

着

５

付

外面鍋墨
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円 板 C2d5区 の覆土から 1点出上している。滑石製の未製品で,写真で掲載した。剣形品と

同じく第55号住居跡の遺物である可能性が強い。

勾 玉 C2d5区の覆土から2点出上している。滑石製の未製品で,写真で掲載した。第55号住

居跡の遺物である可能性が強い。

臼 玉 C2d5区の覆土から4点出上している。未製品 3点,完成品 1点で,滑石製である。完

成品は径4.5111111,厚 さ3.511ull,重 さ0.05gで,中央に径 2 11Lllの 孔を穿っている。実測図は完

成品のみ掲載し,他は写真で掲載した。同じく第55号住居跡の遺物である可能性が強い。

紡錘車 C2ds区の覆土から1点出上している。形割 り品で,上・下面を彫刻刀状のもので削り

出している。最大径5.5cm,厚 さ2.5cm,重 さ80.7gで滑石製である。第55号住居跡の遺物

である可能性が強い。

5 遺構外 の出土遺物

遺跡清掃中に表面採取された土器 (土師器,内耳土器),土器片 (弥生式)1点 ,グ リッド発掘

で出土した土器 (土師器)6点 ,遺構確認中に採取された土器 (土師器)3点を掲載した。住居

跡等の出土遺物と同様に解説表で記し,備考欄に小グリッド名,大グリッド名などを記入した。

絢‖斡` ¨ 鸞ゝ攀鋒騨Y∝〃
TP222              '223     導  

、
(|ド                              P23S

TP 248

0 10Cm

TP 241

第150図  グリッド出土遺物拓影図

TP234は壼形土器の胴部片と思われ,櫛描きで連弧文を 2段に施 している。弥生時代後期の二

軒屋式と判断される。

TP248は広口長胴壷の胴部片と思われ,羽状縄文を施している。同じく弥生時代後期の二軒屋

式と半」断される。
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0             10Cm

鬼

４

第151図 グ リッ ド・表採出土遺物実測図
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グ リッド表採出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第151図

P497

甕 形 土 器

土 師 器

A(160)
B(102)

胴部上半は内傾し,日頸部はゆ

るく「く」の字状に立ち上がる。

口縁部内・外面―横なで

胴部内・外面―ヘラなで

砂粒 。長石

外 ―灰褐色

内 ―にぶい橙色

普通

15% 胴部外面

煤付着

C2a3区

P498

甕 形 土 器

土 師  器

A(148)
B(120)

胴部は球形を呈すると思われ,

国頸部は「く」の字状に立ち上

がる。

外面―ヘラなで

内面―粗いヘラなで

砂粒・ ス コリア・

長石・ 石英

にぶい橙色

良好

15%
Dl,O区

台付密形土器

土 師 器

B(98) 胴 部下半は外傾 して立ち上がる。 外面 ―ハケロ整形

内面 ―なで
・
色

粒

白

良

砂

灰

不

長石・ 石英 30%
D2i2区

P500

イ形 土 器

土 師 器

A(148)
B 67

底部は丸底と思われる。体部は

内管し,日縁部との境に稜をも

つ。口縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面―丁寧なヘラな

で

体部外面一粗いヘラなで

砂粒

にぶい橙色

普通

40%
D2区

高杯形土器

土 師 器

B(100)
D(187)

脚部は大きくラッパ状に下方に

開く。杯部は国縁部との境に稜

をもち,口縁部は外傾すると思

われる。

外面―ヘラなで

内面―ハケロ整形後ヘラなで

砂粒・ スコリア・

長石

外 ―にぶい褐色

内 ―にぶい橙色

普通

35%
C2c2区

P502

高不形土器

土 師 器

A(255)
B(65)

郭部は口縁部との境に稜をもち,

回縁部は大きく外傾して立ち上

がる。

内・ 外面 ―丁写ななで スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

％

区

３０

Ｅ

P503

姑 形 土 器

上 師 器

A(132)
B 41
C 31

底部 は上 げ底。体部 は皿状 に開

いた後内彎す る。 国縁部は外傾

して立 ち上が る。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒

浅黄橙色

普通

30%
Elc。 区

P504

姑 形 土 器

上 師 器

A(132)
B(62)

体部は内彎し,国縁部は外傾し

て立ち上がる。

外面―ハケロ整形後なで

内面―なで

砂粒 。長石

浅黄橙色

不良

35%
D2el区

P505

内 耳 土 器

土師質土器

A(374)
B 45

体部は低く,ほぼ垂直に立ち上

がり,国縁端部は丸味をもつ。

耳は3か所と思われる。

内・外面―ロクロ整形 細砂

褐灰色

普通

暢
嵯
醒

外面鍋墨

表採出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備   考

第151図

P506

壷 形 上 器

土 師 器

A(372)
B(39)

口縁部は外傾して立ち上がり,

日縁端部は平坦な面をもち,内
面に凸帯をつける。

内・外面―ハケロ整形

外面に2本の棒状浮文をつける。

砂・ 長石

にぶい橙色

良好

％

採

２０

表

P507

器台形上器

上 師 器

B(70)
D l10

脚部はラッパ状に下方に開く

脚部に6孔を安つ。

外面―ハケロ整形後丁寧ななで

内面一丁寧ななで

砂粒・ 長石

浅黄橙色

普通

％

採

６５

表
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‖〃Ⅷ
TP 334

‰ 〃観7
TP335

TP333          i_________――引トーーーーーーーーーーど古
°Crn

第152図  表採出土遺物拓影図

TP331～ 334は ,甕形土器の胴部片で,TP335は ,口縁部と思われる。いずれも須恵器である。
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第154図 石製品実測図 (2)
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第155図 石製品実測図 (3)
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第 4節

出土土器について

当遺跡からは,弥生時代後期から古墳時代後期にかけて位置づけられる土器や土器片が多数出

上しているが,本項では, これらの上器を器形や整形技法に基づいて時期別・器種別に分類し,

それぞれの上器のもつ全体的な特徴をそれらに従って概要を記述して行きたい。なお,概要を述

べるにあたりそれぞれの土器をひとつひとつ掲図しながら説明を力日えるべきところであるが,前

節で紹介していることやスペース等の関係から,時期別・器種別ごとの代表的な土器を掲図して

それに代えたい。

(1)弥生時代後期

当遺跡では弥生時代に位置づけられる遺構は検出されていないが,わずかに該期の上器片が 5

点 (TP195。 234・ 248・ 277・ 313)出土している。いずれも土器片のため正確な器形を窺うこと

はできないが,底部は平底で,B同部は下ぶくれ状を呈し,頸部はくびれ,口縁部は中位に稜をも

ち外傾しながら立ち上がり,器面には細かな縄文や櫛描き文様を施 している壺形土器 と思われる。

おそらく,栃木県二軒屋遺跡を中心にして出土した二軒屋式に

'ヒ

定される土器 と思われ,北関東

地方の弥生時代後期に位置づけられるものと考えられる。

(2)古墳時代前期 (五領式期 )

当遺跡から検出された該期に比定されると思われる土器は348点 にのぼり,器種 も豊富で,甕・

小型甕・台付甕 。壺 。靖・不 。高不・ 坑・鉢・ 甑・器台・装飾器台等がある。 これらの上器は,

器形や整形技法等の特徴から,埼玉県五領遺跡出上の上器を標式として区分された五領 I式,五

領H式,及び五領Ⅲ式に対比して位置づけることが可能である。本項では前述のように,時期別,

及び器種別にそれらの特徴を記してみたい。なお,当遺跡から古墳時代前期に位置づけられると

思われる「S字状口縁台付甕」と「棒状浮文壺」が出土しており,本項の中で特に別項を設けて

後述した。

当遺跡から出土した五領 I式に

'ヒ

定される土器は,甕 。小型甕・台付甕・壼 。高不 。器台・装

飾器台・対等がある。それぞれの器形や整形技法等の特徴は,次のとおりである。

〈 甕 〉 19点出上し,底部は平底か,あ るいはやや突出した平底で,胴部は長胴のもの 1点 (第

め
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第157図 出土土器時期別内訳・ 器種別内訳

鬼高式上器
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158図 P126)を除き,球形を呈 している。口頸部はすべて「く」の字状を呈 し,大部分の

ものが胴部下半までハケロ整形が行われている。

〈小型甕〉 4点出上し,底部はやや突出した平底で,胴部は球形を呈している。口頸部は「く」

の字状を呈し,ハ ケロ整形は胴部中位まで施すもの (第 160図 P495)と ,下半までのもの

(第 160図P12)と が見 られる。

〈台付甕〉 5点出土し,脚部はいずれも「ハ」の字状に下方に開き,胴部は長月同の もの 1点 (第

160図Pll)を除き,他は球形を呈している。口頸部は「く」の字状を呈 し,ハ ケロ整形

は胴部下半及び脚部内面まで施されている。

〈 壺 〉 11点出上し,底部は平底, または突出した平底で,最大径を胴部下半にもつものが 4

点 (第 160図 P100)あ る。頸部 と口縁部の境に連続のキザミロを施 した粘土組を貼付し,

日縁部は外傾している。ハケロ整形は口縁部だけ施されているものが多い。

〈高 杯〉 2点出土し (第162図 P472),いずれも脚部はラッパ状に開き,裾部は水平に近い。杯

部は大きく内鸞し,器高は低 く,脚部には 3孔が穿たれ,器面はなでられている。

く器 台〉 9点出土し,脚部はラッパ状に下方に開 く。受部は内鸞するものや,外傾するもの(第

162図Pl12),及び外傾 した後直立するもの等がある。脚部の穿孔は, 3孔・ 4孔,及び

7孔のものがあり,器面はなでられたものが多い。

(蕪 智〉 1点出土し (第163図 P473),脚部は欠損しているがラッパ状に開 くものと思われる。

受部は下位で段を付けた後,外傾し,さ らに中位で外傾の角度を変えている。器面はな

でられている。

〈 ltt 〉 5点出土し,いずれも小さな平底で,月同部は球形を呈している。口縁部は外傾 し,器

面はなでられている。

当遺跡から出土した五領H式に比定される土器は,甕 。小型甕・ 台付甕・壷 。高邦 。郷・鉢・

器台 。装飾器台 。増 。甑等があり,器形や整形技法の上で,次の様な特徴が見られる。

〈 甕 〉 該期の中で出土点数が最も多 く,34点出土している。底部は平底及びやや突出した平

底のほかに,上げ底のもの (第158図P18)が見られる。器形の特徴及び器外面における

ハケロ整形技法は五領 I式 と同様であるが,胴部内面にハケロ整形が施 されているもの

が少数みられる。

〈小型甕〉 17点出上し,底部は五領 I式に見られた突出した平底にカロえ,平底のものが見られる。

器形の特徴は五領 正式 と同様な形状を呈するが,ハケロ整形が胴部下半 まで施される例

が多い。
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〈台付甕〉 11点出土し,脚部は五領 I式 と同様,「 ハ」の字状に下方に開く。胴部は正球形を呈し

て最大径を中位にもつものと,最大径を上位にもつものの 2種に分かれる。ハケロ整形

は五領 I式が中位または下半まで施されるのに対し,該期のものは下半まで施される例

が多い。

〈 壺 〉 該期の中で,甕・器台に次いで出土点数が多く,27点出上している。底部は五領 I式

同様平底,ま たは突出した平底で,胴部は球形を呈するものが多い。国縁部は五領 I式

が外傾を呈するのに対し,該期では種々のものがみられる。直立後外傾するもの(第 160

図P299),外 傾し口縁部中位まで折 り返すもの,外傾した口縁部に棒状線刻を施すもの(第

160図 P149),同 じく棒状浮文を貼付するもの (第 160図P331)等がある。ハケロ整形は五

領 I式同様口縁部に施されているものが多いが,ま れに胴部中位まで施 されるもの (第

160図 P395)も ある。

〈 杯 〉 当遺跡では,五領 I式に

'ヒ

定される本器種の出土例は見られなかったが,該期のもの

として位置づけることのできる杯が 7点出土している。底部はいずれも平底で,体部は

内彎するもの (第 161図 P314)と ,外傾するもの (第 161図P321)と が見 られる。器面は

すべてなでられている。

( 坑 〉 坑 も不同様該期において検出されたもので, 3点出土している。底部は平底で,体部

は内鸞するものと,内鸞した後口縁部との境でくびれるもの (第 161図 P312)と がある。

器面はなでられているものと,ハケロ整形のものとが見られる。

〈 鉢 〉 鉢も前 2者同様該期において検出されたもので, 8点出上している。底部が平底のも

の 2点,上げ底のもの 6点 となっており,体部はいずれも内彎している。口縁部は大部

分が短かく外傾し,器面はハケロ整形を施すものと,なでられているものの 2種が見ら

れる。

〈高 邦〉 五領 I式の 2点に比べ,該期では19点出土している。脚部は五領 I式のようにラッパ

状のものと,あ まり開かない「ハ」の字状のものとの 2種に分かれ,前者が 4点,後者

が 5点である。他の10点 はイ部だけで脚部はない。外部は内鸞するものが多 く,内鸞す

る角度が変わるものが 1点 (第162図 P164)出 土している。脚部の穿孔は五領 I式同様 3

孔のものが大部分で,そ のほか 6孔のものも1点見られる。器面はほとんどがハケロ整

形後なでられている。

く器 台〉 本器種は該期の中で甕に次いで多く,32点出土している。脚部は五領 I式同様ラッパ

状に下方に開くものが大部分であるが,「ハ」の字状に開くものが 3点 (第 162図 P453)

出上している。なお,両者 とも裾があまり広がらないものが多い。受部の器形は五領 I

式に比べ豊富で,器形の窺える25点のうち,皿状に開いた後垂直に立ち上がるもの (第
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162図 P217)2点 ,同 じく皿状に開いた後外傾するもの (第 162図P136)4点,外傾して

開いた後垂直に立ち上がるもの14点,外傾 した後さらに角度を変えて外傾するもの (第

162図 P167)2点 ,及び内彎して立ち上がるもの (第 162図P267)3点 となっている。脚

部の穿孔は,施されていないもの (第 162図 P167), 3孔・ 4孔・ 6孔等を施すものとが

あり,中でも3孔の例が多い。さらに,受部中央に

'ヒ

較的大きな孔を穿っているもの (第

162図 P136)が 10点出上している。器面はなでられているものが多 く,次いでハケロ整形

後なでられているもの,ハ ケロ整形を施しているものの順となっている。

く素 暫〉 4点出上し,脚部は五領 I式同様ラッパ状に開き,受部は下位で段を付けた後外傾し

て立ち上がる。脚部にいずれも3孔が穿たれ,受部にも3孔 (第 163図P59),ま たは 4孔

(第 163図 P204)を穿つものが見られる。器面は五領 I式同様なでられている。

〈 lH 〉 18点出土し,底部は平底が多いが,五領 I式では検出されなかった上げ底や丸底のも

のが見られる。体部は馬平な球形を呈するもの 1点 (第 163図P380)を 除き,他はすべて

球形を呈している。口縁部は外傾 し,直線的に長 く上方に伸びるものが大部分である。

器面は五領 I式がなでられているのに対し,ハ ケロ整形後なでられているものが半数は

ある。また朱彩のものが 1点出土している。

〈 甑 〉 五領 I式では見られなかったが,該期に

'ヒ

定されるもの (第 163図 P212)が 5点出土し

ている。いずれも浅鉢形の甑で,底部は平底であり,胴部は外傾し,国縁部は折 り返さ

れた複合口縁である。底部中央に単孔を穿ち,器面はハケロ整形後なでられている。

当遺跡から出上した五領Ⅲ式に上ヒ定される土器は,甕・小型甕・台付甕・壷 。杯・坑・鉢・高

邪・器台・対・甑等であり,五領 I・ H式にみられた装飾器台は出上していない。

〈 甕 〉 該期の中で五領H式同様出土点数が最も多 く,30点出土している。底部は平底か,あ

るいはやや突出した平底で,日頸部は「く」の字状を呈するが,その角度がゆるくなり,

直立に近いもの (第 158図 P270)が数点見られる。器面に残るハケロ整形は胴下半に達す

るものが少なく,部分的なもの (第 158図P238)が多い。

〈小型甕〉 5点出上し,底部は五領 H式でみられた突出した平底のものはなく,い ずれ も平底で

ある。胴部や,口頸部の器形は五領 I式同様球形及び「く」の字状を呈するが,やや口

頸部の立ち上がりはゆるやかで,ハケロ整形は胴中位までである。

〈台付甕〉 五領 I・ II式 に比べ出土点数は少なく,わずかに 1点 (第 160図Pl15)である。脚部は

小さく,「ハ」の字状に下方に開き,胴部・口頸部は五領 I・ II式同様球形及び「く」の

字状を呈するが,やや回頸部の形状はゆるやかとなる。ハケロ整形も, I・ H式が下半
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まで及ぶのに対し,月同部中位 までである。

( 壺 〉 五領 I式で11点,同 H式で27点 の出土に対し,該期では 5点であるc底部欠損のもの

が多 く形状を把握できるものが少ないが,五領 I・ コ式で見られた突出した平底のもの

が 1点出土している。胴部は該期以前で見られた下ぶ くれ状のものは認められず,すべ

て球形を呈している。口頸部は五領 H式のように種々な形状が見られなくな り,ほ とん

どが外傾して立ち上がっている。なお, 1点であるが口縁部上位まで折 り返 しているも

のがある。器面は五領 I・ H式で見られた男瞭なハケロ整形痕が見られず,な でられて

いるか,ま たはハケロ整形後なでられている。

〈 邪 〉 出土点数は少なく, 3点である。平底は 2点で,上げ底が 1点である。体部は五領H

式同様内鸞するもの (第 161図 P77)と ,外傾するものがある。器面は五領H式ですべて

なでられていたのに対 し,該期ではハケロ整形が 2点施されている。

〈 鉢 〉 4点出土し,底部は五領 H式同様平底,ま たは上げ底で,体部も内留している。器高

の高いものは内鸞した後口縁部が外傾する。器面は五領Ⅱ式のようなハケロ整形を残す

ものが見られず,なでられたもの 2点,ハ ケロ整形後なでられたもの (第 161図P145)2

点である。

〈高 邪〉 9点出上し,脚部は五領 I・ H式同様ラッパ状,ま たは「ハ」の字状を呈するが,邪

部は皿状に広が り,小 さな稜を付けた後外傾して立ち上がるもの (第 162図 P240)が主で

ある。脚部の穿孔は五領 I・ II式でみられた 3孔のほか, 4孔のもの (第162P247)が 見

られる。器面はすべてなでられている。

〈器 台〉 該期の中で甕に次いで出土点数が多く,23点出上している。脚部は五領 I・ H式同様

ラッパ状に開くものが多 く,「ハ」の字状のものは少ない。受部は五領 I oII式に見られ

た皿状に開いた後直立するものは見 られず,外傾するもの(第 162図P37),外傾 した後さ

らに角度を変えて外傾するもの (第162図P141),内鸞するもの (第 162図 Pl19)な どがあ

る。脚部は 3孔を穿つものが多 く,五領 I・ H式で見られた 4孔・ 6孔 。7子しのうち 4

孔のもの (第162図 P■ 7)がわずかに 1点見られるのみである。器面は五領 I・ II式 同様

なでられているものが大部分で,ハ ケロ整形のものは 2点である。

〈 増 〉 五領 H式 に,ヒベ出土点数は少なく, 4点である。底部は平底だが,底は刈ヽさく丸底に

近 くなってくる。胴部は五領Ⅱ式で球形を呈するものが主であるのに対 し,該期では扁

平化 (第 163図P428)し ている。国縁部は五領 I・ II式同様外傾し,器面はすべてなでら

れている。

〈 甑 〉 浅鉢形のものが 1点 (第 163図 P426)出 上している。器形の特徴は五領Ⅱ式 とほぼ同様

であるが,日唇部に平坦な面をもつ点で異っている。器面は胴部にハケロが残 り,他の
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部位はハケロ整形後なでられている。

「 S」 字状口縁台付甕

当遺跡において, 8点出土している。「 S」 字状口縁台付甕は,回縁部下半が「く」の字状でさ

らに口縁部上半でもう一度「く」の字状を呈 し,あ たかも「 S」 字状に似た立ち上が りを有する

ことから呼称されているもので,祖形は二重県納所遺跡から出上した受口状甕に求められる。こ

の甕は弥生時代の畿内第 4様式に比定され,胴部下半に細かい縦のハケロを施し,頸部には横の

ハケロを付け,胴部上半に刺突文,平行線文,波状文などが施されている。また,一般に器肉は

薄 く,脚部は単口縁の台付甕 (S字状口縁以外の台付甕)よ りも小さい。

当遺跡から出土したS字状口縁台付甕も器肉は他の土器 と比べて薄 く,胴部に細かい縦のハケ

目を施している。胴部上半以上の破片であるため脚部は不明であるが,小さい脚部で器重 をささ

えることは可能である。

茨城県内における出土例は,勝田市三反田遺跡,新治村梶の宮遺跡,鹿島町木滝台遺跡,那珂

湊市富士の上遺跡などがあり,当遺跡のものは三反田,富士の上遺跡出上のものに類似している。

「 S」 字状口縁台付甕の分類は,昭和55年に調査された群馬県元島名将軍塚古墳の報告で行わ

れ,それによるとI～Ⅵ期に分けられ, I期 を 3世紀末,H期を4世紀前半,Ⅲ期を4世紀中葉 ,

Ⅳ期を 4世紀後半,V期を4世紀終末から5世紀初頭,Ⅵ期を5世紀前半に位置づけている。こ

れらの時期区分に基づいて当遺跡出上のものを位置づけると,P90は H期 (五領 I式期),P277・

P387～P389は IH期 (五領H式期),P276・ P419は Ⅳ期 (五領Ⅲ式期)に該当するものと考えられ

る。なお,TP62は小破片のため時期は不明である。

当遺跡において, 5点出土している。棒状浮文壼は,主 として有段をもつ壷の口縁部に棒状の

隆起文を施す手法からこのように呼称され,弥生時代後期から出現し,愛知県高蔵式,静岡県二

本松式,南関東の久が原式などの上器に見 られる。壷の形状はパレススタイル型,広口壷の形を

呈し,平底で,月同部は球形であり,頸部が くびれるか,ま たはやや長 く立ち上がり,口縁部は外

傾 し,口縁部中位まで複合口縁化している。

当遺跡出上の棒状浮文壷は 5点 とも口頸部片である。形状は頸部から外傾し,口縁部下半で段

をもち,後外傾して立ち上がる。口唇部に平坦な面を付け,内面に折 り返して内凸の形をとる。

口縁部外面に縦のハケロを施し, 2～ 4本の断面三角形の棒状隆起文を付けている。

茨城県内における出土例は,千代田村志筑遺跡,鹿島町木滝台遺跡,神栖町ぶたご塚遺跡,勝

田市三反田遺跡,谷田部町境松遺跡,竜ヶ崎市南三島遺跡などがあり,県外では,当遺跡 とほば
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(14)                                     (15)

同様なものが静岡県下野遺跡,同飯田遺跡 (久保田,向原地点)に その出土例が見 られる。

当遺跡の棒状浮文壷は,静岡県東部の上師器集成に基づいて対比すると,静岡県漆畑遺跡,同

籐井原遺跡出土の古墳時代初頭の大廊式と,同広池遺跡などで出土した古墳時代中期の直前にあ

たる広池式の中間に位置すると思われる。従つて,当遺跡で分類 した五領H式の時期に該当する

ものと考えられる。

(3)古墳時代中期 (和泉式期 )

当遺跡から検出された該期に比定されると思われる土器は18点であり,器種は,甕・杯・塊 。

高郷・器台・増・甑などである。五領式期に比べて全体的に出土量は少ないが, これは該期にあ

たる遺構数が少ないことによるものである。和泉式土器については,周知のとおり,昭和15年に

調査された東京都和泉遺跡出上の上器を標式 として命名されたものであり,古墳時代の中期に位

置づけられるものである。当跡における該期の上器は,器形や整形技法等の特徴から,いずれも

中期後半に位置づけられるものと思われる。

〈 甕 〉 4点出上し,底部はやや突出した平底である。胴部が球形のもの (第 159図Pl)2点 ,

長胴のもの (第 159図P72)2点で,口頸部はいずれも「く」の字状を呈するが,五領式

に,ヒベずっと緩やかになる。器面はハケロ整形後なでられている。

〈 郷 〉 1点出上し (第 161図P226),上 げ底で,体部は内鸞している。器面はハケロ整形後ヘ

ラなでされている。

〈 坑 〉 1点出上し,平底で,体部は内脅した後口縁部が直立している。器面はヘラなでされ

ている。

〈高 不〉 3点出上し,脚部はラッパ状で裾部が水平に開いた後上方にはね上がるもの (第 162図

P241)と ,脚部下半が「ハ」の字状に開 くものとがある。不部はいずれも大きく内質 し,

器面はヘラなでか,ハケロ整形後ヘラなでされている。

〈器 台〉 1点出土し (第 162図P248),脚部は小さくラッパ状に下方に開くが,受部は内鸞 して

立ち上がり,上半でくびれた後短かく外傾する。あたかも受部は鉢をのせたような様相

を呈している。器面はヘラなでされている。

〈 lH 〉 4点出上し,体部は完全に扁平化する。口縁部は外傾し中位で直立する。底部はすべ

て平底 と思われ,器面はヘラなでされている。

〈 甑 〉 4点出土し (第 163図P232),いずれも深鉢形である。底部孔は突き抜け,月同部はゆる

やかに内鸞している。 1点だけであるが回縁部が折 り返された複合口縁をもつものが見

られる。器面はいずれも粗いヘラなでが施されている。
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(4)古墳時代後期 (鬼高式期 )

当遺跡から検出された該期に比定される土器は,113点出土している。器種は,甕 。小型甕・郷・

坑・鉢・増・甑などである。 これらの土器は,器形や整形技法等の特徴から,千葉県鬼高遺跡出

土の上器を標式 として区分された古墳時代後期の鬼高 I式,同 H式に対比 して位置づけることが

できる。

当遺跡から出土した該期に比定される土器は,甕・ 小型甕 。杯・坑・鉢・甑などがあり,そ の

ほか,日縁部片であるがlttも 1点出上している。

〈 甕 〉 該期の中で最も多く,48点出上している。底部は平底のものが圧倒的に多く,上げ底

のもの (第 159図 P222)は わずかに 2点である。胴部も長胴のもの (第 159図P184)が 多

く,球形を呈するものは少ない。口頸部の形状は 3種類が認められ,「 く」の字状のもの

17点 ,「 コ」の字状のもの (第 159図 P43)16点,垂直に立ち上がるもの (第 159図 P358)

2点 となっている。なお,他は欠損のため形状不明である。器面はほとんどがヘラなで

されている。

〈小型甕〉 2点出土し,底部はやや突出した平底で,胴部は球形に近いが,五領式に比べやや長

胴である。口頸部は五領式で見 られた「く」の字状を呈するものと,五領式に見 られな

かつた口頸部の直立するもの (第 160図 P224)がある。器面はいずれもヘラなでである。

〈 不 〉 甕に次いで出土点数が多 く,42点である。底部は丸底が圧倒的に多く,平底のもの (第

161図 P48)2点,上げ底のもの 1点で,平底や上げ底は少ない。体部から口縁端部にか

けての器形上の相違から4種類に分けることができ,外傾するもの (第 161図P153),内

鸞するもの (第 161図P365),内鸞した後口縁部との境で稜をもち口縁部が直立するもの

(第 161図P362),同 じく稜をもち口縁部が内傾するもの (第 161図 P251)等がある。この

うち,稜をもち口縁部が直立するものが約半数を占めて最も多い。器面はヘラなでされ

ているものが多く,底部はヘラけずりが施されている。

〈 坑 〉 7点出土し,そのうち五領・和泉式期で見られなかった丸底のものが 6点で,他の 1

点が平底である。体部はすべて内彎し,口縁部との境で形状を変え,内傾する(第 161図

P193)か ,ま たは直立して立ち上がっている。器面はヘラなでやヘラけずりがなされて

いる。

〈 鉢 〉 8点出土し,底部は丸底が多く,平底は 1点である。体部は内鸞し,口縁部で短 く外

傾するもの (第 161図P341)と ,内傾するもの (第 161図 P195)の 2種類がある。器面は
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ヘラなでされており,さ らに内面がヘラ磨きされているものも2点認められる。

〈 対 〉 口縁部片であるが 1点 (第 163図 P318)出 土している。口縁部下位は直立し,中位で外

傾 した後上位でさらに角度を変えて外傾 している。和泉Ⅱ式の様相が残るが,それより

も器肉が薄い。口縁部中位でハケロ整形を残すが,他の部位はヘラなでされている。

〈 甑 〉 3点出土し,いずれも深鉢形のもの (第 163図P340)で,底部に突き抜けの孔を穿ち,

胴部は長月同を呈する。口頸部は角度のゆるい「く」の字状を呈し,甕 と同じ様相である。

器面はいずれもヘラなでされている。

該期に比定される土器の出土点数は少なく,甕 と邪がそれぞれ 1点ずつである。

甕 〉 底部は平底で,胴部は鬼高 I式 よりも長胴化し (第 159図P55),口頸部は「く」の字状

を呈する。器面はヘラなでがなされている。

杯 〉 体部は内鸞し,国縁部との境に稜をもち(第 161図 P54),日 縁部は鬼高 I式にみられた

ように直立しているが,口縁部の器肉が薄 く,器高が高い点で異なり,こ の点が特徴的

である。

集落の変遷

第 1節でのべたように,当遺跡から出土した土器は弥生時代,古墳時代前期から後期,及び中

世に該当するものであるが,本項では,土器片 3片だけの出上で該期遺構の検出されなかった弥

生時代のものや,中世の濤を除き,古墳時代の遺構を前項の上器分類に基づいて I～Ⅵ期に区分

し,各時期ごとに遺構の形態,配置等を考えながら集落の変化を追ってみたい。しかし,一時期

の年数幅は30～ 50年あり,一時期内においても遺構が重複 していることから,当該期の遺構がす

べて同時期に存在 したとは考えられない。

当遺跡は,北から南西に延びてくる標高19～21mの平坦な台地の南西部の緩斜面に立地しており,

調査区域は幅約40m,長 さ約180mで北東―南西方向に細長い範囲であり,住居跡が検出されたの

は,調査区のC～ F区で,北側のA・ B区に存在せず,ま た,F区の南側は水田で,しかも標高

が 2m程低 く,や はり当遺跡 と同時期の遺構の存在は薄 く,集落の南北範囲はC～ F区内におさま

るものと考えられるが,東西にはその分布の状況から広がるものと考えられる。従って,検出さ

れた住居跡は,当然調査区域外の東西に存在すると思われる住居跡 と関わるはずであり,本項に

おける集落の変化を正確に追うことは困難であるので,主に該期遺構の特徴を総括しながら,変

遷のあり方に触れていきたい。
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I期 (4世紀前葉―五領 I式 )

本期に属する遺構は,第 10～ 12・ 15A。 15B・ 51・ 57～ 59。 61号住居跡の10軒である。

住居跡の長軸方向は,N-29°～64° 一Eが 6軒,N-3°～87° 一Wが 4軒である。規模 は長軸

3.4～6.6m,短軸3.2～6.5mで ,長軸 (推定も含む)3.5m未満 1軒 (第57号),3.5m以上 4m未満

2軒 (第 10・ 59号 ), 4m以上4.5m未満 1軒 (第58号 ),4.5m以上 5m未満 3軒 (第 12・ 15B・ 61

号), 5m以上 3軒 (第 11・ 15A・ 51号 )である。形状は長方形が 1軒 (第■号)で,他は方形ま

たは隅丸方形である。炉を有するものは 3軒で,北側及び南東側に配されている。

遺構配置は南側の 6軒 (第 10～ 12・ 15A・ 15B・ 51号)と ,北側の 4軒 (第57～ 59・ 61号)の二

グループに分かれ,いずれも調査区域の南北中央ラインから東側に偏って位置しており,さ らに

それらは円弧状に並んでいる。従つて,東側のエリア外に円形もしくは円弧状に広がるものと考

えられる。規模が 6mを超える第15A・ 51号住居跡を除 くと,概 して小型の住居跡が多い。

なお,第 11号住居跡は第10。 12号住居跡 と,第15A号住居跡は第15B号住居跡と重複しており,

本期はさらに新旧に分けることが可能である。

H期 (4世紀中葉―五領H式 )

本期に属する遺構は,第 4～6A・ 16・ 18・ 20・ 22・ 23・ 25。 27A・ 34・ 36～38・ 40A。 40B。 43・

45・ 48～50・ 52・ 62号住居跡の23軒である。

住居跡の長軸方向は,N-16°～77° 一Eが 8軒,N-0°～89° 一Wが 15軒で,様々な方向を示し,

一定していない。規模は長軸3.8～6.8m,短軸36～6.7mの 間で,大小の住居跡が見られる。長軸

が 4m未満のもの 1軒 (第22号), 4m以上 5m未満 3軒 (第 23・ 38・ 62号), 5m以上5.5m未満 5軒

(第 4・ 5・ 25。 40B・ 5号),5.5m以上 6m未満 4軒 (第 20・ 34・ 40A・ 49号)で,他の10軒 は 6

mを超え,該期の中で最も多 く,住居跡の規模は五領 I式 に比べやや大型化の傾向が見られる。形

状は方形を呈するもの 5軒,隅丸方形が 4軒,長方形が 9軒,隅丸長方形が 4軒,楕円形が 1軒

(第 5号 )である。炉を有する住居跡は,約半数の12軒で,その位置も様々である。床面の状態が

硬 く踏み固められた住居跡は14軒で,柱穴が 4か所以上検出された住居跡は16軒である。

これらの遺構は,F区の一部 と,C～ E区の全域に点在して検出されており, しかも当期の遺

構が最も多 く検出されていることから,当遺跡において最も集落が拡大した時期 と思われる。た

だ当期の遺構の中で,重複 (第40A・ 40B号 )ないし,近接 (第 20・ 23・ 27・ 36・ 37号 )し ている

ものがあり,こ れらを考慮すればさらに本期を細分することが可能である。しかし,いずれにせ

よ該期の住居跡は他時期に比べ密集しており,該期集落の隆盛を窺うことができる。

なお, これらの住居跡から,五領H式に比定される土器が出上していることから,本期は 4世
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紀中葉にあたるものと考えられる。

Ш期 (4世紀後葉―五領Ⅲ式 )

本期に属する遺構は,第 8。 14・ 17・ 21・ 35。 44・ 46・ 47号住居跡の 8軒である。

住居跡の長軸方向は,N-21°～45° 一Wが 3軒 (第 8・ 14・ 17号)で,他の 5軒はN-45～ 73°一

Eである。なお,前者は遺跡の南側部分に検出されている。規模は長軸4.3～ 7.Om,短軸3.9～ 6.3

mで,長軸4.5m未満が 1軒 (第47号),4.5m以上 5m未満 1軒 (第46号 ), 5m以上5.5m未 満 1軒

(第44号 ),5.5m以上 6m未満 1軒 (第 8号), 6m以上が 4軒である。規模は概して大 きく, 5m

以上が 8軒中 6軒である。形状は方形のもの 4軒,隅丸方形のもの 1軒,隅丸長方形のもの 3軒

である。これらの住居跡は,いずれも床が硬 く,炉を有しているものが多い。しかし,第21号住

居跡については,遺構がエリア境界に位置するため半分以上が調査できず,炉の検出に至ってい

ない。柱穴は撹乱のため検出できなかった第46号住居跡を除き,他の住居跡は 3か所以上の柱穴

が検出されている。

以上のように,当遺跡における該期の住居跡は, I期・ Ⅱ期のものに比べ床面もしっかりし,

柱穴も形状,配列等が規則的であり,炉 も設けられ,住居跡 としての諸要件を満すしっかりした

住居跡群 といえる。

これらの遺構の分布状況は,お おむね I期の住居跡を取 り囲む形で位置し,さ らにエ リア西側

に延びる様相を示している。

なお,互いに近接する住居跡 (第46・ 47号)が存在していることから,該期においても,さ ら

に時期の細分ができるのかも知れない。

Ⅳ期 (5世紀後半―和泉H式 )

本期に属する遺構は,第6B・ 53号住居跡の 2軒だけである。

長軸方向は,N-33° 一Wと N-89°一Eである。規模は長軸4.5mと 4.6mで,五領 H・ III式の大形

住居跡に比べ小形である。形状は方形 と隅丸方形を呈し,炉は第53号住居跡で検出されている。

この 2軒の住居跡は,約100m離れて存在 し,C区 とF区で検出されている。

なお,こ れらの遺構が,当遺跡におけるⅢ期以降本期のⅣ期に至るまでの50～60年の空白期間

を経て,集落形成 という形で突如として現れたことは,次への時期,即ちV期の前哺 として,以

後の集落の変遷を追う上で,貴重な遺構であると考えられる。

V期 (6世紀前半―鬼高 I式 )

本期に属する遺構は,第 1・ 24・ 27B・ 29～31・ 39・ 41・ 42・ 54～ 56・ 60号住居跡の13軒である。
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住居跡の長軸方向は,N-62° 一E～N-90°一Wと 多方向を示 し,一定でない。規模 は長軸

2.3～10.6m,短軸2.2～ 9.8mで,長軸3.5m未満 2軒 (第 39・ 60号 ), 4m以上4.5m未満 2軒 (第

24・ 31号), 5m以上5.5m未満 2軒 (第 27B・ 30号 ),5.5m以上 6m未満 4軒 (第41・ 42・ 54・ 55

号),6.5m以上 3軒である。特に,第29号住居跡は10.6× 9,3mと 当遺跡中最大である。形状は,

方形が 5軒,隅丸方形が 2軒,長方形が 6軒である。床の状態が硬いものは 7軒で,炉を有する

ものも7軒である。13軒の住居跡のうち,第 1・ 29・ 39。 41・ 55号住居跡の 5軒は石製品製作跡

であり,いずれも方形で,床面の状態も硬い。

遺構の分布は,すべてC・ D区に存在 し,五領期に比べ,集落の形成は北側へと移っている。

また,石製品製作跡の第 1号住居跡 と第54号住居跡,同 じく29号 と27B号,39号 と30号 (あ るいは

24号か31号 ),55号 と56号 というように,石製品製作跡の近 くに約3.5～ 6m離れて他の住居跡が配

置されている。

これらの13軒の住居跡の時期については,それぞれの住居跡から鬼高 I式 に,ヒ定される土器が

出土していることから,6世紀前半に位置づけられるものと思われる。なお,該期の中で,第24・

29～31号住居跡が重複していることから,さ らに 2～ 3段階の時期に分けることが可能である。

Ⅵ期 (6世紀後半―鬼高H式 )

本期に属する遺構は,第 3・ 19号住居跡の 2軒である。

第 3号住居跡は,N-67° 一Wで,長軸6.4m,短軸6.3mの隅丸方形を呈し,規則的な柱穴 4か

所と炉を西寄 りに有している。第19号住居跡は,N-87° 一Wで,長軸5.Om,短軸4.9mの 方形を

呈し,や はり規則的な柱穴を4か所と,炉を西寄 りに有している。壁高は両者ともやや高 く,比

較的類似性をもった住居跡である。

この 2軒の住居跡は,約44m離れてD区 とE区から検出されたものであるが,V期 と比べて当期

の遺構 も少ないことから,集落の規模は当期に至って縮小化し,さ らに当期以降の遺構が検出さ

れていないことから,当期を最後に集落は衰退 していったものと考えられる。
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表 4 住居跡一覧表

住居

番号
位置 主 (長 )軸方向 平 面 形

規 模
床  面 キ★カ 炉 覆土・状態 出 土 遺 物 時期 備 考

長軸×短軸(m) 盲
ロ

1 N-66° 一W 方 形 66× 65 28-40 普通 8 北側 7層  自然 課種争現発鼻fi続昌|

鬼高

3 N-62'一W 隅 丸 方 形 64× 63 24-54 普通 4 西側 3層  自然 上師器lTN等 2点 鬼高

4 N-39° 一E 隅 丸 方 形 53× 51 40-60 硬い 4 2層 翻 土師器小型甕等 5点 五領

5 Elg8 N-46° 一W 楕 円 形 52× 43(径 ) 7-27 硬い 6 3層  自然 土師器甕等2点 五領

F2a8 N-87° 一E 長 方 形 (61)× 45 10ヽシ20 やや軟 2 6層 殊
【

土師器小型甕等3点 五領 ″ 斎

F2a3 N-89° 一E 方 形 46× 42 15´ ヤヽ20 硬 い 4 6層 然
〔

土師器姿等 9点 和泉 矛
透

E15 N-45° 一ヽV 方 形 56× 54 40～50 5 3層 覆:[
土師器甕等 8点 五領 Sl-10と 重複

El亀 N-84° 一W 方 形 (35)× 32 20～35 やや軟 1 3層  自然 土師器器台 1点 五領
11と

l] N-87・ ―ヽV 長 方 形 52× 46 17～37 硬い 3 4層  自然 土師器台付甕11点 五領
-10。 12と

12 Elde N-32° ―W 万 形 15～25 硬い 7 4層 自然 土師器姿等30点 五領 Sl-11と 重複

N-21・ ―W 隅丸長方形 70X63 25～38 8 中央 3層 自然
土帥器台付 甕等10点

勾玉 1点 五領
Sl-15B・ 50
SK-3と 重複

15A Dljっ N-29° 一E 方 形 66X65 30-34 硬い 4 6層  自然 土師器台付養等10点 五領
Sl-15
と重複

N-45° 一E 方 形 46× 45 30～34 普通 4 4層  自然 土師器甕等3点 五領
51-14・ 15A'
50と 重複

Sl-51と 重複D2i N-0 隅丸長方形 60× 44 25～ 55 硬い 4 中央・西側 4層 暦ヨ|
土師器器台等3点 五領

17 Dl,4 N-43° ―Ⅵ′ 隅丸長方形 (66)× 57 30-55 硬い 5 中央 4層 自然
土師器饗等 8点
須恵器邦 1点

五領

18 E2d` N-56° ―MI 長 方 形 60× (53) 30～ 35 硬 い 3 中央 3層 層尉|

土師器甕等 4点 五領

D2gl N-87° ―MI 方 形 50× 49 40～63 やや軟 4 西狽J 4層  自然
土 帥器外 寺 13点
須 言架 的 占 鬼高

Dlha N-89° ―MI 隅 丸 方 形 59× 57 45～65 硬い 4 4層  自然
玉 1点

五領 SK-9と 重複

Dles N-45° 一E 万 形 64× (62) 20～25 やや軟 3 4層  自然 上師器甕等 4点 五領

Dlc7 N-13° 一MI 方 形 38× 36 15ヘシ20 硬 い 4 4層 覆:t
土師器甕等 4点 五領

Dli0 N-42° ―MI 長 方 形 48× 43 30～40 やや軟 4 5層  自然 土師器 高lTN l点 五領 Sl-31と 重複

D2gl N-90° ―MI 方 形 (43)× 42 34～36 やや軟 | 3層 自然
土
紡 雷埓錘 1睛彬 鬼高

30・ 31と 重務

D2is N-68° ―覇I 長 方 形 50× 44 25～30 やや軟 4
コヒ倶J・ 甲尺
東側・苗網‖ 7層 撹乱 土師器甕等12点

‐
五領

27A Dlh。 N-76° 一MI 長 方 形 60× 44 23～55 やや軟 4 束狽1 7層 自然 土師器甕等18点 五領
Sl-27
と重複

Dl19 N-51° 一MI 長 方 形 (50)X34 23～36 硬い 4 中央 2層  自然 土師器甕等12点 鬼高

DlfO N-53° 一E 隅 丸 方 形 64～90 硬い 8 7層  自然
■ H巾 器餐寺18点
石製品436点 !

鬼高
30・ 31と 重ね

DlgO (N-62° 一E〕 長 方 形 (50)× (42) 硬い 5層  自然 土師器鉢f負 鬼高
51-lυ・ Z4・

29・ 31と 重務

(N-30° 一E) 長 方 形 (44)× (35) 普通 3層 自然 土師器甕等 8点 鬼高
Sl-23・ 24・

29,30と 重惨

N-19° 一W 方 形 56× 54 60-70 硬 い 7 4層 自然 土師器甕等 9点 五領

N-73° 一E 隅 丸 方 形 61× 60 40-50 硬い 4 北東側 5層 指 土師器甕等28点 五領

D2d2 N-36° 一W 長 方 形 60× 37 10-25 硬い 4 西狽1 3層  自然 土師器養等2点 五領 Sl-61と 重複

N-21° ―ヽV 方 形 60× 58 5-20 普通 5 6層 撹乱 土師器台付甕等 6点 五領

N-57° 一E 隅 丸 方 形 48× 45 25-50 普通 5 中央 2 6層  自然 土師器甕等28点 五領

N-0° 隅 丸 方 形 46× 44 25ヽ 945 曖い 5層  自然
百
〔

翻
味

餐
３６

器
口
叩

帥
製

土
石 鬼高

-40Aと

40A N-39° ―W 隅丸長方形 58× (52) 10～25 硬い 2 5層  自然 土師器甕等6点 五領

N-77° 一E 隅丸長方形 52× 37 15～35 やや軟 3 西側 3層 言引|
土師器器台等 4点 五領

N-7° ―E 方 形 59× 57 2-12 普通 2 中火 7層 自然
土師器賽等 2点
石製品150占 鬼高

N-47° 一W 長 方 形 57× 40 25～ 40 硬い 中央 2層  自然
土帥器養等13点 ,為 憂
品 7占.痴煮器細 F

鬼高

D2ce N-54° 一E 隅 丸 方 形 63× 62 20～ 52 硬い 8 東側 4層  自然 土師器甕等6点 五領
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居

号

住

番 位置 主(長 )軸方向 平 面 形
規 模

床  面 主穴務 炉 覆土・状態 出 土 遺 物 時期 備   考
長軸×短軸(m) こ高(cm)

D2a4 N-70° 一E 方   形 52× 50 15-25 硬い 4 中央 8層 自然 土師器器台等10点 五領

N-8°一∬′ 長 方 形 (62)× 52 504‐ 55 やや軟 2 中央 9層 自然
啄 1点 五領 はTAれ こみ

N-45° 一E 方   形 48× 46 10-30 硬い 中央 4層 層ヨ|
土師器饗等19点 五領

N-61° 一E 隅丸長方形 43X39 0-17 硬い 3 中央束側 5層 自卵 土師器饗等 5声 五領

Elb. N-16° 一E 方   形 61× 56 48-65 硬い 4 と2層 自然 土師器饗等6声 五領

C2h2 N-16° 一W 方   形 58× 54 44/‐60 硬い 1 中央 6層 層ξ 土師器甕等13点 五領

Elbe N-70° 一E 隅丸長方形 53× 45 14-64 硬 い 4 18層 妹
〔

土師器増等 2点 五領
Sl-14・
と重複

D2」
1

N-57° 一E 隅 丸 方 形 60× 55 22-50 硬い 5 4層 自然 土師器甕等 5点 五領 Sl-16と 重複

D2ac N-73° 一E 隅 丸 方 形 68× 67 18-102 硬い 4 16層 娼 土師器増等 2点 五領 Sl-58と 重複

C2d2 N-33° 一ヽV 隅 丸 方 形 (45)× 44 0-16 やや軟 1 1層 境乱 土師器高杯 1点 和泉

Cle8 N-15° 一■/ 長 方 形 56X48 8-20 硬い 2 東側 2層 撹乱 土師器片 1点 鬼高

N-15° 一W 方   形 59× 58 46～62 硬い 4 北西側 13層
~昔ト
撹乱 翻 鶉 鱒 警鬼高

壁濤あり,

SD-2と 重

C2es N-50° 一E 長 方 形 71X58 86-44 やや軟 4 6層 指
土眉I“器手づ くね土器
1百 鬼高

馬あり,

)-2と 重複

N-3°―■「 万   形 (34)× 32 9-18 普通 南東側 6屑 撹乱 土師器高郷等2点 五領 SD-3と 重複

D2bs N-51° ―E 隅 丸 方 形 40X(39) 20-30 普通 2 北側 3層 撹乱 土師器片 8点 五領 Sl-52と 重複

N-64° 一E 隅 丸 方 形 39X38 6-12 普通 5層 撹乱 土師器片10点 五領

C2d, N-85° ―E 方   形 26× 24 4-8 普通 2層 撹乱 土師器斐 1点 鬼高

D2e2 N-46° 一E 万   形 47X(46) 12-25 普通 1 3層 自然 土師器片 8点 五領 Sl-36と 重複

D212 N-11° 一¶「 長 方 形 47× 40 8-26 やや軟 3 3層 撹乱 土師器片 2点 五領

3 石製品について

(1)石製品製作跡

石製品製作跡としての決め手となるのは,生産に必要な工作用施設をもち,生産において必然

的に伴う工作道具を保有し,完成された製品あるいは製作途上の遺物を出土することと考えられ

る。生産品である石製品およびその過程を示す未製品,あ るいはそれらに付帯すべき滑石の原石,

砥石および工作用ピットが必要である。このほか,製作跡 としての規定の条件は工作用の諸施設

を有機的関係の下に敷設し,それを空間的に限定された範囲内に設置するひとつのまとまり,す

なわち,広が りの単位を有することも必要である。また,そ こには同時に日常生活に必要な遺物

(土器類)が検出され,製作跡は「生産の場」であると同時に「日常生活の場」をも意味してい

るものと考えられる。

善長寺遺跡における石製品製作跡は,工作用施設が明確にとらえられず,生産に必要な工作道

具 (石錐,のみやたがね等の鉄製品)さ えも検出されなかった。しかし,完成石製品,製作途上の未

製品,及び「日常生活の場」を示す土器類が出土しているが,上記の石製品製作跡としての諸条件

を必ずしも満たすものではないが,出土した石製品の様相から製作跡 として考えることができる。
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石製品製作跡 として考えられるのは,第 1号住居跡 (第 1号製作跡),第 29号 (第 2号同),第

39号 (第 3号同),第41号 (第 4号同),第55号 (第 5号同)の 5軒である。他に,第 3・ 24。 56・

57号住居跡から石製品が出上し,その可能性を窺わせるが,完成石製品が出土していないこと,

未製品の出上が上層からであったりしていること等から,投棄または流れ込みと考えて製作跡か

ら除外した。

5軒の製作跡は,ほ ぼ遺跡の中央のC・ D区から検出され,規模は最大が第 2号製作跡で10.6×

9,8m,最小が第 3号製作跡で2.3× 2.2m,他の 3軒は長軸5.9～6.6m,短軸5,7～6.5mである。

形状は方形 (第 1・ 4・ 5号),ま たは隅丸方形である。長軸方向は,N-53° 一E～ N-66°一W

の間にあり,炉は 3軒 (第 1・ 4・ 5号)が有している。柱穴は第 1・ 2号が 8か所,第 4号が

2か所,第 5号が 4か所で,第 3号では検出されなかった。覆土状況は第 5号で一部撹乱が認め

られるものの,い ずれも自然堆積である。以上から判断すると,当遺跡における石製品製作跡は,

一般的な住居跡と違った点は認められない。

他県の石製品製作跡の例では,工作用ピットと呼ばれる大形のピットを有しており,そのピッ

トの覆土や底面から完成品,未製品,及び石層などが出土しているが,当遺跡の製作跡では,こ

れに類するピットは検出されていない。ただ,いずれの製作跡からも大形のピットが検出されて

いるが,こ れらは石製品が多 く検出された位置からは遠 く離れており, しかも覆土や底面からそ

れらの石製品が見られず,単なる住居跡の貯蔵穴と判断した。

(2)製作跡の時期

5軒の製作跡の時期については,第 4節 2頂のV期でも触れたとお り,出土遺物等から鬼高 I

式期に位置づけられるものと思われる。当遺跡は祭祀遺跡ではないが,亀井正道氏の祭烹E遺跡の

研究によれば,4世紀末から7世紀中葉までを6期に区分し,第 1期を 4世紀末から5世紀前半,

第 2期を5世紀中葉,第 3期 を 5世紀末から6世紀初頭,第 4期を6世紀前半から中葉,第 5期

を6世紀後半から7世紀初頭,第 6期を 7世紀前半から中葉としている。この 6期の区分にあて

はめてみると,当遺跡の製作跡は鬼高 I式期であることから,第 3～ 4期にあたり,中でも6世

紀の第 2四半期 と考えられる。

(3)出 土石製品

当遺跡で製作された石製品の種類は剣形品 (双孔・単孔),有孔円板 (双孔・単孔),勾玉,臼

玉,管玉,紡錘車である。これらの石製品の出土は,製作跡によりその種類が異なり,次のよう

になっている。第 1・ 2号では紡錘車を除き5種が,第 3号が臼玉,第 4号が勾玉・管玉を除く

4種,第 5号が管玉 。紡錘草を除 く4種が出上している。
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○印が当該遺構からの出上である。

石製模造品の中で最も典型的な遺物で,鉄製

品の剣を模 して,作 られている。身幅よりも刀

長が長 く,柄部には刀剣の目釘孔を表したとさ

れている単孔を穿つ場合が多いと一般的にいわ

れている。当遺跡出上の剣形品で双孔のものは

9点出土し,単孔のものは29点 である。

銅製品の鏡を模 して作 られた祭祀品で,双孔のもの,中央に単孔を穿つもの,無孔のものの 3

種がある。なお,鏡を模 した説の他に,中央に単孔を穿つものは紡錘草を模 し,無孔のものは双

孔,単孔円板の未製品と考える説がある。当遺跡出上の有孔円板は,双孔のもの19点 ,単孔のも

の 4点で,無孔のものは出上していない。

一般的に,玉類の中では臼玉について多く出土し,

断面が丸く,形が良 く整い,丁寧なつくりであるが,

上の勾玉は扁平な板状のものである。

硬玉,碧玉,メ ノウのような玉製のものは,

石製模造品は扁平な板状である。当遺跡出

一般的に,石製模造品の中で最も数多 く出土する。大きさはほぼ一定で,両面を平坦に磨き,

側面中央に稜をつけるソロバン玉に丸味をもたせたような形のものや,あ るいは稜がなく側面が

丸味をもち,太鼓胴になった形のものが多く, この他に,円筒形で,管玉を切断して作つたよう

な形のものがあり,工作上では雑なつくりの部類に属するといわれている。当遺跡のものは,円

筒形で,管玉を切断して作ったような雑な形のものが多い。

管玉は,一般的に出土点数が少なく,ま た,未製品や破損品も少ない。これは穿孔の困難さが

原因と思われ,未製品は大事に扱い,破損品は臼玉に使用されたものといわれている。当遺跡で

は完成品 4点が出上している。

一般的に,実用品 として使用することも可能なものが多 く,紡錘草の模造品と思われる小型品

あるいは扁平品は少数出土 しているといわれている。当遺跡からは 3点出上 してお り,実用品 と

して使用することも可能なものは 1点である。完成品は 1点だけで第24号住居跡から出土 してい

る。

剣形品 百孔円板 勾玉 臼 玉 管 玉 紡錘車

第 1,2号 ○ ○ ○ ○ ○

第 3号 ○

第 4号 ○ ○ ○ ○

第 5号 ○ ○ ○ ○
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(4)石製品の製作工程

当遺跡から出上 した石製模造品の中には,製作工程を示すそれぞれの段階の出土品があり,こ

れらの出土品から製作工程を窺い知 ることができる。

剣形品は,第 1号住居跡の出土石製品の欄で記したように,荒割 り→形害」り→研磨→穿孔→完

成の順で製作工程が進められたと考えられる。

荒割 り品は,滑石の原石から剣形品に必要な分だけを打ち割つたもので,種々雑多な形をして

いるが,先端部が剣形のように細 くなっている。(PL95)

形割 り品は,荒割 り品をより剣形品に近 く形を整えたもので,さ らに板状に近 くなり,ま た側

面を細かく打ち欠いで形を整えている。(PL95)

研磨品は,形割 り品を砥石で研磨したもので,側面だけ研磨 したもの,側面のほかに両面を研

磨したものがある。これらのことから,研磨工程は側面→両面の順で行われていたものと考えら

ヤ化る。(PL96)

穿孔品は,研磨品に孔を穿ったもので,すべて柄部に穿孔され,身の部分に穿孔されたものは

ない。穿孔は単孔 と2孔があり,単孔の場合は柄の中央に, 2孔の場合は柄の両側寄りにバラン

スよく穿たれている。(PL96)

完成品は,穿孔品をさらに研磨して仕上げたもので, 6点 (第 156図Q59)出 土している。完成

されたものは製品として製作跡の外へ運ばれることを考えれば,出土点数が少なくても当然かも

知れない。

破損品は,穿孔中に孔の部分が破壊してしまったもの (PL96)1点 ,研磨の途中で身の部分が

折れてしまったもの (PL96)3点 である。身の部分が柄の部分よりも細いため割れやすいと考え

らヤ化る。

有孔円板も,第 1号住居跡の出土石製品の欄で記したように,形割 り→研磨→穿孔→完成の順

で製作工程が進められたものと考えられる。剣形品と同様に荒割 りの工程があると思われるが,

当遺跡の製作跡から荒割 り品は出土せず,その状況は不明である。

形割 り品は,形を円板状に整え,研磨を行わないで打撃だけで形を整えている。(PL99)

研磨品は,形割 り品を研磨 したもので,両面を研磨したもの(PL99),両 面の他にさらに側面を

研磨したもの (PL99)に 分けられ,側面のみ研磨したものが見られないことから,研磨工程は,

まず両面を研磨し,あ る程度扁平にした後側面を研磨したと思われる。従って,剣形品の研磨工

程とは逆な方法で研磨が行われていることになる。
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穿孔品は,研磨品に孔を穿ったもので,双孔 (PL97)と 単孔 (PL97)が ある。双孔のものが19

点,単孔のものが 4点出上しており,双孔のものが圧倒的に多い。双孔のものは円板の両端に穿

孔し,孔 と両端のバランスがよくとれている。単孔のものは,円板の中央に穿孔したものが 2点

で,そのほか,円板の一端のみに孔を穿ち,他の一端にこれから穿孔をしようと思われるもの(PL97)

2点である。全体にまだ粗雑な面が多 く,研磨を必要とする部分が多い。

完成品は,安孔品の両面,及び側面全体を丁寧に研磨して仕上げたもので,第 1・ 5号製作跡

から1点ずつ計 2点 (第 153図Q2。 第155図Q42)出上している。出土点数が少ないのは,剣形品

の完成品と同様,同 じような理由によるものと思われる。

破損品は,穿孔後に孔を中心に横に割れたもの (PL97)2点 ,穿孔後に中央から縦に割れたも

の (PL97)2点,研磨中に中央から縦に割れたもの (PL97)1点である。孔を穿つ作業とその後

の研磨作業が困難であったことが窺える。

勾玉は, 1軒の製作跡からの出土点数が少数のためその製作工程をつかみ得ないが,第 2号製

作跡や第42号住居跡出上の勾玉から総合的に判断すると,形割 り→研磨→穿孔→完成の順で製作

工程が進められたと思われる。剣形品と同様に荒割 りの工程があると思われるが,当遺跡から荒

割 りの工程を示す勾玉は出土しなかった。

形割 り品は,円形または楕円形にしたもの,即ち荒割 り品に腹部の「えぐり」と思われる「く」

の字状の切 り込みを入れたもので,当遺跡のものは彫刻刀状の鉄製品で削 り取ったような鋭利な

痕を残している (PL105)。 第 1号製作跡で 6点,第 2号製作跡で 4点,第 5号製作跡で 1点出土

し,そのほか,製作跡以外の第 1号堀から1点出土している。

研磨品は,全体で 1点だけ出上している。形割 り品の両面,及び側面を研磨したもので,第42

号住居跡から,「 えぐり」の部分を含めどの部位 も丁寧に研磨された勾玉が (PL105)出土してい

る。その他のものは出土していないので,研磨工程は明確でない。

穿孔品は,研磨品に単孔を穿ったものと思われるが,当遺跡からはその工程段階のものは出土

していないため,不明である。おそらく,剣形品や有孔円板と同じ様に充分な研磨をしないうち

に穿孔したものと思われる。しかし,前出の第42号住居跡出上の研磨品を観察すると,穿孔だけ

を施せば完成品となるため、研磨後に穿孔する工程 と,穿孔後さらに研磨 して仕上げる工程の両

者があったものと考えられる。

完成品はっ穿孔品をさらに研磨 したもので,第 14・ 42号住居跡,第 2・ 3製作跡からそれぞれ

1点ずつ計 4点出上している。第 3号製作跡出土の勾玉は子持勾玉である。

臼玉は最も多く出土し,他の石製品と比べその数量は群を抜いている。当遺跡でも,各製作跡
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から出土した石製品のうち臼玉が最 も多く,全体の90%を 占めている。臼玉の製作工程について

は,第 2号製作跡にあたる第29号住居跡の出土石製品のところで記したように,面取 り→穿孔→

研磨→完成の順で進められたものと考えられる。しかし,剣形品と同様に荒割 りの工程があるも

のと思われるが,それらの工程を示す臼玉は見られなかった。

面取 り品は,原石から割 り出したもの (荒割 り品)を 5～ 7角形に調整したもので,両面は凹

凸な面を残すが,側面を 5～ 7角形に研磨している。なお,剣形品や有孔円板に見られる形割 り

の段階と穿孔前の研磨の段階を併せて,こ こでは面取 りという工程にした。 また,面取 り品の中

に 8点ほど穿孔途中のものがあるが,孔が買通してないので面取 り工程として扱かった。

穿孔品は,面取 り品の中央に孔を穿ったもので, この穿孔方法は,穿孔途中の未製品の状態か

ら,上面から中ほどまであけた後,さ かさまの下面から残 りの部分を逆方向にあけたと考えられ

る。

研磨品は,穿孔品の側面を研磨 したもので,かなりの容量を研磨するらしく,穿孔品の半分以

下の太さまで円形に磨 り落 としている (PL98・ PL100～PL104参照)。 しかし,両面はまだ研磨さ

れていない。父」形品,有孔円板,及び勾玉の石製品と,ヒ較すると,研磨→穿孔の順が臼玉だけ逆

の工程で進められている。小さな石製品に孔を穿つ工作が困難であることや,研磨後の穿孔過程

の失敗による研磨労力を無駄を無 くすため,他の石製品とは逆の工程を生んだのではないかと判

断される。

完成品は,研磨品の両面を研磨 して仕上げたもので,40点出上している。製品の厚さは一様で

なく, 2～ 4 11ullと なっている。完成品の数は,他の石製品と同じ様に未製品に上ヒベて非常に少な

い。

破損品は,穿孔中に孔を中心にして半分割れたもの (PL98・ PL100～PL104)121点,研磨中に

割れたもの33点である。臼玉は他の石製品と違い小さな製品であるため,安孔にしても,穿孔後

の研磨にしても割れやすく,製作上での困難さが窺える。

当遺跡から出上した管玉は 4点 (PL98)と 少なく,しかもすべて完成品であるため,管玉の製

作工程を把握することはできない。

4点の管玉は,第 1号製作跡 (2点 ),第 2号製作跡 (1点 ),及 び製作跡以外の第20号住居跡

(1点 )か ら出上しており,前述のようにいずれも完成品で,長さ1.4～2.4cm,直径 4～ 6 11ull,孔

径1.5～ 2 11ull,重 さ0.6～0.9gで ある。両面及び側面を丁寧に研磨し,孔は買通 している。

なお,第20号住居跡から出土した管玉は,第20号住居跡と重複する第 9号土坑からの流れ込み

とも考えられる。また, これらの管玉は,それ以外に製作工程を示す未製品の出上が見られない

ことから,他の製作地から運ばれてきたとの考え方をもつこともできる。
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紡 錘 車

製作跡からの紡錘車の出土は,第 4号製作跡からの 1点 (PL107)で,他は第24号住居跡の 1点

(PL107),第 1号堀の 1点 (PL107)である。このうち,第 1号堀からの出土紡錘車は,堀 と第 5

号製作跡が重複していることから,第 5号製作跡に属する可能性が高い。

製作工程については,第 24号住居跡出上のものが完成品であり,他の 2点は未製品であるもの

の 1製作跡からの出上ではないため正確に把握できないが,こ の 3点を比較するとある程度の工

程)買 をつかむことができ,荒割 り→形割 り→穿孔→研磨→完成の1頃 で進められたものと考えられ

る。

荒割 り品は,原石から中央が盛 り上がった円板状のものを作 り出し(PL107,第 1号堀出土),

彫刻刀状の鉄製品で両面を鋭利に削 り落 としている。

形割 り品は,荒割 り品の盛 り上がった中央を平たく削り,同時に側面を斜めに削り落として我

頭円錐形にする(PL107,第 4号製作跡出土)。 やはり鉄製品を使用して各方向から飢利に削って

いる。その後,穿孔→研磨の工程を経て完成するものと思われる。

紡錘車の出土は 3点 と少ないが,製作工程を示す出土品があることから,当遺跡の製作跡の中

で紡錘車の製作が行われた可能性 も考えられる。

(5)石製品の出土割合

各製作跡から出上した石製品を種類ごとに分けたものが第167図である。これによると,第 1号

製作跡からの出土品の割合は剣形品55.2%,有孔円板25.6%,臼玉13.9%,勾玉4.1%,管玉1.2%

で,剣形品や有孔円板が多い。これに対し,他の第 2～ 5号製作跡では圧倒的に臼玉が多い。こ

のことは,各製作跡ごとの器種別生産量の分担が存在していたのかも知れないが,各製作跡にお

ける完成品の搬出による遺存量のちがいや,生産技術の高低による未製品・破損製品等の遺存量

の相違により,必ずしも断定できない。ただ,臼玉の生産においては,生産工程の困難さからく

る未製品 。破損品がかなり生じるはずであろうから,第 1号製作跡から臼玉の出土が他に比べ少

ないことは,その生産が低かったものと考えられる。
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土坑・濤・ 堀について

(1)土 坑

当遺明から検出された土坑は11基である。検出位置は第 3節の遺構の頂で述べたとお り,C2区

に4基,Dl区に4基,E2区 に 3基である。形状・規模は楕円形が 6基,長方形が 4基,円形が 1

基で,長径ないし長軸が lm未満のものが 2基,lm以上 2m未満が 1基,2m以上の ものが 8基

である。長径軸方向はN-76°一W～ N-90° 一Eの 間にあり,特性,規則性はみられない。壁や底

面の状況は壁が垂直に立ち上がるもの 9基,外傾 して立ち上がるのが 2基で,壁高が50cm未満が

9基,50cm以上が 2基,底面が平坦なものが 9基,皿状が 1基,坑状が 1基である。

遺物が出上し,時期が判明しているものは第 1, 4～ 6,10号土坑の 5基で,第 1号土坑が五

領 I式,第 4号土坑が五領H式,第 5号土坑が鬼高 I式,第 6・ 10号土坑が五領Ⅲ式の上器をそ

れぞれ底面から出土しているため,土坑構築の時期 も出土土器の時期と大差はないと思う。残 り

の 6基で大まかに時期が判明するのは第 3・ 9・ ■号土坑の 3基で,第 3号土坑は第 14号住居跡

によって切られているので五領Ⅲ期よりも古 く,第 9号土坑は第20号住居跡を切っているため五

領H期より新しく,第11号土坑は第29号住居跡によって切られているため鬼高 I期よりも古いと

考えられる。

用途はほとんど不明であるが,第 5号土坑の遺物出土状況が底面一面に置かれているような状

態であるため,鬼高 I期の貯蔵穴か使用済の土器を捨てた場所と考えられる。

(2)溝

当遺跡で検出された濤は 2条である。検出位置は遺跡南部のEl区に第 1号濤,遺跡中央のC2区

に第 2号濤である。規模・形状は第 1号濤が上幅110～ 150cm,下幅100～ 144cm,長 さ5.5m,深 さ

14～54cmで壁は底面から垂直に立ち上がっている。第 2号濤は上幅72～ 156cm,下幅34～ 60cm,長

さ17.3m,深さ58～70cmで壁は底面から外傾して立ち上がっている。第 1号濤には北狽」にピットを

有し,第 1・ 2号濤とも南側に向かうほど底面のレベルが低 くなっている。

出土遺物は第 1号濤から五領 正式の小型甕が出土しているが,第 2号濤は皆無である。時期は

第 1・ 2号濤 とも不明である。

用途は 2条 とも定かではないが,第 2号濤は第 1号堀につながって消滅するため堀の付属施設

か,堀を利用した後世の排水路 と考えられる。
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(3)堀

当遺跡から検出された堀は 1条である。検出位置は北側のB2区から中央のC2区 にかけて「 L」

字状に鸞曲して検出されている。上幅が240～328cm,底 面幅80～134cm,深 さ104～ 140cm,長 さ74.8

mで,箱薬研状に掘られている。

出土遺物はB2亀 区の覆土から内耳土器が出上しており,唯―の時期判定遺物である。中世の内

耳土器であることから,堀の時期 も中世 と判断される。

1点の遺物 と堀の規模・形状から判断すると,北東側エリア外に存在する中世の館か寺院を中

心に囲んだ堀の一部が,当遺跡に検出されたものと考えられるが,推定の域を出ない。
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第 7章 小田林遺跡

第 1節 遺跡の概観

当遺跡は,茨城県結城市小田林字ニッ家1,518の 2ほかに所在し,面積は23,507m2でぁる。現況

は畑と果樹園,及び,水田と一部に宅地も含まれている。当遺跡は結城市の北西部にあたり, J

R水戸線小田林駅の南西約 ll‐d,市域を東西に走る国道50号線 と新 4号バイパスの交点より南ヘ

約500mに 位置している。西方約500mに は,栃木県との県境をなす江川が南流し,江川に沿った沖

積地には水田が開けている。当遺跡はこの水田に面する台地の西縁辺部に立地しており,標高は

33～37mである。また,当遺跡を分断する様に,江川からの小支谷が調査区のほぼ中央付近に西か

ら東に入 り込み,幅約25mの谷津田を形成している。遺跡は幅東西約40～ 75m,長 さ南北約460m

と南北に長 く,北 と南から遺跡内の谷津田へなだらかに傾斜している。谷津田との比高差は遺跡

の南部で約 4m,北部で約 2mと なっている。新 4号バイパス路線上には,国道50号線を挟んで当

遺跡の北方約150mに,古墳時代の住居跡が検出された本田遺跡,南方約300mに は古墳時代の集落

跡が検出された善長寺遺跡がそれぞれ所在している。

当遺跡からは縄文時代の住居跡 2軒,古墳時代の住居跡37軒,竪穴遺構 2基,土坑85基,炉穴

15基,井戸 3基,濤 6条,堀 4条が検出され,遺物が土器収納箱に約110箱出土している。また,

これらの遺構は,遺跡の西から東に入り込む小支谷を挟み合うように,調査区の中央付近に検出

された古墳時代前期の遺跡群 と,南側に検出された縄文時代前期の遺構群 とに大別できる。

なお,小田林遺跡の中央部を東西に走る市道を境 として,便宜上,その南側を 1次調査区 (昭

和61年度,■ ,336m2),北側を 2次調査区 (昭和62年度,12,171m2)と 呼称することにした。
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第 1図 小日林遣跡地形図
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第 2節 調 査 経 過

小田林遺跡は,昭和61年 9月 1日 に発掘調査を開始し,昭和62年 10月 31日 をもってすべての調

査を完了した。以下, 1年 4か月にわたる発掘調査の経過について,月 ごとに言己述する。

昭和61年度

9 月  1次 調査区内の桑木,雑木の伐開及び上物の除去作業を行い,調査区を設定した。 8

分の 1の トレンチ発掘を実施 したが,F3・ G2・ G3・ H2・ H3・ 12・ 13区 は,土取 りが行

われており,遺構 もG2・ G3区 に数軒確認しただけであった。

10 月  遺構が希薄で,遺物 も少ないため,さ らに4分の 1の トレンチ発掘を実施した結果,

新たにG2・ G3・ H2。 H3区 を中心に住居跡 と思われる落ち込みを検出し,主に古墳時代

の前期に属する土器が出上した。また,Ll・ L2区 を中心に住居跡 と思われる落ち込みを

検出し,縄文時代の前期に属する土器が出上した。12・ 13・ J2。 K2区からは遺構は検出

されず,遺物 も表土層から極少量しか出上しなかった。中旬から遺構が確認されたF2・

F3・ G2・ G3・ H2・ H3区 について重機による表土除去を実施 し,住居跡20軒,土坑27基 ,

炉穴 5基,濤 1条 を確認した。

11 月  F2・ G2・ H2区の遺構調査を開始し,住居跡 8軒,土坑 4基,炉穴 2基の調査を実施

した。この調査区は造園業者が使用していたため,遺構の大半は,土取 りやゴミ穴によっ

て撹乱や削平をうけており,壁の確認ができない遺構 も見 られた。

12 月  F3・ G3区の遺構調査を進め,住居跡 7軒,土坑16基,炉穴 3基の調査を実施した。土

坑の大半は出土遺物もなく時期不明であったが,第 6号土坑の底面直上から石棒が出土

した。また,炉穴から縄文時代の早期に属する土器片が出上した。

1 月  G3・ H3区の遺構調査を進め,住居跡 5軒,土坑10基,井戸 3基,濤 1条の調査を実

施 した。下旬より並行して,Llo Ml区 を手掘 りによる表土除去を開始した。

2 月  先月に引き続きL2・ M2区について手掘りによる表土除去を実施するかたわら,F3・ G3・

H3区の遺構調査を行い,土坑 7基,濤 1条の調査を実施 した。9日 には,埼玉県県民部

県史編纂室係長増田逸朗氏を招いて班内研修会を開いた。

3 月  Ll・ L2・ Ml・ M2区の遺構調査を進め,住居跡 2軒,土坑20基,濤 1条の調査を実施

し,第 1次調査区について調査を終了した。遺構の多 くは,調査区中央の谷津田寄 りの

G2・ G3区 に集中していることが半」明した。

昭和62年度

4 月  第 2次調査区のうち神明神社境内であったC3・ C4・ D3・ D4区の雑木の伐開及び上物の

除去作業を実施した。下旬よりE2・ E3・ F2・ F3区 について 8分の 1の トレンチ発掘を開
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5 月

6 月

7  月

8 月

9   月

10  月

始した。

先月に引き続きA3・ B3・ B4・ C3・ C4・ D2～D4区 について トレンチ発掘を実施した。

調査区の北側部は土取 りによる削平を受けており遺構 もなく遺物も希薄であつたために,

さらに4分の 1の トレンチ発掘を行つた。その結果,C4・ D2・ D3・ D4・ F2・ F3区 を中

心に古墳時代の前期に属する土器片が出上し,竪穴住居跡が検出された。

F2・ F3区 は,土層が10～ 15mと 浅 く重機による表土除去は困難と判断し,手掘 りによ

る表土除去を開始するかたわら,表上の厚いC4・ D2～D4区は重機によって表土除去を実

施した。この結果,住居跡23軒 ,土坑29基,濤 3条を確認 した。また,D3区の北側部は

上取 りされ,D3・ D4区 には,大 きな抜根跡が数か所あることも判明した。

F2・ F3区の遺構調査を進め,住居跡 8軒,土坑20基,炉穴 7基,濤 1条の調査を実施

した。また,F2・ F3区の北側部は削平されており,土層の観察と土器の出土状況から,

その上がE3区 に盛土されて陸田に利用されていたことも判明した。C3・ D3・ D4区の神明

神社境内であつたところには,大 きな木株が多 く取 り残されており除去するのが困難で

あつた。

C3・ C4・ D3・ D4区 の遺構調査を進め,住居跡 9軒,上坑14基 ,濤 3条の調査を実施し

た。住居跡の多 くは,木の根や土取 りによってこわされ,遺存状態はよくなかったが,

第36号住居跡から完形に復元できた土師器の大型壺形土器が出土した。

先月に引き続いてC3・ C4区の遺構調査を進め,土坑 2基,堀 4条,炉穴 1基の調査を

実施 した。堀 4条 は濤 として確認したものであつたが,調査によって神明神社を囲むよ

うに北東側 と南西側に検出された。また,調査区のE3区 を中心とした谷津田部は水田跡

の存在が予想されたため,層位ごとに重機による表土除去を行つた。しかし,泥炭層,

砂層,粘土層を確認しただけで,水田部は検出できなかった。

補足調査を実施する一方,20日 に航空写真撮影,24日 に現地説明会を行い,30日 には

小田林遺跡のすべての調査を終了した。
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第 2図 小田林遺跡周辺図
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第 3節 遺構 と遺物

当遺跡で検出した遺構は,住居跡39軒,竪穴遺構 2基,土坑85基,炉穴15基,濤 6条,堀 4条 ,

井戸 3基である。

住居跡は遺跡の中央部に入り込んだ谷津田を,南側 と北側から挟むように形成された台地縁辺

部のC～G区にかけてと,南端のL区から検出され,北側のA・ B区 ,南側のH・ JoK・ L区

からは検出されなかった。調査区域が南北に細長 く,エ リア外にかかる住居跡もあることから,

遺跡の分布 (集落の範囲 )は ,さ らに東西に広がるものと思われる。なお,古墳時代の住居跡が

検出された調査区を中心に,土取 りやゴミ穴,抜根跡が数多くあり,遺構・遺物の遺存状態は悪

く,一部は壁の確認ができない住居跡もあった。住居跡の時期は縄文時代前期 2軒,古墳時代前

期36軒,時期不明 1軒である。なお,住居跡番号 (竪穴遺構を含む)は 41号 まで付したが,第 38・

41号住居跡は,遺物の出土もほとんどなく,炉,柱穴も検出されなかったため,竪穴遺構 とした。

また,C3・ C4区 を中心とする地区にも遺構の検出が予想されたが,後世の土取 りによって削平さ

れており,遺構の確認はできなかった。

土坑はC～H区 。L区を中心に検出され,縄文時代早期の炉穴はF2・ F3・ G2・ G3区 を中心に検

出された。濤 と堀はC～ I区・L2区 に検出されている。井戸はF2・ H2・ H3区 に各 l基ずつ検出

されている。土坑,濤,井戸については,遺構に伴うと思われる遺物の量は少なく,しかもほと

んどが破片で,その時期や性格を判断することはできない。

遺物は,ほ とんどが住居跡から出土したもので,上師器,石製品,上製品などである。土師器

には,甕形土器,壷形土器,不形土器,坑形土器,甑形土器,器台形土器,ltl形土器,高不形土

器, ミニチュア土器などがある。その他,土坑から縄文式上器の深鉢形土器や石棒が出土してい

る。
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1住 居 跡

〔1〕 縄文時代前期

第22号住居跡 (第 4図 )

本跡は,当遺跡の南部のLlg8区を中心に確認され,遺構の中では最も南側で,第23号住居明の

南側約■mに位置している。

平面形は,南東コーナー部を掘 り過ぎたため,不整長方形を呈しているが,本来は長軸3.64m,

短軸3.16mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-21°一Eであったものと思われる。壁はロームで締まっ

ており,外傾しながら立ち上がっている。壁高は 8～22cmである。西壁から南壁にかけては掘 り

込みが浅 く,遺存状態が悪い。東壁 と西壁は,幅 lmにわたって,試掘のため削平されている。床

面は,中央がわずかに低 くなっているため,緩やかに傾斜しており,全体的に締 まっている。炉

は,中央に位置し,長径36cm,短径31cmの 楕円形状に焼上が検出された地床炉であり,焼上が 2

～ 3 cmの厚さに堆積していただけである。炉床は熱により赤変硬化している。ピットは■か所検

出され,規模や配列からP6・ P7・ P9・ Pllが柱穴 と思われる。柱穴の規模 は径 17～35cm,深 さ

10～15cmで ある。PI～P4の規模は,径38～61cm,深 さ33～59cmで あるが,炉を中心 として径80cm

bl hl hl

A 36.6m

0               2m

⑮

，

いШhl01いロ

〆
一

第 4図 第22号住居跡実測図
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の内側に位置しており,柱穴 としては炉に近すぎて疑間が残る。P5° P8は北壁下に検出され,規

模,形状から推察して,木根跡の可能性が強い。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子,炭化粒子,焼土粒子を微量含む暗褐色土が堆積し,締 まっている。

遺物は,住居跡の南側の床面や覆上下層から縄文時代前期黒浜式の土器片が77片出上し,その

ほか磨石 1点,チ ャー トの象」片 1点が出土している。

峰

7
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鞠 静
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露

第 5図 第22号住居跡出土遺物拓影図

出土土器

第 5図 1～25は ,第22号住居跡から出土 した縄文式上器片の拓影図である。 1～ 5は 口縁部片

である。 1・ 2は波状口縁を呈し, 1は 口縁が薄 く,口唇を丸 くおさめ外面に 3本 1単位の押引

文が 2列横位に施されている。 2は 2本組の撚糸文が雑に施されている。 3は 口唇 に押圧, 4は
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口唇にキザミが施され,3・ 5は外面に単節RLの縄文を斜位に,4は外面に縄文が雑に施されてい

る。

6～25は月同部片で, 6～ 8は半我竹管による沈線文が施され,菱形に構成された一部が窺われ

る。 9は短沈線を縦位に,10は 太い沈線が横位に施されている。11～ 19は縄文が施されている。

11～ 16は 単節RLの 縄文,17は 単節LRの 縄文,18・ 19は 無節 Rの縄文が斜位に施されている。

20～ 25は 撚糸文が施されている。20は 2本組の撚糸文が斜位に,21は横位に,22は 雑に,23は 単

節RLの縄文を施した後,更に,交差するように撚糸文が施されている。色調は褐色,に ぶい褐色

が多く,胎上に繊維が多量に含まれている。焼成はやや不良である。

第23号住居跡 (第 6図 )

本跡は,当遺跡の南側Lld7区 を中心に確認され,第22号住居跡の北側約1lmに位置している。

北西側で第46号土坑 と重複しているが,本跡の床面を掘 り込んでいることから本跡の方が古い。

平面形は,長軸4.38m,短軸3.25mの やや西側の幅が狭 くなる隅丸長方形で,長軸方向はN―

75° 一Eである。壁はロームで締まっており,北壁,西壁,南壁は外傾して,東壁はやや掘 り過ぎた

ためごく緩やかな弓状を呈しているが,本来は他の壁 と同じように外傾していたものと思われる。

壁高は 6～ 18cmで ある。北東コーナーは,他のコーナー部より緩やかな曲線を呈している。床面

は平坦で,全体的に締まっている。炉は中央からやや西寄 りに位置し,南側は撹乱坑によって切

られ,長径53cm,短径50cmの不定形を呈しているが,本来は長径80cm,短径50cmの楕円形状を呈

していたものと思われる。深さは 5 cmほ ど皿状に掘 りくばめられた地床炉である。炉内には,焼

土粒子,炭化粒子を少量含む暗褐色上が堆積し,炉床は赤変硬化しブロック状にゴツゴツしてい

る。ピットは 6か所検出され,柱穴はPl～P4・ P6が考えられ,規模や配列からPl～P4が主柱穴 と

思われる。主柱穴の規模は径29～36cm,深 さ14～29cmで ある。主柱穴はほぼ対角線上に位置し,

柱間の長さは,東西2.30～ 2.46m,南北1.60～ 1.80mで ある。P5の規模は,径34cm,深さ48cmで ,

炉の北側をわずかに切 り込んでいることから,本跡に伴うものとは考えられない。P6は炉の北側

約30cmに位置し,規模は径32cm,深 さ55cmで ある。

覆土は 1層で,ローム粒子,炭化粒子を少量含む黒褐色土が堆積し,締 まっている。

遺物は,住居跡の東側の床面や覆土下層から縄文時代前期黒浜式の土器片が30片,軽石 1点が

出土している。接合できた土器片はない。

出土土器

第 7図 1～13は ,第23号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 1～ 3は 口縁部片

で, 1は 2本組の撚糸文, 2・ 3は単節RLの縄文が斜位に施されている。
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4～ 11は胴部片である。4～ 7は単節の縄文が施されている。4は単節RLの縄文が斜位に,5

は単節LRの縄文が斜位に, 6・ 7は斜位に施した縄文が雑に認められる。 8～ 10は撚糸文が斜位

に施されている。■は沈線が施されている。

12・ 13は底部片である。12は単節LRの縄文が斜位に,13は斜位に施された縄文がわずかに認め

られる。色調は褐色,にぶい褐色が多 く,胎土は多量の繊維を合み,焼成はやや不良である。

〔2〕 古墳時代前期

第 1号住居跡 (第 8図 )

本跡は,F2g8区 を中心に確認され,第 2号住居跡の東側約 2mに位置している。本跡の南東側

に位置する縄文時代早期の第 1号炉穴 と重複しているが本跡が壁を掘 り込んでいることから,本

跡が新しい。本跡は,当遺跡の中央部を東から西に横切る市道が北側に存在しているため,北東

コーナー部は境界杭によって,径30cmの穴があいている。

平面形は,長軸2.65m,短軸2.48mの 隅丸方形で,長軸方向はN-11° 一Eであったものと考えら

れる。壁はロームで硬 く締まり,外傾して立ち上がっている。壁高は15～35cmで ある。西壁から

南西コーナーにかけての壁は,後世のゴミ穴による撹乱のため検出されない。床面は,ほ ぼ平坦

で踏み固められて,硬 く締まっている。南西コーナー部付近は,撹乱を受けて存在しない。炉は,

中央部から北東寄 りに位置し,長径55cm,短径38cmの精円形を呈し,床面をわずかに掘 りくばめ

た地床炉である。炉内には,焼土粒子多量,炭化粒子少量を含む黒褐色上が堆積し,炉床は赤色

に焼けゴツゴツしている。ピットは 5か所検出されているが,規模や配列からPl～P4が主柱穴 と

思われる。主柱穴の規模は径19～20cm,深 さ20～ 23cmである。P5は炉の北側で接し,規模は,径

30cm,深 さ23cmで あるが,本跡に伴うものかどうかを明確にすることはできなかった。

覆土は 2層で,ロ ーム粒子,焼土粒子,炭化粒子を少量含む黒褐色土が,西壁際には焼土粒子,

炭化粒子を少量含む暗褐色土が自然堆積し,締まっている。

遺物は,炉の西側の床面から半完形の坑形土器(P2)が斜位の状態で,そ の北側に坑形土器 (P3)

の上に完形の坑形土器 (P4)が正位の状態で重なって出上した。また,炉の東側の床面から器台

表1 縄文時代前期住居ptl_覧表

番 号
位置 長軸方向 平 面 形

規 模
床 面

職
柱
鋤

う
に
穴

炉 覆 土 出 土 遺 物 時期 備  考
長軸×短軸(m) 輩高(cm)

Llg8 N-21° ―E 隅丸長方形 364× 316 8～ 22 平坦 中央 自然
土 器 片77片・層 石 1

点・ チャー ト剰片 1点
縄文
節期

N-75° 一E 隅丸長方形 438× 325 6-18 平坦 西寄 り 自然
土器片30片

SK-46と 重複
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形土器 (P6)の脚部が横位の状態で,東壁際の覆上下層から甕形土器 (Pl)の 口縁部が出上して

いる。それらは,すべて五領式に,ヒ定される。
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第 9図 第 1号住居跡出土遺物実測図

―-270-―



第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第9図

1

器台形上器

土 師 器

D 88
E(60)

脚部は「ハ」の字状に開き,上
位に3孔,接合部に中央孔があ

る。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,脚
部内面―上位に横位のヘラナデ,

下位にハケロ整形。

砂粒

にぶい褐色

普通

幌
Ｐ６

2

境 形 土 器

土 師 器

A 98
B 57
C 38

体部は底部から内彎して立ち上

がり,国縁部でやや外傾して開

く。底部は平底である。

口縁部内・外面―横位のナデ。

体部外面―ヘラ肖Uり 。

スコ リア・ 砂粒

にぶい褐色

普通

碗
Ｐ２

3

境 形 土 器

土 師 器

A(85)
B 42
C 36

体部は底部からやや内彎して立

ち上がり,口縁部で直立して開

く。底部は平底である。

口縁部外面 ―横位 のナデ。

外面 ―ハ ケロ整形後 ナデ ,

内面 ―ハケロ整形。

部

部

体

体

砂粒

にぶい橙色

普通

碗
Ｐ３

4

娩 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部は底部から内彎して立ち上

がり,口縁部はやや外傾して開

く。底部は平底である。

口縁部・体部外面―縦位のハケ

目整形。口縁部内面―横位のハ

ケロ整形。体部内面―縦位のハ

ケロ整形。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

賜
Ｐ４

5

小型奏形土器

土 師 器

A(90)
B(52)

頸部は「 く」の字状に屈曲し,国
縁部は垂直に立ち上がり,国縁

端部は外反して開く。胴部は中

位に最大径を有すると思われる。

口縁部内・外面一横位のナデ。

胴部外面―ハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

聰
Ｐ５

甕 形 上 器

土 師 器

A18,0
B(100)

国縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

球形を呈するものと思われる。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ。胴部外面―ハケ

目整形。国縁部 。胴部内面―横

位のナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

賜
Ｐ・

第 2号住居跡 (第 10図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2h6区 を中心に確認され,第 1号住居跡の西側約 2mに位置している。

本跡が確認された地区は,削平と撹乱のため,覆土はなく,壁及び床の大部分は明確でない。し

かし精査した結果,わずかに残る床 と炉の周囲に,ほ ぼ等間隔に柱穴と思われる落ち込みが検出

されたことから住居跡 として取 り扱った。

平面形及び規模は,削平や撹乱により壁が残存しておらず,プランをとらえることはできなかっ

たため不明であるが,検出された柱穴の配列から,長軸5,00m,短軸4.30mほ どの長方形を呈する

住居跡であつたものと推定される。床面の一部が,長径34cm,短径12cmの楕円形状に残 り,踏み

固められたように締まっている。炉は,推定プランの中央部からやや北寄 りに位置し,長径30cm,

短径15cmの楕円形状を呈し,炉床は床面を使用したらしく床面が赤変硬化している。ピウトは 4

か所検出した。規模や配列からPl～P4が主柱穴 と思われ,主柱穴の規模は,径26～34cm,深 さ

28～ 34cmで ある。主柱穴はほぼ対角線状 に位置 し,柱穴間の長 さは,東西で2.2～ 2.4m,南

北1.8～2.4mである。

遺物は,覆上が削平されているため,南東コーナー部付近の床面から,坑形土器の口縁部片 (P8),

甕形土器の口縁部片 (P9)が 出上している。それらは,すべて五領式に比定される。なお,南東

コーナー部付近に石鏃 (黒曜石,Ql)1点 が,P2の上面からチャー ト片 1点が出土しているが,

いずれも流れ込みと思われる。
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第10図  第 2号住居跡実測図

第11図  第 2号住居跡出土遺物実測図

第 2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■図

1

婉形 土 器

土 師 器

A(103)
B(40)

体部下位から内彎しながら開い

て立ち上がる。国縁部先端は丸

味をおびる。底部欠損。

口縁部外面―横位のナデ。 スコリア・砂粒

橙色

普通

磁
Ｐ８

2

密 形 土 器

土 師 器

A(102)
B(45)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,やや外反しながら立

ち上がる。

頸部外面―ハケロ整形。口縁部

内面一横位のハケロ整形。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

％

９

3

甕 形 土 器

上 師 器

A(118)
B(29)

口縁部は頸部から「 く」の字状

に屈曲し,外反しながら立ち上

がる。

顎部外面―斜位のヘラナデ。国

縁部内面―横位のハケロ整形。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

5%
P10
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第 3号住居跡 (第 12図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2a5区 を中心に確認され,第 4号住居跡の北側約 2mに位置し,北西

側約 2mに第 1号土坑が隣接している。本跡は第21号住居跡と重複しているが,第21号住居跡に

よって床面の大部分を掘 りこまれていることから本跡の方が古い。本跡の確認された地区はゴミ

穴による撹乱を受けており,遺構の遺存が悪い地区である。当初一軒の住居跡を想定し調査を進

めていたが,床面を調査していく過程で,本跡の床面を掘 り込んでよく踏み固められた良好な床

を確認した。床を調査したところ,踏み固められたロームが 3～ 15cmほ どの厚さで貝占られている

ことが判明した。さらに床を周回するように壁柱穴を検出したので,第21号住居跡と命名した。

この結果,本跡の南壁 と第21号住居跡の南壁が一致し,本跡の上に第21号住居跡が構築されたた

め,本跡の床面の 4分の 3ほ ど破壊されていることが判明した。

平面形は,長軸8.25m,短軸8.10mの 隅丸方形で,長軸方向はN-17° 一Wである。当遺跡から

検出された住居跡 としては,最 も規模が大きい。壁はロームで締まっており,外傾しながら立ち

上がっている。壁高は24～36cmで ある。北壁の東側半分と東壁は撹乱により破壊されている。壁

には,壁をわずかに掘 り込んだ壁柱穴が検出され,間隔は不統一であるが,残存している南壁,

西壁,北壁の西側に周回している。規模は径22～26cm,深 さ20～26cmほ どのものが多い。南壁を

切 り込んだ壁柱穴は,本跡及び第21号住居跡のどちらに伴うものなのか判断することができなかっ

た。床面は平坦でやや軟弱である。床面の大半が第21号住居跡によって切 られており,北西コー

ナー部付近 と西壁にそった幅15～20cmが残存しているだけである。また,南壁下の中央付近から

北側に向かつて 1条の濤が検出されている。規模は上幅20～24cm,下幅 8～16cm,深 さ10cm,長

さ241cmで ある。これは第 3号住居跡に伴う間仕切 り的な機能をもつものと考えられる。炉は検出

できなかった。ピットは 7か所検出されたが,本跡に伴うと思われるものは,P5・ P6・ P7である。

また,P5は 第21号住居跡の貼 り床を取 り除いた後,検出したもので,P6と P7は残存した床面から

検出した。Ps・ P6・ P7は柱穴 と考えられ,規模 と配列から主柱穴はP5・ P6と 思われる。主柱穴の

規模は径55～60cm,深 さ50～60帥である。P7は P6に近接しており,補助的な柱穴と考えられる。

貯蔵穴は,南壁の中央からやや東側の南壁下に位置し,開口部は長径90cm,短径66cmの楕円形を

呈し,深さ43cmで ある。壁はほぼ垂直に立ち上がり,底面は平坦である。貯蔵穴の覆土は,ロ ー

ム粒子,鹿沼土を微量に含む暗褐色上が自然堆積している。

覆土は自然堆積の状態を呈している。大きくみると2層から成っており,中央部付近の撹乱を

除いて,ロ ーム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子多量を含む暗褐色土,壁際には,ロ ーム粒子,焼

土粒子,炭化粒子少量を含む黒褐色上が自然堆積している。
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遺物は,第21号住居跡に掘 り込まれているため,破壊をま

ぬかれた北西 コーナー部付近の覆上下層から,高不形土器

(Pll)の 不部が正位の状態で出上し,ほかに土師器片 1片が

出上しただけである。それらは,すべて五領式に

'ヒ

定される。0           10Cm

第13図 第3号住居跡出土遺物実測図

第 4号住居跡 (第 14図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2c6区 を中心に確認され,本跡の北側に第 3号住居跡,西側に第 8号

住居跡,南側に第 7号住居閉がそれぞれ0.5～ 2mの間を置いて近接している。さらに,東側に第

6号住居跡が重複しているが,本跡の床面を掘 り込んでいることから,本跡の方が古い。

平面形は,長軸7.50m,短軸6.55mの 隅丸長方形を呈し,長軸方向はN-63° 一Eである。壁はロ

ームで締まっており,全壁 とも外傾しながら立ち上がっている。壁高は28～ 40cmである。壁下に

は,壁濤が南東コーナー部を除いて上幅22cm,下幅 8 cm,深 さ4～ 6 cmの規模で周回している。

断面形は,「 U」字状を呈している。床面は平坦で硬 く締まっている。特に主柱穴の内側は,よ く

踏み固められている。炉は,中央部からやや北東寄 りに位置し,長径65cm,短径57cmの楕円形を

呈し,床面を皿状に 8 cmほ ど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には,ローム粒子少量,焼土粒

子,炭化粒子多量を含む黒褐色土が自然堆積し,炉床は,赤 く焼けゴツゴツしている。炉床直上

から土器片 2点が出土している。ピットは 6か所検出され,規模や配列からPl～P4が主柱穴 と思

われる。主柱穴の規模は径61～65cm,深 さ88～109cmで ある。柱穴壁のうち南壁に向かっている側

を除いては,垂直に掘られ,断面形は「 咽 」状を呈し,柱穴の底面は径20～21cmの 円形を呈し,

平坦で締まっている。P5'P6は ,東側で重複している第 6号住居跡の主柱穴と思われる。貯蔵穴

は検出されなかった。

覆土は 3層で,重複している上層にローム粒子,ロームブロック,焼上粒子多量,炭化粒子少

量を含む黒褐色土,壁際はローム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色土が堆積してい

る。床面の中央部,東壁下,北西コーナー部に焼土域が 6か所と,P3・ P4の付近に炭化材が中央

にのびて検出された。戊化材などの出土状況から,本跡は火災に道ったものと思われる。

第 3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図・３

１

第 高不形上器

土 師 器

Ａ

Ｂ

11,9

(48)

j4h部 は接合部から内彎しながら

立ち上がる。端部に最大径を有

する。脚部欠損。

体部外面―細いハケロ整形。国

縁部内・外面―横位のナデ。

スコリア・小礫・

砂粒

橙色

普通

70%
Pll

二次焼成
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遺物は,東コーナー部壁下の床面から,復えできた甕形土器 lP19)が出上し,北西璧際申1央部

から壷形土器 (P20)の 回縁部が正位の状態で,北 コーナー部付近|の床面から寮形土器 (P21

・P22)の底部がまとまつて出土している。そのは力、炉の西側の床面から弥生式上器の底部に木

⑭ 引

A 35,lm
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ギ
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0             2面

第14図 第 4号住居跡実測図
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葉痕を有する甕形土器 (P23)が正位の状態で,ま た,南側の覆上下層から石鏃 とT_A石が出土 して

いる。なお,上器片は床面や覆土中から139片 出土 してお り,そ れらは,すべて五領式に

'ヒ

定 され

る。

D

.写
2

Pl貯

0■

D'

0              2m

第15図 第 4号住居跡遺物出上位置図 。土器接合関係図

第 4号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第16図

1

塊 形 土 器

土 師 器

B(21)
C 42

底部よりやや内彎して立ち上が

る。底部は平底である。

胴部外面―ヘラナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

暖
Ｐ２４

2

壷 形 土 器

上 師 器

176

(5 0)

Ａ

Ｂ

頸部はゆるく屈曲した後,ほぼ

垂直に立ち上がり,外反して回

縁部に至る。口縁部は外傾して

大きく開き,複合口縁を呈す。

口縁部外面一横位のナデ,口縁

部内面―ヘラ磨き。頸部外面―

ヘラ磨き,内画―ヘラナデ。

スコリア・小礫・

砂粒

明褐色

普通

25%
P20

二次焼成
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第16図

3

甕 形 土 器

土 師  器

Ａ

Ｂ

Ｃ

165
174
64

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し外傾して立ち上がる。

胴部はほぼ球形を呈し,胴部中

位のやや下側に最大径を有する。

口縁部外面 ―縦位のハケロ整形

後 縦 位 の ヘ ラ磨 き,国 縁 部 内

面 ―横位 のハ ケロ整形後横位の

ナデ。胴部外面 ―縦位のハケロ

整形後縦位 のヘ ラ磨 き。

スコ リア・ 砂粒

にぶ い橙色

普通

90%
P19

外面煤付着

4

奏 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部片で底部は平底を呈し,器
厚は0 7cmlま どである

胴部内・外面―ヘラナデ。 スコ リア・ 砂粒

褐色

普通

幌
Ｐ２‐

5

甕 形 土 器

上 師 器

B(50)
C 73

底部は平底で,胴部下位は底部

よりやや内彎しながら開いて立

ち上がる。

胴部内・外面―ハケロ整形後ヘ

ラナデ。

スコ リア・パ ミス・

砂粒

明褐色

普通

15%
P22

外面媒付着

6

壺 形 土 器

弥生式上器

B(25)
C 69

底部片である。底部は平底で,

胴部は底部から内彎気味に立ち

上がる。

胴部下位外面―細い単節LR縄

文。底部底面―木葉痕。

粒

色

通

砂

褐

普

幌
囲

＼
＼上/示

I                                  

ヵヽn、      I

第16図  第 4号住居跡出土遣物実測図

第 5号住居跡 (第 17図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2,9区 を中心に確認され,第 3号住居跡の東側約 8m,第 2号濤の西側

0.4mに 位置し,南西コーナー部に存在する縄文時代早期の第 2号炉穴 と重複している。

平面形は,長軸6.33m,短軸5.02mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-66° 一Eである。壁はローム

で硬 く締まっており,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は20～ 30cmで ある。東コーナーは大き

く丸味を帯びている。床面は平坦で,全体的に硬いロームで,特に炉の周辺は踏み固められてお

門
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第17図 第 5号住居跡実測図
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り,壁周辺の床面より硬 く締まっている。ピットは 4か所検出され,位置や規模からPl～P4は 主

柱穴と思われる。主柱穴はやや中央部に寄つて配列され,規模は径55～63cm,深 さ51～56cmで あ

る。主柱穴はほぼ対角線上に位置し,柱間の長さは東西2.8～ 3.Om,南北1.3～ 1.6mである。南壁

下の中央から北に向かつてローム質で踏み固められてかたく締まった上が細長 く盛 り上がってい

る。規模は上幅16～24cm,下幅40～ 52cm,高 さ 5 cmで あるが,出入回の施設に伴うものかどうか

明確にすることはできなかった。炉は, 2か所検出され,北東側のFlは ,長径60cm,短径58cmの

楕円形で,南西側のF2は ,長径64cm,短径28cmの不整楕円形を呈し,床面を皿状にそれぞれ 3 cm

ほど掘 り込んでいる地床炉である。炉内には焼土粒子,炭化粒子多量を含む暗褐色土が自然堆積

し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。貯蔵穴は検出されない。

覆土は, 3層から成 り,主にローム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子を少量含む黒褐色上が,壁

際には,ロ ーム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子少量を含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は,中央からやや北西側の床面から完形の壺形土器 (P38)が,口縁を東に向けて斜位の状

態で出土し,西コーナー部付近の壁際の床面直上から,小型甕形土器 (P27)がつぶれた状態で出

上している。また北西壁際の床面から完形の坑形土器 (P28)が 破片で,北コーナー付近の床面か

ら高杯形土器 (P29)の杯部が倒立の状態で,壺形土器 (P30)の 頸部が破片で,南東壁際の床面

から球状土錘 3点が出土している。そのほか,覆土の中・下層から土器片が出土している。なお,

その中にS字口縁を有する台付甕形土器 (P31)の 口縁部の破片が 1片含まれている。それらは,

すべて五領式に,ヒ定される。

第 5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第18図

1

高郷形土器

土 RHI 器

A206
B(67)

不部で,接合部から大きく内彎

しながら回縁部に至る。

回縁部外面―ハケロ整形後ナ

デ,内面―横位のハケロ整形。

体部内・外面―ハケロ整形後ナ

デ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

50%
P29

内・外面煤付着

2

坑 形 土 器

土 師 器

A 89
B 40
C 43

体部は底部から内彎して立ち上

がり,国縁端部で最大径を有す

る。底部は平底である。

口縁部外面一横位のナデ。体部

外面―ハケロ整形後下位に横位

のヘラナデ,体部内面―ナデ。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

甥
Ｐ２８

3

三 形 土 器

土 師 器

A 95
B130
C 48

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,外反気味に開き口唇

部に至る。胴部中位に最大径を

有する。

口縁部外面―ハケロ整形。口縁

部内面,胴部内・外面―ナデ。

砂粒・小礫

明赤褐色

普通

95%
P38

二次焼成

4

壷 形 土 器

上  師 器

A(164)
B(41)

口縁部は複合日縁で,頸部より

外反して立ち上がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

5%
P33

外面煤付着

5

壺 形 土 器

土 師 器

B(42) 口縁部は頸部直上を除いて欠損

している。胴部はほぼ球形を呈

し,中位に最大径を有すると思

われる。

胴部外面 ―ヘ ラ磨 き。 スコリア・砂粒

明褐色

普通

甥
Ｐ３０

壷 形 土 器

土 師 器

A(187)
B(50)

口縁部は複合口縁で,頸部より

外反して立ち上がる。

口縁部内・外面一横位のナデ,

下位はハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

灰褐色

普通

％

３４
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図・８

７

第 小型甕形土器

土 師 器

A 72
B 59
C 47

口縁部は短 く,垂直に立ち上が

る。胴部はほぼ球形を呈し,中
位に最大径を有する。底部は平

底である。

胴部外面―ハケロ整形後ナデ,

胴部内面―ナデ。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

賜
Ｐ２７

壽 形 土 器

土 師 器

A121
B(11_0)

口縁部は頸部から外傾気味に立

ち上がり,胴部中位に最大径を

有する。

口縁部・胴部の内・外面―横位

のヘラナデ。

砂粒・ 小礫・ 石英

暗褐色

普通

賜
Ｐ２６
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第18図

9

甕 形 上 器

土 師  器

A(114)

B(62)
口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,外反して立ち上がる。

口縁部・胴部外面―斜位のハケ

目整形。口縁部・胴部内面―横

位のハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

にぶい褐色

普通

％

３２

10

甕 形 土 器

土 師 器

A(19,9)

B(60)
口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。

国縁部外面―斜位のハケロ整

形。国縁部内面―ハケロ整形後

ヘラナデ。胴部外面―横位のハ

ケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

明赤褐色

普通

％

３５

11

甕 形 土 器

上 師 器

B(35)
C 67

底部より緩やかに内彎して立ち

上がる。底部は平底である。

胴部外面 ―ヘ ラナデ 粒

色

通

砂

褐

普

既
Ｐ３７

12

台付甕形土器

土 師 器

A(207)

B(36)
口縁部片で,「 S」 字状を呈する。 口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部上位外面―斜位のハケロ整

形。

スコ リア・ 砂粒

褐色

普通

％

３‐

甕形 上 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(36)

50
底部よりやや内彎して立ち上が

る。底部は平底である。

胴部外面 ―ヘ ラナデ 砂粒

明赤褐色

普通

既
Ｐ３６

球状土錘 (第18図 14・ 15。 16)

球状土錘は, 3点出土し,いずれもややゆがんだ球形を呈している。14・ 15の 2点は完形で,

16は一部欠損しており,孔の一方の縁には粘土がはみ出ており,孔は一方から穿たれたものと思

われる。作 りはやや維である。色調は,橙色,にぶい褐色で,胎土は砂壮を含み,焼成は良好で

ある。法量は14が長さ2.6cm,幅2.6cm,孔径 6～ 8 11ull,重 さ19.2g,15が長さ2,7cm,幅2.7cm,

孔径 8～ 9 11ull,重 さ15,9g,16が長さ2.5cm,幅2.7cm,孔径 8 11ull,重 さ15.3gである。

第 6号住居跡 (第19図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2c7区 を中心に確認され,第 3号住居跡の南東側約2.6m,第 7号住居

跡の北側約 4mに位置し,第 4号住居跡と西側で重複している。本跡の貼り床が第 4号住居跡の上

に構築されていることから,本跡の方が新しい。本跡東壁は,新 しい濤により削り取られ破壊さ

れている。

平面形は,長軸4.60m,短軸4.50mの 隅丸方形状で,長軸方向はN-70°一Eと 推定される。壁は

上部が耕作によって削平され撹乱を受けているため遺存状態は良 くない。削平された東壁を除い

てわずかに数cm残存しているだけで,北東コーナー部は撹乱を受けて不明瞭である。床面は,撹

乱をうけている北東コーナー部付近を除いては平坦であり,炉の周辺はよく踏み固められ硬 く締

まっている。炉は,住居跡のほぼ中央部に位置し,長径30cm,短径22cmの 楕円形を呈し,床面を

4 cmほ ど皿状に掘 りくばめた地床炉である。炉内には,ロ ーム粒子少量,炭化粒子,焼土粒子を

多量に含む暗褐色土が自然堆積し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。ピットは 3か所検出さ
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れ,Pl～ P3が配列や規模から主柱穴 と思われる。規模は径21～25cm,深 さ37～48cmで ある。貯蔵

穴は,南東コーナー部付近に位置し,開田部は径48cm,深 さ46cmの ほぼ円形を呈 し,壁は外傾 し

て立ち上が り,底面は皿状である。貯蔵穴の覆土は 3層からなり,ロ ーム粒子小量,炭化粒子,

焼土粒子微量を含む褐色上が堆積し締 まっている。

覆土は部分的に境乱を受けているが主に 2層からなり,上層はローム粒子,焼土粒子,炭化粒

子を少量含む暗褐色土が,壁際にはローム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子極少量を含む褐色上が

自然堆積している。

遺物は,中央の床面から甕形土器 (P41)の 胴部片が横位の状態で,Plの覆土上層から器台形土

器 (P39)の 器受部が出上している。そのほか,肖 J平 され残存した覆上下位から土師器片が出土し

ている。それらは,すべて五領式に比定される。

～

いＬいＷ

上3&Om 引    1 式へ
 止
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d'げ9    c'

H34.em

Cm

第19図  第 6号住居跡実測図
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第20図  第 G号住居跡出土遺物実測図

第 7号住居跡 (第21図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2e7区を中心に確認され,第 4号住居跡の南側約 2m,第 9号住居跡

の北東約 3mに位置している。

平面形は,長軸6.60m,短軸5.84mの隅丸長方形で,長軸方向はN-18° 一Wである。壁はロー

ムで硬 く締まり,外傾して立ち上がっている。壁高は12～25cmで ある。東 。西 。南・北のいずれ

の壁にも幅1.2～ 2.3mに わたって床面までえぐりとられる撹乱があり破壊されている。撹乱を受け

なかった床面はほぼ平坦で,中央部は踏み固められて硬 く締まっている。炉は中央部からやや北

寄 りに位置し,北側は撹乱を受けており,残存した部分は長径108cm,短径40cmの 楕円形を呈し,

床面を約 4 cm掘 りくばめた地床炉である。炉内には,焼土粒子多量,炭化粒子少量を含む褐色土

が硬 く自然堆積し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。ピットは, 4か所検出され,壁は垂直

に掘られ,底面は平坦である。規模や配列からPl～P4が主柱穴と思われる。対角線上に位置し,

規模は径29～42cm,深 さ53～ 67cmである。貯蔵穴は,南東コーナー部付近の南壁下に位置し,上

面は境乱を受けている。開田部は長径83cm,短径64cmの 楕円形を呈し,深さは29cmで ある。壁は

外傾 しながら立ち上がり,底面は坑状である。

第 8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図２０

‐

第 器台形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

(70)

(2 2)

器受部は接合部から緩やかに内

彎して立ち上がる。

器受部外面―縦位のヘラ磨き,

内面―横位,斜位のヘラ磨き。

スコリア・ 砂粒

橙色

普通

賜
Ｐ３９

2

甕 形 上 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

(79)

(3 5)

国縁部は頸部から緩やかに屈曲

し,外反気味に立ち上がる。胴

部中位に最大径を有すると思わ

れる。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部内・外面―斜位のハケロ整

形。

砂粒

灰褐色

普通

％

４０

3

甕 形 土 器

土 師 器

B(79) 口縁部は頸部直上を除いて欠損

している。月同部はほぼ球形を呈

し,中位に最大径を有すると思

われる。

胴部外面―斜位のハケロ整形,

内面―横位のヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

15%
P41

二次焼成
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覆土は部分的に撹乱を受けているが 2層から成 り,上層はローム粒子多量,焼土粒子,炭化粒

子少量を含む褐色土,下層はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土がほぼ自

然堆積している。

遺物は,南東コーナー部付近の床面からほぼ完形に復元できた高杯形土器 (P46),中央の床面

から台付甕形土器 (P53)の 台部が倒立の状態で出土している。また,北西コーナー部付近の覆土

中・下層から小型壺形土器 (P45)や坑形土器 (P50)の 破片がまとまった状態で出土し,南東側

の覆上下層から甕形土器 (P44)がつぶれた状態で出土している。なお,中央からやや北西の床面

0             10Cm

＼
Ⅶ

＼

第22図 第 7号住居跡出土遺物実測図
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から朱彩された壷形土器 (P52)の 底部が正位の状態で出土している。そのほか,覆土中から土師

器片が出上しているが,それらは,すべて五領式に,ヒ定される。なお,第22図 11は ,上師質土器

の皿である。第 7号住居跡の撹乱部分から出土したもので,本跡に伴うものではない。

第 7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第22図

1

高不形土器

土 師 器

A197
B131
D125
E 67

不部は接合部から内彎気味に立

ち上がり大きく開く。脚部は「ハ」

の字状に大きく開いて裾部に至

る。脚部上位に4孔を有する。

不部外面―斜位のハケロ整形後

部分的に縦位のヘラ磨き,杯部

内面―縦位のヘラナデ。脚部外

面―斜位のヘラナデ,脚部内面―

ナデ。

スコリア・砂粒

橙色

普通

賜
Ｐ４６

2

境 形 土 器

土 師 器

A(164)
B 80
C 58

体部下位は底部から外反し,中
位から緩やかに内彎して立ち上

がる。口縁端部はやや垂直気味

に開く。

内・外面―斜位のハケロ整形。 スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

幌
Ｐ５０

3

小型壺形土器

土  師  器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部 |ま 頸部から外反しながら

立ち上がる。胴部はほイま球形で,

中位に最大径を有する。底部は

平底である。

口縁部・胴部外面―ハケロ整形

後ヘラナデ。口縁部内面―横位

のヘラナデ。胴部内面―押圧。

砂粒

にぶい橙色

普通

幌
Ｐ４５

4

壺 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(57)

54
胴部は底部から内弩して立ち上

がる。底部は平底である。

胴部外面―ヘラ磨き。 ス コリア・ 砂粒

にぶ い橙色

普通

15%
P52

外面朱彩

5

=形
土 器

土 師 器

A(107)
B(150)

口縁部は頸部から屈曲し,内彎

気味に立ち上がる。胴部はやや

つぶれた球形を呈し,中位に最

大径を有する。

口縁部内・外面―ハケロ整形。

胴部内・外面―ハケロ整形後ヘ

ラナデ。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

賜
Ｐ５５

6

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

122
126
38

国縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部中

位に最大径を有する。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―ハケロ整形後ヘラナ

デ。

スコリア・砂粒・

小礫

褐色

普通

95%
P44

二次焼成

7

甕 形 上 器

上 師 器

Ａ

Ｂ

(88)

(6 6)

口縁部は頸部から強く屈曲し,

外反しながら立ち上がる。胴部

中位に最大径を有する。

口縁部外面―ハケロ整形後横位

のナデ,口縁部内面―横位のハ

ケロ整形。胴部外面―斜位のハ

ケロ整形。

砂粒

にぶい橙色

普通

碗
Ｐ４９

甕 形 土 器

土 師 器

A(186)
B(67)

口縁部は頸部からゆるやかに屈

曲し,外傾気味に立ち上がり,

端部はやや垂直に開く。

口縁部内面―横位のハケロ整

形。胴部外面―縦位のハケロ整

形。

スコ リア・ 砂粒

褐色

普通

磁
Ｐ４７

甕 形 土 器

土 師 器

B(76)
C 62

胴部は底部からゆるやかに内彎

気味に立ち上がる。胴部中位に

最大径を有すると思われる。

胴部外面―ハケロ整形後ヘラナ

デ,凋同部内面―ハケロ整形。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

碗
Ｐ５．

台付甕形土器

土 師 器

B(72)
D(100)
E 36

台部は「ハ」の字状に開き裾部
に至 る。

内・外面―横位,縦位のハケロ

整形。

砂粒

浅黄橙色

普通 着付煤

腸
Ｐ５３
獅

11

皿

土師質土器

A(58)
B 12
C 36

全体的に小さく,薄手,体部は

外傾し,内面底部中央は凹む。

水挽き成形。横ナデ,底部回転

糸切り。

砂粒・ 雲母

灰褐色

普通

賜
Ｐ４８
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第 8号住居跡 (第23図 )

本跡は,当遺明の中央部G2d4区を中心に確認され,西側の調査エリア境界付近に存在している。

また,第 4号住居跡の西側約0,4mに近接している。本跡の3分の2は後世の|ゴ ミ穴によつて破壊

されており,不明な部分が多い。

C

0              2市

ml

第23図 第 8号住居Lj実測図
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調査できた部分から推定すると,平面形は,長軸7.62m,短軸7.34mの隅丸方形状で,長軸方向

はN-79° 一Eを指すものと思われる。壁は東壁の一部と南西コーナー部を除いて,撹乱と削平によっ

て破壊されているが,残存している壁はロームで締まり,垂直に立ち上がっており,壁高は22～47

cmである。壁柱穴は,径 28～38cm,深 さ23～32cmの 円筒形状を呈し,壁をわずかに掘 り込む様に

1.3～ 1.5mの 間隔で,残存する壁下全体に回っている。床はほぼ平坦で炉を中心に踏み固められて

いるが,全体の 4分の 1ほ どが残っていただけである。炉は,中央から北寄 りに位置し,南側は

撹乱を受けている。長径55cm,短径42cmの楕円形を呈し,炉床は中央がわずかに凹み,赤変硬化

している。ピットは 3か所検出され,規模 と配列からPl～ P3は 主柱穴と思われ,規模は46～ 59cm,

深さ68～ 71cmで,し っかりと掘 られている。P3は 北側が途中まで広 く掘られている。貯蔵穴は検

出できなかった。

覆土は 1層のみで,ほ とんど撹乱を受け,北壁に近い部分だけが残存し,ロ ーム粒子,焼土粒

子,炭化粒子少量を含む暗褐色土が自然堆積の様相を示している。

遺物は,撹乱を受けなかった北東コーナー付近 と,南西コーナー付近に出上している。Plの 覆

土内から甕形土器 (P58)の底部が出土し,ま た,北壁近 くの覆上下層から高不形土器 (P57)の

郷部が斜位の状態で出上している。そのほか,覆土中・下層から土器片168片が出土している。そ

れらは,すべて五領式に比定される。なお,撹乱部分から石製模造品の剣形品が 2点が出土して

いる。

0               10cm        0           5cm

第24図 第 8号住居跡出土遺物実測図

ノゝ
 I

V

石製剣形品 (第24図 3・ 4)

剣形品は 2点 とも滑石製で,表・ 裏面および側縁には擦痕が認められ,滑らかになっている。

3は長さ3.3cm,幅1.5cm,厚 さ0.7cm,重 さ4.6gであるが一部欠損 している。孔は柄部に途中まで

穿った跡 が あ る。 4は 長 さ3.5cm,幅 1.9cm,厚 さ0.5cm,重 さ3.9gで完成品 で あ る。孔径 は

0.3～ 0.35cmである。
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第 8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

図２ ４

１

第 高不形土器

土 師 器

A(118)
B(37)

杯部は不底部から内弩して立ち

上がる。脚部は欠損している。

外面―斜位のハケロ整形,内
面―横位のナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

期
Ｐ５７

甕 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(28)

(84)

胴部は底部から肉鷲して立ち上

がる。底部は平底である。

胴部内・外面―ヘラナデ スコ リア・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

％

５８

第 9号住居跡 (第25図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2g5区 を中心に確認され,第 7号住居跡の南西側約 3m,第 21号土坑

の北側約0.4mに位置している。この地域は,ゴ ミ穴の撹乱が多数確認されており,本跡 も撹乱を

受けている。

平面形は,長軸5。 82m,短軸4.62mの 隅丸方形で,長軸方向はN-18°一Wである。壁はローム

で硬 く締まり,垂直に立ち上がっている。壁高は18～26cmで ある。壁は,北西コーナー,南西コー

ナー,南壁 と東壁の一部は撹乱を受けている。炉は検出されない。ピットは 4か所検出され,規

模や配列からPI～ P4は 主柱穴 と思われる。規模は径20～49cm,深 さ23～40cmである。P3は ,北側

の深さ約22cmの ところに段を有している。床面はロームで平坦であり,主柱穴を結ぶ線の内側は,

踏み固められ硬 く締 まっている。貯蔵穴は,南東コーナー部に位置し,開口部は長径92cm,短径

66cmの精円形を呈し,深さ45cmである。壁は外傾しながら立ち上が り,底面は平坦である。覆土

は上層が暗褐色土,下層は炭化粒子を多量に含む褐色上が自然堆積 している。

覆土は,10～ 30cmで,東壁は壁の上面が削平されているため浅い。大部分撹乱で,部分的に自

然堆積の状態を示している。炭化粒子,焼土粒子少量を含む暗褐色土,黒褐色土が堆積している。

P3の 東側床面に焼上が,南北約1.3mに わたって瓢箪状に 3～ 5 cmほ ど堆積している。

遺物は,南壁近 くの床面から小型壺形土器 (P60)が横位の状態で,そ の西側の覆土中から小型

甕形土器 (P61)が倒立の状態で出土している。また,撹乱を受けた北西コーナーの覆土中から,

甕形土器 (P59)の 破片がまとまった状態で出土したが復元することはできなかった。そのほか中

央付近の床面から砥石が出上している。それらは,すべて五領式に比定される。
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第25図 第 9号住居跡実測図



Ⅷ

0              10Cm

第26図 第 9号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡 (第27図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2g3区を中心に確認され,本跡の西側部分は調査エリア外に延びてい

るため未調査である。第 8号住居跡の南西約 5m,第 9号住居跡の西側約 4mに位置している。本

跡の東側は耕作 とゴミ穴による撹乱を受け,壁及び床の大部分はすでに破壊されている。確認調

査の過程で,炉床 と床の一部と思われる焼土塊と硬化したロームを検出したため,プランは不明

であるが住居跡 として調査を進めた。

壁はすでに破壊されており,平面形や規模については不明である。床面は,重機による削平痕

が南北に入 り込んだ間にわずかに床面と思われる締まったロームが認められたにすぎない。炉は,

わずかに残った床面から西側約30cmに位置し,規模は南北60cm,東西92cmの不定形を呈している。

床面を約10cm掘 りくばめた地床炉で,炉内には暗褐色土,褐色土が自然堆積し,下層には焼土粒

子を多量に含んでいる。炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。ピットは, 1か所だけ検出され,

炉から南東側1.6mに位置し,規模は径65cm,深さ35cmで ある。上面は削平され,撹乱を受けてい

るが,壁は垂直で底面は平坦である。柱穴かどうか明確にすることはできなかった。

第 9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第26図

1

小型豆形土器

土 師 器

A 62
B 95
C 42

口縁部は「く」の字状に屈曲し,

内彎気味に立ち上がる。胴部は

やや横に張った球形を呈し,下
ぶくれ状で,中位のやや下側に

最大径を有する。

日縁部内・外面―横位のヘラナ

デ。胴部外面―縦位のハケロ整

形後横位のナデ。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

叫
Ｐ６０

2

小型墾形土器

土 師 器

A 64
B 95
C 23

口縁部 は頸部か ら外反 して立 ち

上が る。胴部 は球形 を呈 し,中
位 に最大径 を有す る。底部中央

は凹む。

回唇部―キザミロを施す。外面一

ハケロ整形後ヘラナデ。内面―

横位のナデ。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

100%

P61

外面煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

B(15)
C 80

胴部は底部から外傾気味に立ち

上がる。底部は平底である。

外面 ―ナデ。 砂粒 。石英

橙色

普通

10%
P59

表面象」離
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遺物は,わずかに残った覆土中から土器片が12片出上したが,接合,復元できたものはなかっ

た。それらは,すべて五領式に比定される。

A パ

A 35.2m

0               2m

第27図 第10号住居跡実測図

第11号住居跡 (第28図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2h8区 を中心に確認され,第 7号住居跡の南東側約3.4m,第 2号濤の

西側約1.4mに位置している。本跡の西側 と南東側はゴミ穴と耕作による撹乱を受け,壁及び床の

4分の 3はすでに破壊されている。

平面形や規模等の詳細は不明である。調査できた部分から推定すると,平面形は隅丸方形また

は隅丸長方形 と思われる。壁はロームで,外傾して立ち上がっている。壁高は約 5～ 7 cmで ある。

検出できたのは,南壁の一部 と,北東コーナー部付近で,こ の部分から,本跡の主軸長は約4.85

mと 推定される。床面はロームで平坦である。北東部は硬 く締まっているが,西側はゴミ穴によっ

て切 られ,南東コーナーは削平されて不明である。炉は推定で中央から北東寄 りに位置し,床面

を炉床 とした地床炉で,規模は長径65cm,短径50cmの楕円形状を呈し,炉床は赤変硬化しゴツゴ

ツしている。ピットは 1か所北東部に検出され,柱穴と思われる。規模は径21cm,深さ33cmであ

る。主柱穴とは判断できなかった。

覆土は 1層で,中央部の撹乱を除いて主に褐色上が南・北の壁際に堆積してお り,いわゆる三

e/
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角堆積の一部かと思われる。

遺物は,東壁下の床面から,小型壷形土器 (P63)が横位の状態で出上している。そのほか床面

から土器片 9片が出上している。それらは,すべて五領式に比定される。
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第28図 第11号住居跡実測図

?岬蝸
剌岬Ⅲ

第29図 第11号住居隊出土遺物実測図
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第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第29図

1

小型壷形上器

土  師  器

A 58
B 80
C 42

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がり,胴部は底部から内彎し

て立ち上がる。底部は平底であ

る。

国縁部内・ 外面 一横位のナデ。

胴部 内・ 外面 一ハ ケロ整形。

砂粒

にぶい橙色

普通

既
Ｐ６３

2

甕 形 上 器

上 師  器

A(165)
B(34)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,外反気味に立ち上が

り,口縁端部で外傾して開く。

回縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―ハケロ整形。

スコ リア 。砂粒

にぶい褐色

普通

5%
P62

外面煤付着

第12号住居跡 (第 30図 )

本跡は,当遺跡の中央部G217区 を中心に確認され,第

11号住居跡の南西側約4.8m,第 2号濤の西側約4.4mに

位置 している。本跡周辺はゴミ穴 と耕作による撹乱 と削

平を受け,壁及び床の大部分はすでに破壊 されている。

確認調査の過程で,焼土 と硬いロームを検出したため,

プランは不明であるが住居跡 として調査 を進めた。

平面形や規模については,壁が残存 しておらずプラン

をとらえることができなかったため不明である。床面は

東西 2m,南北約1.4mの 不定形に残存 し,ロームで締 ま

っている。残存 している床面の北側寄 りに長径55cm,短

径40cmの 楕円形状に焼土が広がってお り,炉と推定される。

れた中に堆積 し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。

▲ 35.lm 二

〇              2m

第30図 第12号住居跡実測図

焼土は 3 cmほ ど皿状にJ冨 りくばめら

遺物は,わずかに残った覆土中から土器片が14片 出土している。それらは,すべて五領式に比

定される。

第13号住居跡 (第31図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3a2区 を中心に確認され,第 4号炉穴の東側約0.6mに位置し,第 8号

土坑 と重複 している。また,本跡は土取 りによって掘削を受け,北壁及び西壁を除いてすべて破

壊されている。

平面形や規模等の詳細は不明である。平面形は調査できた部分から推定すると,隅丸方形また

は隅丸長方形 と思われる。壁はロームで硬 く締まり,北壁は外傾,西壁は垂直に立ち上がってい

る。壁高は約14cmで ある。壁の残存状況は,北側で3.Om,西側で4.4mである。残存している床面

はロームで踏み固められ平坦である。炉は検出されない。ピットは,西壁の中央付近に 1か所検

出され,柱穴と思われる。規模は径35cm,深 さ42cmである。

―-295-―



覆土は 2層から成 り,自

然堆積である。上層から暗

褐色土,褐色上の順に堆積

し,上層の上面は,ローム

粒子 を多量 に含みやや締

まっている。下層は焼土粒

子を少量含んでいる。

遺物は,北西壁付近の覆

上下層から坑形土器 (P64)

が斜位の状態で出土してい

る。そのほか,南西壁付近

の床面,覆土下層から土器

片10片が出上している。そ

れらは,すべて五領式に比

定される。

0              10cm

第32図 第13号住居跡出

土遺物実測図

A 34.8m

④ 引

0              2m

第31図 第13号住居跡実測図

第14号住居跡 (第33図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3cl区 を中心に確認され,第13号

住居跡の南西側約 3m,第 2号濤の東側約2.8mに 位置してい

る。本跡は第 4・ 5号土坑 と南西コーナーで重複しており,

第 4・ 5号土坑に床面を掘 り込まれていることから,本跡の

方が古い。また,本跡は,掘削を受け,壁 と床は破壊されて

いる。確認調査の過程で,柱穴 と思われる落ち込みを検出し

たため,住居跡 として調査を進めた。
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第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図３２

１

第 娩 形 土 器

土 師 器

A(108)
B 55
C 40

体部は底部から内彎しながら立

ち上がり,国縁部はやや外反す

る。底部は平底である。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―ハケロ整形後ヘラナ

デ。

スコ リア・ 砂粒 。

/1ヽ 礫

にぶい橙色

普通

60%
P64

二次焼成

外面煤付着



平面形や規模については,不明である。検出された柱穴の位置から推定すると,長軸約4.6m,

短軸約 4mの長方形状を呈 し,北に長軸方向を持つ住居跡であったものと思われる。床面は,中央

部に撹乱が大きく深 く入 り込んでいるため,わずかに床面 と思われるやや踏み固められたローム

が認められたに過ぎない。炉は検出されない。ピットは 4か所検出され,規模や酉己列等からP2・

P4が主柱穴 と思われ,主柱穴の規模は,径36～43cm,深 さ40～43cmである。またP2・ P4は対角線

上に位置している。P3はP2の西側約36cmに位置し,支柱穴 と思われる。Plは 推定プランの東側に

位置し,深さ約25cmの ところに段を有し,こ の段はピット内壁の西側に認められる。

遺物は,北壁付近の床面から甕形土器の回縁部片が出土している。それらは,すべて五領式に

比定さヤtる 。

④ 引
・瓜

〈［】湘　　　　　　　　　／‐、．、、     強乱
＼

＼
/

/           1

ノ

 ④
RI

C ⑦zl

げ
一

ヘ
Ｅ

∞
．寸
０

引

刊

0               2m

第33図 第14号住居跡実測図
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第34図  第14号住居FIt出 土遺物実測図

第15号住居跡 (第 35図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3d6区 を中心に確認され,第 18号住居跡の北東側約 5mに位置してい

る。本跡の西側は土取 りにより掘削を受け,壁・床とも破壊されている。確認調査の段階で床の

一部 と柱穴 と思われる落ち込みを確認したため,住居跡として調査を進めた。

平面形や規模については,不明である。検出された柱穴の位置等から推定すると,長軸 5m,短

軸 4mの長方形状を呈し,N-45°一Eに長軸方向を持つ住居跡であつたものと思われる。床面は,

土取 りによる掘削跡や木の根による撹乱が入 り込み,その間にわずかに床面と思われる硬 く締まっ

たロームが検出されただけである。炉は検出できなかった。ピットは 4か所推定床面上に検出さ

れ,規模や配列等からPI・ P2・ P4が主柱穴と思われる。主柱穴の規模は径25～50cm,深 さ47～ 65

cmである。柱穴の間隔はPlと P4が3.2m,P2と P4が 2mである。

遺物は,中央からやや北に寄つた床面から,器台形土器 (P66)の 脚部が正位の状態で出土して

いる。そのほか,覆土中から土師器片25片が出土している。それらは,すべて五領式に士ヒ定され

る。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図３４

１

第 甕 形 土 器

上 師 器

A(166)
B(41)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,外傾して立ち上がる。

国縁部外面 ―ハ ケロ整形後横位

のナデ,内面 ―横位 のハ ケロ整

形。

砂粒

にぶ い橙色

普通

5%
P65

外面煤付着

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第36図

1

器台形土器

土 師 器

B(39)
E(23)

接合部片である。器受部はやや

内脅して,脚部は「ハ」の字状

に開くと思われる。脚部上位に

4孔 ,接合部に中央孔が穿たれ

ている。

器受部内・外面―縦位のヘラ磨

き。脚部外面―ヘラ磨き,内 面―

ヘラナデ。

スコ リア・ 砂粗

明赤褐色

良好

競
Ｐ６６

2

密 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(24)

(87)

胴部は底部から内弩気味に立ち

上がる。底部は平底である。

胴部外面 ―ナデ。 砂粒

明褐灰色

普通

％

６７
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第35図 第15号住居跡実測図

0              2m

ⅧI礁 I亭
10cm

第36図 第15号住居跡出土遺物実測図

第16号住居L4(第 37図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3h6区を中心に確認され,第18号住居跡の南東側約 6mに位置してい

る。東側は調査エリア外に延びている。

平面形や規模等の詳細は不明である。調査された部分から推定すると,平面形は隅丸方形また

は隅丸長方形状を呈するものと思われ,北西壁の方向はN-22°一Eである。北西壁の長さは5.33

mである。残存している壁はロームで硬 く締まり,各壁 ともほば垂直に立ち上がっており,壁高は

20～ 26cllaで ある。床面はロームで全体的に平坦であり,壁下周辺を除いて踏み固められて硬 く締
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まり,特に炉の周辺は非常に締まっている。残存 している西側部分には,壁濤が上幅16cm,下幅

6 cm,深 さ5～ 7 cmの 規模で周回している。炉は,やや北西寄 りに位置し,長径81cm,短径51cm

の不整楕円形を呈し,床面をほぼ皿状に 7 cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内にはローム粒子,

炭化粒子少量を含む褐色上が自然堆積し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。ピットは 3か所

検出されたが,規模や配列からPl・ P2が主柱穴 と思われる。主柱穴の規模は径42～58cm,深 さ

68～83cmである。P3は北西側の壁濤に近接しており,径33cm,深 さ22cmである。性格は不明であ

る。

覆土は,一部床面に達する撹乱を受けているものの 2層からなり,主にローム粒子少量,焼土

粒子,炭化粒子を微量に含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は,中央付近の覆上下層からほぼ完形の坑形土器 (P68)が 斜位の状態で,さ らに小型台付

J⑤ 呵

D

A

A 34.6m

二34.2m   =

焼土   焼土

0               2m

い。

ざ
一
　

パ
一

Ｅ

∽
．寸
。

「
９‐

‥

二 f

第37図 第16号住居跡実測図
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甕形土器 (P70)の】同部が出土している。また,南西壁付近の覆上下層から,完形の手捏土器 (坑

形土器)(P69)が横位の状態で出土している。そのほか,覆土中・下層から土器片が100片出上し

ている。なお,そ の中にS字口縁を有する台付甕形土器 (P73)の 口縁部の破片が 1片含まれてい

る。それらは,すべて五領式に比定される。

4

,
曇 華

第38図  第16号住居跡出土遺物実測図

´
誓

Z

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第38図

1

手 捏 土 器

(娩形土器)

土 師 器

A 60
B 51
C 31

胴部は内彎気味に立ち上がって

いる。底部は平底である。

体部外面―縦位のハケロ整形,

内面―縦位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

100%

P69

2

坑 形 土 器

土 師 器

A(102)
B 54
C 39

体部は底部から内彎して立ち上

がり,日縁部はほぼ垂直に立ち

上がる。底部は平底である。

口縁部外面―横位のナデ。胴部

外面―ハケロ整形後ヘラナデ,

内面―ヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

80%
P68

3

壺 形 土 器

土 師 器

A(107)
B(59)

口縁部は,頸部から屈曲し,外
反して立ち上がる。胴部は頸部

から大きく開く。

口縁部外面―縦位のヘラナデ,

内面―横位のハケロ整形。胴部

外面―ハケロ整形後横位のヘラ

ナデ。

スコ リア・ 砂粒

明赤褐色

普通

暖
Ｐ７‐

4

甕 形 土 器

土 師 器

A(182)
B(100)

口縁部は頸部からゆるやかに屈

曲し,外反しながら立ち上がる。

胴部上位がやや内弩している。

外面―斜位のハケロ整形,内
面―横位のハケロ整形。

スコリア・砂粒

浅責橙色

普通

10%
P72

5

甕 形 土 器

土 師 器

B(31)
C(99)

胴部は底部から内驚しながら立

ち上がる。胴部中位に最大径を

有すると思われる。

外面一縦位のハケロ整形,内
面―ナデ。

スコ リア・ 砂粒・

石英・ 小礫

にぶい橙色

普通

5%
P74
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図版番号 器  種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図３８

６

第 台付奏形土器

土 師 器

A(198)
B(20)

「S」 字状を呈する口縁部片で

ある。

内・外面―横位のナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

％

７３

7

台付奏形土器

土 師 器

B(95) 胴部は内彎して立ち上がり,胴
部中位に最大径を有する。口縁

部,台部欠損。

外面―縦位のハケロ整形後ナデ,

内面―横位のハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

既
Ｐ７０

第17号住居跡 (第 39図 )

本跡は,当遺跡の中央部 G3亀 区を中心に確認され,第 18号住居跡の北西側約 6mに位置してい

る。

平面形は,長軸3.84m,短軸3.77mの 隅丸方形で,長軸方向はN-57° 一Eである。壁はロームで

締まり,外傾 しながら立ち上がっている。壁高は10～28cmで ,北東壁から,東コーナー,南東壁

にかけて削平され浅い。床面は,ほ ぼ平坦で硬いロームであり,炉の南西側は踏み固められて特

に硬 く締まっている。炉は,中央から北寄 りに位置し,長径48cm,短径28cmの不定形を呈し,床

面を皿状に 4 cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内には,焼土ブロック中量,焼土粒子多量,炭

化粒子中量を含む褐色上が自然堆積している。炉床はレンガ状に硬 く焼けている。ピットは,中

hl01

引 引

き
第39図 第17号住居跡実測図

D    ・υ°S  ・υCコ'       2m
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央からやや南西側に寄つて 1か所検出された。規模は径23cm,深 さ 9 cmで あり,性格は不明であ

る。

覆上は 2層から成 り,上層にはロームブロック少量,ロ ーム粒子多量を含む黒褐色土,下層は,

ローム粒子,焼土粒子多量,炭化粒子多量を含む黒褐色上が自然堆積している。中央部から南西

壁にかけての床面には貼 りついたように焼土粒子,炭化粒子が薄 く堆積し,さ らに焼土に炭化材

も混入している地域が 2か所あり,火災に道ったものと思われる。

遺物は,北コーナー付近の床面から甕形土器 (P76)が正位の状態で,西コーナー付近の床面直

上から壺形土器 (P79)の 底部が斜位の状態で出上している。また,炉内から土師器片が 4片出土

している。そのほか覆土中・下層から土器片51片が出土しており,それらは,すべて五領式にⅢヒ

定される。

聾~｀
4

10Cm

第40図 第17号住居跡出土遺物実測図
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第17号住居跡出土遺物観察表

図版番 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備  考

図４０

．

第 壺 形 土 器

土 師 器

B(100)
C 33

胴部は底部から内脅しながら立

ち上がり,胴部中位に最大径を

有する。底部は平底である。

内・外面―ハケロ整形後横位の

ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

50%
P79

外面媒付着
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第40図

2

壷 形 土 器

土 師 器

A128
B(63)

口縁部は複合口縁を呈し,頸部

から屈曲し,外反して立ち上がっ

ている。

日縁部外面―縦位のハケロ整

形,日縁部内面―横位のハケロ

整形後ヘラナデ。口唇部横位の
ハケロ整形。胴部外面―ハケロ

整形後ヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

打ヽ礫

褐色

普通

磁
Ｐ７７

3

甕形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

143
143
42

口縁部は頸部から外反気味に立

ち上がる。胴部は球形を呈し,

胴部中位に最大径を有する。底

部は平底である。

口縁部,胴部中位までの外面―

ハケロ整形,以下ヘラ削り後ナ

デ。国縁部内面―横位のナデ。

胴部内面―斜位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

橙色

普通

100%

P76

外面煤付着

4

甕 形 土 器

土 師 器

A(128)
B(51)

口縁部はゆるやかに外傾し,

い。胴部はほぼ球形を呈し,

位に最大径を有する。

短

上

口縁部外面―ヘラ磨き,国縁部

内面―横位のハケロ整形。胴部

外面―縦位のヘラ磨き,内面―

ヘラナデ。

色

粒

褐

通

砂

灰

普

磁
Ｐ７８

第18号住居跡 (第41図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3g4区を中心に確認され,第16号住居跡の北西側約 6mに位置してい

る。本跡周辺はゴミ穴 と土取 りによる撹乱と削平を受け,壁及び床はすでに破壊されている。確

認調査の過程で,破砕された高杯の脚部が焼土と硬いロームに貼 り付いた状態で出土したため,

プランは不明であるが住居跡として調査を進めた。

平面形や規模については,削平されているため壁が残存しておらず,プランをとらえることが

できなかった。炉の南西側約70cmに長径50cm,短径45cmの ほば円形状にロームが踏み固められた

ように硬 く締まっており,床面と考えられる。残存している床面と考えられる地点の北東側0.7m

に,北側が削平されているが長径50cm,短径45cmの 不定形状に焼土が堆積しており,断面は,皿

状を呈しており,深さは 4 cmで あり,炉 と考えられる。炉床と推定される部分は赤色硬化してい

る。ピットは 2か所検出され,Plは炉の北東側約1.9mに位置し,主柱穴 と思われる。規模は,径

30cm,深 さ55cmである。P2の規模は径50cm,深 さ46cmで,上端から30cmほ どのところに段を有し

ているが,性格は不明である。

止
c光

A 34.6m

OR工

第41図 第18号住居跡実測図
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0              10cm

第42図 第18号住居跡出土遺物実測図

F日

遺物は,覆上が削平されているためわずかな

出土量である。また,P2の北側の床面に貼 りつ

くように高邪形土器 (P80)の 裾部が正位の状態

で出上している。それらは,すべて五領式に

,ヒ定される。

第18号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図４２

１

第 高不形上器

土 師 器

D162
E(30)

脚部はゆるやかに開きながら裾

部に至る。脚部上位に3孔を有

する。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,内
面―上位ヘラナデ,中位から下

位にかけてハケロ整形。

スコリア 。砂粒

橙色

普通

30%
P80

内面下位に煤付着

第20号住居跡 (第43図 )

本跡は,当遺跡の中央部H3al区 を中心に確認され,第 19号住居跡の南西約 2mに位置している。

A34.9m

本跡は南と北に位置する第12・ 13

・ 14・ 15号上坑に掘 り込まれてい

る。また,本跡は耕作による撹乱

を受け壁はなく,床の大部分は破

壊されている。確認調査の過程で

床の一部と炉を確認したため,住

居跡として調査を進めた。

平面形や規模については不明で

ある。床面はロームで,ほぼ平坦

であつたと思われる。特に硬 く締

まった菩呂分は,炉を挟むように東

側に0.4× lm,西恨!に 1× 1.3mの

範囲に不定形に認められる。炉は,
第43図 第20号住居跡実測図

長径68cm,短径20cmの南北に細長い楕円形を呈し,床面を

わずかに掘 り込んだ地床炉である。炉内には,焼土粒子多

量,炭化粒子少量を含む暗褐色上が自然堆積し,炉床は赤

変硬化している。

第44図 第20号住居跡出土遺物実測図

パ
一

1炉 i

B34.3m  二

与
0               2m
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第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備   考

図４４

１

第 高不形土器

土 師 器

A 92
B(41)

14N部 は不底部から内彎しながら

立ち上がり,口縁部に至る。端

部は丸味をおびている。脚部欠

損。

内 。外面―横位のナデ。 パミス・スコリア・

砂粒

浅黄橙色

普通

賜
Ｐ８‐

遺物は,覆土は削平されていたが土師器片31片が出土している。また,炉の北側の床面から高

邦形土器 (P81)の杯部が倒立の状態で出土している。それらは,すべて五領式に比定される。

第21号住居跡 (第 12図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2a5区 を中心に確認され,第 4号住居跡の北側約 2mに位置し,第 3

号住居跡 と重複し, 3号住居跡を4分の 3ほ どを掘 り込んでいる。確認された経緯については,

第 3号住居明の項で前述したとおりである。

平面形は,長軸7.10m,短軸6.60mの 隅丸方形で,長軸方向はN-73° 一Eである。南壁は第 3号

住居跡の南壁 と一致しており,比較的遺存が良いが,東壁と北壁の東側半分は撹乱のため破壊さ

れ,西壁 と北壁の大半は第 3号住居囲を調査中に覆上の一部として掘 り込んでしまったため,明

瞭な壁は検出されなかった。壁はロームで締まっており,壁高は18cmで ある。壁柱穴は掘削され

た北壁の東半分と南東コーナー付近を除いて間隔は不統一であるが検出された。なお,壁柱穴の

うち南壁にあるものを除いて壁がないことから,壁柱穴の下部のみが残存したものと思われる。

下部の規模は径20～28cm,深 さ12～28cmで ある。北東コーナー付近から内側にかけてゴミ穴 とし

て掘 り込まれているため,床面の 3分の 1は破壊されている。残存する部分はロームを5～ 8 cm

ほど掘 り込み,ロ ームにロームブロックと黒色土少量を加えた混合土を敷いた 3～ 5 cmの 貼 り床

であり,ほ ぼ平坦で踏み固められて硬 く締まっている。炉の北側部分は撹乱で破壊されているが,

炉は中央部からやや東側に位置し,長軸24cm,短軸20cmの長方形状に残存し,床面を利用した掘

り込みの無い地床炉である。炉床は赤変硬化している。ピットは 4か所検出され,規模 と配列か

ら主柱穴はPl～P4であると思われる。Plは撹乱坑の覆土を取 り除いた後に検出されたもので,主

柱穴の底部付近が残っていたものである。その規模は径28cm,深 さ5 cmである。他の主柱穴P2～P4

の規模は径67～88cm,深 さ43～48cmである。いずれも各コーナーのやや内側に配列されている。

貯蔵穴は南東コーナー部付近の南壁下に位置し,開口部は長径90cm,短径68cmの楕円形を呈し,

深さは64cmである。壁はほぼ垂直に立ち上がり,底面はほぼ平坦である。覆土は上層に暗褐色土,

下層に黒褐色土で自然堆積の状態を示している。

覆土は暗褐色土を主体 とする土層で自然堆積を示しているが,土層の上面は撹乱を受けており,

特に北東側はゴミ穴のため撹乱が激しい。覆土は上層から焼土粒子,炭化粒子多量を含む黒褐色
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土,下層には撹乱坑を除いて,焼土域が床面全域に検出されている。また,炭化材が焼土に混っ

て多数検出されている。炭化材は大きいもので長さ30cm,幅 20cmほ どあり,床面の中央部を向い

ているものも認められた。土層の状況,炭化材の出土状況から,本跡は火災に遭ったものと思わ

れる。

遺物は,貯蔵穴の東側の床面から,半完形の塊形土器 (P12)が 横位の状態で,完形の器台形土

器 (P15)が斜位の状態で出上している。また,貯蔵穴の底面から高イ形土器 (P14)の 破片が出

土している。ほかに,覆土中から土師器片363片が出上している,そ れらは,すべて五領式に比定

される。

＼

0              10cmⅧ 日 ヵ %
第45図 第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第45図

1

高不形土器

土 師 器

A(103)
B 70
D 52
E 23

イ部は下位からゆるやかに内弩

し,中位から外傾気味に立ち上

がる。脚部は短 く「ハJの字状

に開く。

内・外面―縦位のナデ。 スコ リア・砂粒

浅黄橙色

普通

嶋
Ｐ‐４

器台形土器

土 師 器

A 80
B 92
D l16
E 65

器受部は接合部から内彎して立

ち上がり,先端部は平坦である。

脚部は「ハ」の字状に開き,裾
部でやや内彎する。脚部上位に

3孔,下位に3孔,器受部中央

に1孔がある。

器受部 。脚部外面―斜位のハケ

目整形後ヘラ磨き。器受部内

面―ヘラ磨き。脚部内面―横位

のハケロ整形。

スコリア・ 砂粒

橙色

普通

90%
P15

外面煤付着

3

境 形 土 器

上 師 器

A(109)
B 57
C(50)

口縁部は頸部から外反気味に開
いて立ち上がる。胴部は平底の

底部から内彎しながら立ち上が

る。

外面―斜位のハケロ整形後口縁

部横位のヘラナデ,内面―横位

のヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

40%
P12

4

娩 形 上 器

土 師 器

A(126)
B(42)

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がり,端部でやや外反して開

く。

口縁部・胴部外面一ハケロ整形

後横位のナデ,国縁部内面―横

位のナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P13
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

図４ ５

５

第 甕 形 土 器

土 師 器

(281

59

Ｂ

Ｃ

胴部は底部からゆるやかに内彎

して立ち上がる。底部は平底で

あるが,中央がくぼんでいる。

胴部内・ 外面 ―ハケロ整形。 粒

色

通

砂

橙

普

10%
P16

内面煤付着

甕 形 土 器

土 師  器

B(25)
C(80)

胴部は底部からゆるやかに内弩

して立ち上がる。底部は平底で

ある。

胴部外面―ヘラナデ,内面一

ケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

灰褐色

普通

碗
Ｐ・７

第24号住居跡 (第47図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2c7区 を中心に確認され,第25号住居跡の北西約 2m,第29号住居跡の

南西約2.2mに位置している。

平面形は,長軸5.43m,短軸4.74mのやや南西側が幅の狭くなる長方形で,長軸方向はN-66°一

Eである。北西コーナーは丸味を帯びている。壁はロームで締まっており,全壁ともほぼ外イ頃して

立ち上がっている。壁高は約20cmであるが,北壁,東壁側では 5～ 8 cmと 浅い。 これは本跡の北

側が,耕作による削平と小支谷が入 り込み,遺構確認面が北西に向かって傾斜しているためと思

われる。床面はロームで全体的に凹凸状を呈し,中央部は壁際にくらべ踏み固められ特に硬 く締

まっている。炉は中央 (Fl)と 中央から南側 (F2)の 2か所に検出され,北側のFlは長径65cm,

短径58cmの 不整楕円形を呈し,南側のF2は 長径45銅,短径30cmの楕円形状を呈し,床面をそれぞ

れ 5 cm, 4 cm掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子少量を含む褐色上が自然堆積 し,炉床

は双方ともレンガ状に硬 く焼けている。また,Fl・ F2は切 り合いもないため新旧関係は不明であ

ノ
３〃
ノ

一　
　
　
〃

0             10Cm

第46図 第24号住居跡出土遺物実測図

る。ピットは 5か所検出され,規模や

配列からPl～P3が主柱穴 と思われる。

Plは径41cm, 深さ67cm, P2は /J｀規模で

径26cm, 湧Rさ 17cm, P3は 牟垂50cm, 瀕ζさ

46cmで ある。この 3か所が北・ 東・西

の各コーナー付近に位置していること

から,南コーナーにもピットが存在す

る可能性があると考えたが,確認する

ことはできなかった。P4は北西壁際の

中央付近に位置し,規模は径40cm,深

さ23cmで ,出入口に伴 うものかどうか

は断定することができなかった。貯蔵

穴P5は東コーナー部壁下に位置 し,平

面形は47cmの 円形を呈し,深 さは35cm

である。壁はほぼ垂直に立ち上がり,

¨
一
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0               2m 0               1m

第47図 第24号住居跡実測図
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底面は平坦である。

覆土は耕作による撹乱を受けているが,15～ 20cmの厚さで自然堆積し, 3層から成っている。

上層はローム粒子中量,焼土粒子,炭化粒子を含んでいる。特に床面の中央付近の覆土下層には

焼土粒子や炭化材を多量に含んでいることから,本跡は火災に遭ったものと思われる。

遺物は,南西壁付近の床面直上から壺形土器 (P86)の 胴部が破片で出土し,中央からやや南東

側の覆土下層から高不形土器 (P87)の 脚部が倒立の状態で出土している。また,北コーナー付近

の覆土下層から甕形土器の胴部片が出土し,そ のほか,覆土中から土師器片259片が出上している。

それらは,すべて五領式に

'ヒ

定される。

第25号住居跡 (第48図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2e8区 を中心に確認され,調査エリアを東西に横切っている道路近 く

に存在している。第24号住居跡の南東側約 2m,第27号住居跡の北西側約 4mに位置している。

平面形は,長軸4.62m,短軸4.46mの 隅丸方形で,長軸方向はN-48° 一Eである。壁はロームで

締まっており,北西壁中央部と南西壁中央部はほぼ垂直,そ の他の壁はほぼ外傾して立ち上がり

壁高は 6～ 14cmと 浅い。これは耕作による削平と南から北へ傾斜する台地縁辺部に位置している

ためと思われる。床面はロームで中央部は壁際よりわずかに高 く,緩やかな凹凸状を呈し,炉周

辺は特に踏み固められて硬 く締まっている。炉は中央からやや北西側に検出され,長径105cm,短

径43cmの 東側に大きく張り出す不整楕円形状を呈している。床面をわずかに掘 り込んだ地床炉で

ある。炉内には焼土粒子,炭化粒子を含む暗褐色上が自然堆積し,炉床は硬 く焼土化している。

ピットは 7か所検出され,規模や配列からPl・ P3～PSが主柱穴と思われる。主柱穴は各コーナー

部のやや内側に配列され,規模は径28～ 48cm,深さ16～ 40cmである。比較的小規模な柱穴であ

る。P2は南東壁際の東コーナー部近 くに位置する貯蔵穴である。開田部は長軸60cm,短軸48cm,

第24号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図４６

１

第 高杯形土器

土 師 器

D(109)
E 73

脚部は「ハJの字状に開き,脚
部上位に径1故nほどの孔が3か

所に穿たれている。

脚部外面 ―縦位 のヘ ラ磨 き,脚
部内面 ―横位のハケロ整形。

砂粒・ 小礫

浅黄橙色

普通

Ｍ
Ｐ８７

2

高邪形土器

上 師 器

D(99)
E 53

脚部は「ハ」の字状に開いて裾

部に至る。脚部上位に3孔が穿

たれている。

脚部外面 ―ハケロ整形後縦位の

ヘ ラ磨 き,脚部内面 ―横位 のハ

ケロ整形

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

暢
Ｐ８８

3

な 形 土 器

土 師 器

A(113)
B(53)

口縁部は頸部から外上方へ立ち

上がる。先端部はほぼ直立する。

口縁部外面一斜位のハケロ整形

後先端部ヘラナデ,口 縁部内

面―ヘラナデ。

スコリア・砂粒

にぶい赤褐色

普通

磁
Ｐ８９

4

壷 形 上 器

上 師 器

B(64) 胴部は球形を呈し,胴部中位に

最大径を有する。底部は欠損し

ている。

外 面 ―ハ ケ ロ整 形 後 ナ デ,内
面 ―斜位 のナデ。

スコリア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

暢
Ｐ８６
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深さ55cmの楕円形を呈し,内壁の西側に深さ約18cmほ どのところに段を有し,他の壁はほぼ垂直

に掘 り込まれ,底面は坑状を呈している。P6・ P7は北東壁の下に位置し,間隔は0.6mである。壁

はほぼ垂直に掘 り込まれ,底面は坑状を呈している。規模は径12～18cm,深 さ26～29cmである。

P6・ P7の′
lt格について,入回の施設に伴うものと考えることも可能であるが,断定はできなかっ

た。

覆土は 3層から成 り,上層はローム粒子中量,焼土粒子微量を含む褐色土,下層はローム粒子

中量,焼土粒子微量を含む褐色上が堆積し,壁際はローム粒子中量,焼土粒子,炭化粒子少量を

A34.7m

F34.5m      二

8Pd9"

ざ

0              2m
半

一

ｍヽ

Ｌ

Ｎ

Ｈ

国

劇

圏

母

――

＝

―――

＝

憔

け

胸

Ｆ

箇

・タ

ミ

パ
一

第48図 第25号住居跡実測図
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含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は,炉の北側の床面や床面直上から半完形の甕形土器 (P90・ P91)がつぶれた状態でまと

まって出土している。また,炉付近の床面から甕形土器 (P92)の 口縁部がつぶれた状態で,炉の

30cm南側の覆土下層から台付甕形土器 (P98)の 台部が横位の状態で出土している。さらに,北西

壁付近の覆上下層から甕形土器 (P94)の 底部が正位の状態で出上している。そのほか,覆土中か

ら土師器片352片が出上している。なお,その中にほぼ完形の塊形上器 (P95)が出上している。

それらは,すべて五領式に比定される。

第49図 第25号住居跡出土遺物実測図
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第25号住居FTl出 土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第49図

1

功 形 土 器

土 師 器

A104
B 49
C 45

体部は底部から内脅しながら立

ち上がり,国縁部でやや外傾し,

端部に最大径を有する。底部は

平底で,中央がやや凹む。

口縁部外面―ハケロ整形後横位
のナデ。体部外面―ハケロ整形。
口縁部・体部内面―横位のナデ。

砂粒 。小礫

灰褐色

普通

琥
Ｐ９５

2

甕 形 土 器

土 師 器

A174
B(151)

口縁部は頸部からゆるく外反し

て立ち上がる。胴部はほぼ球形

を呈する。

口縁部内・外面―斜位のハケロ

整形。胴部外面―斜位のハケロ

整形,内面―ナデ。

スコ リア 。砂粒

橙色

普通

幌
Ｐ９０

3

甕 形 土 器

土 師 器

A161
B(87)

国縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部は球形を呈するも

のと思われる。

口縁部内・ 外面 ―横位のハケロ

整形後横位 のナデ。胴部内・ 外

面 ―横位 のハケロ整形。

砂粒・小礫

にぶい橙色

普通

30%
P92

外面煤付着

4

甕 形 土 器

土 師 器

A(183)
B(205)

口縁部は頸部から「く」
に屈曲して立ち上がる。

位に最大径を有する。

状

中

字

部

の

胴

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―ハケロ整形後斜位・

縦位のヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P91

外面媒付着

5

甕 形 土 器

土 師 器

B(110)
C 59

胴部は底部から内彎して立ち上

がる。胴部中位に最大径を有す

る。

胴部内・外面―糾位のヘラナデ。 スコリア 。砂粒

橙色

普通

30%
P94

外面媒付着

6

台付甕形土器

土 師 器

B(62)
D 91
E 49

の字状に開き裾部は

る

部

至

ム
ロ
に

外面 ―ハケロ整形,内面 ―ナデ。 砂粒

にぶい橙色

普通

既
Ｐ９７

7

台付甕形土器

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部は「ハJの字状 に開 き裾部

に至 る。

外 面 ―斜 位 の ハ ケ ロ整 形,内
面 ―指頭 による縦位 のナデ。

スコリア・砂粒

明褐色

普通

甥
Ｐ９８

第26号住居跡 (第50図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3dl区 を中心に確認され,第27号住居跡の北東約 3m,第 41号住居跡

の南東約2.2mに 位置している。

平面形は,長軸3.74m,短軸3.68mの 隅丸方形で,長軸方向はN-81° 一Wである。壁はローム

で硬 く締まっており,外傾して立ち上がっている。壁高は20～ 30cmで ある。床面はほぼ平坦で全

体的に硬いロームである。主柱穴に囲まれた内側は,踏み固められて硬 く,特に炉周辺は硬 く締

まっている。炉は中央に検出され,長径70cm,短径36cmの楕円形を呈し,床面を皿状に 8 cmほ ど

掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子,炭化粒子少量を含む暗褐色上が自然堆積し,炉床

はレンガ状に硬 く焼けゴツゴツしている。ピットは 6か所検出され,規模や酉己列からPl～P4,ま

たはPl・ P2・ P5° P6が主柱穴 と思われる。規模は径22～28cm,深 さ20～ 30cmで ある。P5は P3の南

東側約42cm,P6は P4の 北東側約30cmに位置し,いずれかが補助的な役割をしていた柱穴であった

ものと思われる。貯蔵穴は南東コーナー付近に位置し,開田部は長径85cm,短径80cm,深 さ33cm

の楕円形を呈し,壁は外傾して立ち上がっており,底面は平坦である。貯蔵穴の覆土は,自然堆

積を示す 3層からなり,上層は暗褐色土で締まっており,中層は暗赤褐色上で焼土粒子を多量に

含んでいる。また,下層は硬 く締まっている暗褐色上で焼土粒子,炭化粒子微量を含んでいる。

覆土は 3層から成 り, 1・ 2層が暗褐色土, 3層が赤褐色上で,焼土粒子,炭化粒子微量を含

んでいる。床面の中央から西側部に炭化材の混入した焼土域が 8か所検出された。焼土,炭化材

―-313-
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第51図

1

壷 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部は底部から内彎し,

中位のやや下側に最大径を有す

る。底部は平底である。

口縁部外面―横位のナデ。胴部

外面一横位のハケロ整形後ナデ。

スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

賜
Ｐ・０．

2

壺 形 上 器

土 師 器

A(128)
B(47)

口縁部は複合口縁で,頸部より

外反して立ち上がる。

口縁部外面上位―横位のナデ,

下位―ハケロ整形,日 縁部内

面―横位のナデ。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

％

・０２

3

甕 形 上 器

土 師 器

A175
B223
C 65

口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部は球形を呈し,中
位に最大径を有する。底部は平

底である。

口縁部外面―斜位のハケロ整

形,内面―横位のハケロ整形。

胴部内面―ナデ。

砂粒

明赤褐色

普通

95%
P100

外面煤付着

4

台付変形土器

土 師 器

A177
B(326)
E(49)

口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部は球形を呈し,中
位に最大径を有する。台部は「ハ」

の字状を呈して開く。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後ヘラナデ,内面―横位のハケ

目整形。胴部・台部外面―斜位

のハケロ整形,胴部内面―ヘラ

ナデ。

砂粒・小礫

橙色

普通

95%
P99

二次焼成

―-314-―
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D

の出土状況から,本跡は火災に

遭つたものと思われる。

遺物は,炉の南西側の床面か

ら,完形の台付甕形土器 (P99)

が横位の状態で出土している。

また,中央のやや東側の覆上下

層から完形の壷形土器 (P101)

が正位の状態で,東壁際の床面

から甕形土器 (P100)が斜位の

状態で出土している。そのほか,

貯蔵穴の覆土中・上層から,土

師器片287片が出上している。そ

れらは,すべて五領式に

'ヒ

定さ

れる。

げ

0             2m

第52図 第26号住居跡遺物出上位置図・土器接合関係図

第27号住居跡 (第53図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2為区を中心に確認され,第26号住居跡の北東約 3mに位置している。

本跡の南側部分は遺跡を東西に横切る市道下に延びており調査できなかった。

平面形や規模等は,調査された部分から推定すると,平面形は隅丸長方形または隅丸方形を呈

するものと思われ,北東壁の方向はN-45°一Wである。規模は北東壁の長さが4.70mである。壁

は南西壁,南東壁を除いてロームで硬 く締まり,外傾して立ち上がっており,壁高は30～42cmで

ある。床面はロームで,柱穴を結んだ線の南西側は踏み固められて硬 く締 まり,全体に凹凸が見

られる。さらに,踏み固められて硬 く締まったロームが北西壁直下から中央部の炉にかけて不定

形に盛 り上がっている。壁直下 と盛 り上がった最も高い部分との地高差は約 8 cmで ある。炉は調

査した部分の中央からやや北西寄 り (Fl)と ,さ らに西側約50cm寄 りのところ (F2)と 2か所検

出され,Flは 長径90cm,短径55cmの 不整楕円形を呈し,床面を皿状に約10cm掘 り込んだ地床炉で

ある。炉内には焼土粒子,炭化粒子多量を含む暗褐色土が自然堆積し,炉床は赤変硬化しブロッ

ク状にゴツゴツしている。西側のF2は 半分以上が市道下にかかっていると思われ,平面形,規模

は不明である。また, 2つの炉の新旧関係は切 り合っていないため不明である。床面への掘 り込
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第53図 第27号住居跡実測図

みはなく,炉床 と思われる部分は平坦で,赤変硬化し長 く熱を受け続けたことがわかる。 ピット

は 5か所検出され,規模 と配列からPl・ P2は 主柱穴と思われる。主柱穴は北と東コーナー部から

約 lm内側に配列され,規模はPと が径27cm,深さ61cm,P2が径30cm,深 さ47cmである。P4は耳ヒコー

ナー部に位置し,長径100cm,短径38cmの 不整楕円形を呈し,深さ10cmである。壁はほぼ外傾 して

立ち上がり,底面は平坦であるが北西壁がやや低い。また,P3は北西壁近 くに位置し,径30cm,

深さ10.5cmと 掘 り込みも浅いことからPsと 同様,貯蔵穴とも考えられるが明確にはできなかった。

P5は 貯蔵穴 と考えられ,東コーナー部に位置し,南側部分は市道下にかかり,平面形・規模は不

明である。調査できた壁は,北西側 と北東側に張 り出して,ほぼ垂直に立ち上がっている。深さ

は12cmと 浅 く,底面はやや丸味を帯びている。

覆土は 2層から成 り,上層にはローム粒子,焼土粒子;炭化粒子少量を含む暗褐色土,下層は

ド
一

Ｆ
一げ

一
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ローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子多量を含む黒褐色上が自然堆積している。下層は10～20cm

の厚みがあり,焼土粒子,お よび炭化材が特に多 く含まれている。床面には径 9 cmほ どの炭化材

が放射状に横たわっており,長いもので lmも ある。炭化材はもろく丸太で自然木のように思われ

た。焼土域が中央部付近を除いた全域にわたって検出された。覆土や炭化材の状況から,本跡は

火災に遭ったものと思われる。P4の 西側20cmの 北壁に寄った床面に径12cmの球形状のにぶい浅黄

色の粘土塊,ま た,P5の北壁の上面に貼 りついた様に粘土塊が出土している。

遺物は,東 コーナー部の壁際や南東壁際から完形の甕形土器 (P104),小型甕形土器 (P105)が

横位の状態で,壷形土器 (Pl10)が正位の状態で,台付甕形土器 (P■5)が倒立の状態で完形に

復元できた塊形土器 (P106)が破片の状態で出上している。また,中央からやや東側の覆上下層

から,装飾器台形土器 (P107)が正位の状態で,Flの北側の覆上下層から高杯形上器 (P■8)が

倒立の状態で出上している。そのほか,貯蔵穴や覆土中・下層から土師器片217片が出土しており,

棒状浮文壺の回縁部 2点 (P■3・ Pl12),球状土錘 (DPl)1点 ,管状土錘 (DP5)1点 ,石製品

(Q164)1点 が出土している。それらは,すべて五領式に比定される。

A 34.8m

0              2m

第54図 第27号住居跡遺物出上位置図・ 土器接合関係図
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第56図  第27号住居跡出土遺物実測図(2)
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第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第55図

1

装飾器台形

土   器

土 師 器

B(116)
D(148)
E 63

器受部は脚部から強く外反し,

器受部下位の装飾用の段に至り

再び外反しながら立ち上がる。

脚部は「ハ」の字状に大きく開

き,裾部に至る。器受部中位に

4孔,下位に飾り窓 4孔,中央

に単孔,脚部中位に3孔,下位

に3孔を有するc

器受部・脚部外面一斜位のハケ

目整形後ヘラ磨 き,器受部内

面―ヘラ磨き,脚部内面―ハケ

目整形後ヘラナデ。

ス コ リア・ 砂粒

橙色

普通

50%
P107

2

高不形土器

土 師 器

B(62)
D124
E 53

脚部は「ハ」の字状に大きく開き

裾部に至る。上位に舒Lを有する。

不部は欠損している。

外面―ハケロ整形後縦位のヘラ

磨き。内面―横位のハケロ整形

後下位ヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

良好

50%
Pl18

3

坑形 土 器

土 師 器

A l1 7

B 64
C 36

口縁部は頸部から外反しながら

立ち上がる。体部は底部から内

彎して立ち上がる。底部は凹む。

口縁部内・外面―横位のナデ。

体部外面―ハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

にぶ い橙色

普通

90%
P106

4

壺 形 土 器

土 師 器

A(243)
B(77)

口縁部 は複合 口縁で,外傾 して

立ち上が る。 口唇部 は水平 な面

を持 ち,内面凸帯 を付 ける。

口縁部外面―縦位のハケロ整

形,口縁部内面―横位のハケロ

整形。4本の棒状浮文を付ける。

スコリア・砂粒・

長石

浅黄橙色

普通

5%
Pl12

内 。外面媒付着

5

壺 形 土 器

上 師 器

A(150)
B(43)

口縁部は複合口縁で,頸部から

外反して立ち上がる。

口縁部外面上位―横位のナテ,

下位―縦位のハケロ整形,国縁

部内面―横位のハケロ整形。

粒

色

通

砂

橙

普

5%
P108

6

豆 形 土 器

土 師 器

A(288)
B(107)

口縁部は複合日縁で,頸部から

外反して立ち上がった後,皿状

に開き,さ らに外傾して立ち上

がる。日縁端部は水平な面をも

ち,内面凸帯を付ける。

口縁部外面―縦のハケロ整形。

棒状浮文を付ける。

スコ リア・ 砂粒 。

長石

浅黄橙色

普通

10%
Pl13

口縁部内面煤付

着

7

壷 形 土 器

土 師 器

A(134)
B(175)

口縁部は複合口縁で,頸部から

外反し立ち上がっている。胴部

はほ′F球形を呈し,中位に最大

径を有する。

内・外面―斜位のハケロ整形後

横位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

40%
Pl10
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図５５

８

第 小型奏形土器

土 師 器

A 65
B 56
C 34

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部は底部から内管し

ながら立ち上がる。胴部中位か

らやや上側に最大径を有する。

内・ 外面 ―横位 のナデ。 粒

色

通

砂

橙

普

100%

P105

外面に象J離痕

甕 形 土 器

土 師 器

A108
B147
C 42

口縁部は頸部から直立気味に外

反して立ち上がる。胴部は球形

を呈し,胴部中位に最大径を有

する。底部は平底である。

口縁部内 。外面―ハケロ整形,

後横位のナデ。胴部外面一斜位

のハケロ整形,胴部内面―ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

100%

P104

外面媒付着

甕 形 土 器

土 師 器

A(114)
B(47)

口縁部は複合口縁で,「 く」の字

状に屈曲し開く。胴部は球形を

呈すると思われる。

回縁部外面―ハケロ整形後横位

のナデ,内面―ハケロ整形後へ

ラナデ。胴部外面―縦位のヘラ

ナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい赤褐色

普通

琥
Ｐ‐．‐

1ユ

密 形 土 器

土 師 器

B(75)
C 76

胴部は平底の底部から内弩しな

がら立ち上がる。

内・ 外面 ―ハケロ整形後ヘ ラナ スコリア・砂粒・

小礫

にぶい黄橙色

普通

賜
Ｐ・‐６

12

台付甕形上器

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

は

る

部

至

ム
ロ
に

」ヽの字状に開き裾部 内・外面―ハケロ整形。 スコ リア・ 砂粒・

長石

にぶい褐色

普通

腸
Ｐ‐‐７

第56図

13

台付奏形土器

土 師 器

B(120)
D(108)
E 48

胴部は台部から内彎しながら外

上方に立ち上がる。台部は「ハ」

の字状に開き裾部に至る。

胴部・台部外面・脚部内面―斜

位のハケロ整形,胴部内面―模

位のハケロ整形。

砂粒

明赤褐色

普通

50%
Pl15

外面煤付着

球状・ 管状土錘 (第 56図 14。 15)

球状土錘・管状土錘の 2点 とも完形品であり,14は 長さ2.3cm,幅 2.9cmの ややゆがんだ球形を

呈し,孔径が 6 11ullほ どで,重 さ19.2gである。15は長さ3.lcm,幅 2.8cmの 管状を呈し,孔径が 6 11ul

ほど,重 さは23.9gでていねいな作 りである。2点 とも,孔は一方向から穿たれており,色調はに

ぶい褐色を呈し,胎土は細砂粒を含み,焼成は良好である。

石製品 (第56図 16)

石製品は滑石製で,半球形状を呈している。表面は研磨され,底面には周縁から中央に向かう

ように擦 り切った痕と折 り取った痕が残っている。丸 くなった先端近 くには,孔が穿孔されてい

る。孔の穿孔方法は,片面から残 りの片面 (反対側の面)に近 くなる所まで底面とほぼ水平にな

るように穿孔してゆき,更に,残った面から穿孔して買通させている。高さ3.9cm,幅4.lcm,重

さ547g,孔径0.7～ 0.8cmである。類例がなく用途不明である。

第28号住居跡 (第57図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3e3区 を中心に確認され,第32号住居跡の西側1.8mに 位置し,南西

コーナー付近で,縄文時代早期の第 8号炉穴 と重複している。

平面形は,長軸4.72m,短軸4.68mの 方形で,長軸方向はN-20° 一Eである。壁はロームで硬 く

締まり,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は14～20cmである。耕作による削平を受け,南東コー
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ナー付近の壁高は 6～ 7 cmと 遺存状態が悪い。床面は平坦であるが,北東コーナーに向かってや

や傾斜している。炉の周辺はロームが踏み固められて硬 く締まり,こ ぶ状にゴツゴツしている。

炉は中央からやや西側に検出され,長径88cm,短径27cmの不整楕円形を呈し,床面を皿状に 4 cm

ほど掘 り込んだ地床炉である。炉内は焼土粒子中量を含む褐色上が堆積し,炉床はレンガ状に焼

けゴツゴツしている。ピットは 8か所検出され,規模や配列からPl～P4が主柱穴 と思われる。主

柱穴の規模は径21～23cm,深 さ18～30cmの 円筒状で,比較的浅い柱穴である。P6・ P8は 支柱穴 と

考えられる。Ps・ P7は規模や位置から性格は不明確である。貯蔵穴は南東コーナー部に位置し,

開口部は長径72cm,短径68cm,深 さ54cmの 円形状 を呈 し,南東側は垂直に立ち上がっている。

⑥ 司 hl引Ｗヽ

儘
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第57図 第28号住居跡実測図
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北西壁側は上端から約16cmの ところに段をつくっている。底面は平坦である。貯蔵穴の覆土は 3

層からなり,ロ ーム粒子少量,焼土粒子微量,炭化粒子微量を含む褐色土が主体で,レ ンズ状に

硬 く締まっている。

覆土は2層から成 り,上層はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色上が主体で,

下層は口‐ム粒子,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土が 4 cmほ ど自然堆積 している。

遺物は,北東コーナー付近の床面から台付甕形土器 (Pl19)の 破片がまとまった状態で,完形

の甑形土器 (P120)が つぶれた状態で,器台形上器の器受部が正位の状態で出上している。また,

同所の覆上下層から甕形土器の口縁部・胴部がまとまって出上している。炉の南側の床面から半

完形の台付甕形土器 (P132)が横位の状態で出上している。さらに,東 コーナー部付近の床面か

ら高不形土器 (P139)の脚部が倒立の状態で出土している。そのほか,覆土中 。下層から土師器

片483片が出上している。それらは,すべて五領式に上ヒ定される。なお,覆土上層から縄文式上器

片が少量出上している。

F 340m

第58図 第28号住居跡遺物出上位置図・土器接合関係図
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第59図 第28号住居跡出土遺物実測図(1)
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∞鯵0加

0             10cm

第60図 第28号住居跡出土遺物実測図(2)

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第59図

1

器台形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｅ

95
(36)

(07)

器受部は接合部からやや内彎し

て開いて立ち上がり,接合部に

中央孔がある。脚部は欠損する。

器受部内・外面―ナデ。接合部

外面―縦位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

50%
P131

外面煤付着

2

高杯形土器

上 師 器

D 50
E 29

脚部は「ハ」の字状に開き裾部に

至る。不部は欠損している。

脚部外面―ハケロ整形後丁寧な

縦位のヘラ磨き。

粒

色

通

砂

橙

普

50%
P139
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第59図

3

娩 形 土 器

土 師  器

A(113)
B(60)

わずか に残 った日縁部の下位 は

ゆる く外反する。胴部 はほぼ球

形 を呈 し,薄手なつ くりである。

口縁 部 外 面 ―ハ ケ ロ整 形 後 ナ

デ。胴部外面 ―ハ ケロ整形,内
面 ―ナデ。

スコリア・砂4‐

にぶい橙色

普通

競
Ｐ‐３４

4

壺 形 土 器

土 師 器

A(226)
B(32)

回縁部 は複合 口縁で,ゆ るやか

に外傾 して立 ち上が る。

内・ 外面 ―ヘ ラ磨 き。 スコ リア・ 砂粒

明赤褐色

普通

％

・２８

5

甕 形 土 器

上 師 器

A(158)
B(65)

口縁部は頸部から「くJの字状

に屈曲し,外反して立ち上がる。

口縁部内・外面―ハケロ整形。

胴部外面―ハケロ整形,内面―

ヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

‐２４

甕 形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

150
(6 0)

口縁部 は頸部か ら「 く」の字状

に屈曲 し,外反 して立 ち上が る。

胴部 はほぼ球形 を呈す る と思わ

れ る。

日縁部外面―ハケロ整形後横位

のナデ。胴部外面―ハケロ整形。

口縁部・胴部内面一ヘラナデ。

砂粒

灰櫓色

普通

既
Ｐ‐２‐

7

甕形 土 器

土 師 器

A(189)
B(80)

口縁部は頸部から「くJの字状

に屈曲し,外反して立ち上がる。

胴部はほぼ球形を呈すると思わ

オιる。

口縁部外面―ハケロ整形後横位

のナデ。胴部外面―ハケロ整形。

日縁部・胴部内面―ヘラナデ。

粒

色

通

砂

褐

普

10%
P122

外面煤付着

甕形 土 器

土 師 器

A(167)
B(44)

口縁部は頸部から強く外反して

開く。

口縁部外面―ハケロ整形後横位

のナデ。胴部外面―ハケロ整形。

口縁部 。胴部内面―ヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい褐色

普通

％

・２３

9

甕 形 上 器

土 師 器

B(35)
C 72

胴部下位は平底の底部からやや

内彎して開く。

胴部外面 ―ヘ ラナデ。 砂粒

にぶい赤褐色

普通

10%
P136

外面煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

B(180) 胴部はほぼ球形を呈し,中位に

最大径を有する。

内・ 外面 ―ハ ケロ整形後ヘ ラナ 砂粒・スコリア

明褐色

普通

30%
P133

外面煤付着

第60図

11

台付甕形土器

土 師 器

A185
B(265)

日縁部 は頸部か ら外反 して立 ち

上が る。胴部 は球形 を呈 し,中
位 に最大径 を有する。台部 は欠

損する。

口縁部 。胴部外面―斜位のハケ

目整形。日縁部内面―横位のハ

ケロ整形。胴部内面―ヘラナデ。

スコリア・砂粒

橙色

普通

70%
Pl19

外面媒付着

台付甕形土器

土 師 器

B(198)
E(25)

胴部は接合部から内彎しながら

立ち上がり,胴部中位に最大径

を有する。台部は「ハ」の字状

に開く。日縁部は欠損する。

胴部外面―斜位のハケロ整形。

台部外面―縦位のハケロ整形。

胴部・台部内函―ヘラナデ。

砂粒

明褐色

普通

暢
Ｐ・３２

台付甕形土器

上 師 器

(74)

106
66

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部は「ハ」の字状に開き裾部

に至る。裾部を内面に折り返し

ている。

台部外面―粗いハケロ整形後指

頭による縦位のナデ,台部内面―

指頭による押圧。

砂粒

にぶい褐色

普通

20%
P138

外面煤付着

甑 形 土 器

土 師  器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部は内彎 しながら立ち上が り,

国縁端部 に至 る。底部 には径 2

cmほ どの孔がある。

外面―ヘラナデ,内面―ナデ。 スコリア・砂粒

褐色

普通

100%

P120

外面煤付着

第29号住居跡 (第61図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2b8区 を中心に確認され,第20号住居跡の南側約 4m,第24号住居跡

の北東側約4.2mに位置している。

平面形は,長軸3.20m,短軸2.93mの 隅丸方形で,長軸方向はN-23° 一Wである。壁はローム

で硬 く締まり,ほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は16～30cmである。本跡は南から北へ傾斜す

る台地縁辺部に位置するため,本跡の北壁は低 くなっている。壁下には壁濤が北壁,西壁の一部

を除いて,上幅17cm,下幅4cm,深さ4cmの規模で周回している。断面形は,「 U」状を呈 してい
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る。床面はロームでほぼ平坦であり,柱穴を線で結んだ内側は,踏み固められて非常に硬 く締まっ

ている。炉は中央からやや東側に検出され,平面形は長径46cm,短径30cmの 楕円形を呈し,掘 り

込みの無い地床炉である。炉床は赤変硬化している。ピットは 5か所検出され,規模や配列から

Pl～P4が主柱穴 と思われる。主柱穴は各コーナーの内側に位置し,規模は23～28cm,深 さ15～20

cmである。貯蔵穴は南東コーナー壁下に位置し,開口部は長径55cm,短径34cmの 楕円形を呈し

ているが,南西壁の深さ8cmの所に段を有している。壁は硬 く外傾して立ち上がり,底面は平坦で

ある。貯蔵穴の覆土は 3層から成 り,上層にローム粒子,焼土粒子,炭化粒子少量を含む褐色土,

下層はローム粒子少量,焼土粒子微量を含む褐色上が堆積し締まっている。

覆土は 3層からなり,部分的に撹乱を受けているが,レ ンズ状に自然堆積している。上層はロー

ム粒子中量,焼土粒子,炭土粒子微量を含む暗褐色土,中・下層は褐色上が堆積し,壁際はロー

ム粒子,焼土粒子微量を含む暗褐色上が堆積している。

遺物は,土師器片が覆土中・下層から93片 出上したが接合はできなかった。床面出土の上器片

は 5片である。それらは,すべて五領式に比定される。
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第30号住居跡 (第62図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2a9区 を中心に確認され,第29号住居跡の北側約2mに位置している。

南側では第 3号濤 と重複しており,濤が本跡の南壁,西壁を掘 り込んでいることから,本跡の方

が古い。また,本跡周辺は北側の小谷津田に向かって傾斜する台地縁辺部で,谷津田を陸田にす

るために土取 りされた地域である。本跡の北側部分は土取 りによる削平を受けている。

平面形や規模については,検出された柱穴の位置等から推定すると,長軸6.00m,短軸5.58mほ

どの隅丸方形または隅丸長方形を呈し,N-3° 一Eに長軸方向を持つ住居跡であったものと思われ

る。東壁の一部と南西コーナー部の壁を除いて,壁の大部分は破壊されている。残存壁はローム

で硬 く締まり,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は30～40cmである。床面はほぼ平坦で,主柱

穴を線で結んだ内側は踏み固められて硬 く締まっている。また,Plと P6を結んだ線の付近から北

側に向って削平されているため,北側の壁周辺はやや軟弱なロームである。炉は中央 (Fl)と や

や南西側 (F2)の 2か所に検出され,北側のFlは長径85cm,短径37cmの不整楕円形,南側のF2は

長径62cm,短径34cmの不整楕円形を呈し,床面をそれぞれわずかに掘 り込んだ地床炉である。炉

内には焼土粒子,炭化粒子少量を含んだ暗褐色上が堆積し,炉床は双方とも赤変硬化している。

また,Fl・ F2は約40cmと 近接しているため同時に使用していたと思われる。ピットは6か所検出

され,規模 と配列からPl～P4が主柱穴 と思われる。主柱穴のP2・ P3の 規模は径32～37帥,深 さ

23～30cmで ある。Plは上位を削平され,P4は北壁側が撹乱を受けている。P5° P6は P4に近接して

いるが,深さ13～ 14cmと 浅 く,本跡に伴うものか明確でない。貯蔵穴は,南東ヨーナー部からや

や西側に位置し,開口部は長径76cm,短径52cal,深さ34cmの不整楕円形を呈している。壁の北側

が外傾し,南側はほぼ垂直に立ち上がり,底面は皿状を呈している。覆土は 2層から成 り,上層

は焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層は焼土粒子,炭化粒子微量を含む粘性のある灰

褐色上が,西壁にそって流れ込んだように堆積している。

覆土は,北西部を中心に撹乱を受けているがほぼ 2層から成 り,レ ンズ状に自然堆積している。

褐色土が主体で,第 3号濤の覆上でもある上層には,ロ ーム粒子,焼土粒子微量を含む褐色土,

下層にはローム粒子少量,炭化粒子,炭化材微量を含む暗褐色上が堆積している。また,床面に

焼土や炭化材が多く検出されたことや,覆上下層に焼土粒子,炭化材が含まれていることから,

本跡は,火災に遭ったものと思われる。

遺物は,北西コーナー部付近の覆上下層から復元できた台付甕形土器 (P140)が まとまった状

態で出上し,ま た,Flの南東側付近の覆土下層から完形に復元できた甕形土器 (P157)が つぶ

れた状態で,同所から半完形の壷形土器 (P145)が倒立の状態で出土している。また,東壁側

の覆土下層から重形土器 (P141)がつぶれた状態で,南西コーナー部付近の床面から高郷形土器

(P143)の 杯部が倒立の状態で出上している。さらに,中央部付近の床面や覆上下層から,高郷形

―-328-―
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土器 (P164)の脚部 と半完形の台付甕形土器 (P142)が斜位や横位の状態で出上している。その

ほか,覆土中から土師器片252片 が出上しており,こ の中には壼形土器 (P151)の 頸部片も含まれ

ている。それらは,すべて五領式に,ヒ定される。なお,縄文式上器片が,覆土上層から少量出土

している。

|・B・
    ｀

ヽ

D げ

D              2m

第83図 第30号住居跡遺物出上位置図 。土器接合関係図

第30号住居跡出土遺物観察表

器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調。焼成 備  考

第64図

1

ミニチュア齢

(塊形土器)

土 師 器

A(54)
B 30
C(28)

体部は底部から外反気味に立ち

上がり,日縁部にかけてやや内

彎する。

体部内・外画―ヘラナデ。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

幌
Ｐ・６８

2

高不形土器

土 師 器

A lll
B(52)

杯部はイ底部から内彎気味に立

ち上がり,器肉の薄い口縁部に

至る。脚部は欠損している。

口縁部内・外面一横位のナデ。

体部外面一ハケロ整形後ヘラ磨

き。

砂粒

にぶい褐色

普通

50%
P143

内面斑点状剣離

―-330-―
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第64図

3

高不形土器

土 師 器

A(196)

B(55)
C(40)

杯部は不底部から外傾して立ち

上がる。イ底部の中央には接合

する時に穿たれたと思われる孔

の一部が認められる。

体 部内・ 外面 ―ハケロ整形後 ナ 砂粒

浅黄橙色

普通

10%
P150

4

高邪形上器

土 師 器

D126
E 91

脚部は「ハ」の字状を呈し,裾部

でさらに開いている。脚部上位

に3孔を有する。不部は欠損し

ている。

脚部外面 ―斜位のハ ケロ整形後

ヘ ラナデ,内面 ―斜位 のハ ケロ

整形。

・ 小礫粒

色

通

砂

橙

普

50%
P164

5

高杯形土器

土 師 器

D108
E 73

脚部は「ハ」の字状に開き裾部

に至る。脚部上位に3孔 を有す

る。不部は欠損している。

脚部外面―縦位のハケロ整形後

縦位のヘラ磨き,内面―斜位の
ハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

50%
P163

6

高不形上器

土 師 器

D(132)
E(45)

脚部は「ハ」の字状に開き裾部

に至る。上位に孔を穿つ。不部

は欠損している。

脚部外面―縦位のハケロ整形後

縦位のヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

10%
P162

7

高郷形土器

土 師 器

E(51) 脚部は「ハJの字状に開き,脚
部上位に3孔を有する。杯部,

裾部は欠損している。

脚部外面―縦位のハケロ整形後
ヘラ磨き,内面―斜位のハケロ

整形。

粒

色

通

砂

橙

普

賜
Ｐ‐６６

8

壺 形 土 器

土 師 器

A102
B148
C 52

口縁部は頸部か ら外反 して立 ち

上がる。胴部 はほぼ球形 を呈 し,

中位 に最大径 を有 す る。

外面 ―ハ ケロ整形後 ヘラナデ ,

内面 ―ヘ ラナデ。

スコリア・ 砂粒

橙色

普通

85%
P141

9

壷 形 土 器

土 師 器

A140
B(60)

口縁部は外傾する複合口縁であ

る。頸部からゆるく屈曲した後,

ほぼ垂直に立ち上がり,外反し

て複合口縁に至る。

回縁部 内・ 外面 ―ハケロ整形後

横位 のナデ。頸部外面 ―ハケロ

整形後 容 ラナデ,内面 ―ハケロ

整形。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%
P146

壷 形 土 器

土 師 器

B(81)
C 56

胴部は球形を呈し,中位に最大

径を有する。胴部中位やや下側

に径0 3cmの孔を穿つ。口縁部は

欠損している。

胴部外面―ハケロ整形後ヘラ磨

き,内面一ハケロ整形後ヘラナ

デ。

スコリア・砂粒

橙色

普通

60%
P145

壺 形 土 器

土 師 器

B(62) 頸部はゆるやかに屈曲し,胴部

上半が内彎している。

胴部外面―LRの単節縄文を施

した後斜位のハケロ整形,内面―

ヘラナデ。

砂粒 。長石

にぶい橙色

普通

10%
P153

磨滅している

壺 形 土 器

土 師 器

B(113) 口縁部 は外傾 する複合 口縁 であ

り,頸部か らゆる く屈曲 した後

外反 して立 ち上が り複合 口縁 に

至 る。 国唇部は欠損 している。

国縁部・顕部外面―縦位のハケ

目整形,口縁部・頸部内面―横

位のハケロ整形。肩部―RLの単

節縄文を施す。

砂粒・ スコ リア・

長石

浅黄橙色

普通

10%

P151

内面媒付着

甕 形 土 器

土 師 器

A(130)

B(92)
口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

ほば球形を呈し,中位に最大径

を有する。

口縁部内・外面―ハケロ整形後

横位のナデ。胴部外面―ハケロ

整形後ヘラナデ,内面―ナデ。

スコリア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

40%
P147

14

密 形 土 器

土 師 器

A168
B(109)

日縁部は頸部から「く」の字状

を呈して立ち上がる。胴部はほ

ぼ球形を呈し,中位に最大径を

有する。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―斜位のハケロ整形。

砂粒

橙色

普通

暢
Ｐ‐４４

甕 形 土 器

土 師 器

A(192)

B(56)
口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部上半が内驚してい

る。

内・外面―横位のヘラナデ。 砂粒・ 長石

橙色

普通

琥

Ｐ・５

甕 形 土 署

土 師 器

A(182)

B(47)
口縁部は頸部か ら外反 して立 ち

上が る。

口縁部外面―斜位のハケロ整

形,内面―横位のハケロ整形後

ナデ。

スコリア・ 砂粒

橙色

普通

5%
P155

第65図

17

甕 形 土 器

土 師 器

A(160)

B(135)
口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部はほぼ球形を呈し,

中位に最大径を有する。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―横位のハ

ケロ整形。胴部外面―横位のハ

ケロ整形,内面―ヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

40%
P152

外面媒付着
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第65図

18

甕 形 土 器

土 師 器

B(179)

C 66
胴部は底部から内彎しながら立

ち上がり,胴部中位からやや上

に最大径を有する。底部は平底

で,中央が凹む。

胴部外面―斜位のハケロ整形後

斜位のヘラナデ,胴部内面―横

位のヘラナデ。

砂桂

にぶい褐色

普通

80%
P157

外面煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

A(139)
B(41)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

ほぼ球形を呈すると思われる。

国縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―横位のハ

ケロ整形。胴部外面一縦位のハ

ケロ整形,内面―ナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

10%
P156

甕 形 上 器

土 師 器

A(108)

B(55)
口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部は球形を呈してい

ると思われる。

内 。外面 ―ヘ ラナデ。 砂粒・ 小礫

浅黄橙色

普通

20%
P148

胴部内面を除き

朱彩

甕 形 土 器

土 師  器

A(128)

B(58)
口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部は球形を呈してい

ると思われる。

口縁部内 ,外面―ハケロ整形。

胴部外面―ハケロ整形。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%
P149

胴部内面斑点状

象」離

甕 形 土 器

土 師 器

B(34)
C(72)

胴部は底部からゆるやかに開き

ながら立ち上がる。底部は平底

である。

胴部外面 ―縦位 のハ ケロ整形。 砂粒・ スコ リア

にぶい褐色

普通

5%
P160

内・外面斑点状

章」離

甕 形 土 器

土 師 器

B(43)
C 75

胴部は底部からゆるやかに開き

ながら立ち上がる。底部は平底

である。

胴部外面 ―ハケロ整形後ヘ ラナ

デ,内面 一ヘ ラナデ。

砂粒・ 小礫

赤褐色

普通

腸
醐

台付甕形土器

土 師  器

A(158)
B208
D 56
E 15

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

ほぼ球形を呈し,中位に最大径

を有する。台部は短く「ハ」の

字状に開き裾部に至る。

口縁部 内・ 外面 ―ハ ケロ整形後

ナデ。胴部内・ 外面 ―ハケロ整

形。台部 内・ 外面 ―ヘ ラナデ。

ス コ リア・ 砂粒

橙色

普通

60%
P142

台付密形土器

土 師 器

A(151)
B203
D(73)
E 35

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し立ち上がる。胴部はほ

ぼ球形を呈し,中位に最大径を

有する。台部は「ハ」の字状に

開き裾部に至る。

口縁部外面 ―斜位のハ ケロ整形

後ヘ ラナデ,内面 ―横位のハケ

目整形。

砂粒

明赤褐色

普通

85%
P140

台付獲形土器

上 師 器

B(56)
D 84
E 41

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。

台部外画―斜位のハケロ整形後
ヘラナデ,内面―横位のハケロ

整形。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

30%
P167

台付密形土器

土 師 器

B(63)
D 94
E 56

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。

台部内・外面―斜位のハケロ整

形

砂粒・ スコ リア

にぶい赤褐色

普通

30%
P165

第31号住居跡 (第66図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3h5区 を中心に確認され,第32号住居跡の南側約3.6mに位置している。

市道が当遺跡を横切っているため,本跡の南側部分は,当遺跡を東西に横切っている市道下に延

びており調査できなかった。また,本跡の調査できた部分は,耕作 と北東側の農道によって削平

と撹乱を受け,壁及び床の大部分はすでに破壊されている。確認調査の過程で,踏み固められた

床面 と赤色した炉を検出したため,住居跡 として調査 した。

平面形や規模については,削平されているため,プランをとらえることができなかった。調査

した南側部分のA― Aア のセクション図から推定する軸長は約5mである。壁はロームで,壁高は東
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側で14cm,西側で30cmである。床面はロームで踏み固められて硬 く締まり,炉の周囲は,緩やか

な起伏を呈している。炉は検出された床面の中央からやや南側に位置し,長径80cm,短径53cmの

楕円形を呈し,床面が赤 く焼土化した地床炉である。焼上粒子を含む赤褐色土が厚いところで2cm

ほど堆積している。ピットと貯蔵穴は検出されていない。

覆土は 1層でA―μのセクションを見ると,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色上が堆積してい

る。

遺物は,炉の1.5m北側の床面から,ほ ぼ完形の高邦形上器 (P173),台付甕形土器 (P174)の

胴部片,器台形土器 (P169)の 器受部がまとまった状態で出土している。そのほか,床面上から

土師器片129片が出上している。それらは,すべて五領式に比定される。
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第66図  第31号住居跡実測図
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丞

第67図 第31号住居跡出土遺物実測図

第32号住居跡 (第68図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3f5区 を中心に確認され,第28号住居跡の東側約2mに位置している。

西コーナー付近では,第63号土坑と重複しており,本跡の北西壁を掘 り込んでいることから,本

跡の方が古い。また,本跡の北側部分の大半は土取 りのため破壊されている。

平面形や規模について,調査された部分から推定すると,平面形は隅丸方形または隅丸長方形

と思われる。わずかに残存する西コーナー付近と南西壁は,ロ ームで外傾して立ち上がり,壁高

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第67図

1

高杯形土器

土 師 器

21 5

13 3

14 7

66

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

杯部は内彎気味に大きく開き,

日縁部に至る。不底部に外稜を

有する。脚部は「ハ」の字】犬に

大きく開き裾部に至る。脚部上

位に3孔,下位に3孔を有する。

杯部内・外面―ヘラ磨き。脚部

外面―ヘラナデ,脚部内面―斜

位のハケロ整形後横位のナデ。

色

粒

褐

通

砂

赤

普

明
Ｐ‐７３

2

器台形上器

土 師 器

Ａ

Ｂ

74
(2 2)

器受部は接合部から外反して開
いている。脚部は欠損している。

器受部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―横位のナ

デ。

砂粒

黒褐色

普通

暢
Ｐ・６９

3

台付甕形土器

土 師 器

A(164)
B(16)

口縁部片で ,「 S」 字状 を呈す る。 口縁部内・外面―横位のナデ。 スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

％

Ｐ‐７

4

台付甕形土器

土 師 器

B(157) 胴部は接合部から外上方に大き

く内彎する。胴部中位に最大径

を有する。台部は欠損している。

胴部内・外面―斜位のハケロ整

テ[夕。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

30%
P174

内面煤付着
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は約10cmで ある。残存する床面はロームでやや軟弱である。北東側に緩やかに傾斜 しており,南

東コーナーを含む北東側は,土取 りによって削平されている。炉は検出されない。 ピットは 2か

所検出され,規模と配列から,Pl・ P2は主柱穴 と思われる。主柱穴は南東コーナーと南西コーナー

付近に位置し,規模は径40～57cm,深さ15～ 17cmで ,比較的浅い柱穴である。

覆土は 3層からなり,上層はローム粒子微量を含む暗褐色土,下層はローム粒子,焼土粒子,

炭化粒子微量を含む褐色上が堆積している。南西壁際付近には褐色土が堆積している。

遺物は,南西壁付近の床面や覆土下層から重形土器 (P175)の 口縁部片,甕形上器 (P177)の

一部が出土している。そのほか,土師器片が出上している。それらは,すべて五領式に比定され

る。

A 34・ 4m

0               2m

第68図 第32号住居跡実測図
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第32号住居詠出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図６９

１

第 壷 形 土 器

土 師 器

A(186)
B(27)

口縁部は複合口縁で,頸部から

外反して立ち上がる。

口縁部内・外面―横位のハケロ

整形後横位のナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

％

Ｐ・７

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(140)
B(32)

口縁部は頸部からほぼ垂直に立

ち上がり,さ らに口縁端部で外

傾する。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,日縁部内面―横

位のハケロ整形。

スコリア・砂粒

にぶい橙色

普通

％

Ｐ・７

3

賓 形 土 器

上 師 器

A(104)
B(36)

口縁部は頸部から「 く」の字状

に屈曲し立ち上がる。胴部はほ

ぼ球形を呈すると思われる。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部内・外面―斜位のヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

賜
Ｐ・７７

4

賓 形 上 器

上 師 器

Ｂ

Ｃ

胴部は底部から内脅気味に立ち

上がる。底部は平底で,中央部

は器厚が薄い。

胴部内 。外面―ヘラナデ。 粒

色

通

砂

橙

普

腸
剛

第33号住居跡 (第70図 )

本跡は,当遺跡の北部D3b2区 を中心に確認され,第34号住居跡の南西側約2.2mに位置 している。

本跡が検出された台地の縁辺部は,土取 りによる削平 と撹乱を受けている地区である。

平面形や規模について,検出された東 。西・北壁から推定すると,長軸4,00m,短軸3.28mほ ど

A

ト

が
ばヽ

ロ
―
ｌ

ｏ
lul

A 33.4m       2げ u"9'             聖全と

第70図 第33号住居跡実測図
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第71図 第33号住居跡出土遺物実測図
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の隅丸方形または隅丸長方形を呈し,N-23° 一Eに長軸方向を持つ住居跡であったものと思われる。

壁の上面はほとんど削平され,南壁は破壊され残存しない。東壁,西壁は4～ 10cmで南側に向って

次第に低 くなる。床面はロームを10～20cmほ ど掘 り込み,黒色土 とロームの混合土を貼った貼 り

床である。残存した北側の床面は緩やかに起伏してお り,硬 く締まっている。南側の床面は削平

され検出できなかった。炉は検出されない。ピットは 1か所検出された。Plは貯蔵穴 と考えられ,

東コーナー部に位置し,長径38cm,短径30cm,深 さ26cmの 円形状を呈している。壁は南東側がや

や外傾し,他の壁はほぼ垂直に立ち上が り,底面は平坦である。

覆土は 1層だけで,ロ ーム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子を含む黒褐色土が堆積している。

遺物は,中央付近の床面や覆上下層から復元できた器台形土器 (P181・ P182)が ,ま とまった

状態で出土している。北コーナー部付近の床面や覆土下層から甕形土器 (P183)の 月同部,高邦形

土器 (P187)の脚部が横位や斜位の状態で出土している。東コーナー部の覆土上層から台付甕形

土器 (P184)の】同部の一部が横位の状態で出土している。また,南コーナー部の床面から増形土

器 (P180)が横位の状態で出上している。そのほか,土師器片144片が出上している。それらは,

すべて五領式に比定される。

第33号住居詠出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第71図

1

高邪形土器

土 師 器

D102
E 54

脚部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。脚部中位に

3孔を有する。不部は欠損する。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,脚
部内面―縦位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

明赤褐色

普通

賜
Ｐ・８７

2

オ 形 土 器

土 師 器

A134
B 66
C 50

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。体部は底部から内彎し

て立ち上がる。底部は平底で,

中央部が凹む。

口縁部内・外面―斜位のハケロ

整形後先端部を横位のナデ。体

部外面―斜位のハケロ整形,体
部内面―ヘラナデ。

砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

暢
Ｐ・８０

3

器台形土器

土 師 器

A 96
B l18
D142
E 95

器受部は接合部から内驚気味に

開いて立ち上がる。脚部は「ハ」

の字状を呈し,裾部でやや内脅

する。器受部中央に孔を有する。

器受部内・外面―横位のナデ。

脚部外面―縦位のハケロ整形,

内面―横位のハケロ整形。

砂粒・ スコリア

明赤褐色

普通

賜
Ｐ・８２

4

器台形土器

土 師 器

A(84)
B 87
D 98
E 59

器受部は接合部から内脅気味に

開いて立ち上がる。脚部は「ハ」

の字状を呈し,裾部でやや開く。

脚部上位に3孔,器受部中央に

孔を有する。

器受部内 。外面―ヘラ磨き。脚

部外面―ハケロ整形後ヘラ磨き,

脚部内面―ヘラナデ。

砂粒

赤褐色

普通

腸
剛

5

甕 形 上 器

土 師 器

A(176)

B(46)
口縁部 は「 く」の字状 に屈 曲 し

ている。胴部はほぼ球形 を呈 し

ている と思われ る。

口縁部外面―横位のナデ,内

面一横位のハケロ整形後横位の

ナデ。胴部外面―斜位のハケロ

整形。

砂粒

にぶい褐色

普通

％

‐８５

6

甕 形 土 器

土 師 器

B(165)

C 76
胴部は底部から内彎して立ち上

がる。胴部中位に最大径を有す

ると思われる。

胴部外面 ―斜位 のハケロ整形後

ヘ ラナデ,内面 ―横位 のヘ ラナ

デ。

砂粒・ スコ リア

にぶい黄橙色

普通

賜
Ｐ‐８３
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第71図

7

台付甕形土器

土 師 器

B(156) 胴部は接合部から内彎気味に立

ち上がる。胴部中位に最大径を

有する。台部は欠損する。

胴部外面一斜位のハケロ整形,

内面一横位のヘラナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

賜
Ｐ‐８４

8

台付甕形土器

土 師 器

B(40)
E(12)

胴部は接合部から内彎気味に開

き,台部は「ハJの字状を呈す

ると思われる。

胴部・台部外面―縦位のハケロ

整形,胴部・台部内面―ヘラナ

デ。

砂粒

にぶ い掲色

普通

琥
Ｐ‐８６

第34号住居跡 (第 72図 )

本跡は,当遺跡の北部D3a3区 を中心に確認され,第 33号住居跡の北東側約2.2mに位置し,南西

側で第78号土坑と重複しており,本跡の床面を掘 り込んでいることから,本跡の方が古い。本跡

が検出された台地は,第33号住居跡で述べたとおりであり,本跡 も東コニナー部と南東壁の北側

が検出できないことから,削平を受けたものと思われる。

平面形は,長軸4.98m,短軸4.80mの 方形で,長軸方向はN-54° 一Wである。壁はロームで締

まり,全壁ともほぼ垂直に立ち上がっている。壁高は 3～ 14cmで あるが,東コーナー部と南東壁

の北側半分は存在しない。床面はロームを12～20cmほ ど掘 り込み,黒色土,ロ ーム,ロ ームブロッ

クの混合上の貼 り床が施され,炉を中心に緩やかな起伏がみられる。柱穴の内側は踏み固められ

て硬 く締まっている。炉は中央からやや北西側に検出され,長径65cm,短径50cmの不整楕円形を

呈し,床面を皿状に5cmほ ど掘 り込んだ地床炉である。炉内には焼土粒子少量を含むにぶい赤褐色

上が堆積し,炉床は赤変硬化しゴツゴツしている。ピットは 4か所検出され,規模 と配列からPl

～P4が主柱穴 と思われる。主柱穴は各コーナーのやや内側に配列され,規模は径27～38cm,深 さ

39～47cmである。貯蔵穴は,東コーナー部に位置し,開口部は長径84cm,短径68cm,深 さ52cmの

精円形を呈し,壁の西側は深さ約22cmほ どのところに段を有し,他の壁は外傾して立ち上がって

いる。底面は平坦である。貯蔵穴の覆土はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色

上の単一層である。

覆土は 2層からなり,上層はローム粒子,焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色上が,下層は

ローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色土が自然堆積している。

遺物は,炉の北東側0.4mの 床面,長径1.9m,短径1.4mほ どの楕円形状の範囲から台付甕形土

器 (P188),甕形土器 (P190。 P196・ P202),甑形土器 (P192)の破片が散らばった状態で,甕

形土器 (P189・ P195),姑形上器 (P191),邦形土器 (P194)の破片が, まとまった状態で出土

し,完形や半完形に復元できた遺物が多数ある。北コーナー付近の床面から高杯形土器 (P207)

の脚部が正位の状態で,口縁部を除いてほぼ完形に復元された甕形土器 (P208)がつぶれた状態

で出上している。また,貯蔵穴の覆上下層からほぼ完形の塊形土器 (P193)が正位の状態で出土

したが,こ れに接合する破片 3片が,土器片の集中して出上した地点に散らばっていた。そのほ
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か,覆土中から土師器片144片が出土し

土器片だけで復元された土器 (P192)

なお,復元された土器の中には二次焼成を受けた

それらは,すべて五領式に比定される。

ている。

もある。

F

2m

第73図 第34号住居跡遺物出上位置図・ 土器接合関係図

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (an) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第74図

1

不 形 土 器

土 師 器

A135
B 39
C 40

体部は底部から内彎しながら大

きく開く。底部は平底である。

体部外面―ヘラナデ後横位のヘ

ラ磨き,体部内面―横位のヘラ

ナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

80%
P194

外面煤付着

2

高不形上器

上 師 器

D■ 8

E 65
脚部は接合部から外反しながら

据部に至る。脚部中位に3孔を

有する。不部は欠損している。

脚部外面―斜位のハケロ整形後

縦位のヘラナデ,脚部内面―横

位のヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

50%
P207

3

増 形 土 器

土 師 器

A148
B 74
C 50

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部は底部から内彎し

て立ち上がり,国縁部との境は

凹む。底部は平底である。

口縁部外面―ハケロ整形後縦位

のヘラ磨き,内面―横位のヘラ

磨き。体部外面―ハケロ整形後

横位のヘラ磨き,内面―横位の
ヘラ磨き。

スコリア・砂粒

明赤褐色

普通

70%
P191

二次焼成

―-343-―
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0              10Cm

第75図 第34号住居跡出土遺物実測図(2)
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第76図 第34号住居Ltl出 土遺物実測図(3)

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第74図

4

娩 形 土 器

土 師 器

A 87
B 50
C 31

体部は底部から内彎して立ち上

がり,底部は平底である。

口縁部外面一横位のヘラ磨き,

日縁部内面―横位のナデ。胴部

外面―斜位のハケロ整形後縦位

のヘラ磨き,内面―縦位のヘラ

磨き。

砂粒

赤褐色

普通

70%
P193

甕 形 土 器

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がり,中位で

外反して端部に至る。胴部は球

形を呈し,中位に最大径を有す

る。底部は平底である。

口縁部内・外面―斜位のハケロ

整形後横位のナデ。胴部外面―

斜位のハケロ整形,胴部内面―

ヘラナデ。

砂粒

褐色

普通

98%
P189

外面煤付着

―-346-―



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第74図

6

甕 形 土 器

土 師 器

A181
B223
C 63

口縁部は,頸部から「く」の字

状に屈曲して立ち上がる。胴部

はほヤま球形を呈し,月同部中位に

最大径を有する。底部は平底で

ある。

口縁部 内・ 外面 ―横位 のナデ。

胴部外面 ―斜位 のハ ケロ整形後

斜位のヘ ラナデ,内面 ―縦位 の

ヘ ラナデ。

粒

色

通

砂

褐

普

幌
Ｐ・９０

7

甕形 土 器

土 師 器

A146
B(125)

口縁部は,頸部から「く」の字

状に屈曲して立ち上がる。胴部

は球形を呈し,胴部中位に最大

径を有する。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,口縁部内面―横

位のハケロ整形。胴部外面一斜

位のハケロ整形,胴部内面―横

位のナデ。

砂粒

H音 褐色

普通

磁
Ｐ・９６

8

甕 形 土 器

土 師 器

A120
B(122)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

球形を呈し,胴部中位に最大径

を有する。

口縁部・胴部外面―斜位のハケ

目整形後縦位のヘラナデ。回縁

部内面―横位のハケロ整形。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

60%
P202

二次焼成,外面

煤付着

9

甕 形 土 器

土 師 器

B(236)
C 80

胴部は底部から内彎して立ち上

がり,胴部中位に最大径を有す

る。底部は平底である。

胴部外面―斜位のハケロ整形後

斜位のヘラナデ,胴部内面―横

位のヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

嶋
Ｐ２０８

第75図

10

甕 形 土 器

上 師 器

A(199)
B(131)

国縁部は頸部から「くJの字状

に屈曲し,外傾して立ち上がる。

胴部は球形を呈し,胴部中位に

最大径を有すると思われる。

国縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,日縁部内面―横

位のハケロ整形。胴部外面一斜

位のハケロ整形,胴部内面―横

位のナデ。

色

粒

褐

通

砂

黒

普

琥
Ｐ‐９７

11

甕 形 土 器

土 師 器

B(151)
C(88)

胴部は底部から内彎気味に立ち

上がる。底部は平底で,木葉痕

を有する。

胴部外面―糾位のハケロ整形,

内面―横位のヘラナデ。 色

粒

褐

通

砂

赤

普

磁
Ｐ２０３

12A

甕 形 土 器

土 師 器

122

(6 8)

Ａ

Ｂ

回縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がり,国縁部

の先端部でやや垂直になる。胴

部はほぼ球形を呈し,胴部中位

に最大径を有する。

口縁部外面一斜位のハケロ整形

後横位のナデ,国縁部内面―横

位のハケロ整形後横位のナデ。

胴部外面―斜位のハケロ整形,

胴部内面一横位のヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

40%
P195

P204と 同一イ固

体

外面媒付着

12B

甕 形 土 器

土 師 器

B(75)
C 55

胴部は底部から内彎しながら立

ち上がる。胴部中位に最大径を

有すると思われる。底部は平底

である。

胴部外面 ―全体 にハケロ整形 ,

内面 ―横位のナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

40%
P204

P195と 同一個

体

外面煤付着

甕 形 土 器

土 師 器

B(47)
C 56

胴部は底部から内弩して立ち上

がり,底部は平底である。

胴部外面一斜位のハケロ整形,

胴部内面―ハケロ整形後ヘラナ

デ。

粒

色

通

砂

褐

普

15%
P205

外面煤付着

台付甕形土器

土 師 器

A157
B(200)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がり,中位で

外反して端部に至る。胴部は球

形を呈し,中位に最大径を有す

る。台部は欠損している。

口縁部外面 ―斜位 のハケロ整形

後横位 のナデ,国縁部内面 ―横

位のハケロ整形後横位 のナデ。

胴部外面 ―斜位 のハ ケロ整形後

胴部下位 ―ヘ ラ削 り。

砂粒

にぶい褐色

普通

90%
P201

外面煤付着

第76図

15

台付奏形土器

土 師 器

A215
B(332)
E(23)

口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。月同音Бはほぼ球形を呈し,

中位に最大径を有する。台部は

「ハ」の字状に開く。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部・脚部外面―斜位のハケロ

整形後斜位のヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

90%
P188

外面煤付着

甑 形 土 器

土 師 器

A(219)
B(80)

口縁部は複合口縁で,胴部上位

は外傾して日縁部に至る。口唇

部は平坦である。

口縁部外面―横位のハケロ整形

後横位のナデ。胴部外面一横位

のハケロ整形。国縁部・胴部内

面―横位のハケロ整形後横位の

ナデ。

砂粒・スコリア

にぶい褐色

普通

％

２００

甑 形 土 器

土 師 器

A170
B105
C 40

口縁部はやや垂直に立ち上がり,

国縁端部に最大径を有する。胴

部は底部から内彎しながら外側

に開く。底部は平底で,底部中

央に孔を有する。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―横位のナ

デ。胴部外面一斜位のハケロ整

形後斜位のヘラナデ,内面―横

位のヘラナデ。

砂粒

橙色

普通

97%
P192

二次焼成
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第76図

18

甑 形 土 器

土 師  器

B(25)
C 43

胴部下位は,平底の底部から外

反して立ち上がる。底部中央に

径1 6cmの孔を有する。

胴部内・外面―縦位のヘラナデ。 砂粒

にぶい褐色

普通

％

２０６

第35号住居跡 (第77図 )

本跡は,当遺跡の北部D319区 を中心に確認され,第 36号住居跡の南側約16mに位置している。ま

た,本跡が検出された地区は,南側の谷津田に向って傾斜する台地の縁辺部にある。

平面形は,長軸4.94m,短軸4.38mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-72°一Eである。壁はローム

で硬 く締まり,外傾して立ち上がっている。壁高は24～ 30cmである。南西壁は削平を受けてかな

り低 くなっておりわずかに残存している。床面はロームで,南コーナー部を除いてほぼ平坦であ

るが,南東壁に向ってごく緩やかに傾斜し,硬 く締まっている。特に炉の周辺はよく踏み固めら

れている。炉は中央からやや北東側に位置し,長径40cm,短径30cmの 不整精円形を呈し,床面を

利用した地床炉である。炉床は焼けて硬化している。ピットは2カ 所検出され,Plは西コーナー

付近に位置し,規模は径27cm,深 さ16cmで ,本跡の主柱穴 と思われる。主柱穴が 1カ 所西コーナー

付近に検出できたことから,北 。東 。南の各コーナーにも存在するものと考え,調査 したが,確

認することはできなかった。P2は 東コーナーで,ほ ぼPlの 対角線上に位置しているため,当初柱

穴と考えられたが,規模 と配列から貯蔵穴 とした。開田部は径41cm,深さ29cmの 円筒状を呈し,

壁は外傾ぎみに立ち上がり,底面はほぼ平坦である。

覆土は 2層から成 り,上層にはローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色土,下

層には焼土粒子,炭化粒子多量を含む暗褐色土が自然堆積している。また,焼土域が各壁際に検

出され,炭化材も床面に確認されていることから,火災に遭ったものと思われる。

遺物は,東 コーナー部の床面から完形やほぼ完形に復元できた甕形土器 (P210。 P211)が 口縁

部を南に向けまとまった状態で出上し,ま た,同所から甕形土器 (P213・ P215・ P216)の 口縁部

が散らばった状態で,器台形土器 (P221)の 器受部が倒立の状態で出上している。西コーナー部

の床面や覆上下層から,完形や半完形に復元できた坑形土器 (P224)や甕形土器 (P212)の 破片

がまとまった状態で,器台形土器 (P219)の 脚部が正位の状態で出上している。北コーナー部の

床面から台部の一部を欠損 した台付甕形土器 (P209)が 口縁を西に向けて横位の状態で出上して

いる。また,中央部の床面から高杯形土器 (P220)の 脚部や台付甕形土器 (P222)の 台部が正位

や倒位の状態で出土している。そのほか,土師器片238片が出土している。それらは,すべて五領

式に比定される。
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第77図  第35号住居跡実測図

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼 成 備   考

第79図

1

高杯形土器

土 師 器

A(161)
B(50)

外反する不部片で,不部下位の

外面には横走りする3条の沈線

とその下側に稜を有する。国唇

部と稜にキザミを付している。

口縁部内・外面―横位のヘラナ 粒

色

通

砂

橙

普

3%
P218

内・外面朱彩

2

高不形土器

土 師 器

D l14
E 56

脚部は接合部から外反しながら

裾部に至る。脚部中位に4孔を

有する。不部は欠損している。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,脚
部内面―斜位のハケロ整形。

砂粒

赤掲色

普通

50%
P220

二次焼成

3

器台形土器

土 師 器

73
(22)

Ａ

Ｂ

器受部は,やや内脅して立ち上

がり,国縁端部でやや垂直に立

ち上がる。器受部・底部に孔を

有する。

器受部内・外面―縦位のハケロ

整形後斜位のヘラナデ。国縁部

内・外面―横位のナデ。

砂粒・ スコ リア

にぶ い橙色

普通

幌
Ｐ２２‐

4

器台形土器

上 師 器

B(72)
D108
E 58

脚部は接合部から「ハ」の字状

に開き,裾部に至る。脚部中位

に3孔,接合部中央に孔を有す

る。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,脚
部内面―横位のナデ。

砂粒

赤褐色

普通

50%
P219

二次焼成
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備   考

図７９

５

第 娩 形 土 器

土 師 器

A 90
B 58
C 30

体部は底部から内彎しながら立

ち上がり,器厚の薄い口縁部に

至る。底部は平底である。

口縁部内・外面―横位のヘラナ

デ。体郡外面―斜位のハケロ整

形後ヘラナデ。

砂粒・スコリア

きぶい栓色

普通

甥
Ｐ２２４

甕 形 土 器

土 師 器

A133
B150
C 41

日縁部は頸部から「くJの字状

に屈曲して立ち上がる。月同部は

球形を呈し,中位に最大径を有

する。底部は平底である。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,国縁部内面―斜

位のハケロ整形。胴部外面―斜

位のハケロ整形後斜位のヘラナ

デ,胴部内面―横位のヘラナデ。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

叫
Ｐ２．０

7

甕 形 上 器

土 師 器

A(200)
B(96)

口縁部は頸部か ら「 く」の字状

に屈曲 して立 ち上が る。胴部 は

球形 を呈 している。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,口縁部内面―横

位のハケロ整形。胴部外面―斜

位のハケロ整形。

砂粒

明褐色

普通

20%
P216

外面媒付着

8

奏 形 土 器

土 師 器

A(137)
B(112)

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部はやや横長の球形

を呈し,胴部中位のやや上側に

最大径を有すると思われる。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,口縁部内面―横

位のハケロ整形。胴部外面―斜

位のハケロ整形,胴部内面―横

位のヘラナデ。

砂粒

浅黄橙色

普通

20%
P213

二次焼成

9

甕 形 土 器

土 師 器

B(127)
C 40

頸部は「 く」の字状に屈曲する。

胴部は底部から内弩して立ち上

がる。胴部中位に最大径を有す

る。底部は平底である。

胴部外面―糾位のハケロ整形後
ヘラナデ,胴部内面―横位のヘ

ラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

磁
Ｐ２．２
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第79図

10

甕 形 土 器

土 師 器

A(153)
B(122)

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲して立ち上がる。月同部は

球形を呈し,胴部中位に最大径

を有する。

口縁部内・ 外面 ―斜位のハケロ

整形。胴部外面 ―斜位のハケロ

整形後斜位 のヘ ラナデ。

スコ リア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

期
Ｐ２‐７

11

甕 形 土 器

土 師 器

B(142)
C 50

胴部は底部から内警して立ち上

がる。胴部中位のやや下俣1に最

大径を有する。

胴部外面―斜位のハケロ整形後

斜位のヘラナデ,胴部内面―横

位のナデ。

砂粒

赤褐色

普通

40%
P215

外面煤付着

12

甕 形 土 器

土 師 器

A(148)
B(73)

口縁部は頸部から「くJの字状

に屈曲して立ち上がる。胴部は

球形を呈し,胴部中位に最大径

を有する。

口縁部・胴部外面一斜位のハケ

目整形。国縁部内面―横位のハ

ケロ整形。胴部内面―縦位のヘ

ラナデ。

砂粒・ スコリア

灰褐色

普通

20%
P214

二次焼成

第80図

13

甕 形 上 器

土 師 器

A(142)
B127
C 50

口縁部は頸部から「く」の字状

に屈曲し,外傾して立ち上がる。

胴部は球形を呈し,胴部中位に

最大径を有する。底部は平底で

ある。

口縁部外面―横位のナデ,日縁

部内面-1段の輪積痕が残り斜

位のハケロ整形。胴部外面―斜

位のヘラナデ,胴部内面―斜位

のハケロ整形。

砂粒・長石

にぶい橙色

普通

70%
P211

二次焼成

台付奏形土器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

口縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部は球形を呈し,中
位に最大径を有する。台部は「ハJ

の字状に開き裾部に至る。

口縁部外面 ―斜位のハケロ整形

後横位 のナデ,日縁部内面 ―横

位のハケロ整形。胴部・ 台部外

面 ―斜位 のハ ケロ整形。胴部内

面 ―横位 のヘ ラナデ。

砂粒・ 小礫

にぶ い褐色

普通

95%
P209

外面煤付着

台付奏形土器

土 師 器

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(48)

64
35

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。胴部は欠損

している。

台部外面―斜位のハケロ整形,

台部内面一横位のハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

褐灰色

普通

朗
Ｐ２２２
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第80図

16

台付甕形土器

土 師 器

B(40)
D 62
E 22

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き,裾部でやや内彎する。

胴部は欠損している。

台部外面 ―斜位 のハケロ整形後

縦位 のヘ ラナデ,台部内面 ―横

位 のナデ。

スコリア・砂粒

にぶい褐色

普通

既
Ｐ２２３

第36号住居跡 (第81図 )

本跡は,当遺跡の北部D4dl区を中心に確認され,第37号住居跡の西側約 6m,第 3号堀の東側

2.2mに 位置している。本跡の検出された地区は,神明神社境内があった所で,現在も大きな切 り

株や抜根跡が残っている。本跡の 3分の 1が抜根跡によって破壊されている。

平面形は,長軸5,70m,短軸492mの 隅丸長方形で,長軸方向はN-85° 一Wである。壁はロー

ムで硬 く締まり,垂直に立ち上がっている。壁高は20～40cmである。南東コーナー部付近の壁は

大木の根の除去のため一部崩れ落ちた。北側床面の 3分の 1は直径約3.4mの 抜根跡のために破壊

されているが,その部分を除 くと,床面はほぼ平坦で,全体的に硬いロームである。炉は抜根跡

によって消滅したか,あ るいは元来なかったのか不明である。ピットは3ヵ 所検出され,規模 と

配列からPl～P3は 主柱穴 と思われる。主柱穴は南東・南西 。北西のコーナー部の内側に位置し,

規模は径26～35cm,深 さ26～41cmで ある。北東コーナーにも検出される可能性が高いと考え精査

をしたが,確認することはできなかった。撹乱によって消滅したと考えられる。貯蔵穴は南東コー

ナー部からやや西側に寄つた南壁下に位置し,開口部は長径120cm,短径90cmの 精円形を呈し,深

さは45cmで ある。さらに開田部から深さ13cmの ところで長軸66cm,短軸54cmの 長方形状に掘 り込

まれている。底面は丸味を帯びている。貯蔵穴の覆上はローム粒子,焼土粒子,炭化粒子少量を

含む黒褐色土,暗褐色土が自然堆積している。

覆土は 3層から成 り,上層,中層にはローム粒子少量,焼土粒子微量を含む黒褐色土及び暗褐

色土,下層には焼土粒子,炭化粒子少量を含む極暗褐色上が自然堆積している。床面の西壁際,

南壁際から焼土域が 6ヵ 所検出された。焼土内には炭化材が含まれており,焼土と炭化材の出土

状況から,本跡は火災に遭ったものと思われる。

遺物は,南東コーナー部の貯蔵穴の北側の床面から,破片142点が接合して復元できた大型壺形

土器 (P235)が出上した。これらの破片は,第82図のように径1.4mほ どの範囲に内面を上向きに

し,つぶれたように散らばっていた。南側ほどバラバラに散らばり小さい破片のものが多く,流

れて重なったような状態のものもあった。出土範囲の北端から胴部下位にあたる長さ60cm,幅 40

cmの丸味を帯びた最大破片が正位の状態で出土している。また,こ の破片は,輪積痕にそって割

れており, 4片が接合して完形になった底部の上に重なっていた。出土範囲の南端から,国唇部

を欠損した口縁部が開田部を西に向け横位の状態で出上している。さらに,貯蔵穴の覆土中から

も大型壷形土器の月同部片 9片が流れ込んだ状態で出土している。大型壷形土器の口縁部が出上し
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た北側の床面から,完形の器台形土器 (P226)が器受部を上向きにしてやや斜位の状態で出土し,

それを東から覆うように,台部を欠損した台付甕形土器 (P225)が接合部を上向きにして斜位の

状態で出土している。さらに,その東側10cmほ どの床面から裾部を欠損した器台形土器 (P227)

が,北西に向けた器受部を下向きにし斜位の状態で出土している。抜根跡内やその周辺の床面や

覆上下層から甕形土器 (P228・ P229・ P230)の底部や口縁部,台付甕形土器 (P232・ P234)が破

片で出上している。そのほか,土師器片152片が出上している。それらは,すべて五領式に比定さ

れる。なお,覆土上層 。中層から縄文式上器片が少量出上している。

E 34.7m

第82図 第36号住居隊遺物出上位置図・ 土器接合関係図

ご
一
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0             10Cm

第83図 第36号住居跡出土遺物実測図(1)
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D               10Cm

第84図 第38号住居跡出土遺物実測図(2)

第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８３
　
　
１

第 壷 形 土 器

土 師 器

B(594)
C142

国縁部は頸部で屈曲し,外反気

味に外上方へ立上がり,上位で

水平に開く。胴部は球形を呈し,

中位に最大径を有する。底部は

平底である。

口縁部外面―ヘラ磨き。口縁部・

胴部内面―ヘラナデ。胴部外

面―斜位のハケロ整形後上位に

ヘラ磨き,中位以下にヘラナデ。

砂粒

にぶ い橙色

普通

95%
P235

内面争」離

国縁部内・外面

煤付着

2

器台形土器

土 師 器

A(71)
B 72
D 94
E 50

器受部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部先端でやや外反して

開く。脚部は「ハ」の字状を呈

し裾部に至る。脚部中位に3孔 ,

器受部中央に単孔を有する。

器受部内・外面―横位のヘラナ

デ。脚部外面―縦位のヘラナデ

後部分的ヘラ磨き,脚部内面―

横位のヘラナデ。

粒

色

通

砂

褐

普

98%
P226

3

器台形上器

土 師 器

A(83)
B(56)
E(34)

器受部は外傾して立ち上がり,

日縁端部でほぼ直立する。脚部

は,中位までほぼ円筒形状を呈

し,そ の後「ハ」の字状に開く。

器受部中央に単孔を有する。器

受部下位に外稜を有する。

器受部内・外面一横位のヘラナ

デ。脚部内・外面―縦位のハケ

目整形後縦位のヘラナデ。

砂粒

明赤褐色

普通

賜
Ｐ２２７

4

重 形 上 器

土 師 器

A(192)
B(67)

口縁部は複合口縁で,頸部から

外反して立上がり,日縁部に至

る。胴部は球形を呈していると

思われる。

口縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のヘラナデ,口縁部内面一

横位のハケロ整形後横位のヘラ

ナデ。胴部外面―縦位のヘラナ

デ,胴部内面―横位のヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

賜
Ｐ２２８

5

甕 型 土 器

土 師 器

B(50)
C 54

胴部は底部から外傾して外上方
へ立ち上がる。底部は平底で,

中央が凹む。

胴部外面―斜位のハケロ整形後

胴部下位ヘラ削り,胴部内面―

縦位のヘラナデ。

砂粒

灰褐色

普通

15%
P230

図８４

６

第 甕 形 土 器

土 師 器

B(93)
C 66

胴部は底部から内彎しながら立

ち上がる。底部は平底である。

胴部外面―斜位のハケロ整形,

胴部内面―横位のヘラナデ。

砂粒

にぶい褐色

普通

磁
Ｐ２２９

7

台付姿形土器

土 師 器

A141
B(140)

口縁部は頸部で屈曲し外傾して

立ち上がる。胴部は接合部から

内彎しながら立ち上がり,中位

のやや上方に最大径を有する。

台部は欠損している。

口縁部外面―縦位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―斜位のハ

ケロ整形。胴部外面―斜位のハ

ケロ整形,胴部内面―横位のへ

ラナデ。

色

粒

褐

通

砂

赤

普

80%
P225

外面煤付着
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図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上。色調・焼成 備   考

第84図

8

台付甕形土器

上 師 器

B(70)
D 98
E 51

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き,裾部でやや内彎する。

台部外面―斜位のハケロ整形,

台部内面―指頭による斜位のナ

デ。

砂粒

明褐色

普通

20%
P232

9

台付委形土器

土 師 器

B(60)
D 88
E 51

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。

台部外面―斜位のハケロ整形後

指頭による縦位のナデ,台部内

面―指頭による押圧後横位のナ

デ。

砂粒・ スコリア

にぶい褐色

普通

20%
P233

台付葵形土器

土 師 器

B(53)
D 73
E 44

台部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。裾部は内俣1

に折り返しを有する。

台部外面―斜位のハケロ整形,

台部内面―指頭による押圧後検

位のナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P234

第37号住居飲 (第85図 )

本跡は,当遺跡の北部D4c3区 を中心に確認され,第36号住居跡の東側約 6mに位置 している。

東側で第 5号濤,第 6号濤 と重複 しており,本跡の床面を掘 り込んでいることから本跡の方が古

い。また,土取 りにより南側の床の一部 と南壁は破壊されている。確認調査の過程で本跡の東側

A35.Om ズ

いｍ

口
|

Iこ

第85図 第37号住居跡実測図

0               2m

い。

al
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部は弧状に張 り出した神明神社の盛上下に延びていることが判明した。従って,盛上が崩落しな

いよう注意深 く掘削して調査したところ,本跡の東側の床面を2条の濤が切つていることが明確

になり,西側を第 5号濤,東側を第 6号濤 と命名 した。 この結果,本跡は、 2条の濤 と重複 し,

その 3分の 2ほ どがすでに破壊されていることが判明した。第 6号濤の東側は盛上下のため調査

できなかった。

平面形や規模については,調査された部分から推定すると,平面形は方形または長方形で,規

模は不明である。壁はロームで硬 く締まり,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。北壁 と西壁の壁高は

15～20cmで ある。残存する床面はロームで平坦であり,壁際を除いて踏み固められて締 まってい

る。炉は濤によって破壊されたが元来なかったのか不明である。ピットは 2か所検出され,規模

と配列から,Pl・ P2は 主柱穴 と思われる。主柱穴は北西コーナーと南西コーナーの内側に位置し,

規模はPlが径32cm,深 さ30cm,P2が径44cm,深 さ23cmで, どちらも円形状を呈している。

覆土は 2層から成 り,上層にはローム粒子少量,焼土粒子微量を含む褐色土,下層にはローム

粒子微量を含む黒褐色土が自然堆積している。

遺物は,床面や覆土中から土師器片36片が出上しているが,接合できるものはなかった。それ

らは,すべて五領式に比定される。なお,土師質土器片,弥生式上器片が各々 1片 出土 している。

第38号住居跡 (第86図 )

本跡は,当遺跡の北部C4i3区 を中心に確認され,第39号住居跡の南西側 6m,第84号土坑の南西

側0.4mに 位置している。

平面形は,長軸4.10m,短軸3.96mの 隅丸方形で,長軸方向はN-27° 一Wである。壁はローム

で硬 く締まっている。西コーナー部 と東コーナー部は緩やかに立ち上がっているが,他の壁はほ

ぼ垂直に立ち上がっている。壁高は約10cmで ある。床面はロームでほぼ平坦であり,壁際と中央

部付近を除いて踏み固められて締まっている。炉 とピットは検出されなかった。

覆土は 2層からなり,上層はローム粒子,炭化粒子少量を含む褐色上が,下層は中央部にロー

ム粒子少量,炭化粒子微量を含む黒褐色上が自然堆積している。

遺物は,床面や覆上下層から土師器片24片が出土しているが,接合できるものはなかった。そ

れらは,すべて五領式に比定される。なお,縄文式土器片 4片,黒曜石片 1片が出土 している。

本跡は,柱穴が不明であること,炉が検出されないこと,遺物の出上がほとんどないことなど

から他の住居跡 とは異なるため,本跡を竪穴遺構 とした。
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第86図 第38号住居跡実測図

第39号住居跡 (第87図 )

本跡は,当遺跡の北部C4h5区 を中心に確認され,第40号住居跡の南西側約 7mに位置 している。

東側部分は調査エリア外に延びている。試掘調査の結果,本跡が確認された付近は,腐植土 と暗

褐色土が60～90cmほ ど自然堆積している。確認調査の過程では壁が明瞭でなかった。

平面形は,推定で長軸6.54m,短軸5.60mの隅丸長方形で,長軸方向はN-5° 一Eと 思われる。

壁の上位はやや軟弱な暗褐色土,下位は硬 く締まったロームがほぼ垂直に立ち上がっている。壁

高は35～42cmである。東壁の一部はエリア外のため調査はできなかった。床面はごく緩やかな起

伏を帯びた中央付近を除いて平坦で,全体的にやや軟弱である。炉は中央から北東側に位置し,

長径95cln,短径55cmの楕円形を呈し,床面を皿状に約 4 cm掘 り込んだ地床炉である。炉内にはロー

^粒
子,焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色土,暗赤褐色上が堆積している。炉床は長 く使用

しなかったのか,わずかに硬 くなったロームが焼土化している。ピットは 4か所検出され,規模

や配列からPl～P4が主柱穴と思われる。主柱穴の規模は径39～58cm,深さ60～85cmで ある。Plは

深さ約40cm,P2は深さ50cmの ところにそれぞれ段を有している。この段はPx・ P2と もピット内壁

O/
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の北東側に認められる。P3は深さ約60cm,P4は深さ約30cmの ところに段を有している。段の位置

は,いずれもピット内壁の南西側である。この段の性格については不明である。

覆土は2層から成 り,上層は黒褐色土,下層は暗褐色土が自然堆積し,ロ ーム粒子少量,焼土

粒子,炭化粒子微量を含んで締まっている。

遺物は,北東コーナー壁下の床面や床面直上から,高不形土器 (P246)の 脚部が倒立の状態で,

甕形土器 (P241)の胴部の一部が正位や倒立の状態でまとまって出上している。炉の北西側の覆

上下層から増形土器 (P240)の 日縁部の一部が正位の状態で出上している。なお,覆土中層から

下層にわたって,土師器片288片が出上している。それらは,すべて五領式に比定される。

ヘ

ぺ ヽ

＼鴻瑚

第88図 第39号住居跡出土遺物実測図
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第39号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第88図

1

高杯形土器

土 師 器

E(52) 脚部は接合部からゆるやかに大

きく開く。脚部上位に3孔を有

する。杯部・裾部を欠損してい

る。

脚部外面―縦位の丁寧なヘラ磨

き,内面―粗いハケロ整形。

砂粒

にぶい橙色

普通

40%

P246

2

増 形 土 器

土 師 器

A(108)

B(66)
日縁部は直立気味に立ち上がり,

上位でやや外反する。頸部内面

に稜を有する。

国縁部外面―斜位のハケロ整形

後横位のナデ,内面―横位のハ

ケロ整形後横位のナデ。胴部内・

外面―斜位のハケロ整形。

砂粒・ スコ リア

浅黄橙色

普通

15%

P240

3

甕 形 土 器

土 師 器

B(105) 球形を呈する胴部片で,胴部中

位に最大径を有する。国縁部と

底部は欠損している。

胴部外面 ―斜位 のハケロ整形後

斜位のヘ ラナデ,胴部内面 ―横

位 のヘ ラナデ。

スコリア・ 砂粒

にぶ い橙色

普通

40%

P241

4

甕 形 土 器

土 師 器

A(163)

B(66)
回縁部か ら胴部 にかけての破片

で,日縁部 はやや外反 して立 ち

上がる。

口縁部外面―縦位のハケロ整形

後横位のナデ,国縁部内面―横

位のハケロ整形。胴部内。外面―

横位のハケロ整形。

砂粒

橙色

普通

5%
P238

5

甕 形 上 器

土 師 器

A(146)

B(67)
口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部はほぼ球形を呈す

ると思われる。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―斜位のハケロ整形,

胴部内面―横位のハケロ整形後

ナデ。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

碗
Ｐ２３９

6

甕 形 土 器

土 師  器

B(52)
C(76)

胴部は底部から内彎して外上方

に開く。底部は平底で,木葉痕

を有する。

胴部外面―縦位のハケロ整形後

縦位のヘラ磨き,内面―斜位の

ハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

橙色

普通

10%

P243

7

甕 形 土 器

土 師 器

B(26)
C 56

胴部は底部から内弩気味に外上

方に開く。底部は平底である。

内 ,外面―斜位のハケロ整形。 砂粒

浅黄橙色

普通

10%

P24J

8

台付甕形上器

土 師 器

B(20) 接合部片で,甕の底部内面は坑

状に凹んでいる。

内 。外面―斜位のハケロ整形。 砂粒

灰褐色

普通

5%
P245

第40号住居詠 (第90図 )

本跡は,当遺跡の北部C4e6区 を中心に確認され,第39号住居跡の北東約 7mに位置し,調査区の

中では,最 も北側に存在している。東側部分は,調査エリア外に延びているため,調査できなかっ

た。

平面形は推定で,長軸3.84m,短軸3.70mの 隅丸方形で,長軸方向はN-59° 一Eと 思われる。壁

は調査できない南東壁から東コーナーを除いて,ロ ームで硬 く締まり,ほ ぼ垂直に立ち上がって

いる。壁高は22～38cmで ある。木の根のあった南コーナー部付近は撹乱を受け,不明瞭であった

ため掘 り過ぎてしまった。床面はロームで全体的に起伏を帯びているが,炉の周辺は比較的平坦

で硬 く踏み固められている。炉は中央から,やや北コーナーに位置し,長径35cm,短径30cmの不

整楕円形を呈し,床面をわずかに掘 り込んだ地床炉である。炉内にはローム粒子,焼土粒子,炭

化粒子微量を含む暗赤褐色上が堆積している。ピットは 1か所検出された。Pょ は南西壁近 くに位

置し,規模は径22cm,深 さ46cmの楕円形状を呈している。本跡に伴うものかどうかは不明である。

貯蔵穴は確認できなかった。
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第89図  第40号住居跡出土遺物実測図

形の高邦形土器のミニチュア土器(P248)が杯部を東に向けて横位の状態で出土している。南コー

ナー壁際の床面から,高邦形土器 (P249)の 脚部が斜位の状態で,炉の北側の床面から,朱彩さ

れた高不形土器 (P250)の 不部が伏せたように斜位で出土している。そのほか土師器片36片が出

土している。それらは,すべて五領式に比定される。

④ 司

,

絡聰聰/
ガ /・性疹/

い
,テ /

覆土は 2層から成 り,上層はローム粒

子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む

黒褐色土,下層は,焼土粒子,ロ ームブ

ロック微量,炭化粒子少量を含む黒褐色

上が自然堆積している。また,床面に横

たわつた炭化材が多数検出され,覆土下

層に戊化粒子が多く見られることから,

本跡は火災に遭ったものと思われる。

遺物は,南西壁下の床面直上から,完

0              1ocm
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V

7可

0               2m

01

二 35,Sm   二

井
〇               lm

35.6m

第90図  第40号住居跡実測図
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第40号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図８９

１

第 ミニチュア齢

(高杯形土器)

土 師 器

A 40
B 43
D 38
E 15

不部は接合部から外傾して立ち

上力ゞる。脚部は接合言Fか らクト反

して開く。脚部中位に径0 5cmの

孔を3孔有する。

内・外面―指頭による押圧。 砂粒

灰帽色

普通

Ｍ
Ｐ２４８

2

高不形土器

土 師 器

A142
B(59)
E(12)

不部は接合部から内彎気味に開

きながら口縁部に至る。不底部

に外稜を有する。脚部は欠損し

ている。

イ部内・外面―横位のナデ後,

縦位のヘラ磨き。日縁部外面―

細いハケロの文様帯を施してい

る。

砂粒

明赤褐色

良好

賜
Ｐ２５０
朱彩

内・ 外面媒付着

斑点状剖離

3

高不形土器

土 師 器

B(46)
E(39)

脚部片で,接合部から「ハ」の

字状に開く。上位に3孔を有し

ている。

外面―縦位の丁寧なヘラ磨き,

内面―横位のヘラナデ。

砂粒・ スコ リア

にぶい赤褐色

普通

10%

P249

朱彩

外面煤付着

第41号住居跡 (第91図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2C。 区を中心に確認され,第 26号住居跡の北西側約2.4m,第 29号住居

跡の南東側約2.4mに位置している。本跡が確認された地区周辺は,第 30号住居跡等で前述してい

るように,北側に傾斜する台地縁辺部に位置し,耕作土が約10～ 15cmと 堆積している。また,い

たる所に穴を掘つて木等を焼却し,炭化材や灰が残っていた所である。当初は,濤が方形に周回

する性格不明の遺構 として調査を進めた。しかし,調査する過程で周辺の住居跡も比較的残存部

分が少ないこともあり,遺構・遺物の検出状況,他の遺構 との位置的関係等を合わせて検討した

結果,本跡 も比較的浅い掘 り込みであったために,後世の耕作等により床面まで削平されてしま

い,壁濤が残存したものと判断した。

平面形や規模については,検出された壁濤から推定すると,長軸4.5m,短軸4.3mの隅丸方形を

呈し,N-42°一Eに長軸方向を持った住居跡であったものと思われる。壁は検出できなかった。床

面はロームで平坦であるが,北側に向って緩やかに傾斜している。 これは本跡の北側に小谷津田

が入 り込み,遺構確認面が北に向つて傾斜しているためと思われる。また,床面が踏み固められ

た様相を呈していないのは壁,床面ともに削平されてしまったものと思われ,壁濤だけが残存 し

たものと思われる。壁濤は西コーナー付近を除き,上面を削平された床面を周回している。また,

西コーナー付近に壁濤が検出されなかったのは,浅かったため床 と同様削平されたためと思われ

る。壁濤の外辺,内辺 とも直線を呈しているが,東コーナー付近の内面にぶくらみがみられる。

各コーナーは隅丸形を呈し,南コーナー部の内面は特に丸味を帯びている。壁濤の上幅は50～ 78

cm,下幅32～49cm,深さ8～ 18cmで ある。南コーナー付近が最も幅が広い。壁面は外側が外傾ぎ

みで,内側がごく緩やかに立ち上がり硬 く締まっている。底面は,セ クションC― C′付近の平坦な

部分を除いて,凹凸のあるやや丸味を帯びた底面である。また東コーナー,南コーナーはやや深

くなり皿状に凹んでいる。
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第91図  第 41号住居跡実測図
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0              2m

濤内の覆土は 1層で,ロ ーム粒子,炭化粒子微量を含む

暗褐色土が堆積しており,締まりのある土層である。

遺物は,壁濤の底面や覆土中から土師器片37片が出土し

ているが,接合できたものはなかった。それらは,すべて

五領式に比定される。なお,高不形土器 (P301・ P302)の

接合部や縄文式上器片 3片が壁濤の覆上下層より出土して

いる。

本跡は,柱穴が不明であること,炉が検出されないこと,

遺物の出土がほとんどないことなどからの他の住居跡 とは異なるため,本跡を竪穴遺構 とした。

六磁IムR
0              10cm

第92図 第41号住居跡出土

遺物実測図
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第41号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図９２

１

第 高邦形上器

土 師 器

E(32) 脚部片で,上位に孔を穿って�

るのが窺える。

脚部外面―縦位のヘラ磨き,内
面―斜位のハケロ整形。

砂粒・ スコ リア

橙色

普通

磁
Ｐ３０‐

2

高不形土器

土 師 器

E(35) 脚部片で,上位に4孔 を有して

いる。

脚部外面―縦位のヘラナデ,脚
部内面―横位のヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

賜
Ｐ３０２

(3〕 時 期 不 明

第19号住居跡 (第93図 )

本跡は,当遺跡の中央部H3a2区 を中心に確認され,第 17号住居跡の南側約10m,第20号住居跡

の北東約 2mに位置している。本跡は耕作による境乱を受け,壁及び床の大部分はすでに破壊され

ている。確認調査の過程で,硬化した床とピット状の落ち込みを確認したため,住居跡として調

査を進めた。

hl

Q身
＼`裂殆

△〕亀ｋ

シ● 司

ジ
エ

、〇/工

＼

、

、

、

‐

‐

ｉ

ｆ

ｆ

′

′

／

′

A

A35,3m

01

0              2m

第93図 第19号住居跡実測図
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平面形や規模については,検出された柱穴の位置等から推定すると,長軸 5m,短軸 4mほ どの

長方形状を呈し,N-34° 一Wに長軸方向を持つ住居跡であったものと思われる。床面は,東西方

向に床をえぐるように撹乱が深 く入 り込んでいるため,中央から南側に寄つてわずかに床面と思

われる硬 く締 まったロームが認められただけである。炉は検出されない。ピットは 8か所検出さ

れ,規模と配列からPl～P4が主柱穴 と思われる。主柱穴の規模は径45～63cm,深 さ30～62cmで あ

る。また柱穴の間隔はPlと P2,P3と P4間が2.8～2.9m,P2と P3,Plと P4間が1.90～1.95mであり,

主柱穴は長方形状に規則的に配列されている。P5～ P8は 径22～40cm,深 さ■～20cmで あり,本跡

に伴うものではないと思われる。

遺物は,覆土を削平されていたため出土していない。

FP-1と 怪自複

S121と 重複
貯蔵穴

S16と 重複
焼失家屋

FP-2と 重複

S14と 重複

SK 8と 重複

SK 4・ 5と 重複

一部床のみ

S13と 重複,貯
蔵穴,焼失家屋

貯蔵穴
焼失家屋

貯蔵穴
焼失家屋

表 2 古墳時代前期住居跡一覧表

N-17° 一EI隅 丸 方 形
Int・ 器台・ 墾
上器片65片

饗・上器片43片
石鏃・ チャー ト片各 ユ片

(500)× (430)

825× (810) 高lTN・ 土器片 1片

750X655 斐・ 壷・土器片139片
石鏃・ 砥石

壷・ 小型墾・ 境・高杯・ 甕
球状上錐 3点・土器片283片

(460)× 450

660× 584 高坪・ 台付甕・壺・ 鉢
小型変・上器片346片

褻・ 高杯・土器片168片
剣形品 2点

小型壺・ 小型饗・ 甕
土器片90片・砥石

小型壷・ 土器片19片

隅丸方形又は
隅丸長方形

(460)× (400)

(500)X(400)

婉 。小型台付変・ ミニチュ
ア土器・ 土器片100片

384× 377 甕・ 土器片51片

高杯・ 上器片23片

高坪・ 土器片31片

710× 660

543× 474 中央 。南
側

高郭・窒・土器片259片

462× 446

472× 468
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弦
Ｍ
　
］万

居住

番
位置 主軸方向 平 面 形

規 模

床 面
瑚
柱
抑

う
位
穴

炉 覆土 出 土 遺 物 時期 備    考
長軸 ×短軸 (m) 壁高(cm)

N-23・ ―W 隅 丸 方 形 320× 293 16-30 平坦
5

(4) 東側 自然 土器片93片 五領期 貯蔵穴

F2a9 N-3・―E 隅丸方形又は
隅丸長方形

(600,X(558) 30-40 平埋
中央・ 南
西側 自然

台付甕・整・ 小型益・ 壷・
高杯・広口壺・土器片252片

五領期
SD 3と 重複
貯蔵穴

F3hs (500) 14へ 3́0 い
伏

緩
起 南側 自然

高
jTN・

台付甕・器台
土器片129片 五領期

F3亀 隅丸方形又は
隅丸長方形

2

(2) 自然
壷 :小型変
上器片104片

五領期 SK-63と 重複

N-23° ―E 隅丸方形又は
隅丸長方形

(400)X(328) 8
い
伏

緩
起 自然

器台・壷 。高不・ 台付甕
jtl・ 土器片144片

五領期 貯蔵穴

N-54° ―W 方    形 498× 480 3-14 い
伏

緩
起 北西側 自然

甕 。甑・ 増・ 郵 。高杯
上器片144片 五領期

SK-78と 重複
貯蔵穴

N-72・ ―E 隅丸長方形 494X438 24-30 平 坦 北東側 自然 脅ネ琴皇集揮九皐年
寮 五領期

貯蔵穴
焼失家屋

N-85・ ― Vヽ 隅丸長方形 570× 492 20^ヤ 40 平坦 自然
大型壷・ 器台 。台付甕
甕・ 土器片152片 五領期

貯蔵穴
焼失家屋

D4c3 方形又は長
方   形

15へ 2́0 平 坦 自然 土器片38片 五領期 SD 5・ 6と 重複

N-27・ ―W 隅 丸 方 形 410X396 10 平坦 自然
土器片28片
黒曜石片 1片 五領期 竪穴遺構

C4hi N-5°一E 隅丸長方形 654× (560) 35-42 平 坦 北東側 自然
高不・甕・邪
土器片288片 五領期

C4eh N-59° ―E 隅 丸 方 形 384X(370) 22^ヤ 38 平 坦
一コ

一

北

ナ 自然
高不・ ミニチュア上器
土器片36片

五領期 焼失家屋

N-42・ ―E 隅 丸 方 形 (450)× (430) 平 坦 自然 高不・ 土器片40片 五領期 竪穴遺構

表 3 時期不明住居跡一覧表

跡

号

居住

番
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模

床 面

馘
柱
郷

ル
住
穴

炉 穫 土 出 土 遺 物 時期 備    考
長軸 ×短軸 (m) 壁高lem)

N-34° 一W 長 方 形 (500)× (400) 不明

2炉  穴

当遺跡において検出された炉穴は,15基である。このうち14基は,調査区F・ G区に位置し,遺

跡の中央部に形成されていた小支谷の南側の台地斜面部に分布しているため表上が流出しており,

壁等が耕作のため削平されているものが多い。また,複数の炉跡を有する炉穴が 3基検出されて

いる。

第 1号炉穴 (第94図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2h8区 を中心に確認され,第 1号住居跡の南東コーナーによって北西

壁がわずかに切 り込まれている。

平面形は,長径330m,短径228mの 不定形で,長径方向はN-55° 一Wである。壁は外傾して

立ち上がっており,壁高は25～40cmで ある。

本跡からは炉が 3基検出され,北西壁下に位置する炉をFl,底面中央部よりやや北西に位置す

る炉をF2,南西壁下に位置する炉をF3と する。

Fl・ F2の炉床は,南東から北西に緩やかに傾斜する底面の北西壁際と底面中央部に設れられて
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いる。Flの炉床は,焼上が長径60cm,短径40cmの不定形に 4 cmほ ど堆積している。炉床は,凹凸

で全体的に皿状にくばんでおり,表面は赤 く硬 く焼けている。炉床の北西側の壁は内彎ぎみに立

ち上がっているが,上面は第 1号住居跡の南東コーナーによって削平されている。足場は,炉床

の南東側に位置していたことも考えられるがF2が Flの南東側24cmに設けられていることもあり,

Flと F2の 間にある幅24cmの平坦な部分が足場であったかどうか確認することはできなかった。F2

の炉床は,Fとの炉床より南東側に24cm離 れた中央部のやや北西に位置している。炉床はFlの炉床

より8 cmほ ど高 く,焼土は長径60cm,短径40cmの 不定形に 3 cmほ ど堆積していた。炉床は凹凸で,

表面は赤 く焼けている。炉床の周囲には,Flで述べた平坦部分だけで足場は確認することはでき

なかった。

F3の炉床は,南西壁際の 1段高 くなった所に設けられており,焼上が長径90cm,短径75cmの不

定形に,厚さ 5 clnほ ど堆積している。炉床は皿状にややくばんでおり,表面は赤色に硬 く焼けて

いる。炉床の北東側は 6 cmほ ど平坦に低 くなっており,足場であったと思われる。炉床の南西側

の壁は削平のため撹乱を受けているが,外傾して立ち上がっている。 3基の炉の新旧関係は確認

できなかった。覆土は一部撹乱を受けていたものの,焼土粒子,炭化粒子を含む褐色上が自然堆

積している。

遺物は,覆土上 。中層から縄文時代早朝の野島式に比定される深鉢形土器の上器片28片が出土

している。

klLI

C 35,Om

0               2m
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く
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ｋ
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第94図 第 1号炉穴実測図
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第95図  第 1号炉穴出土遺物拓影図

出土土器

第95図 1～ 3は ,第 1号炉穴から出土 した縄文式上器片の拓影図である。 1・ 2は 口縁部片で,

内・外面に斜位に条痕文が施されている。 2は 口唇部に刻み目を有 している。 3は胴部片で,内。

外面に斜位に条痕文が施されている。 1～ 3の色調は内・外面 とも橙色で胎土は繊維を含み,焼

成は普通である。

第 2号炉穴 (第96図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2a。 区を中心に確認され,第 5号住居跡の南コーナーと炉穴の北側の

部分が重複 している。

平面形は長径3.18�,短径1.56mの 楕円形で,長径方向はN-15° 一Wである。壁は,第 5号住

居跡の南 コーナーによって上面を削平 されている北東側 と,撹乱を受けた南側の壁を除いて,外

傾 して立ち上がってお り,壁高は13～50cmである。炉床は南から北へ緩やかに傾斜する底面の北

壁に設けられてお り,焼土が長径104

cm,短径70cmの不定形に厚さ 6 cmほ ど

堆積している。炉床は凹凸で皿状にや

やくばんでおり,表面は赤 く焼けてい

たが木根による撹乱のため軟弱であっ

た。炉床の南側底面は,緩やかに 4 cm

ほどくばんでおり,足場 と思われる。

炉床の北東側はわずかに外傾して立ち

上がる壁であるが,第 5号住居跡 に

よつて削平されて残存した部分である。

覆土は撹乱を受けていたものの,焼

土粒子,炭化粒子を少量含む褐色土が

自然堆積している。

鸞
′浮善

3

0              10cm

hl

0              2m

第 98図 第 2号炉穴実測図
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遺物は,覆土上 。中層から縄文時代早期の野島式に

'ヒ

定される深鉢形土器の土器片 8片が出土

している。

出土土器

第97図 1は ,第 2号炉穴から出土した縄文式

上器片の拓影図である。 1は外反する波状口縁

部片で,条痕文を地文 とし,横位の微隆起線で

口縁部文様帯を区画 し,内部を縦位の微隆起線

で充填 している。色調は内・外面 ともにぶい橙

色で,断面が暗褐色である。胎土は繊維 を含み,

焼成は普通である。

第 3号炉穴 (第98図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3al区に確認 され,第 6号炉穴

の東側1.6m,第 4号炉穴の西側0.5mに位置 している。本

跡を含めた周辺地域は土取 りによる削平 と撹乱を受けてお

り,本跡は炉床のみが残存 していた。

炉床は,焼上が長径90cm,短径60cmの 楕円形状に 2層に

堆積 し,15cmほ どである。上層は,ロ ーム粒子多量,焼土

ブロック,焼土粒子,炭化粒子少量を含む褐色土,下層は,

焼土ブロック,焼土粒子中量を含む赤褐色土である。炉床

は凹凸で,中央が くばんでおり表面は赤 く硬 く焼けている。

遺物は出土 しなかった。

第 4号炉穴 (第99図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3al区 を中心に確認され,第 3

号炉穴の東側0.5m,第 13号住居跡の西側0.5mに位置 してい

る。本跡の南東側は,第 7号土坑によって掘 り込まれている。

なお,本跡を含む周辺は,土取 りによる削平を受けている。

平面形は,わ ずかに残存 している壁から,長径134m,短

径0.96mほ どの楕円形で,長径方向はN-50° 一Wであった

ものと推定される。残存 している壁は外傾 して立ち上が り,

壁高は10～20cmで ,南西側が高 くなっている。炉床は,北

I

0              10Cm

第97図 第 2号炉穴出土遺物拓影図

圭鱗」
生 343m  止

五静
碓げ°

B             B'

一0              2m

第98図  第 3号炉穴実測図

A二‐ 34.9m

0              2m

第99図  第 4号炉穴実測図

β
齢
Ｈ
駅

／

⑫
ズ一

―-372-―



西から南東へ傾斜する底面の北西壁際に設けられてお り,焼上が径80cmの 円形に 5 cmほ ど堆積 し

ている。炉床は凹凸で,表面は赤 く焼けている。足場は炉床の南側が第 7号土坑によって掘 り込

まれているために,煙道は壁のほとんどか削平されているためにいずれも確認できなかった。本

跡の覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色土が堆積 している。

遺物は焼土の上面から,縄文時代早期の野島式に比定される深鉢形土器の胴部片 1片が出上 し

ている。

第100図 第 4号炉穴出土遺物拓影図

出土土器

第100図 1は ,第 4号炉穴から出上 した縄文式上器片の拓影図である。 1は 大きな胴部片で,外

面は条痕文が斜位 に,内面は条痕文が縦位,斜位に施 されている。胎土は繊維・小礫 を含み,焼

成は普通である。

第 5号炉穴 (第 101図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2a9区に確認 され,第 5号

住居跡の南側約0,6m,第 2号炉穴の東側0.4mに 位置

している。

平面形は,長径 0。 98m,短径0.93mの 円形である。壁

は外傾 して立ち上がってお り,壁高は22～28cmである。

炉床は,南壁から北へわずかに傾斜 している底面の南

西壁際に設けられてお り,焼土は長径50cm,短径38cm

の楕円形に 2 cmほ ど堆積 している。炉床は平坦で,底

面は赤 く焼けているが,軟弱である。炉床の北東側の

底面は 6 cmほ どくばんでお り,足場 と思われる。炉床

引  口
|

生 34em   止

0             2m

第101図 第 5号住居跡実測図
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の南西側は外傾して立ち上がる壁で, この部分に煙道があったと思われるが確認できなかった。

本跡の覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子多量を含む褐色土が堆積している。

遺物は出土していない。

第 6号炉穴 (第 102図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2a。 区を中心に確認され,第 3号炉穴の西側約1.6mに 位置している。

本跡の南西壁の一部は第 2号濤によって掘 り込まれている。

平面形は,長径2.80m,短径1.02mの精円形で,長径方向はN-11° 一Eである。南西壁の一部が

第 2号濤によって掘 り込まれているが,残存した壁は外傾して立ち上がっており,壁高は12～ 34

cmで,北東壁側が高 くなっている。

本跡からは炉が 2基検出され,北東壁に位置する炉をFl,底面中央部に位置する炉をF2と する。

Flの炉床は北東壁の一段高 くなった所に設けられており,焼上が長径60cm,短径30cmの 不定形

に,厚さ4 cmほ ど堆積している。炉床は凹凸で,表面は赤 く焼けている。炉床の南西側の底面は

平坦で足場であつたと思われる。炉床の東側の壁は外傾して立ち上がっており,壁高は12cmほ ど

で削平を受けたと思われ,煙道は確認できなかった。

F2の厚床は掘 り込みの中央部に位置

してお り,焼上が長径46cm,短径40cm

の不定形に 7 cmほ ど堆積 している。炉

床は凹凸で,底面は赤 く焼 けている。    上

炉床の南西側は,炉床 より6 cmほ ど皿

②

工

状にくばんでおり,足場であったと思

われる。覆土はローム粒子,焼土粒子,

炭化粒子少量を含む褐色上が堆積して

いる。

遺物は,覆土中から縄文時代早期の

野島式に比定される深鉢形土器の胴部

片 1片が出上している。

出土土器

第103図 1は ,第 6号炉穴から出土した縄文式

土器片の拓影図である。 1は胴部片で,内・外

面は斜位に条痕文が施されている。胎上には繊

維と細砂を含み,焼成はやや不良である。

A 34.8m

o              2m

第102図  第 6号炉穴実測図

0              10Cm

第103図 第 6号炉穴出土遺物拓影図

，

‐

―-374-―



第 7号炉穴 (第 104図 )

本跡は,当遺跡の中央部G3f】 区に確認され,

第17号住居跡の西側0.6mに位置している。本跡

を含む周辺は土取 りによる削平を受けている地

域であり,本跡は炉床のみが残存していた。

炉床は北西側が撹乱を受けていたものの,焼土

が長径64cm,短径54cmの不定形に厚さ16cmほ ど

2層に堆積している。上層は,ロ ーム粒子少量,

焼土粒子,炭化粒子多量を含む暗褐色土,下層

は,焼土ブロック少量,焼土粒子,炭化粒子多量

を含むにぶい赤褐色上である。炉床は凹凸で中

央がくばんでおり,表面は赤 く硬 く焼けている。

遺物は出土していない。

H

A

A34.9m

O

第104図 第 7号炉穴実測図
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第 8号炉穴 (第 105図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3e2区 を中心に確認され,第 13号炉穴の東側1.2mに位置 している。本

跡の南東壁は,第28号住居跡の南西コーナーによって掘 り込まれている。

調査できた部分から推定すると,平面形は長径1.64m,短径0.94mの精円形で,長径方向はN―

20° 一Eであったと思われる。残存した壁は,外傾 して立ち上がっており,壁高は18～22cmである。

炉床は南西から北東へ緩やかに傾斜する底面の北東壁際に設れられており,焼上が長径58cm,短

径26cmの不定形に,厚さ 6 cmほ ど堆積している。炉床

は凹凸で,表面は赤 く硬 く焼けている。炉床の南西側

の底面がわずかにくばんでおり,足場 と思われる。炉

穴の北東側は外傾 して立ち上がる壁であるが,一部撹

乱を受けているため煙道があったかどうか確認できな

かつた。本跡の覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子,

炭化粒子微量を含む褐色上が堆積している。

遺物は出土していない。 0               2m

第105図 第 8号炉穴実測図

第 9号炉穴 (第 106図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3f4区 を中心に確認され,第 14号炉穴の東側約0.3mに 位置 している。
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平面形は,長径1.96m,短径0,92mの 楕円形で,長径方向はN-63° 一Eで ある。壁は外イ頃して立

ち上がってお り,壁高は16～20cmで,北西側がわずかに高 くなっている。炉床は,中央部がわず

かに低 くなる皿状の底面の南西壁際から中央部にかけて設けられており,そ の北東狽Jに は焼土ブ

ロックが散 らばっている。炉サ末には焼土が長径

100cm,短径58cmの不定形に,厚さ 5 cmほ ど堆積

している。炉床は凹凸で,表面は赤 く硬 く焼 け

ている。炉床の東側の底面は 4 cmほ どくばんで

お り足場 と思われる。炉床の南西側の壁にそっ

て幅 8 cmほ ど赤 く硬 くなっている。 この部分が

煙道のあとと推定される。本跡の覆土は,ロ ー

ム粒子,炭化粒子微量,焼土粒子,焼土ブロッ

ク少量を含む暗褐色上が堆積 している。

遺物は,覆土中から,縄文時代早期の野島式

に比定 される深鉢形土器の破片が出上 してい

る。

A34.4m

0               10Cm

第107図  第 9号炉穴出土遺物拓影図

出土土器

第107図 1は ,第 9号炉穴から出上 した縄文式上器片の拓影図である。 1は 国縁部片で,口唇部

は棒状工具による押圧が施されている。外面は条痕文が斜位に,内面は条痕文が横位 に施 されて

いる。色調は内・外面 とも橙色である。胎土は繊維 と細砂を含み,焼成は普通である。

●

パ．
A

0               2m

第106図  第 9号炉穴実測図
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第10号炉穴 (第 108図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2a7区 を中心に確認され,第 68号土坑の東側約1.6m,第 69号土坑の北

側約0.4mに 位置している。

平面形は,長径2.04m,短径0.90mの不整楕円形で,長径方向はN-82° 一Wである。壁はほぼ

垂直に立ち上がっており,壁高は20cmほ どである。炉床は,南東壁際から北西へやや傾斜する底

面の北東壁際の中央付近に設けられてお

り,焼土が長径60cm,短径44cmの 楕円形

に 6 cmほ ど堆積 している。炉床は凹凸で,

表面は赤 く硬 く焼けている。炉床の南西

側の底面は緩やかに皿状にくばんでおり,

足場 と思われる。炉床の北東側は垂直に

立ち上がる壁で,一部がやや赤 く焼けて

お り,こ の部分が煙道 と推定される。

覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子 ,

炭化粒子微量を含む暗褐色土が自然堆積

している。

遺物は,覆土中から,チ ャー トの象↓片

が 3点出上 している。

B

B 34.2m

0              2m

第108図 第10号炉穴実測図

kl

第11号炉穴 (第 109図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3e2区 に確認され,第 72号土坑の東側約0.2m,第 13号炉穴の北側0.4m

に位置している。

平面形は,長径1.88m,短径1.14mの楕円形で,長径方向はN-27° 一Eである。壁は外傾して立

ち上がっており,壁高は20～30cmで北東壁側が高 くなっている。炉床は,南西壁際から北東へ緩

やかに傾斜する底面の北東壁際に設けられており,焼上が長径54cm,短径44cmの楕円形に14calほ

ど堆積している。炉床は皿状に10cm掘 り下げられており,赤 く硬 く焼けており,炉床周辺のロー

ムまで赤褐色に変化しているのが確認できた。長期間使用されたと思われる。炉床の南西側の底

面に長径54cm,短径44cmの 楕円形の平坦な部分があり,足場 と思われる。炉床の北東側は外傾 し

て立ち上がる壁で,こ の壁にそった幅10cmほ どの覆上には,焼土粒子と炭化粒子が多量に含まれ

ており,こ の覆土が煙道のあとと推定される。

遺物は,縄文時代早期の野島式に比定される深鉢形土器の破片 3片が出上している。
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0               2m

第109図 第11号炉穴実測図
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第110図 第11号炉穴出土遺物拓影図

出土土器

第110図 1は,第m号炉穴から出土した縄

文式上器片の拓影図である。 1は 口縁部片

で,外面は斜位に,内面は横位に条痕文が

施 されている。胎土は繊維を含んでいる。

焼成は普通である。

B34.3m        二

〇              2m

第111図 第12号炉穴実測図

げ
一

第12号炉穴 (第 111図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3g5区 に確認され,第 9号炉穴の東側約3.Omに 位置している。本跡の

南壁は,第76号土坑によって掘 り込まれている。

調査できた部分から推定すると,平面形は長径1.84m,短径0.92mの 楕円形で,長径方向は,

N-11° 一Eであったと思われる。壁は外傾して立ち上がっており,壁高は20cmで ある。炉床は第

76号土坑によって掘 り込まれた南壁際から,北

へわずかに傾斜する底面の南壁際に設けられて

いたと思われ,長径70cm,短径50cmほ どの精円

形であったと思われる。炉床の南側は,南壁 と

ともにわずかに掘 り込まれ一部直線をなしてい

る。焼土は厚さ 3 cmほ ど堆積している。炉床は,

凹凸で赤 く硬 く焼けている。炉床の北側の底面

は皿状にやや くばんでおり,足場 と思われる。

炉床の南側の壁は第76号土坑によって掘 り込ま

れているため,煙道は確認できなかった。

覆土は,ロ ーム粒子少量,焼土粒子,炭化粒

子微量含む褐色上が自然堆積している。

遺物は,出上しなかった。
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第13号炉穴 (第 112図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3e2区に確認され,第 11号炉穴の南側0.4m,第 8号炉穴の西側1.2mに

位置している。

平面形は,長径1.62m,短径1.22mの不整楕円形で,長径方向はN-80° 一Wである。壁は南壁

の一部が垂直である以外は外傾して立ち上がっており,壁高は20～30cmで西側が高 くなっている。

炉床は,西壁際から東に緩やかに傾斜する底面の西側に寄った南壁際に設けられており,焼上が

長径64cm,短径52cmの 楕円形に 8 cmほ ど堆積している。炉床は平坦で,表面は赤 く硬 く焼けてい

る。炉床の北東側の底面は,わずかに皿状にくばんで

おり,足場 と思われる。炉床の南西側は外傾して立ち

上がっており, この部分に煙道があつたと思われる。

足場を含めた炉穴底面は,長さ110cm,幅 40cmの不定形

で狭い。

覆土は2層からなり,上層はローム粒子多量,焼土

粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層はローム粒

子,焼土粒子少量,炭化粒子微量の褐色上が自然堆積

している。

遺物は出上していない。

A

A 34.7m

0               2m

第112図  第 13号住居跡実測図
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第14号炉穴 (第 113図 )

本跡は,当遺跡の中央部F3g4区 を中心に確認され,第28号住居跡の南側約1.4m,第 9号炉穴が

東側約0.3mに 位置している。

平面形は,長径2.10m,短径1.22mの楕円形で,長径方向はN-4° 一Wである。壁は外傾して立

ち上がっており,壁高は16cmで ある。炉床は北から南へ緩やかに傾斜する底面の北壁際に設けら

れており,焼上が長径60cm,短径44cmの不定形に,厚 さ 6釦ほど堆積している。炉床は凹凸で表

面は赤 く焼けていたが軟弱であつた。炉床の南側の底面は 7 cmほ どくばんでおり,足場と思われ

る。炉床の北側は外傾して立ち上がる壁で,こ の部分に煙道があったと思われるが確認できなかっ

た。

本跡の覆土は,ローム粒子微量,焼土粒子少量を含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は出土していない。
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0               2m

第113図 第14号炉穴実測図

A 35.4m

0               2m

第114図 第15号炉穴実測図

第15号炉穴 (第 114図 )

本跡は,当遺跡の北部C4h4区 を中心に確認

され,第39号住居跡の西側約3.4m,第 84号土

坑の北側約18mに位置している。本跡は当遺

跡で検出された14基の炉穴 とは離れてお り,

最 も北に存在 している本跡の中央部は,木の

根のため撹乱を受けている。

平面形 は,長軸2.28m,短軸1.52mの 長方

形で,長軸方向はN-55°一Eである。壁は外

傾 して立ち上がっており,壁高は28～60cmで ,

北東側が高 くなっている。

本跡からは炉が 2基検出され,南東壁下で

南コーナー寄 りに位置する炉をFl,北東壁下

に位置する炉をF2と する。

Flの炉床は,南西壁際から北東へ傾斜する

底面の南東壁際に設けられているが,本跡の

中央付近にあった木の根によって撹乱を受け,

北東側は一部存在 していない。

調査できた部分の焼土は,長径78cm,短径

46cmの 楕円形状に,厚さ 4 cmほ ど堆積 してい

る。炉床はやや くばんでお り,表面は赤色に

焼けているが,やや軟弱であった。炉床の南

東側の壁は外傾 して立ち上がってお り,こ の

部分に煙道があったと思われるが,上面が撹

乱を受けているため確認はできなかった。炉

床の北西側は,炉床 とほぼ同レベルで平坦に

なってお り, この部分が,足場 と思われる。

F2の炉床は,南西壁際から北東へ傾斜する

底面の北東側をさらに鍋底状に 1段掘 り込ん

だ北東壁際に設けられてお り,焼上が直径60

cmほ どの不整円形に,厚さ10cmほ ど堆積 して

いる。炉床は皿状にくばんでお り,炉床の表

く
上
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面は赤 く硬 く焼けている。炉床の北東側の壁にそって幅20cmほ どの覆土には,焼土粒子が多量に

含まれている。この部分が煙道のあとと推定される。足場は炉床の南西側で炉床よりも5 cmほ ど

くばんでいる。この足場は南側が木の根によって壊されている。新旧関係は,Flの底面をF2の底

面が掘 り込んでいることから2基の炉は,Flの次にF2を使用したものと思われる。

遺物は,覆土上層から,土師器片22片が出土しただけである。

表 4 炉穴一覧表

3土 坑

当遺跡において検出された土坑は,85基である。これらの土坑の多 くは住居跡を検出した調査

区にあり,D・ F・ G・ H・ L区に検出されている。土坑を掘 り込んだところ,覆土もあまり締

まりがなく,耕作・木根などによる撹乱を受けているものもあった。土坑の平面形は,円形,楕

円形,隅丸長方形,長方形,不整円形,不整長方形,不定形を呈している。出土遺物は全体的に

少なく,第 1・ 6・ 16・ 81・ 83・ 84号土坑からは,底面や覆土中からとし較的多くの遺物が出上し

ているが,他の土坑からは,ご く少量で土坑に伴うものとは判防できなかった。特徴的な土坑の

みについて形状等を記述し,他の上坑については一覧表をもって掲載することにする。

穴

号

炉

番
位 置

長径方向
(長軸方向)

平 面 形
規 模

壁 面 繭
覆土

状態
出 土 遺 物 備 考

深さ(cr)

ユ F2ha N-55° 一Ⅵ「 不 定 形 334× 228 25-40 外傾 凹凸 自然 上器片28片

2 G2a9 N-15° 一W 福  円 形 316× 156 13-50 外傾 凹凸 自然 土器片 8片 S15と 重複

3 G3al 橋  円 形 (090× 060) 15 外傾 凹凸 自然

4 G3al N-50° 一W 楕  円 形 130× 090 10-20 外傾 凹凸 自然 土器片 1片 SK 7と 重複

5 G2a9 円 形 098× 093 22-28 外傾 平 坦 自然

6 G2aa N-11° 一E 楕  円 形 380× 100 12～ 34 外傾 凹 凸 自然 土器片 1片 SD 2と 重複

7 G31 不 定 形 (064× 054) 外傾 凹凸 自然

8 N-20°一E 情 円 形 160× 098 18-22 外イ頃 凹凸 自然 SI-28と 重複

9 N-63°一E 楕 円 形 200× 090 16-20 外傾 凹凸 自然 土器片 19片

F2a? N-82°一W 不整楕円形 204× 090 垂 直 凹凸 自然
チ ャー ト象」片 3点
上器片 1点

11 N-27・―E 橋  円 形 189× 119 20-30 外傾 凹凸 自然 土器片 3片

F3g5 N― ■
°一E 楕  円 形 (180)× 090 外傾 凹 凸 自然 SK-76と 重複

N-80°一W 不整楕 円形 156× 090 20^シ 30 外傾 平 坦 目然

F3g4 N-4° 一W 惰 円 形 202× 120 外傾 凹 凸 自然

C4h4 N-55°一E 長 方 形 228× 137 28-60 外傾 凹凸 自然 土器片22片
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第 1号土坑 (第 115図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2,4区 を中心に確認され,本跡の西側15mは調査エリア外で,第 3号

住居跡の北西約 2mに位置している。

平面形は,長軸3.Om,短軸1.7mの やや北東側が幅の狭 くなる隅丸長方形で,長軸方向はN―

24° 一Eである。壁はロームで外傾 して立ち上がり,壁高は10～ 18cmで ある。底面は北東コーナー

部と,南西壁が撹乱を受けやわらかいが,他はほぼ平坦で硬いロームである。

覆土は,2層からなリー部撹乱を受けている。上層はローム粒子多量,焼土粒子少量を含む暗褐

色土,下層はローム粒子少量を含む褐色土が自然堆積している。

遺物は,南西壁際の覆土上層から,奏形土器 (P251・ P252)の 口縁部 と,壺形土器 (P253)の

口縁部が出上している。そのほか土師器片84片が出土している。

V⑮

7
A35.Om

109'      0             2m

第115図 第 1号土坑実測図

第116図 第 1号土坑出土遺物実測図

第 1号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■6図

1

壺 形 土 器

上 師 器

A172
B(66)

日縁部は複合口縁で,頸部から

外反して立ち上がる。頸部以下

は欠損している。

日縁部外面―斜位のハケロ整形

後縦位のヘラ磨き。胴部内面―

横位のハケロ整形後横位のヘラ

磨き。

スコリア・砂粒

橙色

普通

甥
Ｐ２５３
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 1

2

甕 形 土 器

土 師 器

A(133)
B(98)

口縁部は頸部から「く」の字状

を呈して立ち上がる。胴部はほ

ぼ球状を呈し,中位に最大径を

有する。

口縁部内・外面―斜位のハケロ

整形後横位のナデ。胴部外面―

斜位のハケロ整形,内面―斜位

のハケロ整形後横位のヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P251

外面媒付着

3

甕 形 土 器

土 師 器

A(140)
B(88)

口縁部は頸部から外傾して立ち

上がる。胴部は球状を呈し,中
位に最大径を有すると思われる。

口縁部内 。外面―横位のナデ。

胴部外面―縦位のハケロ整形,

胴部内面一ヘラナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

甥
Ｐ２５２

第 6号土坑 (第 117図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2d9区 に確認され,第■号土坑の東側約 3m,第 2号濤の西側約0.6m

に位置している。当初,確認段階では断面形が円筒状を呈するものと予測したが,調査の進行に

伴い,フ ラスコ状土坑であることが判明した。

掘 り込みの上面は東にやや張 り出しているものの長径1.2m,短径1.lmの ほぼ円形で,底面は長

径2.Om,短径1.9mの 円形を呈する土坑である。壁はロームで硬 く,断面はフラスコ状を呈し,北

東壁は底面から0.2mほ どの高さまで外傾し,さ らに,内鸞しながら0.4mま で立ち上がったのち外

傾しながら上面に至る。壁高は80cmである。底面は,中央部からやや北東側に長径40cm,短径32

cm,深さ 4 cmほ どの楕円形に凹んでいる部分を除いて平坦で硬 く締まったロームである。凹んだ

ミ

C

骸

34.3m」■

B'

パ
∂

／
／́
　
△ωＷ

ご
一

、
け
／
／

ノ

く

ご
一

上   二

〇               2m

第117図 第 6号土坑実測図

―-383-―



部分についての性格は不明である。

覆土は,4層からなり,上層はローム粒子少

量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色土,中

層はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量

を含む褐色土,下層はローム粒子,鹿沼土少量,

焼土粒子,炭化粒子少量を含む暗褐色上が自然

堆積している。

遺物は,東 。南・西壁の底面直上から,接合

できた石棒 (第 151図 Q153)が 3つ にわれて横位

の状態で出上している。また,中央部の覆土層

から,加 曽利El式の深鉢形土器 口縁片 1片

(P303)が 出土している。

0            10cm
咋

一第118図  第 6号土坑出上遺物実測図

第 G号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上。色調・焼成 備   考

第■8図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A(130)
B(178)

波状口縁部片で,橋状把手を縦位に貼付している。橋状下部には

円状の降帯を貼付し,以下に無節Lの縄文を施している。

スコリア・ 砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P303

加曽利EI式

第16号土坑 (第 119図 )

本跡は,当遺跡の中央部G2i9区 を中心に確認され,覆土から露呈した土器の一部も同時に検出し

た。第 2号濤の東側約0.6mに 位置している。

平面形は,長径14m,短径1.lmの 楕円形で,長径方向はN-89° 一Wである。遺構確認面から

底面までの深さは16～20cmで ある。壁はロームで外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で

硬 く締まったロームである。

覆土は, 2層からなり,上層はローム粒子少量,炭化粒子微量を含む褐色土,下層はローム粒

子少量を含む褐色土が自然堆積している。

遺物は,中央部からやや北に寄った底面から,底部を欠損した深鉢形土器 (P254)が 口縁部を

北東に向け斜位の状態で出土している。深鉢形土器は,縄文時代中期の阿玉台期に

'ヒ

定されるも

のと思われる。
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0              2m

第119図 第16号土坑実測図

④

二

0              10Cm

第120図 第16号土坑出土遺物実測図

第16号土抗出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量(cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調・焼成 備   考

第120図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部は下位からほぼ垂直気味に立ち上がり,胴部上位で軽く内彎

気味に開き,口縁部は外傾して立ち上がる。日縁部内面に稜を有

する無文の上器で,日縁部の内・外面は横位のナデ,胴部内・外

面は斜位のヘラナデが施されている。

スコリア・砂粒・

雲母

褐色

普通

60%
P254

外面媒付着

阿玉台式

0             2m

第81号土坑 (第 121図 )

本跡 は,当遺跡の

北部D4jI区 を中心に

確認 され,第83号土

坑 の東 側 約2.2mに

位置 している。

平 面 形 は,長 軸

3.5m,短軸1.3mの

長方形で,長軸方向

は N-60° 一Wで あ

る。壁 はロームで外

傾 して立ち上が り,

A 33.4m

第121図 第81号土坑実測図
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壁高は25cmほ どである。底面は,平坦で硬 く締まったロームである。

覆土は,2層からなり,上層はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層

にローム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色上がレンズ状に自然堆積している。

遺物は,接合でき

た口縁部から胴部に

かけての S字状口縁

を有する台付甕形土

器 (P262)が覆土上・

中層から出上 し,時

期は古墳時代前期に

比定される。 また,

同時期 の上 器 片 は

上 。中層 を中 心 に

175片 出上 してお り,

投棄されたものと思

われる。

第83号土坑 (第123図 )

本跡は,当遺跡の北部D3,0区 を中心に

確認 され,第35号住居跡の南東側約2.4

m,第 81号土坑の西側約2.2mに位置して

いる。当初,確認段階では住居跡 と予測

し調査を実施 したが,黒褐色上が10～ 15

cmほ ど堆積 した傾斜地 と判粥したため住

居跡 として認められず土坑として取 り扱っ

た。

0              10Cm

第122図 第81号土坑出土遺物実測図

A 33。 2m

o              2m

第 123図 第 83号土坑実測図
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第81号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 122図

1

台付奏形土器

土 師 器

A(184)
B(181)

口縁部は「 S」 字状を呈する。

胴部は横長の球形を呈し,中位

のやや上側に最大径を有する。

台部は欠損している。

口縁部内 。外面―横位のナデ。

胴部外面―斜位のハケロ整形後

上位に横位のハケロ整形,胴部

内面―斜位のナデ。

スコリア・砂粒

浅黄橙色

普通

30%
P262

外面媒付着



0             10cm

第124図 第 83号土坑 出上遺物実測図・ 拓影図
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平面形は,長軸27m,短軸1.2mの長方形で,長軸方向はN-68° 一Eである。壁はロームで硬 く

しまり,大 きな根によって撹乱を受けた南西壁を除いて,他の壁は外傾 して立ち上がり,壁高は

30cmほ どである。底面はほぼ平坦なロームで硬 く締まっている。

覆土は,木の根によって,撹乱を受けているものの 4層からなり,上 。中層はローム粒子少量 ,

焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色土,下層はローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子,炭化材

微量を含む黒褐色上が自然堆積している。南東壁にそって災化材は混入した焼上が,長径70cm,

0               20Cm

♂ν脚鰯鍵朝鞠鶴

第125図 第83号土坑出土遺物拓影図
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短径50cmの不定形の範囲に約 6～ 12cm堆積 している。 また炭化材が南西付近に散在 してお り,土

坑の中で木等を燃や したものと思われる。

遺物は,中央部の底面から完形のイ形土器 (P265)が正位に出上 し,それに倒立 した杯形土器

(P266)が重なった状態で出土 している。中央部 と南西壁の底面や覆土中・下層から,接合できた

杯形土器 (P263・ P264)が 破片で散 らばった状態で出上 している。出土 した 4点の杯形土器の時

期は平安時代国分期に,ヒ定 される。 また,中央部の覆上下層 と南西側の焼土中から,完形のもの

と一部欠損 した瓦が (TP91～TP94)が倒立や正位の状態で出土 している。そのほか覆土中から

土師器片109片が出上 している。

第84号土坑 (第126図 )

本跡は,当遺跡の北部C4i4区 を中心に確認され,第38号住居跡の北東側約0.4mに位置している。

平面形は,長径12m,短 径1.Omの楕円形で,長径方向はN-22° 一Wである。壁はロームで外傾

して立ち上が り,壁高は10cmほ どである。底面は,わずかに凹凸があ リロームで硬 く締 まってい

る。

第83号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第124図

1

ITN形 上 器

土 師  器

A123
B 50
C 54

体部は内管気味に外上方へ立ち

上がり,日縁部はわずかに外反

する。底部は平底である。

水挽き成形。底部右回転糸切 り

後無調整。体部内面横位のヘラ

磨き,体部内・外面の水挽き痕

イま弓号tう 。

砂粒・ 細砂

橙色

普通

賜
Ｐ２６６

2

lTN形 土 器

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部はほぼ直線的に外上方へ立

ち上がる。口縁端部は丸い。底

部は平底である。

水挽き威形。底部切り離し不明

で,手持ちヘラ削り,体部・底

部内面―横位のヘラ磨き。

砂粒・ 細砂

橙色

普通

99%
P265

底部外面煤付着

3

イ形 土 器

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部はほぼ直線的に外上方へ立

ち上がる。日縁端部は丸い。底

部は平底である。

水挽 き成形。底部右回転 糸切 り

後無調整。体部内・ 外面の水挽

き痕 は弱い。

砂粒・ スコリア・

細砂

浅黄橙色

普通

80%
P263

二次焼戊

内・外面割離

4

杯 形 土 器

土 師 器

B(32)
C 60

体部はほぼ直線的に外上方へ立

ち上がる。底部は平底である。

水挽き成形。底部右回転糸切 り

後無調整。体部内・外の水挽き

痕は弱い。

スコリア・砂粒・

細砂

橙色

普通

朗
Ｐ２６４

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第124図

5

丸   瓦 厚 さ 15 凹面には,布 目痕がみられる。凸面には,縦位のナデ調整が残る。

側面の凹面側には,面取り調整が施されている。

砂粒・ 細砂

にぶい橙色

良好

20%
TP94

磨滅している

6

焚 斗 瓦 厚さ 16
-2 0

凹面には,布目痕がみられる。凸面には,斜格子叩きが施されて
いる。

砂粒・ 細砂

橙色

良好

50%
TP93
二次焼成

第125図

7

英 斗 瓦 厚 さ 2 1
～31

広端 200

換端 160

凹面 には,布目痕が残 る。凸面 には,斜格子叩 きが施 されている。

凸面側 の側面 には,面取 り調整が施 されている。

砂粒・ 細砂

橙色

良好

100%

TP91
二次焼成

8

平    瓦 厚さ17
-2 30

凹面には,布目痕が残り,部分的にヘラナデによって消されてい

る。凸面には,斜格子叩きが施されている。凹・凸両面側の側面
には,面取り調整が施されている。

砂粒・ 細砂

橙色

良好

賜
ＴＰ９

―-389-―
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覆土は, 1層からなリローム粒子微量を含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は,底面から口縁部を南西に向けた完形の深鉢形土器 (P300)が横位につぶれた状態で出

土している。縄文時代後期に比定される。そのほか,チ ャー ト片 2点が出上している。

第84号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第127図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A382
B455
C■ 1

胴部は膨らみをもち,頸部で括れ,国縁部は外反している。□縁

は3単位の波状口縁を呈し,波頂部には直径 l cmほ どの刺突を有

し,波底部には円形貼付文が付されている。国縁直下の内面には

1条 の浅い沈線を,外面には刻みのある隆帯を施し,胴部上位に

は刺突のある隆帯をそれぞれ横位に巡らし,文様帯を区画してい

る。隆帯間は,波頂部の脇から垂下する刺突を有する隆帯によっ

て結ばれ, 3単 位に区画している。文様帯は,平行沈線による幾

何学的な文様で区画し,平行沈線間には,斜位の沈線で充填して

いる。胴部には7本を1単位とした櫛歯状工具による,縦位の条

線が施されている。内面は横位のナデが施されている。底部は平

底である。

砂粒・ ス コ リア

/1ヽ礫

にぶい橙色

普通

95%

P300

外面煤付着

内面斑点状ま」離

堀之内 I式

表 5 土坑一覧表

坑

号

土

番
位 置

長軸方向

(長径方向)

平 面 形
規 槙

壁 面 底面
土

態

覆

状
出 土 遺 物 備 考

長径 ×短径 (m) 深さ(cn)

1 F2,4 N-24°一E 隅丸長方形 300× 170 10-18 外傾 平坦 自然 養・壺・上器片84片

2 G3c8 不 明 166× (070) 外傾 平 坦 自然 上器 片 5片 エ リア外

3 G35 不 明 132× (062) 外傾 平 坦 自然 エ リア外

4 G3dl ミー83° ―W 橋  円 形 175× (070) 外傾 平坦 自然 上器片 13片 S卜 14と 重複

5 G2d。 N-2°―W 隅丸長方形 149× 080 外傾 平坦 自然 S卜 14と 重複

6 G2d9 円 形 200× 190 フ ラ
スコ状

平 坦 自然 石棒 1点・土器片1片

7 G3bl N-14°―E 長 方 形 191× 075 垂直 平坦 自然 FP-4と 重複

8 G3a2 円 形 110× 100 外傾 塊状 人為 土器片 1片 S113と 重複

9 G3ha N-77°一E 長 方 形 188× 100 36-48 外傾 平坦 自然

10 G3i3 N-7° 一ヽ V 長 方 形 140× 110 26-38 外傾 平 坦 自然

G2d8 円 形 115× 110 垂直 平 坦 自然 上器片 3片

H3al N-71° 一E 長 方 形 (161)× 091 外傾 平 坦 人為 SK-13と 重複

H2ac N-17°一W 長 方 形 外傾 平坦 人為 SK-12・ 14と 重複

14 H2ac N-30°一W 長 方 形 245× 175 外傾 平lg 人為 SK 13・ 23と 重複

G3il N-11°一MI 長 方 形 225× 115 20-65 外傾 平坦 自然

G2'9 N-89°一覇F 楕 円 形 140 X l 10 16-20 外傾 平坦 自然 深鉢・ 土器 片10片

17 H3cl N-80°一E 長 方 形 (128)× (094) 外傾 平坦 自然 土器片 11片 SK-18と 重複

H3cl N-12°一W 長 方 形 278× 141 垂直 平坦 自然 土器片 10片 SK-17と 重複

G2iO N-83° 一ヽ V 長 方 形 112× 060 外傾 平 坦 自然

G2g6 円 形 28-40 外傾 平lB 自然 土器片 1片

一-391-―



坑

号

上

番
位 置

長軸方向

(長径方向)

平 面 形
規 模

壁 面 底面
上

態

覆

状
出 土 遺 物 備 考

長径 ×短径 (m) 深さ(cm)

G2h6 N-14°一E 長  方 形 200× 083 38 外傾 平坦 自然 上器片 4片

G319 N-72°一W 楕 円 形 160× 070 50´V63 外傾 凹凸 自然 上器片 3片

H2aO N-26°一W 長  方 形 206X136 32-44 外傾 平 坦 自然 SK 14重 複

H3bl N-12°一W 長  方 形 183× 082 34-44 外傾 平 坦 自然

G2d8 円 形 105× 095 垂直 平坦 自然 碗・ 土器片 2片

N-53° 一E 長  方 形 220× 114 66-84 外傾 平坦 自然 土器片 4片

L2gl 不 整 円 形 310× 295 90～ ■4 外傾 平坦 自然 土器片 1片

Llfa 円 形 110× 088 外傾 皿状 自然

Llf8 不 整 円 形 134× 120 8-20 外傾
緩

な 自然

N-47°―W 楕  円 形 1 10 外傾 平坦 自然

Lle6 N-68° ―W 隅丸長方形 221× 167 外 傾 平坦 自 然

Lle7 N-89°一E 惰  円 形 161× 100 14-26 外傾 平 坦 自然 土器 片 1片

しld3 N-47°一W 楕  円 形 146× 123 外傾 平坦 自然

Lles 円 形 111× 105 外傾 平坦 自然

Lle9 円 形 127× 116 外傾 凹 凸 自然

LlbO 円 形 外 傾 平 坦 自 然

円 形 122 X l 12 8^ツ28 外傾
緩やか
な凹凸

自然

LlbG N-70° 一W 橋  円 形 1 20 × 0 86 外傾 平坦 自然

Llb6 N-29° 一W 精 円 形 251× 090 外傾 平坦 自然

Lla9 円 形 207× 201 22-4コ 外 傾 平坦 自 然

41 Lld9 N-30°一MI 楕  円 形 213× 110 外傾 平坦 自然

Llc8 N-75°一E 楕  円 形 109× 078 15-40 外傾 平坦 自然

Lla8 N-4r― W 楕 円 形 106× 077 14 外傾 平坦 自然

N-49°一W 楕 円 形 132× 114 外傾 平 坦 自然

N-42° ―E 楕  円 形 132X104 外傾 平坦 自然

Llc6 不 定 形 135× 117 外傾 平坦 自然 土器片 5片 S卜 23と 重複

L■。 N-29°―E 楕  円 形 165× 108 外傾 皿状 自然

L2h2 N-4° 一E 楕 円 形 149× 12瑠 外傾 平坦 自然

L2ia N-51°一E 楕  円 形 343× 207 10-30 外傾 凹 凸 自然 土器 片 1片

L2c2 N-42°一W 楕  円 形 096× 077 外傾 平坦 自然 土器片 1片

G3h4 N-81°一W 長  方 形 158× 104 外仮 平坦 自然 土器片 4片

G3e2 N-7° 一W 長 方 形 250× 118 外傾 平坦 自然 土器片21片

H2d6 N-12°一E 長 方 形 283× 147 外傾 平 坦 自然

}齢片お片
SK-54と 重複

H2d5 N-12°―E 長  方 形 213× 063 外傾 平 坦 自然 SK-53と 重複

H2c7 N-13° 一E 長  方 形 (1 90)×  0 82 外傾 平坦 自然

}鍔相談的罰 SK-56と 重複

H2c7 N-75° 一W 長  方 形 173× 057 外傾 平坦 自然 SK-55と 重複

H2c8 N-5° 一E 長 方 形 166× 090 外傾 平 坦 自然 土器片 5片

F2b。 N-64° 一E 情 円 形 070× 058 外 傾 平 坦 自然 土器 片 2片

F2be N-49° 一E 楕  円 形 050× 040 外傾 平坦 自然

E2i6 N-57・ ―W 方 形 090× 096 外傾 平坦 自然 SK 6卜 SD 3と 重複
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坑

号

土

番
位 置

長軸方向

(長径方向)

平 面 形
規 模

壁 面 底 面
覆土

状態
出 土 遺 物 備 考

長径 ×短径 (m) 深さ(cm)

E2iG N-46・ ―E 不整長方形 339× 243 外傾 凹凸 人 為 上器片13片 SK 60・ SD 3と 重複

N-26・ ―MI 楕  円 形 2 00 X l14 外傾 平 坦 自然
播鉢 (陶器 )・ 内耳形土器
土器片91片

N-36°一W 長  方 形 314× 075 垂 直 平 坦 自然 土 器 片 5片 S卜 32と 重複

円 形 104× 095 外傾 平坦 自然 土器片 4片

N-19°一E 方 形 154× 134 外傾 平 坦 自然 土器片18片

N-53°―M′ 長  方 形 外傾 平坦 自然 土器片 9片

N-25° ―M′ 楕 円 形 200× 160 外傾 平 坦 自然 上器片 8片

F2a6 N-54°一E 楕 円 形 154× 104 10-20 外傾 平坦 自然

F2じ N-60°一W 長 方 形 157× 088 7-15 外傾 凹凸 自然 土器片 6片

F2d8 不 定 形 16-88 外 1頃 平 坦 自然

71 N-37°一M/ 楕  円 形 107× 070 15-22 外傾 凹 凸 自然

N-77°―E 楕 内 形 186× 097 外傾 平坦 自然 土器 片 4片

F3g。 不 定 形 080X052 40-60 外llR 娩状 自然
肉耳形土器・ 饗
十器片52片

F2d9 不 整 円 形 100× 088 14-28 外傾 凹凸 自然 土器片 1片

F2c。 N-13°一E 楕  円 形 147× 115 外傾 平垣 自然 土器片 5片

N-90° 万 形 (092)× 090 10～ 24 外傾
優やか
な凹凸 自然 FP-12と 重複

77 D3cl 円 形 258× 253 外傾 平坦 自然 土器片14片

D3a8 円 形 132× 126 10 外傾 平坦 自然 S卜 34と 重複

C2,9 円 形 128× 125 外傾 平坦 自然 土器片 3片 SK-80と 重複

C2js N-60° 一W 隅丸長方形 (262)× 223 外傾 平 坦 自然 上器片 4片 SK-79と 重複

D4j! N-60° 一W 長  方 形 350× 130 外傾 平坦 自然 土器片175片

D3b2 N-40° 一E 楕 円 形 355× 170 14Z-26 外傾 凹凸 自然

D3iO N-68° 一E 長  方 形 270× 120 外傾 平坦 自然
邪 。上器片109片
瓦 4点

C4二 N-22° 一W 楕 円 形 120× 100 外傾 凹 凸 自然
深鉢・土器片 5片・チャー
ト片 2点

N-66° 一E 楕 円 形 203× 170 外傾 平 坦 人 為
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土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第186図

1

碗

(陶 器)

A(109
B(56)

体部は下位より内彎しながら立

ち上がる。日唇部は丸くおさめ

る。底部は欠損している。

水挽き成形。底部を除いた内・

外面―施rHI。

(胎土)淡黄色

(釉 )明黄4g」色

40%
P256

近世瀬戸

SK-25覆土

2

碗

(陶 器)

B(18)
C(68)

底部破片で,体部は外傾して立

ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り後

高台接合,外面太く浅い沈線が

菊花状に巡る。高台を除いた内。

外面一施釉。

(胎土)淡黄色

(釉 )オ リープ

黄色

30%
P255

近世瀬戸

SK-25覆上

3

皿

(陶 器 )

A(11.3)

B 25
C(72)

体部は外傾して立ち上がる。 水挽き成形。底部回転糸切り後

高台接合,底部を除いて内 。外

面―施和。底部内面―草花文。

(胎土)灰白色

(釉 )灰白色

30%
P257

近世瀬戸

SK-55覆 土
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第136図

4

僑   鉢

(陶    器)

A(343)

B(80)
体部は直線的に外上方に開いて

立ち上がり,口縁部に段を有し

ている。

ロクロ成形。内面-19本 1単位

の櫛目が縦位に施されている。

器面は内・外面―凹・凸で施釉。

一部露胎。

細砂

極暗赤褐色

普通

20%

P258

近世瀬戸

SK-62覆 上

5

内耳形土器

土師質土器

A(314)

B(50)
体部 はやや内轡気味 に開いて立

ち上が る。 口唇部 は平坦,器高

が低 く,耳は 1か所残存。

内・外面 ―横位 のナデ。耳接合。 砂粒・ 雲母

暗褐色

普通

10%

P259

SK-62覆 土

内耳形土器

上師質土器

A(316)

B 49
C(288)

体部はやや内脅気味に開いて立

ち上がる。国唇部は平坦。平底

で器高が低い。耳は1か所残存。

内・外面 ―横位 のナデ。耳接合。 砂粒・ 雲母

褐色

普通

10%

P261

SK-73覆 土

濤

当遺跡の調査区から検出された濤は 6条である。これらの中には,第 5・ 6号濤のようにほぼ

同一の規模 と方向性をもっているものもあるが,そ の他はいずれも共通する性質がなく,時期や

性格については不明である。

第 1号溝 (第137図 )

本跡は,当遺跡のLl区 に確認され,第23号住居跡の東側約5.2mに位置している。

濤の北端は,Llc9区 に確認され,主軸方向はN-5° 一Wを指し,南方向のCle9区 まで直線的に

4.6m延びている。さらに,Lld9区では南東方向に角度を変えて主軸方向N-16° 一Wで直線的に4.8

m延びてLle9区の南端で消滅している。総延長は9.4mである。濤は上幅30～50cm,下幅16～30cm,

深さ9～ 14cmである。壁は,ロ ームで締まり,ゆ るやかに立ち上が り,底面は平坦である。断面

形は皿状を呈している。北端の底面レベルはa点で36.■5m,南端の底面レベルはb点で36.091m

である。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子多量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む黒褐色土が,あ まり締まりの

ない状態で堆積している。

遺物は,出土していないため,時期は不明である。

第 2号溝 (第138図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2・ F3・ G2・ H2区 に北方向から南方向にほぼ直線的に確認されてい

る。また,本跡は遺跡内の地籍図に見られる土地の境界線に沿って掘られている。

濤の北端は,当遺跡の中央部F2・ F3区 を横断する市道の南側F3hl区 に確認され,主軸方向は,

N-25° 一Eを指し,南西方向のF2i。 区まで延びており,長さは8.7mで ある。F2i。 区から南西方向

―-403-―



ホ 9

G2e9区 までの長さは19.7mで ,主

軸方向は,N-12°一Eを 指し,G2

e9区 からH2c8区 までの長さは34.3

mで,主軸方向はN-8° 一Eを指

している。さらに,H2c8区から南

方向のH2g8区 までの長 さ14.3m

で,主軸方向はN-3° 一Eを 指し

ている。調査 した濤の総延長は

77.Omである。また,本跡は,南側

の12区 にも延びていることがH2g8

区の南側壁から確認できるが,畑

の境界に沿って掘られていること

や,遺構の覆土,出土遺物等を検

討した結果,開発前まで使用され

ていた濤 と思われるため表土除去

した部分のみ調査した。濤の幅は,

F2,0区からG2e9区 の間は,やや狭

く上幅64～88cm,下幅28～ 53cmで

あるが,そ の他は,上幅80～ 125

cm,下幅26～53cmで ある。壁は,

ロームで締まり,外傾して立ち上

が り,G2亀 ,G2g9区の西壁は,緩

やかに立ち上がっている。底面も

ロームで締まっており,F3hi区か

らG2g9区の間は凹凸しているが,

G2he区からH2g8区 は全体的に平

坦である。F3hl区 とG2g9区の間の

凸凹は,濤の底面を耕作者が部分

土。

0               2m

第137図 第 1号溝実測図

的に掘 り下げたもので長さ1.2m～1,9m,幅 28～ 53c14である。従って深さも一定せず20～90cmであ

る。断面形は,全体的に「ヒゴ」形を呈しており,掘 り下げられた部分は,「孔」「」,いぜ」,「 口 」

を呈している。底面のレベルは,a点で34.083m,b点 で34,058m,C点で34:41m,d点で34.109

m, e点で33.783m, f点で34.212mで ある。
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覆土は,上層にローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層にローム粒子

少量,炭化粒子微量を含む締 まりのない褐色土が自然堆積している。

遺物は,上層から土師器片,陶磁器片がまとまった状態で,砥石が散在 した状態でそれぞれ少

量出土している。本跡に伴うものではない。陶磁器は,近世,近代に比定されるものと思われる。

第 3号溝 (第 139図 )

本跡は,当遺跡の中央部E2,F2,F3区に確認され,北側の小支谷に傾斜する台地縁辺部に位置

している。また,古墳時代前期の第30号住居跡を掘 り込み,第61号土尻によって掘 り込まれてい

る。

濤の南東端は,F3d3区に確認され,直線的に北西へE216区 まで延び,第61号土坑によって掘 り

込まれ煙滅している。F3d3区 からE216区 までの長さは31.8mで ,主軸方向はN-50° 一Wを指して

いる。濤は上幅120～ 196cm,下幅100～138cm,深 さ10～18cmで ある。壁はロームで硬 く緩やかに

外傾して立ち上がっている。底面もロームで硬 く平坦である。断面形は皿状を呈 している。なお,

F2b。 区にある南西壁の一部が撹乱を受,F2a9区からE2iO区 の間の北東壁は農道下にあったため破

壊され確認することはできなかった。底面のレベルは,a点で33.156m,b点で33,739m,C点で

34.083mで ,北側の小支谷に向って傾斜している。

覆土は 1層で,ロ ーム粒子,焼土粒子,炭化粒子微量を含む褐色土が自然堆積 している。

遺物は,覆土上面に磨滅した縄文式上器片,土師器片299片が出上している。本跡に伴うもので

はない。

第 4号溝 (第 139図 )

本跡は,当遺跡の北部C2,C3区 に確認され,第34号住居跡の北西側約1.8mに 位置している。本

跡の北西側は,エ リア外の畑へ延びている。

濤の南東端は,C3i2区 に確認され,北西方面にほぼ直線的にC3jl区 まで延び,C3,1区では一度南

西方向に方向を大きく変え,そ の後再び北西方向に変えて,ほぼ直線的にC2is区 まで延びている。

C3,2区からC3jl区 までの長さは3.6mで ,主軸方向は,N-63° 一Wを指している。また,C3jl区 で

は,主軸方向をN-90° 一Wに変えて西方向に2.4m延びている。さらに,C3jl区からC218区 までの

長さは■.3mで ,主軸方向はN-73° 一Wを指している。総延長は17.3mである。濤の上幅72～ 180

cm,下幅29～48cm,深 さ14～16cmで ある。壁はロームで硬 く緩やかに外傾して立ち上がっている。

底面もロームで硬 く平坦である。断面形は皿状を呈している。底面のレベルは,a点で33.31m,

b点で33.2m, C点で33.16mで ある。

覆土は, 1層で,ロ ーム粒子,ロ ームブロック少量,炭化粒子微量を含む黒褐色土が自然堆積
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している。

遺物は,出土していない。従って本跡は時期不明である。

第 5号溝 (第 139図 )

本跡は,当遺跡の北部D4区 に確認され,第37号住居跡と,第 6号濤を掘 り込んでいる。本跡の

北側は,南東方向にほぼ直角に屈曲し,調査エリア外の神明神社の盛土下に延びてお り,本跡の

南側は,重機によって破壊され存在しない。

濤の南端は,D4d4区に確認され,第 6号濤 と合流している。そこから北方向にほぼ直線的に,

D4a4区 まで延びている。さらにD4a4区で南東方向に角度を変えてエリア外の神明神社の盛土下へ

延びている。D4d4区からD4a4区 までの長さは11.6mで,主軸方向はN-13° 一Eである。またD4a4

区で,主軸方向をN-67° 一Wに変え南東方向に1.04m延びて神明神社の盛土下へ延びている。総

延長は12.64mで ある。濤は上幅62～82cm,下 幅34～64cm,深 さ32.5cmである。壁はロームで硬 く,

ほぼ垂直に立ち上がっている。底面もロームで硬 く平坦である。断面形は「ヒ劃 を呈している。

南側の南東壁は,2.12cmし か残存しない。底面のレベルは,a点で34.22m,b点 で34.30m,C点

で34.32mで ある。

覆土は,上層にローム粒子少量,炭化粒子微量を含む暗褐色土,下層にローム粒子,焼土粒子,

炭化粒子微量を含む暗褐色土が埋め戻された状態で堆積している。

遺物は,土師質土器の完形の不形土器 (P284)力消ヒ西壁際の覆土中から正位で出上 している。

そのほか磨滅した縄文式土器片,上師器片が出上している。いずれも本跡に伴うものではない。

なお,第 6号濤 との新旧関係は,本跡が第 6号濤の南側部で西壁を掘 り込んでいることから,本

跡が新しい。

第 8号溝 (第 139図 )

本跡は,当遺跡の北部D4区 に確認され,第37号住居跡を掘 り込み,第 5号濤によって南側が掘

り込まれている。第 5号濤 と同様に本跡の北側は南東方向に屈曲し,調査エリア外の神明神社の

盛上下に延びており,南側は,重機によって破壊され存在しない。

濤の南端は,D4d4区に確認され,第 5号濤 との合流によって西壁が一部破壊されている。そこ

から北東方向にほぼ直線的にD4c4区 まで4.8m延 び,主軸方向はN-18° 一Eである。D4c4区で主軸

方向をN-52° 一Eに変えて, lm延びて神明神社の盛土下へ延びている。総延長は5.8mで ある。

濤は上幅70～82cm,下幅50～60cm,深 さ22～51cmである。壁はロームで硬 く外傾 して立ち上がっ

ている。底面はロームで硬 く凹凸である。断面形は「  ヽ泡を呈している。なお,南側の北西壁が

2.12mに わたって存在しないのは,第 5号濤によって破壊されたためと思われる。
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底面のレベルは,a点で34.35mで ,同地点での第 5号濤の底面レベルより13硼高 く,北北東方

向から南西方向に向かって緩やかに傾斜している。

覆土は, 2層で上層にローム粒子,ロ ームブロック少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐

色上が,下層にローム粒子少量,焼土粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色上が埋め戻されたように

堆積している。

遺物は,覆土上層から,磨滅した縄文式上器片微量,土師器片少量,陶器片微量が出上 してい

る。いずれも本跡に伴うものではない。陶器片は,近世 。近代に上ヒ定される。

5   功己

当遺跡で検出された堀は,4条である。調査区のB4,C4,D3区に確認され,いずれも一つの方

向性に従つている。この方向性は,遺跡内の地籍図に見られる土地の境界線,つ まり,神明神社

の境界線 と一致し開発直前まで使用していた農道に沿って掘られていることも判明した。当初 ,

第 7号濤 として調査を進めたが,そ の後の調査の過程で第 7号濤と重複する第 8・ 9。 10号濤を

確認した。これらは,神明神社に伴うものと思われ,規模,形態が他の濤と違うため第 7・ 8・

9・ 10号濤を,それぞれ第 1号堀,第 2号堀,第 3号堀,第 4号堀とした。調査に際しては,濤

と同一記号 (SD)を用いたため,濤 と同一方法で記述した。

第 1号堀 (SD-7・ 第141図 )

本跡は,当遺跡の北部C4区に確認され,第 2号堀 (SD-8)に よって南東壁を,第 3号堀 (SD―

9)に よって南西側を,第 4号堀 (SD-10)に よって北東側のコーナー部付近を掘 り込まれてい

表 6 溝 。堀一覧表

番 号 位  置 主軸方向 断面
規 模

壁 面 底面
上

態

覆

状
出上遺物 備    考

長さ(m) 上幅 (cm) 下幅 (cm) 深さ(cm)

SD-1 Ll N-16°一W 皿 状 30- 50 16- 30 9- 14 外 傾 平坦 自然

SD-2
G2。 ■2

N-8°一E 逆台形 80-125 26- 53 20- 90 外 傾 平坦 自然 土器片296片

SD-3 しZ・ ⅢZ・

FR N-50°一llr 皿 状 120-196 100-138 10-18 外傾 平 坦 自然 土器片299片 SK-61と 重複

SD-4 C2・ C3 N-73° 一ヽ V 阻状 72-180 29- 48 14- 外 傾 平 坦 自然

SD-5 D4 N-13° 一E 逆台形 62か∀ 82 34^シ  64 32- 50 垂 直 平坦 人為

SD-6 D4 N-18° 一E 逆台形 70- 82 50^ヤ 60 22- 51 外傾 凹凸 人為 土器片165片

SD-7 C4 N-36°一E 逆台形 68⌒ヤ 75 68-122 外 傾 平 坦 自然 土器片1177片
SD-8・ 10と
1号堀

SD-8 C4 N-36°―E 逆台形 (220) 39- 56 80- 88 外傾 平 坦 自然 土器片26片
７
堀

＞
号

SD-9 D3・ CJ N-31・―E 逆台形 210-310 70- 90 50-140 外傾 平坦 自然 土器片32片 3号堀

SD-10 B4・ C4 N-29°―E 逆台形 150-170 30- 40 98-108 外傾 平坦 自然 土器片21片
と
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る。先端部のあるC4b7,C4c7区 の南東側は調査エリア外であるが,さ らに,南東方向に堀が延び

ていることが確認されている。第 2号堀 (SD-8)の南西辺によってその大部分を切られ,底面 ,

南東壁の一部,北西壁だけが残存しているだけなので規模の詳細については不明である。調査出

来たところから推定される範囲で記述する。

堀の北東端は,C4b7,C4c7区 に確認され,そ こから北西方向のC4b6区 に延びている。長さは,

4.78m,主軸方向はN-71° 一Wを指している。さらに,C4b6区 から72° の急角度で屈曲し,南西方

向のC4il区 まで直線的に延びている。C4b6区からC411区 までの長さは34.lmで ,主軸方向は第 2号

堀 (SD-8)の南東辺 と一致し,N-36° 一Eを指している。なお,C4il区 で本跡の南西端は,重

複して並行に走る第 2号堀 (SD-8)と ともに第 3号堀 (SD-9)に よって,底面をさらに深 く

掘 り下げられて消滅する。

堀全体の規模は,上幅不明,下幅68～75cm,深 さは68～122cmで ある。壁はロームで硬 く,51°～ 57°

の角度で立ち上がっている。断面形は lUl状の逆台形で,全体的に箱堀状を呈している。底面

は,ロ ームで平坦である。底面のレベルは e点で33.761m,f点で33.382m,g点で33.509m,h

点で33.838mで ある。北から南へ徐々に低 くなっている。

覆土は,半分ほど第 2号堀(SD-8)に よって切 られており,詳細は不明であるが,下層にロー

ム粒子,ロ ームブロック少量を含む暗褐色土,中位にローム粒子少量,炭化粒子微量を含む黒褐

色土,上層にロームブロック少量を含む褐色上が自然堆積している。C4g3区 には人為的に埋め戻

されたと思われる層もみられる。

遺物は,覆上の下層と中層から縄文式土器片微量,土師器片少量,陶器片微量,覆土上層から

管玉 (Q164)が 出上している。いずれも本跡に伴うものではないと思われる。従って時期は不明

である。

第 2号堀 (SD-8・ 第141図 )

本跡は,当遺跡の北部C4区 に確認され,北西側を平行して走る第 1号堀 (SD-7)の南東壁を

掘 り込み,第 3号堀 (SD-9)に よって南西側部を掘 り込まれている。C4b7,C4c7区 の南東側は,

調査エリア外であるが,本跡がさらに南東方向に延びていることが確認されている。第 1号堀 (SD―

7)の南東側の壁を切っているため,底面 と北西壁の一部,南東壁だけを検出しただけであ り規

模の詳細は不明であるが,調査出来たところから推定できる範囲で記述する。

堀の北東端は,C4c7区 に確認され,そ こから北西方向のC4b6区 に延びている。長さは2.96mで ,

主軸方向はN-50° 一Wを指している。さらに,C4b6区 から89°の急角度で屈曲し,南西方向のC4il

区まで直線的に延びている。C4b6区 からC411区 までの長さは約33.4mで,主軸方向は,N-36°一

Eを指している。調査できた底面と南東壁から,堀全体の規模は上幅220cm前後,下幅39～56cm,
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深さ80～88cmである。壁は57～ 65° の角度で立ち上がっている。断面形は「モ』 の逆台形で,全体

的に箱堀状を呈している。底面はロームで平坦である。また,残存 した北西壁が南西方向にい屈

曲するC4b6～ C4c6区 にかけてピット状の落ち込みを 6か所確認した。北側にあるピット状の落ち

込みの上部は撹乱を受けていた。ピット状の落ち込みについては性格不明である。底面レベルは

1点で33.893m,j点で33.644m,k点で38707m, 1点 で33.438mで ある。北から南へ徐々に低

くなっている。

覆土は,下層にローム粒子,ロ ームブロック少量を含む暗褐色土,上層にローム粒子少量を含

む黒褐色上が自然堆積している。

遺物は,覆土中から,縄文式上器片微量,上師器片少量,陶器片微量が出上している。いずれ

も本跡に伴うものではない。

第 3号堀 (SD-9・ 第141図 )

本跡は,当遺跡の北部D3,C4区 にまたがって確認され,第 1号堀 (SD-7),第 2号堀 (SD一

8)の南西端部の底部をほぼ垂直に掘 り下げ,そ のまま同じ方向に延長する状態で南西へ延び,

遺跡の中央部に入 り込んだ小谷津田の北側につながっている。

堀の北東端はC4il区 に確認され,そ こから南西方向のD3h6区にほぼ直線的に延びている。長さ

は41.2mで,主軸方向はN-31° 一Eを 指している。堀の上幅は,210～310cm,下幅70～90cm,深 さ

50～ 140cmで ある。壁はロームで硬 く,39°～49°の角度で立ち上がっている。断面形は,「札刀 状

の逆台形で,全体的に箱堀状を呈している。底面はロームで平坦であり南西方向に傾斜している。

なお,北東端から南西へ約6.14mの ところで約29cm底面を掘り下げ,D3f8区から小谷津田につなが

るまで,ロ ーム層下の粘土層に達している。底面のレベルは,a点で31933m,b点 で32.148m,

C点で33.543m, d点 で33.933mで ある。北から南へ徐々に低 くなっている。

覆土は,下位にローム粒子少量,ロ ームブロック微量,炭化粒子微量を含む褐色土,中位にロー

ム粒子,炭化粒子微量を含む暗褐色土,上位にローム粒子微量を含む褐色上が自然堆積している。

遺物は,覆土中層から磨滅した土師器片少量,須恵器片 2片,陶器片 1片,石製模造品の双孔

円板 1点が出上している。いずれも本跡に伴うものではない。

第 4号堀 (SD-10・ 第141図 )

本跡は,当遺跡の北部B4,C4区 にまたがって確認され,第 1号堀 (SD-7)の コーナー部付近

を掘 り込んでいる。本跡はB4j7区 で屈曲し,東側の調査エリア外に延びていることが確認されてい

る。

堀の北東端は,B4,7区で確認され,東側のエリア外から約0.5m延びている。主軸方向はN-75° 一
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Wである。さらに,B4,7区で85°の急角度で屈曲し,南西方向のC4b6区 に延び第 1号堀 (SD-7)

に合流している。B4i7区からB4b6区 までの長さは7.6mで ,主軸方向はN-29° 一Eである。

堀の上幅は150～ 170cm,下幅30～40cm,深 さ98～108cmである。壁はロームで硬 く,50°～62°の

角度で立ち上がっている。断面形は,|]」g状の逆台形で,全体的に箱堀状を呈している。底面

はロームで平坦でである。底面のレベルは, 1号堀 と合流するm点で34.14m,n点で34.10m,o点

で34.035mで ある。

覆土は,下層にローム粒子,ロ ームブロック少量を含む褐色土,上層にローム粒子,炭化粒子

微量を含む黒褐色土が自然堆積している。

遺物は,覆土中から,縄文式上器片や土師器片が微量出土している。本跡に伴うものではない。

④―
0             10Cm

Ｔ
鳩
∞

第140図 溝出土遺物実測図(1)
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溝出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第142図

1

碗

(陶 器)

(23)

72

Ｂ

Ｃ

底部破片で,体部は外傾して立

ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り後

高台接合,外面に太く浅い沈線

が菊花状に巡る。

(胎土)淡黄色

(釉 )オ リーブ黄

色

40%
P273

SD-2

2

碗

(陶 器 )

B(36)
C 72

底部破片で,体部は内彎しなが

ら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切 り後

高台接合,外面に太く浅い沈線

が菊花状に巡る。

(胎土)淡黄色

(釉 )オ リープ黄

色

30%
P275

SD-2

3

香   炉

(陶 器)

A(110)
B 66
C(101)

体部はほぼ垂直に立ち上がり,

日縁部で外傾する。口縁部内側

はやや内側へ突き出し,稜を有

する。

水挽き成形。外面―横ナデ,底
郡回転糸切 り,体部外面に太い

凹線が斜位に施され,日縁部内・

外面,体部外面―施釉。

(胎上)灰黄色

(釉 )灰オリープ

色

40%
P277

SD-2

4

皿

(陶  器 )

A l13
B 21
C 68

体部は内彎気味に立ち上がリロ

縁部はやや外反する。

水挽き成形。底部露胎,底部回

転ヘラ削り,横ナデ。

(胎土)灰黄色

(釉 )淡費色

100%

P278

近世美濃

SD-2
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第142図

5

皿

土師質土器

A 87
B 17
C 50

体部は直線的に開き,日唇部に

丸味をもつ。底部内面中央がわ

ずかに凹む。底部は平底である。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒

色

通

砂

橙

普

90%
P267

口縁部内・外面

煤付着

SD-2

6

皿

土 師 器

A(73)
B 18
C 45

体部は直線的に開き,上位で外

反気味に立ち上がる。底部は平

底である。

水挽き成形。底部回転糸切り。 粒

色

通

砂

橙

普

30%
P272

内・外面煤付着

SD-2

7

内耳形土器

土師質土器

A(384)
B 62
C(320)

体部は内讐気味に開いて立ち上

がる。口唇部は平坦。底部は平

底で,器高が低い。耳は1か所

残存。

内・外面―横位のナデ。耳接合。 砂粒・ 小礫・ 雲母

にぶい褐色

普通

10%
P271

外面媒付着

SD-2

内耳形土器

土師質土器

A(378)
B(47)

体部は内彎気味に開いて立ち上

がる。口唇部は平坦。器高が低
い。耳は1か所残存。

内・外面 ―横位のナデ。耳接合。 砂粒・雲母

赤褐色

普通

5%
P268

外面媒付着

SD-2

9

甕 形 土 器

土 師 器

A(184)
B(60)

口縁部片で,日縁部は頸部から

外反して立ち上がる。

口縁部 内・ 外面 一斜位のハ ケロ

整形。

粒

色

通

砂

橙

普

5%
P280

SD-3

台付甕形土器

土 師 器

A(168)
B(40)

日縁部片で,「 S」 字状 を呈する

日縁である。胴部 は球形 を呈す

る と思われ る。

口縁部内・外面―横位のナデ。

胴部外面―斜位のハケロ整形。

スコ リア・ 砂粒

にぶい褐色

普通

賜
Ｐ２８．
ＳＤ．

11

皿

土師質土器

A 59
B 14
C 36

体部は底部から外傾して立ち上

がる。底部は平底である。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

浅黄橙色

普通

100%

P285

SD-5

12

杯 形 土 器

上師質土器

A108
B 32
C 86

体部は底部から外傾して立ち上

がる。国縁部は丸くおさめる。

底部は平底である。

水挽き成形。底部回転糸切り,

横位のナデ。

スコ リア・ 砂粒

浅黄橙色

普通

100%

P284

SD-5

甕 形 土 器

土 師 器

B(18)
C 64

平底の底部片で,胴部は底部か

ら外反して立ち上がる。

胴部内・外面―斜位のハケロ整

形後ヘラナデ。底部―ヘラナデ。

砂粒

にぶい橙色

普通

10%
P283

SD-5

高杯形上器

土 師 器

B(64)
D106
E 56

脚部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。脚部中位に

3孔を有する。杯部は欠損して

いる。

脚部内・外面―斜位のハケロ整

形後縦位のヘラナデ。

スコリア・砂粒

橙色

普通

50%
P291

SD-7

甕 形 土 器

上 師 器

B(30)
C 84

胴部は底部からやや内彎気味に

立ち上がる。底部は平底である。

胴部外面―斜位のハケロ整形後
ヘラナデ,胴部内面―縦位のヘ

ラナデ。

砂粒・小際

橙色

普通

10%
P289

SD-7

第140図

17

甕 形 土 器

土 師 器

A(302)
B(100)

日縁部は頸部からほぼ外傾して

立ち上がる。胴部は球形を呈す

ると思われる。

口縁部外面―斜位のハケロ整

形,内面―横位のハケロ整形。

胴部外面―斜位のハケロ整形,

内面―斜位のヘラナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

8%
P292

SD-7

甕 形 土 器

土 師 器

A(155)
B(65)

日縁部は頸部から外反して立ち

上がる。胴部はほ′F球形を呈し,

中位に最大径を有すると思われ

る。

日縁部外面―慕位のハケロ整形

後横位のナデ,国縁部内面―横

位のハケロ整形後横位のナデ。

胴部内 。外面―斜位のハケロ整

形。

砂粒

にぶい橙色

普通

20%
P290

SD-7

境 形 土 器

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(19)

38
底部片で,胴部は平底の底部か

らやや内彎気味に立ち上がる。

胴部外面―縦位のハケロ整形後

斜位のナデ。

スコ リア・ 砂粒・

石英

褐灰色

普通

20%
P293

二次焼成

SD-9
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管玉 (第142図 16)

管玉は,第 1号堀 (SD-7)か ら出土したものである。滑石製で,円柱状に形が整えられ,磨

きが施 されて光沢がある。長さ1,7cm,直径0.4cm,孔径 0。 15～0.2cm,重 さ0.6gで ある。

双孔円板 (第 140図 20)

双孔円板は,第 3号堀 (SD-9)か ら出土 したものである。滑石製で,板状を呈 しており,表・

裏面および側縁に擦痕が認められ,欠損した部分を除いて滑 らかになっている。長径2.4cm,短径

1.4cmの 隅丸長方形を呈 し,厚さ0.4cm,孔径0.2～ 0.3cm,重 さ1.9gである。

6井 ~戸

当遺跡において検出された井戸は 3基である。

第 1号井戸は,調査区の中央部F2区の宅地跡から検出され,第 2・ 4号井戸は調査区のH2・ H3

区から検出されている。いずれも崩落のおそれがあるため底面までは調査できなかった。なお,

第 3号井戸は,詳細に検討した結果,第85号土坑 として取 り扱った。

第 1号井戸 (第 143図 )

本跡は,当遺跡の中央部F2h5区 を中心に確認され,第 2号住居跡の西側約0.6mに 位置している。

本跡は宅地跡に検出されたもので,最近まで使用されていた可能性が強い。

平面形は,直径1.51mの 不整円形で,深さは,確認面から21m以上である。壁は,垂直な北側

の壁を除いた他の壁は確認面から0.3mの 深さまでやや外傾 しているが,そ れ以下はほぼ垂直に掘

り込んで,円筒形状を呈 している。

覆土は,上層に炭化材,焼土ブロック多量を含む締まりのない黒褐色土,下層にローム粒子多

量,炭化材,焼土粒子少量を含む締まりのない黒褐色土が人為堆積の状態で堆積している。

遺物は,覆土上層から大きな川原石,縄文式上器片 3片,陶磁器片 1片 ,土師器片14片が混じ

り合った状態で出土しているが,埋戻しの際に入ったものと思われる。

第 2号井戸 (第 143図 )

本跡は,当遺跡の中央部H3cl区 に確認され,第 18号土坑の西側約0.lmに 位置している。

平面形は,直径0.86mの 円形で,深さは確認面から1.58m以 上である。壁はほぼ垂直に掘 り込ん

で,円筒形状を呈している。

覆土は,上層にローム粒子,焼土粒子,炭化粒子微量を含んだ暗褐色土,中層にローム粒子少
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量を含んだ褐色土,下層にローム粒子,焼土粒子,炭化粒子微量を含んだ暗褐色上が人為堆積で

締まりのない状態で堆積 している。

遺物は,出上していない。

第 4号井戸 (第 143図 )

本跡は,当遺跡の中央部H2ca区 を中心に確認され,第57号土坑の南側約2.3m,第 2号濤の西側

約0.5mに 位置している。

平面形は,直径1.01mの 円形で,深さは確認面から1.98m以上である。壁はほぼ垂直に掘 り込ん

で,円筒形状を呈している。

覆土は,ロ ーム粒子少量,ロームプロック,炭化粒子微量を含む締まりのない黒褐色土,南側

の壁にそってローム粒子多量ぅ炭化粒子微量を含む暗褐色上が人為的堆積の状態で堆積している。

遺物は,確認面から1.5mほ どの覆土から石10点,土師器片12片,磁器片 1片が出上している。

埋戻しの際に入ったものと思われる。

SE4

鬱

パ一

A34.9m
生３４．８

パ

0               2m

第143図 第 1・ 2・ 4号井戸実測図
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その他の遺物

〔1〕 遺構外出土土器

当遺跡からは,縄文式上器及び土師式上器が出上している。これらの遺物のうち,実測できた

ものは観察表で説明し,拓影だけの縄文式土器は文様等から次のように分類し掲載した。

縄文式上器の分類

I群 縄文時代早期後葉

H群 縄文時代前期前葉

Ш群 縄文時代前期後葉

Ⅳ群 縄文時代中期前葉

V群 縄文時代中期中 。

後葉

Ⅵ群 縄文時代後期前葉

茅山式土器

a類 関山式上器

b類 黒浜式上器

a類 浮島式上器

b類 十二菩提式上器

阿玉台式上器

a類 加曽利EI式上器

b類 加曽利EIH式上器

a類 堀之内 I式上器

b類 堀之内H式土器

I群の上器 (第 144図 1～ 3)

1～ 3は胴部片で,条痕文が, 1は外面に縦位,内面に横位, 2は内・外面に縦位, 3は外面

に横位に施されている。また, 3は内・外面に整形のための指頭による押圧が認められる。色調

は明褐色で,胎土は,繊維に比べ細砂が多く含まれている。焼成は普通である。

H群の上器

a類 (第 144図 4～ 6)

4・ 5は 回縁部片である。 5は日縁が内そぎ状を呈し, 4・ 5の外面は異条斜縄文が菱形を構

成し施されている。

6は胴部片で,外面は異条斜縄文が 4・ 5と 同様に菱形に施され,夏に重複して 1条のコンパ

ス文が横位に施されている。色調はにぶい褐色で,胎土は,繊維が多量に含まれている。焼成は

やや不良である。

b類 (第 144図 7～ 14)

7｀■は口縁部片で, 7・ 8は 波状を呈している。 7の外面は回唇直下から撚糸文が斜位に施

されている。 8の 回縁部外面は,平行沈線を横走させ,以下に付加条縄文が施されている。 9は
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口縁に平行刺突文を 2列に横走させ文様帯を構成している。10は 口唇直下から無節 Lの縄文が施

されている。11は 回縁が角頭状を呈 し,外面に異条斜縄文を施されている。

12・ 13は胴部片で,12は 単節LRの縄文が斜位に,13は付加条縄文が縦位に施されている。

14は底部片で,胴部下位外面に単節LR縄文が斜位に施されている。色調はにぶい橙色が多く,

胎土に,繊維が多量に含まれている。焼成はやや不良である。

Ⅲ群の土器

a類 (第 144図 15～ 21)

15～ 18は 口縁部片で,15は 波状を呈し,半載竹管による平行沈線を 2列横位に施 し,沈線間に

同施文具による爪形文が粗 く施されている。16は 口縁上端に半載竹管による深い沈線が縦位に施

され,以下は横位の刺突文を間において,横位の平行沈線が施されている。17は 口唇直下から波

状貝殻文を横位に巡らし,更に,重複して太い刺突文が 1列横位に施されている。 また,補修孔

が,外面は径 9 11ullほ どに,内面はわずかに凹んだ状態で穿孔されずに残っている。18は 波状貝殻

文が 2段横位に施されている。

19～ 21は 胴部片で,19・ 20は アナグラ属の貝殻腹縁による貝殻波状文が,21は波状貝殻文が 2

段横位に施されている。色調は明赤褐色が多く,胎土は細砂を多く含み,焼成は普通である。

b類 (第 144図 22・ 23)

22・ 23は磨滅した胴部片である。22は外面に平行沈線による同心円文が施されている。23は 外

面に平行沈線による鋸歯状文が施されている。色調はにぶい橙色で,胎土は砂粒が多量に含まれ

ている。焼成はやや不良である。

Ⅳ群の上器 (第 144図24～ 29)

24・ 25は 口縁部片で,24は 口縁直下,及び隆帯の上・下側に 2列の刺突文を施 している。内面

には稜を有している。25は波状を呈 し,波頂部が欠損している。隆帯に沿って 2列の結節沈線文

が施されている。

26～28は胴部片である。26は上部に蛇行する粘土紐が貼付され,以下を隆帯による楕円文で区

画し,区画内には 2列の結節沈線文が隆帯に沿って施されている。27・ 28は 隆帯による楕円文で

区画され,隆帯に沿って 2列の結節沈線文が施されている。色調は明赤褐色で,胎土は砂粒 と雲

母が含まれている。焼成は普通である。

V群の上器

a類 (第 144図 29・ 30)

29は 国縁部片で,口唇部には隆帯を巡らし,そ の一部は,突出して渦巻文を呈 している。隆帯

の下側には縄文が施されている。

30は B同部片で,斜位の撚糸文が施されている。色調はにぶい褐色で,胎土は細砂を含み,焼成
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第145図 遺構外出土遺物拓影図・ 実測図(2)

は普通である。

b類 (第144図 31・ 32)

31は 口縁部片で,肥厚した国縁から条線文が縦位に施されている。

32は 胴部片で,単節LRの縄文を,磨消帯が垂下して区画している。色調はにぶい褐色で,胎土

は細砂を含み,焼成は普通である。

Ⅵ群の上器

a類 (第145図33～ 41)

33・ 34は 口縁部片で,33は無文で回縁の内側に浅い沈線を横位に巡らしている。34は 口唇直下

から付カロ条縄文が施されている。

35～41は胴部片で,35・ 36は縄文を地文に斜位の沈線が施されている。37～ 39は 縄文を地文に

平行沈線が弧状や縦位に施されている。37・ 38は外面に煤が付着し,同一個体 と思われる。40は

斜位の沈線が施され,内・外面は砂粒でザラザラしている。41は縄文を地文に刻みを有する粘土

紐が縦位に施されている。色調はにぶい褐色が多 く,胎土に細砂を含み,焼成は普通である。

３
　
一
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b類 (第145図 42)

42は 回縁部片で,口縁に 1条の沈線を巡 らし,以下は沈線による長楕円形で区画している。地

文は縄文である。色調はにぶい橙色で,胎土に細砂を含み,焼成は普通である。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第145図

48

深鉢形土器

縄文式上器

A288
B(70)

口縁部から胴部上位にかけての破片である。国縁部は外傾して立

ち上がり,国縁上端には無文の隆帯を周回させ,そ の直下に断面

三角形状の隆帯による「V」 字状文が施され, 4単位に区画して

いる。器面は無文である。口縁部内・外面,胴部上位外面は横位

のナデが施されている。

砂粒・ 雲母

赤褐色

普通

20%
P296

外面煤付着

阿玉台式

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第145図

44

高不形上器

土 師  器

A(99)
B 71
D 70

不部は接合部から内彎気味に立

ち上がり,日唇部は平坦である。

脚部は接合部から「ハ」の字状

に開き裾部に至る。脚部中位に

3孔を有する。

不部外面―斜位のハケロ整形後

斜位のナデ,不部内面―横位の

ヘラナデ。脚部外面―縦位のハ

ケロ整形,内面―横位のハケロ

整形後横位のナデ。

粒

色

通

砂

橙

普

腸
Ｐ２９５

皿

土師質土器

A 72
B 17
C 46

体部から外傾して立ち上がる。

底部は平底である。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

浅責橙色

普通

100%

P297

内・外面煤付着

皿

土師質土器

A 56
B 21
C 35

体部は内彎しながら立ち上がる。

日縁部は丸くおさめる。底部は

平底である。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒

浅黄橙色

普通

100%

P298

口縁部の一部媒

付着

臼玉 (第 145図 47)

47は,D3j。 区から出土した臼玉である。表

位の擦痕が認められるが一部欠損している。

gである。石質は滑石である。

〔2〕 石器・石製品

・裏面・側面とも打ち欠いて割 り出されたもので,横

法量は直径0,8cm・ 厚さ0.5cm・ 孔径0.2cm・ 重さ0.3

当遺跡からは,石鏃・石錐・石匙・石錘 。打製石斧・磨製石斧等の石器 と,石棒・石製模造品

等の石製品が出土している。本項では若干の解説を力Πえ,個々の石器 。石製品の出上位置,法量

等については一覧表にして掲載した。

(1)石鏃 (第146図 1～13)

石鏃は,19点出土し,そのうち13点を図示した。完存品は 9点で,他の10点は基部の一部や先

端部が欠損している。石質はチャー トが 8点,頁岩が 8点 ,黒曜石が 2点,メ ノウが 1点である。

有茎石鏃が 1点,無茎石鏃が16点,快 りの深いもの 7点,浅いもの 5点である。他の 2点は,欠

損品のため快 りの状況は不明である。3はハー ト形を呈し,12は全体的にやや丸味を帯びている。

(2)石錐 (第 146図 14・ 15)

石錐は, 2点出土している。14・ 15は つまみ部から錐部にかけて,両側縁から剣離調整がカロえ
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られ細身に尖 らせている。錐部の先端部は欠損している。石質は買岩である。

(3)石匙 (第146図 16～ 19)

石匙は 4点出上している。いずれも横型石匙で,完存品は 3点である。18は 刃部を欠損してい

る。石質は,頁岩 2点,チ ャー ト1点,粘板岩 1点である。基部 。刃部とも両面から調整が加え

られ丁寧に作 り出されている。17は粘板岩の扁平な象」片を利用したもので自然面が残っている。

(4)打製石斧 (第147図20～ 27)

打製石斧は28点 出土している。そのうち 8点を図示した。完存品は10点で,他の18点 は基部や

刃部が欠損 している。石質は安山岩が12点 と多 く,他に流紋岩 2点,頁岩 5点,片麻岩 8点,粘

板岩 1点である。形態から分類すると,分銅形12点,撥形16点である。27は第23号住居跡から出

土したものであり,扁平で方形状を呈する自然礫の両端を打ち欠いている。平面形は綾形で,ま

だ刃部も作 り出していない未完成品である。

(5)磨製石斧 (第 148図 28。 29)

磨製石斧は 2点出土している。いずれも両側縁及び基部は研磨されている定角式磨製石斧であ

る。石質は緑泥片岩 と片麻岩である。29は使用痕を有する刃部だけが残っている。28は 扁平で象」

離痕がみられる。

(6)石錘 (第148図 30)

石錐は 1点出上している。30は扁平な円形の自然礫を利用し,両端に紐をかける切 り込みを施

したものである。石質は安山岩である。

(7)磨石 (第 148図 31～ 35)

磨石は,33点 出土し,そのうち 5点を図示した。磨石としての単一機能だけが認められるもの

や凹石や敲石 としても使用された痕跡をもつものもある。平面形状は,整った長方形,楕円形,

円形に近いもの,不整形のものがある。石質は安山岩26点,片麻岩 2点,緑泥片岩 3点 ,頁岩 2

点である。35は凹を有し,凹石 と兼用して使用したと思われる。

(8)敲石 (第 148・ 149図 36・ 37)

敲石は,14点 出上して,そのうち 2点を図示した。自然礫の下端部・周縁に敲打痕が認められ

るものである。石質は安山岩10点,砂岩 1点,頁岩 1点,花南岩 1点,石英斑岩 1点である。36

は定角式磨製石斧を転用したもので,刃部と基部に敲打痕 と磨った痕跡が一部に認められる。

(9)調整痕のある劉片 (第 149図 38・ 39)

象」片は 2点出土している。39は チャー トの象J片の側縁に押圧象」離による調整が認められる。38

は頁岩の象」片で,表裏両面に粗い象J離が加えられている。

90 スタンプ形石器 (第 149図 40・ 41)

スタンプ形石器は, 2点出上している。いずれも自然礫の上 。下端 と側面の一部を打ち欠き,

―-426-―



片手で握りやすいように加工している。底面の平坦部は主な使用面であると思われる。41の 断面

形は三角形を呈している。石質は40。 41と も流紋岩である。

90 砥石 (第 149・ 150図42～ 47)

砥石は,上ヒ較的多 く出上している。全体で17点あり,そ のうち 6点を図示した。砥石は各面を

使用したものが多いが,中には特定の面しか使用していないものもある。断面形は,方形,長方

形,楕円形をなすものがある。44は第 2号濤の覆土中から7点出上したうちの 1つ で,片面しか

使用していない。近世かそれ以降に投棄されたものと思われる。石質は凝灰岩■点,安山岩 4点 ,

砂岩 2点である。

90 軽石 (第150図 48・ 49)

軽石は5点出上し,そのうち 2点図示した。 2点 とも一部に研磨したと思われる部分も認めら

れるが,欠損部が多 く,形状や力日工痕が明確でないため軽石 として取 り扱つた。49は第23号住居

跡から出上したもので,断面形は扇状を呈している。

99 礫石 (第 150図 50・ 51)

礫石は, 2点出上している。50・ 51は いずれも長楕円形の自然礫に打撃を加え,比較的粗い調

整により刃部が作 り出されている。チョッパー的・掻器的な機能を持つていたものと思われる。

石質は安山岩である。

10 石核 (第151図 52)

石核は 1点出土している。こぶし大の自然の周縁に打撃を数回加え,複数の象J離面が作られて

いる。石質は頁岩である。

00 スクレーパー (第 151図 53)

掻器は 1点出上している。53は 縦長象↓片の側縁部に両面からの調整象J離を施したものである。

石質は頁岩である。

中0 石棒 (第 151図 54)

石棒は 1点出土している。54は 第 6号土坑から出土した無頭石棒で,頭部の先端は丸 くなって

おり,一部擦 り痕が認められる。表面は敲打によって丁寧に調整されているが,頭部・体部の表

面は風化によって象Jれ易 くザラザラしている。断面形は円形を呈している。石質は花聞岩である。

長さは56.5cm,直径16.2cm,重 さ18,25kgを 有している。

lD 凹石 (第 151図 55)

凹石は 1点出上している。小破片で,表・裏面に凹穴を 2～ 3か所ずつ有する。石質は安山岩

である。

10 石臼 (第151図 56)

石臼は 2点出土し,そのうち図示は 1点である。56は下臼の小破片と思われる。磨 り合わせの
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濤は磨滅してお り,数条の浅い濤が残る。石質は安山岩である。

10 五輪塔 (第 152図 57～ 61)

五輪塔の完存品はなく,五輪塔の一部が 5点出上している。すべて図示した。内訳は,空・風

輪 1点,風輪 1点,火輪 2点,水輪 1点が出上している。石質は花聞岩である。60は角錘状を呈

する五輪塔の火輪で,屋根反 り,軒反りはあまり強 くなく,各角は磨減している。

表 7 石器一覧表

物
号

還
番 器 種 出 土 地 点

法 三皇
石  質 考膊

長 さ(cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

Q  l 石 鏃 (有 茎 ) F2fO (27) (14) 頁   岩
一部欠損

第 146図 -1

Q  2 石 鏃 (無 茎) 表  採 16 12 頁   岩
完  形
第 146図 -2

Q  3 石 鏃 (無 茎 ) C4dG表採 16 10 黒 曜 石
第 146図 -3

Q  4 石 鏃 (無 茎 ) LllL 16 07 チャート
第 146図 -4

Q  5 石 鏃 (無 茎 ) G2d6 lJ 07 頁  岩
完  形

第 146図 -5

Q  6 石 鏃 (無 茎 ) SK-63 19 チャート 完  形
第 146図 -6

Q  7 石 鏃 (無 茎 ) SD-3 04 (1 1) チャート 第146図 -7

Q  8 石 鏃 (無 茎 ) LlbG 22 18 メ ノ ウ
146図 -8

Q  9 石 鏃 (無 茎 ) SD-7 16 (08) 頁  岩 一部欠損

Q 10 石 鏃 (無 茎 ) 表  採 17 (15) 黒色頁岩 一部欠損

Q ll 石 鏃 (無 星琶) G2g5 14 チャート
完  形
第 146図 -9

Q 12 石 鏃 (無 茎 ) Lli7 02 頁  岩
146図 -10

Q 13 石 鏃 (無 茎 ) D3東側 トレンチ 17 (10) チャート
第 146図 -11

Q l電 石 鏃 (無 茎 ) 13 14 黒 曜 石
完  形

第 146図 -12

Q 15 石 鏃 (無 茎 ) F2e8 15 10 買   岩
完  形
第 146図 -13

Q 16 石 鏃 (無 茎) D3i。 (2 1) (22) チャート 一部欠損

Q 17 石 鏃 (無 茎 ) 現 水 田 (19) 16 (09) チャート 一部欠損

Q 18 石 鏃 (不 明 ) D3a3 12 頁   岩 一部欠損

Q 19 石 鏃 (不 明 ) H2区表採 15 (12) チャート 一部欠損

Q 20 石 錐 Cト レンチ (29) 15 (27) 頁   岩
第 146図 T14

Q 21 石 錐 G2f7 (11) 頁  岩
第 146図 -15

Q 22 石 匙 SD-3 77 16 7 粘 板 岩
第 146図 -17

Q 23 石 匙 F4西側 トレンチ (54) 頁  岩
一部欠損
第 146図 -18

Q 24 石 匙 D4c8 チャート
形

146図 -16

Q 25 石 匙 Cト レンチ 75 買  岩
第 146図 -19

Q 26 打 製 石 斧 F3 126 31 179 9 流 紋 岩
完  形

第 147図 -20

Q 27 打 製 石 斧 112 15 106 1 安 山 岩
完  形

第 147図 -21

Q 28 打 製 石 斧 (3979) 片 麻 岩
第 147図 -22
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Hl東側 トレンチ

Hl東側 トレンチ

Gl東側 トレンチ

(4128)

Dト レンチ

Gl東側 トレンチ

Gl西側 トレンチ

Gl西側 トレンチ

(1197)

(465)

(1197)Lト レンチ拡張部

Gl西側 トレンテ

現水 田 (Ⅳ 区 )

El東側 トレンチ

(1894)

Q 29

Q 30

Q 31

Q 32

考備物
号

遺
番

完  形

第 147図 -2J

完  形

第 147図 -25

形

完  形

第 148図 -30

完  形

第 148図 -33

完  形

第 148図 -34

第 147図 -23

一部欠損

第 147図 -26

第 147図 -27

一部欠損

Q 33

Q 34

Q 35

Q 86

Q 37

Q 38

Q 89

Q 40

Q 41

Q 42

Q 43

1/2 残

一部欠損

% 残

一部欠損

一部欠損

一部欠損

残

Q 44

Q 45

Q 46

Q 47

Q 48

完  形

一部欠損

未 完 成

一部欠損

一部欠損

一部欠損

一部欠損

第 148図 -28

第 148図 -29

第 148

第 148図 -32

片

Q 49

Q 50

Q 51

Q 52

Q 53

Q 54

Q 55

Q 56

Q 57

Q 58

Q 59

Q 60

Q 61

Q 62

Q 63

Q 64

Q 65
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物
号

遺
番 器 種 出 土 地 点

法 二些
石  質 備 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

Q 66 磨 石 C4h5 67 366 6 安 山 岩 完   形

Q 67 磨 石 SK-25 10 5 23 257 1 安 山 岩 完   形

Q 68 磨 石 D2 75 (901) 安 山 岩 % 残

Q 69 磨 石 SD-2 (90 (25) (109 5) 緑 泥片岩 破   片

Q 70 庭 石 D2 34 364 5 安 山 岩 完   形

Q 7ユ 磨 石 D2c9 (78) 74 (2917) 安 山 岩 一部欠損

Q 72 磨 石 SD-2 (79) 27 23 (703) 黒色頁岩 一部欠損

Q 73 暦 石 F2 D 44 (3852) 安 山 岩 % 残

Q 7電 磨 石 と2g4 204 1 安 山 岩 完   形

Q 75 磨 石 97 348 8 安 山 岩 完  形

Q 76 磨 石 L2ea (92) (4 (36) (1151) 安 山 岩 破   片

Q 77 暦 石 Lli。 12 1 222 6 片 麻 岩 完   形

Q 78 磨 石 Llha 10 8 41 512 3 安 山 岩 完   形

Q 79 磨 石 しlh8 112 72 506 4 安 山 岩 完   形

Q 80 磨 石 M2al (106) 105 (8691) 安 山 岩 一部欠損

Q 81 磨 石 Aト レンチ 113 126 0 片 麻 岩 完  形

Q 82 磨 石 Aト レンチ (65) 19 (1507) 安 山 岩 % 残

Q 83 磨 石 (136) 緑泥片岩 一部欠損

Q 84 磨 石 G2西側 トレンテ (119) 74 (3435) 安 山 岩 一部欠損

Q 85 暦 石 G3西側 トレンチ 34 124 2 買   岩 完   形

Q 86 磨 石 Mト レンチ 27 19 1193 緑泥片岩 完   形

Q 87 磨 石 Hl東側 トレンチ 97 87 45 473 9 安 山 岩 完  形

Q 88 磨 石 Jl東側 トレンチ (85) (2952) 安 山 岩 % 残

Q 89 磨 石 表 採 103 625 0 安 山 岩 完   形

Q 90 敲 石 F2 305 9 安 山 岩 149図 -36

Q 91 敲 石 F2a。 10 2 81 1187 7 石英斑岩
冗  形

第 149図 -37

Q 92 敲 石 F2g8 (60) (921) 安 山 岩 % 残

Q 93 敲 石 F2,9 1948 安 山 岩 完  形

Q 9」 敲 石 G2与 831 6 硬質砂岩 完  形

Q 95 敲 石 G3ci 1307 買 山
石 完   形

Q 96 敲 石 SI-22 (76) (2323) 安 山 岩 一部欠損

Q 97 敲 石 D3b2 103 87 37 538 9 花 筒 岩 完   形

Q 98 敲 石 G3c】 (35) (53) (18) (364) 安 山 岩 破   片

Q 99 敲 石 SK-62 78 (1856) 安 山 岩 一部欠損

Q100 敲 石 SD-2 51 240 2 安 山 岩 完  形

Q101 敲 石 SE―覆土 (107) (4787) 安 山 岩 一部欠損

Q102 石敲 SK-53・ 54 (74) (57) 43 (1705) 安 山 岩 破   片
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物

号

遺

番 器 種 出 土 地 点
法 ユ里

石  質 備 考
長さ(cm) ns     (cm) 厚 さ(cm) 重量 (g)

Q103 敲 石 11 4 (3126) 安 山 岩 一部欠損

Q104 調整痕 のある劉片 47 22 2 頁   岩
未

第
完 成
149図 -38

Q105 調整痕のあるまJ片 D2c8 18 23 16 チャート 未 完 成

第 149図 -39

Q106 劉 片 F2c0 21 13 07 13 チャート

Q107 劉 片 Gl西側 トレンチ 18 26 安 山 岩

Q108 劉 片 G2西側 トレンチ 27 14 14 チャート

Q109 片 SI-23 72 85 0 安 山 岩

Q l10 剣 片 SI-23 78 67 92 2 安 山 岩

Q 111 劉 片 SD-3 97 37 86 1 輝 緑 岩

Q l12 片 SD-3 21 粘 板 岩

Q 剣 片 Cト レンチ 25 108 2 安 山 岩

Q 剣 片 表採 10 頁   岩

Q 剰 片 24 46 早 曜 石

Q ス タ ン プ形 石 器 SD-7 114 51 549 5 流 紋 岩
第 149図 -40

Q l17 ス タ ン プ 形 石 器 Hト レンテ 13 5 62 671 8 流 紋 岩
完  形

第 149図 -41

Q l18 砥 石 G2gs (105) (761) 凝 灰 岩
一部欠損
第 149図 -42

Q l19 砥 石 SD-2 (11 28 24 (1081) 凝 灰 岩
第 149図 -43

Q120 砥 石 SD-2 (149 7) 安 山 岩
第 150図 -44

Q121 砥 石 Eト レンチ (676) 安 山 岩
一部欠損

第 150図 -45

Q122 砥 石 D3i9 (97) 10 7 52 (5344) 砂   岩
一部欠損
第 150図 -46

Q123 砥 石 H3b9 (105) 21 (1094) 凝 灰 岩
第 150図 -47

Q124 砥 石 H2aO (63) (587) 凝 灰 岩 一部欠損

Q125 砥 石 SD-2 (78) 19 (638) 凝 灰 岩 一部欠損

Q126 砥 石 SD-2 (40 21 (27 2) 安 山 岩 一部欠損

Q127 砥 石 SD-2 (70) (730) 凝 灰 岩 一部欠損

Q128 砥 石 SD-2 (96) (1025) 凝 灰 岩 一部欠損

Q129 砥 石 SD-2 (46) (28 9) 凝 灰 岩 一部欠損

Q130 砥 石 SD-9 (60) (558) 砂   岩 一部欠損

Q 砥 石 F東側 トレンチ 82 3 安 山 岩 一部欠損

Q132 砥 石 SK-25 (949) 凝 灰 岩 一部欠損

Q133 IfK 石 G2bi 21 (1133) 凝 灰 岩 一部欠損

Q134 砥 石 表  採 (88) 21 (429) 凝 灰 岩 一部欠損

Q135 軽 石 D4di (75) 47 (1066) 熔   岩 第 150図 -48

Q136 軽 石 SI-23 55 熔   岩 第 150図 -49

Q137 軽 石 D319 (88) (59) 49 (782) 熔   岩

Q138 軽 石 D3i9 41 40 8 熔   岩

Q139 石軽 D4di 69 6 熔   岩
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物
号

遺
番 器 種 出 土 地 点

法 且皇
石  質 考備

長 さ (cm) 幅 (clll) 厚 さ (cln) 重量 (g)

Q140 礫 石 Jl東側トレンチ 17 1067 蜜 山 岩 第 150図 -50

Q141 礫 石 L2 376 3 安 山 岩 第 151図 -51

Q142 石 核 G2d6 239 2 頁   岩 第 151図 -52

Q143 石 核 10 買  岩

Q144 ス ク レ イ パ ー 13 15 頁  岩 第 151図 -53

Q145 石 棒 SK-6 (565) (18,250) 花 蘭 岩
一部欠損
第 151図 -54

Q146 凹 石 Aト レンチ 327 9 安 山 岩 第 151図 -55

Q147 石 臼 F3 (125) (101) (86) (1,1708) 安 山 岩 151図 -56

Q148 石 臼 F3 (117) (56) (53) (3488) 安 山 岩 破  片

Q149 五輪塔 (空・風輪) D4d2 21 7 (6,000) 花 自 岩
一部欠損

第 152図 -57

Q150 五輪 塔 (風 輪) D4d2 (8,600) 花 筒 岩 152図 -58

Q151 五 輪 塔 (水 輪 ) D4d2 27 5 (254) (15,700) 花 蘭 岩
第 152図 -59

Q152 五輪 塔 (火 輪) D4e2 13 3 (9,000) 花 開 岩
第 152図 -60

Q153 五輪 塔 (火 輪) D4e2 28 5 (19,000) 花 尚 岩
一部欠損
第 152図 -61

Q15電 原 石 C4hs 292 0 砂  岩

Q155 原 石 C3ha 1.490 7 安 山 岩

Q156 原 石 SD-2 195 1,1859 安 山 岩

Q157 原 石 現水 田 (Ⅳ 区 ) (58) (1291) 安 山 岩

Q158 原 石 L2f9 (128) (95) (68) (4326) 安 山 岩

Q159 原 石 LlgO (108) (53) (4279) 安 山 岩
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第146図 石器実測図(1)
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〔3〕 古銭 (第 153図 1～ 12)

遺濤外から12点の古銭が出土した。出土地点は様々であり,遺跡の北側台地のC3,C4,D3,D4,

E4区 ,Aト レンチから出土したものと表採のものがある。

出土貨幣を鋳造地によって分類すると,渡来銭 と国内銭 とに分けられる。渡来銭は唐銭の「開

元通賓」,宋銭の「嘉祐通賓」と思われるもの,清銭の「康熙通賓」が各々 1点計 3点出土 してい

る。国内銭は,「寛永通賓」 7点 (古寛永 1,新寛永 5,新。
1日不明 1),「文久永賓」 1点計 8点

出上しており,いずれも江戸時代に鋳造されたものである。他に,判読困難な不明銭 1点が出土

している。

表 8 古銭一覧表

低湿地調査 (現水田部 )

調査区の中央部は,D2,D3,E2,E3区 にあり,当遺跡の西側約300mを南流する西仁連川から

東に入 り込む狭小な谷津が形成されており,その小谷津を北 と南から挟むようにある台地には,

古墳時代の集落が検出されたことから,同調査区 (低湿地部)には,古墳時代の水田遺構の検出

が予想されたため,台地部の試掘同様 トレンチ試掘を実施した。試掘の結果,現在 まで水田とし

て利用していた耕作上の下に泥炭質の泥層を検出した。さらに,その検出面から約 lm下の海抜31.1

m付近 (泥層)で,斜位に,あ るいは,直立気味の状態で樹木を検出した。同調査区は多量の湧水

番号 銭  名 初 鋳 年 (西暦) 鋳造地名 出土地片 備 考

身雪153怪召
1 開 元 通 費 武徳 4年 (621) 盾 E4区 裏面上部に爪蹟有 り

2 □ □ 通 費 嘉祐元年 (1056) 宋 E4区 □□は嘉祐か

寛 永 通 費 寛永 3年 (1636) 日本 D3区 古寛永

4 康 熙 通 費 康熙年間 (1662) 清 D3区 裏面に二文字有 り,一文字は東,他は不明

寛 永 通 費 寛永 8年 (1668) 日本 表 採 新寛永

寛 永 通 費 寛永 8年 (1668) 日本 D4区 新寛永

7 寛 永 通 費 寛永 8年 (1668) 日本 Aト レンチ 新寛永

8 寛 永 通 賓 寛永 8年 (1668) 日本 C4区 新寛永

9 寛 永 通 賓 寛永 8年 (1668) 日本 Aト レンテ 新寛永

寛 永 通 費 日本 表 採 周縁一部欠損,新旧不明

文 久 永 費 文久 3年 (1863) 日本 C3区 裏面に波紋有 り

□ □ 通 賓 C3区 不  明
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と流入する水があり,深 くなると土の崩落の危瞼もあることを考慮して調査方法を検討した結果 ,

谷津田の中央部付近のE3b4区 を中心に,南北1lm,東西14mほ どに矢板を組み調査区を設定し,住

居跡の調査 と同じ四分割法で実施し,地区名は北側より時計まわりで I～Ⅳ区とした。また,樹

木が水田遺構に伴う杭等とも考えられたため, トレンチ試掘によって明らかになった土層断面を

詳細に比較検討しながら,樹木の出土する地点まで上層ごとに重機によって慎重に除去 しなが ら

調査を進めた。

水田として利用していた耕作土は,ロ ーム粒子を微量含む黒褐色土が0,7～ 08mほ ど堆積してい

る。その耕作土を除去した下の海抜31.7m付近から黒色の泥炭質泥層が露呈した。この層は砂質シ

ル トと呼ばれるものを主体 とし,多量の茸の根を含む層である。層厚は,中央付近のE3c3区 ,E3

C4区で,09～ 1.Om程度でほぼ一定である。上部から下部になるに従って黒色土から黒褐色土とわ

ずかながら変化も窺える。また,基本的に砂粒 と章の根からなる構成物質も,下部になるに従つ

て根 と茎が多量になるなど相違もみられ, 5層 に分かれ堆積しているが,大きくは,上層の色 ,

含有物等から一層として見るのも可能である。この層の上部には,層厚 4～ 8 cmの言の根を含む

暗褐色の砂層が断続的に堆積している。また,泥炭層の下には,灰黄色の砂粒を含む粘土層が堆

積していた。泥炭質泥層の広がりは トレンチ試掘の上層を観察すると,調査区中央を中心にして

径約28mの 内側に見られ,それより外側になると茸の根も少なく泥炭質泥層もなくなってしまう。

また,泥炭質泥層の下に堆積している粘土層が,調査区中央より章の根や泥炭質泥層がみられな

くなった付近での方が,約30～35cm一段高 くなる状態をしめしている。以上のことから推定する

と,調査区を含む谷津の中心から径約28m内側では,周辺よリー段低 くなったために水が沼まって

小沼化し,そ の後,葦が群生し,根・茎が枯れて堆積し,そのことが何度も長い間くり返された

ため,茸の根 と茎から泥炭質泥層が形成されたものと思われる。しかし,水田遺構は,詳細な土

層の観察にもかかわらず検出することはできなかった。

泥炭質泥層の下部から出土した樹木多数は,ほ とんど横位の状態で検出され,いずれも樹種は

ハンノキである。この樹木については,出上した時点から注意して掘 り進めたが,泥炭質泥層の

下部以外出土しなかった。第154図 はその下部から樹木が出上した状況を示したものである。Ⅲ・

Ⅳ区には木の根元付近が折れた状態(①・②)で出土している。またⅡ区には樹木が横倒しになっ

た後,泥炭質泥層の上圧と粘土の浸食が加わり,水分を多量に含んで柔らかくなり,つぶされた

状態 (③)で出土している。その他,人為的な加工痕とみまちがう痕跡があった樹木 (③)力SⅣ

区から出土した。樹木の小口を斜めに削り出したような痕跡である。この樹木に削り出したよう

な痕跡があったのは,堆積した樹木は水により柔らかく劣化し,さ らに堆積が進行し,水と土圧

の浸食を受け,削 り口状の痕跡が形成されたものと思われる。また,横倒しになっている樹木を,

粘土や泥炭質泥層で研磨すると,同様な削り口がみられ,ス コップで削りとった部分でも,手で
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よく洗うと滑らかな面が出来,その後酸化して黒色化して出土したカロエ痕と区別がつかなくなる

ことからも半J断できる。

調査区からの出土遺物は,耕作土,泥災質泥層から磨滅した土師器片,縄文式上器片が少量出

上している。出土状況から,いずれも流れ込んだものと思われる。また,泥炭質泥層の下部から

炭化したくるみの実 1個,石錘 (Q56)1点が出上している。

A
V

A 32.6m ♂ゞ                  I
l ■uc  7 5YR % 黒褐色

2 Hue 7 5YR%黒 色

3 Huc 7 5YR%黒 色

4 Kue 7 5YR%暗褐色

ローム粒子微量,やや締まって
いる。水分を含む。(耕作■)

ローム粒子微量,根を多量に含
む,水分を含んで,やや,やわ
らかヽ 。ゝ

根を多量に含み,泥炭化が進ん
でいる。水が出る層。
砂粒を多量,根少量を含む。締
まっている。水分を含む。
根を多量に含む泥炭層。

根,茎 を多量に合む泥炭層。

砂粒を多量に合む。根,茎,木
も多量に含む。木はやわらかく

水分を多く含む。

0              4m

8 Hue  2 5YR % 灰黄色 砂粒を微量に含む粘土層。細か
い根も含む。

※ 2, 3, 5, 6 泥炭層で露の根が腐植,樹木片は砂層の上

面,又,砂層から出上している。

色
絶
髄

黒

黒

黒

％

％

％

ｕｅ
　
礎
　
睫

ノ
勝藩

第154図 低湿地調査 (現水田部 )
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第 4節 ま め

当遺跡において検出された遺構は,竪穴住居跡39軒,竪穴遺構 2基,炉穴15基,土坑85基,濤

6条,堀 4条,井戸 3基である。

遺物は,縄文時代では早期の野島式,茅山式,同前期の関山式,黒浜式,浮島式,十二菩提式,

同中期の阿玉台式,力日曽利EI・ EⅢ式,同後期の堀の内 IoⅡ式の縄文式土器およびその土器片

が出上し,古墳時代では前期五領式の上師器が出土している。その他,こ れまで述べてきたよう

に,石器,石製品,土製品,及び陶磁器片等が出上している。

以上のことから,当遺跡は,断続的ではあるが縄文時代から近世頃までの複合遺跡であること

が明らかになった。ここでは,当遺跡の主体をなす縄文時代早期 。前期の遺構 と遺物,古墳時代

前期の遺構 と遺物等に焦点を絞って述べることにする。

1 縄文時代 について

〔1〕 土器群の分布について

縄文時代の遺構としては,竪穴住居跡 2軒,炉穴15基,土坑 3基である。これらは早期とみら

れる炉穴15基,前期に属する竪穴住居跡 2軒,中期の阿玉台式期,同期の加曽利EI式期,後期の

堀之内式期とみられる土坑が各々 1基ずつである。これらの遺構のほかに,第 3節 7(1〕 で述

べたように早期の茅山式から後期の堀之内H式までの上器片が希少でかつ断続的ではあるが出土

しているので,ま ず,それらの上器群の分布について,若千述べておきたい。

第 1群土器とした条痕文系土器群 (茅山式)は,D2,F2区 に3片みられるだけである。

第■群土器 とした前期前葉の土器群 (関山式,黒浜式)は ,関山式に上ヒ定されるa類は 3片が

D2区 から出上しただけで,ほ とんどは黒浜式に

'ヒ

定されるb類の上器片である。黒浜式上器片は

Ll,L2区を中心として,Kl,K2区 に広がりをもち,中央部のD2,F2区 にも若干分布している。

Ll区には黒浜式期に比定される第22・ 23号住居跡が存在している。

第Ⅲ群土器 とした前期後葉の上器群 (浮島式,十二菩提式)は ,浮島式に比定されるa類は 7

片がF2,F3,G2区から出土し,十二菩提式に比定されるb類は2片がF3区から出土している。浮

島式上器は,そ れらの土器の分布 と出土量をみると十三菩提式上器片に

'ヒ

ベてF3区の周辺に広が

り,わずかながら出土量も増えている。

第IV群土器 とした中期前葉の阿玉台式土器群 (阿玉台 I・ H式 )は,D4,F2,F3,G2,G3区

と比較的広範囲に認められ,出土土器は約120片である。G2区 には阿玉台式期に該当する第16号土
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坑が存在している。

第V群土器 とした中期中・後葉の加曽利 E式土器群 (加曽利EI式 ,加曽利EⅢ式)は,C4,

G2区 と小支谷で水田部にあたるE3区から出土している。E3区の上器片は流れ込んだものと思われ

る。G2区 にはカロ曽利EI式 に該当する第 6号土坑が存在 しているが,出土量は少なく,力日曽利E

IoEH式 含めて約30片である。

第Ⅵ群土器 とした後期前葉の堀之内式上器群 (堀之内 I式,堀之内H式 )は ,他の土器群の分

布状況 とは異なり,小支谷の北側台地縁辺部に分布している。堀之内 I式に,ヒ定できるa類は,

C4,D2,D3区 に 9片,堀之内H式に

'ヒ

定できるb類は水田部から流れ込んだ状態で 1片出土して

いる。C4区 には堀之内 I式 に該当する第83号土坑が存在している。

以上が,遺構外出上の縄文式上器の分布状況である。各土器群に該当する住居跡は,第 H群の

黒浜式期しか検出することはできなかったが,各時期に人々の生活が営まれていた一部であつた

ことを窺い知ることができた。

つぎに,当遺跡からは,前述したように黒浜式期の竪穴住居跡 2軒,野島式期の炉穴15基,阿

玉台式期,力日曽利EI式期,堀之内 I式期に比定される土坑 3基がそれぞれ検出されているので,

次に,こ れらの遺構について述べることにする。これらの遺構は,時期を異にしているように,

遺跡内においてもLl区に検出された住居跡群と,G2,C4区 に単独で検出された土坑がそれぞれ離

れて所在している。

〔2〕 竪穴住居跡について

第22・ 23号の 2軒の竪穴住居跡は,標高37mほ どの遺跡の南端部で台地の中央部に存在している。

住居跡は2軒 とも撹乱をうけ,遺存状態はあまりよくない。規模,平面形は,第22号住居跡が長

軸3.64m,短軸3.16mの 隅丸長方形を呈し,第23号住居跡が長軸4.38m,短軸3.25mの 隅丸長方形

を呈している。長軸方向は,第22号住居跡がN-21° 一E,第23号住居跡がN-75° 一Eと 方向にも差

がある。柱穴も,各住居跡とも位置や柱穴数,規模が異なり,共通性に欠ける。第22号住居跡の

柱穴配置は不明瞭であるが,第23号住居跡は 4本柱で,それぞれを結ぶとほぼ整った方形を呈す

る。炉跡は各々 1か所ずつ検出され,中央ないしやや西寄 りに位置し,炉の覆上が少なく焼上の

量もあまり多 くないことと,炉付近の性格不明のピットが複数存在するという点で共通性が認め

られる。

以上のことを基に,同時期に該当する近辺遺跡においてどのような状況となっているかを表わ

してみたのが表 9である。方形を基調とする住居跡が多 く,円形を基調 とする住居跡は少ない。

また,規模についてみると,長軸または長径方向の長さが 4～ 6mの範囲に属するものが多いこと

もわかる。多 くは炉を有し,柱穴の位置の規則性の有無はそれぞれ約半数に分かれる。従つて,
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当遺跡における該選住居跡も方形を基調 とし,規模 もほぼ同様の範囲にあり,炉,柱穴を有し,

第23号住居跡は柱穴の位置が規則性もあることから,他の遺跡 と類似した傾向を指摘することが

でき,大きな隔たりはないと考える。

ここで,第 22・ 23号住居跡の炉付近の性格不明ピットについて若干触れておきたい。この性格

不明のピットについては,縄文時代の住居跡の研究をしている笹森健一氏が論考の中で「Cピ ッ

ト」 (炉 または炉付近に位置するピット)の名称を与え,「黒浜式期の 4本柱の住居跡では炉跡 と

結び付きながらも住居床面中央に位置し,形状は柱穴状,袋状,集合ピット状の他,埋設土器を

ともなうものもある。よって,柱穴 とは考えない方が良い」と指摘 しているのに対して,塚田光

氏は,「 5本柱については, 4本主柱穴方形配列の中央付近に第 5番 目の主柱穴を設ける」ものと

指摘し,意見が対立している。これらの意見からすると,当遺跡の第22号住居跡ではPl～P3が ,

第23号住居跡ではP5・ P6が第 5番目の主柱穴または「Cピ ット」として該当すると考えられる。

しかし,本跡では「Cピ ット」と柱穴を明確に区別する具体的な資料を得ることはできなかった

ため,現状ではその性格を明らかにすることはできなかった。今後「Cピ ット」と柱穴を明確に

区別できる具体的資料が増加し不明確である機能について明らかになることを期待したい。また,

当該期の住居跡には不定形の住居跡が存在すると考えられていることもあり,鈴木素行氏が「黒

浜式期の住居跡の主柱は 6本から4本へと減少し,そ の床面形態 も長方形から正方形へと近づき,

表 9 近辺遺跡における黒浜期住居跡の形状・規模等一覧表 (境松遺跡より転記)小田林遺跡を除く

※1 原町西遺跡は平面形状・規模は不明である。

※2 柱穴の規則性の欄は柱穴がない住居跡があるので軒数と数字が一致しない。

※3 鴻ノ巣遺跡は長径・短径不明の住居跡 1軒ある。また,境松遺跡は長径・短径の推定値もある。

規
模
等

検

出

軒

数

形

平 面 の 形 状

状 現    保

長軸または長径の長さ
炉

炉 有 無

穴
性

柱
規

（隅

丸
）
方

　

形

（隅

丸
）
長

方

形

不

整

（長
）
方

形

（不

整
）
円

　

形

（不

整
）
楕

円

形

不

　

　

定

　

　

形

4

未

満

４
ｍ
以
上
５
ｍ
未
満

５

ｍ
以
上
６

ｍ
未
満

6

以

上

あ

　

　

　

り

な

　

　

　

し

あ
ヤ
　

　

　

リ

な
一　

　

　

し

茨

　

城
　
　
県

水 海 道 市 大 生 郷 11 3 6 2 l l 5 4 11 3 5

量 里 町 大    境 1 1 1 1 1

石 岡 市 外    山 3 1 2 2 l 2 1 3

石  岡 市 新  池 台 7 1 4 2 5 2 7 5 2

勝 田 市 遠    原 4 2 2 3 1 3 l l 2

古 河 市 原 町 西 2 2 2

谷 田 部 町 境    松 8 2 5 ユ ユ 2 1 4 7 l 3 5

結 城 市 卜 田  林 2 1 ユ 1 1 2 1 l

千
葉
県

柏   市 花 前 I 8 2 1 2 1 2 1 3 2 2 5 3 3 5

柏    市 鴻  ノ 巣 5 2 12 2 2 4 2 l 10

計 14 7 11 4 17 14
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周濤は時期的には諸磯式期まで一部残存するが全体的には壁柱穴 とともに消失する傾向にある」

と指摘している。笹森氏 も「住居跡形態をみると縄文時代前期の小屋組において,前期初頭以来

の片流れの形態から,次第に水平小屋組へ変容する過程が推察できる」 としている。当遺跡の 2

軒の住居跡は,いずれも周濤,壁柱穴を有さず,第22号住居跡の柱穴 も一方に偏 り不明瞭である

のは,そ の変容する住居跡の一連の中で形成されたものとも考えられる。

遺物は,第 22・ 23号住居跡から出土した土器片は細片で接合するものもなく器形を窺えるもの

はなかった。従つて,住居跡について詳細な時期を述べるのは不可能であるが,土器の文様構成

をみると2軒の住居跡からは類似した土器片が出土しており,縄文を施 したもの,撚糸文を施し

たもの,棒状施文具により沈線文が施されたものの 3つ に細分される。当該期では新しい段階と

されるコンパス文,木葉文,及び肋骨文の施されている土器が見られないことから,黒浜式土器

でも古い段階の上器に比定されるものと思われる。

〔3〕 炉穴について

当遺跡から検出された炉穴は15基で,

の中央部に入り込んだ小支谷を挟むよう

に張り出している北 と南の両台地の,標

高35m前後の緩やかな傾斜地に位置して

いる。第8・ 9。 11・ 12・ 13・ 14号炉穴は

F3区 に,第2～6号炉穴はG2・ G3区の区

界付近にそれぞれまとまっており,第 7

号炉穴はG3区 ,第 1・ 10号炉穴はF2区 ,

第15号炉穴は単独で離れて存在している。

炉穴の平面形は,他の遺跡での検出例

と同じように楕円形が多い。壁高は,炉

床 のみの第 3・ 7号 炉穴 を除 いて,

10～60cmである。規模は,第5号炉穴が長

径 lm未満と最も小さく,第 4・ 8。 11・

12・ 13号炉穴が長径 1～ 2m未満 と中形

で数が多く,第 9。 10・ 14・ 15号炉穴が

長径 2～ 3m未満でやや大きくなり,第

1・ 2・ 6号炉穴は長径 3m以上 と大き

い。炉の数は,第 1号炉穴に 3基,第 6

早期後半の野島式期のものと考えられる。炉穴は当遺跡

第 155図 小 田林遺跡炉穴配置図
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。15号炉穴に 2基設けられており,他はいずれも1基である。炉の位置は,第 1・ 6号炉穴のF2

が底面中央に設けられているほかは壁際に設けられており,炉床から足場にかけてやや傾斜して

いる。第15号炉穴では炉が北東壁際と南東壁際に各 1基ずつ設けられていたのは南東壁際の炉が

使用に耐えられなくなったため,さ らに,底面を掘 り炉の位置を変えたものとも考えられる。し

かし,第 1・ 6号炉穴については,新旧関係を明確にすることはできなかった。足場は炉床より

もやや低 くなっており, 1人が座れるほどの広さである。また,足場は長径方向の一端に片寄つ

た炉床の反対側に位置している。南側の台地斜面では足場を北・北東・北西方向,北側の台地斜

面では南方向,つ まり小支谷側に構築しているものが第 1(Fl)・ 2・ 4・ 6(Fl)。 8。 10・ 11・ 14・

15(Fl)で ある。これに対し南側台地斜面では南方向,北側台地斜面では北方向に,つ まり,台

地側に足場を構築しているものは,第 1(F3)・ 5。 9。 12・ 13・ 15(F2)で ある。奥山下根,奥

山C遺跡では,早期後半の条痕文土器群を伴う炉穴が台地突端部の傾斜地に分布 しており,それ

らの炉床は長径方向の一端に片寄っていることが多く,奥山下根遺跡の炉穴の長径方向は多 くが

等高線に直交している。しかし,当遺跡では15基のうち等高線に直交しているのは4基ほどであ

り,すべてが地形や気象条件を考慮し,長径方向等が谷または等高線に直交する方向に向けられ

て構築されていたとは考えにくく,炉穴が占地する局部的な部分における方向で,設置していた

炉穴の方が多かつたと考えられる。また,南三島遺跡では炉穴が82基検出され,すべて構築時期

は野島式期と考えられている。南三島遺跡の炉穴は北側の谷と南側の沖積地に臨む台地上の平坦

部に形成されており,約60%が北部に集中している。表10は南三島遺跡の炉穴の形態を示したも

のである。平面形は円形14基,楕円形53

基,不定形15基で,楕円形が最も多い。

当遺跡の平面形は円形 1基,楕 円形11

基,不定形 1基で楕円形が多い。規模は

lm未満10基,1～ 2m未満49基,2m以

上23基,1～ 2mの ものが約 6割を占めて

いる。当遺跡は lm未満 1基, 1～ 2m

未満 6基, 2m以上のものが約 5割近 く

を占めている。炉の数については 1基の

みを有する単独の炉穴が63基, 2基のも

のが12基, 3基のものが 7基で,当遺跡

は,単独の炉穴が12基, 2基のものが 2

基, 3基のものが 1基 と単独が圧倒的に

多い。尚,第 3・ 7号炉穴は炉床のみで

表10 南三島遺跡 (第卜2・ 3・ 4・ 5・ 6区 )炉穴形態別集計表

円形 青円形 不定形 計

l m未 満

1 2 6 2

2

3

m 以 上

m 未 満

ユ 5

2 ユ 4 5

3 1 1

2m以 上

1 ユ 6 3

2 5 2 7

3 3 3 6

計
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あったため,平面形,規模については除いた。一般に炉穴は時期決定される遺物を伴っていない

ことが多いのにもかかわらず,南三島遺跡では細片を含めて半数近 く遺物を伴つている。また,

南三島遺跡では82基 とかなり多数の炉穴が検出されており,野島式上器も多量に出上しているが

当遺跡 と同様当該期の住居跡は見つかっていないのは共通している。

第156図 小田林遺跡炉穴の規模分類 。長径方向

〔4〕 土坑について

当遺跡において検出された土坑は85基である。これらの上坑は様々な形態を示し,時期不明の

ものや後世の撹乱と思われるものも多数含まれている。縄文時代の上坑のうち出土土器から時期

推定が可能な土坑は,第 6・ 16・ 84号土坑で,それぞれ離れて存在している。なお,縄文時代前

期の住居閉が検出されたLl区 には,同期に対比される土坑も数基あると思われるが,不確実なた

め除外した。標高35m前後の台地のやや内部に位置している第 6・ 16・ 84号の 3基の土坑について

概略する。

第 6号土坑の平面形は長径 2m,短径1.9mの ほぼ円形で,断面形はフラスコ状を呈している。

出土遺物は加曽利El式期に比定される土器片が覆土下層から出上し,底面の 3地点からも1個体

に接合できた石棒が出土している。第16号土坑の平面形は長径1.4m,短径1.lmの楕円形で,阿玉
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台式期に

'ヒ

定される胴部下半を欠損した深鉢形土器が底面から横位の状態で出上 している。第84

号土坑の平面形は長径1.2m,短径 lmの楕円形で,堀之内式期に,ヒ定される深鉢形土器が潰れた

状態で底面から出土している。

まず,第 6号土坑は断面がフラスコ状を呈する所謂袋状土坑である。袋状土坑は,縄文時代前

期中葉頃から出現し,中期中葉の阿玉台式期末からカロ曽利El式期に盛行するが,以後は衰えつつ

後期前葉にまで及んでいると考えられている。当遺跡の袋状土坑は,盛行期に構築されたものと

考えられる。茨城県内では,竜ケ崎市赤松遺跡,旧桜村下広岡遺跡,旧谷田部町境松遺跡,石岡

市東大橋原遺跡,日 立市諏訪遺跡等で盛行期の袋状土坑が検出されている。千葉県船橋市高根木

戸遺跡の袋状土坑からは人骨が検出されており,墓墳の推定も可能であると考えられる。また,

当該期における石棒の出土例は住居跡内から出土する事例が多数を占め,住居跡以外の遺構から

は少なく,屋外の出土事例は,配石,列石遺構からであり,土坑からはほとんど類例がない。石

棒の用途を考える上では,山本暉久氏は論考の中で,「石棒の出土状況が大きな意味をもつ」と述

べている。そこで本跡の埋土の状況や石棒の出土状況をみると,埋土は自然堆積であつたが,底

面直上の 3か所から1個体に接合できた石棒が,投棄されたのか置かれたのか判断できなかった

が,石棒が簡単に破粋するとは考えられず,破粋した後に埋めたものと考えられる。尚,周辺か

らは,当該期の住居跡を含むいずれの遺構 も検出されておらず,本跡が単独で検出された状況の

ため,他の遺構 とのかかわり合いにおいても検討することはできなかった。従つて,本跡の性格

は不明であるが,石棒が縄文人の信仰の対象としていたもので祭祀用具とするならば,本跡は多

少なりとも信仰 とかかわりをもっていたものと考えられる。

また,第 16・ 84号土坑のように長径 1～ 2m前後で,深さ0.3～ lm未満の上坑では,一般的に

墓境,貯蔵穴,作業場などがあげられている。第16。 84号土坑においては,深鉢形土器が出土し

ていることから埋甕遺構 とも考えられる。そこで,単独屋外埋甕が28基検出された南三島遺跡の

埋設形態と遺存状態をみると,正位,斜位がほとんどで横位は 1例のみであり,土器内には締まっ

た覆土があり,完形,略完形は少なく,器形を窺えるほどの上器としては不完全なものが多いと

されている。このようなことから, 2基からの出土土器を見ると,横位で潰れたため土器内に土

が含まれておらず,完形または略完形であることから埋設遺構の可能性は薄 く,埋上の状況から

自然的堆積状況を示しており,墓墳の可能性も低いと思われる。

以上,第 16・ 84号土坑について述べたが当遺跡及び周辺からは当該期の住居跡はいずれも検出

されていないため,集落等 との関連を明らかにすることはできなかった。従って,土坑の性格は

不明である。
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〔5〕 石器・石製品について

当遺跡から出上した石器 。石製品は17種類で,総数142点である。 (象1片,石棒等を除 く)縄文

時代の遺構の数に比べて比較的多い。これらは遺構に伴つて出上したものは少な く,遺構への流

れ込みや遺構外出土が多い。石器の出土数が多い理由として,出土土器からも判断できるように

同調査区は長い間に渡って,生活の場であったためとも考えられるし,集落の縁辺部に位置して

いることも考えられる。石器の種類 と石質については,表 11に示したとおりで,石鏃19点,打製

石斧28点,磨石33点,敲石14点などが主なもので,磨製石斧 2点,石錘 1点,石匙 4点,礫石 2

点,石錐 2点 と少なくなる。 これらをみると,石鏃 。打製石斧・磨石・ 敲石の 4種類で全体の 7

割を占めている。これらの出上した石器使用の頻度の高低によって当遺跡における生産活動の傾

向を判断することはできないが,狩猟用具と考えられる石鏃や,採集用具としての打製石斧・磨

石・敲石,漁労活動を示すと考えられる石錘が出土していることは,当時の生業のあり方をある

程度反映しているのではないかと考えられる。

第 6号土坑からの石棒が 1点出土したが,こ れは縄文時代中期中葉の所産 と見 られる。この石

1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930313233(個 )

磨    石

打 製 石 斧

石

砥

敲

原

五

石

石

鏃

石

石

石

輪  塔

匙

錐

磨 製 石 斧

スタンプ形石器

礫     石

石      臼

「
Fl整痕のある剣片

石     錘

スクレーパ ー

石    棒

表11 出上の石器と石質
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棒は,無頭で大型のものであるが,石棒だけでは遺跡の性格や祭祀に係わるものかどうかは不明

である。

石器の石質を見ると多種にわたっており,その中で安山岩が最も多 く,次いで買岩,凝灰岩の

順である。また,石器の用途に応じ石材を選択していることがわかる。石鏃は,チ ャー トや黒曜

石のように薄 く剰離しやすい石材を,磨石,敲石には,目の粗い岩石を利用している。打製石斧

は安山岩で,比較的身近な材料を使用している。

また,当時の人々は石器の原石を求めて河原や露頭を歩いて手に入れたと考えられる。中でも

河原石等は,流紋岩,砂岩,チ ャー ト,花蘭岩を基盤にして珍岩,安山岩,石英斑岩,頁岩を産

出し,東方を流れる鬼怒川水系が供給地であったと考えられる。また,黒曜石のように近 くに産

地がないものは,は るばる交易を通してもたらされたものと考えられる。

古墳時代について

当遺跡の古墳時代の遺構は,出土土器から,古墳時代前期に属すると考えられる竪穴住居跡36

軒,竪穴遺構 2軒が検出された。そこで,住居跡から出土した土器を器種ごとに分類 し,さ らに

時期区分を行い,その後それらを基にして集落の変遷を若干述べてみたい。尚,第 3節 1の 〔2〕

で述べているように,第 10。 12・ 15・ 29・ 37号住居跡,第 38・ 41号竪穴遺構については,破片で

出土量も少なく,器種等の分類は困難であるため省略する。

〔1〕 古墳時代前期の土師器について

対象とする土器は堅穴住居跡出土土器である。器種 としては,壷形土器,小型壺形土器,甕形

土器,小型甕形土器,台付甕形土器,甑形土器,坑形土器,高郷形土器,器台形土器,IH形土器,

邪形土器,及び小型土器などがある。器種ごとに主に形態的特徴により分類する。 (第 157・ 158・

159図 )なお,36-1と あるのは,第 36号住居跡から出上した遺物の番号 1を表し,土器観察表及

び図版の番号と同じである。

壷形土器

完形品は9-1,26-1,30-8の 3点,ほぼ完形品は36-1で他はすべて破損品である。口縁部の

形態差により3類に分類した。

A 類 口縁部が単口縁の壼形土器で,口縁の器形によりAI,AHの 2種に分かれる。

AI類 口縁部が頸部からゆるやかに外反する形態である。27-7,30-8は 月同部が球形で,胴

部中位に最大径を有し,26-1は 胴部中位からやや下位に最大径をもち,いずれも月同部にはハケロ

整形後ナデが施されている。
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AH類 口縁部が頸部から「く」の字状に強 く屈曲し,外傾する形態である。7-51よ 胴部がや

や扁平であるが,底部は欠損のため明らかでない。9-1はやや小さく,胴部中位からやや下位に

最大径をもち,底部がやや突出している。胴部にはハケロ整形後ナデが施されている。

B 類 口縁部が有段口縁の壼形土器

完形の例がないので器形は明確でない。4-21よ 口縁部が頸部から強く外反し,口縁部中位に明

確な段を有し,さ らに外方へ大きく開 く。28-4は 口縁部の中位以下を欠損するが,明確に段をも

ち,外上方へ大きく外反して開 く。36-1は 国縁部の中位以上が欠損して明確でないが,中位に段

を有 していたものと思われる。いずれも外面にヘラ磨きが施されている。

C 類 口縁部が複合日縁の壷形土器

B類 と同様に胴部が欠損して口縁部のみが出上しており,器形は明確でない。国縁部の形態か

ら3類に分類される。

CI類 口縁部は頸部からほぼ垂直に立ち上がり,中位で外反し,内面に稜を有する30-9が

ある。さらに27-4。 6は 口縁部の内面に凸帯,外面に棒状浮文を貼付している。

CH類 頸部から単純に外反する形態で,17-2・ 26-2がある。

CⅢ類 頸部からゆるやかに外反し,中位からやや内鸞気味に立ち上がる。5-4が ある。

小型壷形土器

A 類 いずれも単口縁で,平底である。7-3は胴部中位に最大径を有し,日縁部はゆるやか

に外反する。11-3は 口縁部が「く」の字状に外反する。いずれも完形品で,整形技法は外面にハ

ケロを残す。

養形土器

甕形土器は出土した個体数の最も多かった器種であるが,多 くの破損品も出上している。主に

口縁部の形態差から3類に分類 した。

A 類 口縁部が単口縁の甕形土器で,国縁部の器形からAIoAH・ AⅢ oAⅣの 4種に分か

れる。

AI類  口縁部が頸部からゆるやかに外反する形態である。26-3・ 17-3・ 35-6・ 4-3は月同部

が球形で,中位に最大径を有している。26-3は 外面全体にハケロ整形が施され,17-3の 胴部下

位にはハケロ整形後ヘラナデが,35-6は 菩[分的にハケロが残っている。4-3は 口縁部から月同部に

縦位のヘラ磨きが施され,胴部外面のハケロが消滅する過程には時間差があり,当遺跡では胴部

外面がハケロ整形後ヘラナデや削り状の整形によってハケロが消される例が優勢である。

AH類 口縁部が頸部から「く」の字状に屈曲し外反する形態である。胴部は球形で,全体に

ハケロ整形後ヘラナデにより整形される。7-6・ 25-4。 30-17な どがこれに当る。

A III類 口縁部が頸部から内鸞して立ち上がる形態である。口縁内面の下位に稜を有 し,口縁
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部上位に最大径をもつものである。7-8は底部を欠損し,35-13の底部は平底である。

AⅣ類 AⅢ類に比べて口縁部が頸部から直立気味に立ち上がる形態である。胴部は球形で,

中位に最大径を有する。5-8は 底部を欠損し,B同部外面はハケロ整形後ヘラナデによって消され

ている。27-9は 完形で,口縁内面に横位のハケロ整形,胴部外面に斜位のハケロ整形がそれぞれ

施されている。

B 類 口縁部が複合回縁の甕形土器

27-10は ,口縁部が頸部から「く」の字状に外反し,胴部は球形である。口縁部内・外面にハ

ケロ整形,胴部に縦位のヘラ磨きが施されている。

C 類 口縁部が受口状を呈する甕形土器

胴部の中位に最大径を有し,口縁部は頸部から「く」の字状に屈曲し,日縁部外面に稜を有 し

ている。34-5は ハケロが粗 く,口縁端部は短か く外反する。34-12A・ Bは ハケロが部分的に残

り口縁部の中位からつまみあげられたように直立する。

小型菱形上器

出土数 4点のうち 3点が完形品である。甕形土器 と同様に口縁部の形態からA・ C・ Dの 3類

に分類 した。

A 類 口縁部が単口縁のもので,AⅡ・ AⅣの 2種に分かれる。

AH類  口縁部が頸部から「く」の字状に屈曲し外反する形態である。27-8は器形がややゆが

んでいるが平底で,口縁部内面の下位に稜を有する。胴部外面はヘラナデが施されている。

AⅣ類 口縁部が頸部から直立する形態であると5-7は 日縁部は短 く直立して立ち上が り,胴

部はやや扁平な球形である。

C 類 口縁部が受口状を呈する甕形土器

1-5は胴部中位以下を欠損している。口縁部は頸部から「く」の字状に屈曲し,中位からつま

みあげられるように短 く上方に立ち上がり,日縁端部で外反する。外面にハケロ整形がわずかに

残る。

D 類 口縁部に刻み目のある甕形土器

小型の完形品で,9-2である。口縁部はゆるやかに外反し,日縁端部に刻み目がつけられてい

る。胴部は中位に最大径 をもち,やや長胴化し,底部中央がわずかに凹む。

台付養形土器

口縁部や胴部下半以下を欠失したり,台部のみが存在するため,台付甕と明確に判断できたも

のを,口縁部の形態差から2類に分類 した。

A 類 口縁部は単口縁のもので,AI・ AHの 2種に分かれる。

AI類  口縁部は頸部からゆるやかに外反する形態である。これらは,細部の形態差はあるも
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のの,台部は「ハ」の字状に広がり,胴部中位に最大径をもつ特徴が共通している。26-4・ 35-

14の外面整形は斜位のハケロが全体に,30-24・ 25は ハケロ整形後ナデ消されている。

AH類 口縁部は頸部から強 く屈曲し外反する形態である。36-7は胴部のやや上位に最大径を

有し張 りがある。外面はハケロ整形後ナデ消されている。台部は欠損している。34-15は月同部中

位に最大径を有するが,胴部中位から台部にかけて急につばまり,器形はいちじく状を呈する。

ハケロ整形がナデ消され頸部にわずかに残る。34-14は 国縁部外面の中位に稜を有し,胴部の下

位はハケロ整形がナデ消されているc台部は欠損している。

B 類 口縁部が S字状を呈する台付甕形土器

完形品はなく,口縁部を中心に破片で出上している。5-12は胴部上位が強く張るものと思われ

る。ハケロが粗い。16-61まハケロを窺うことはできない。ヤゝずれも口縁部は外方へ大きく伸びる。

36-10は台部で,端部を折 り返し,28-13は外面のハケロを指頭で山形状に磨 り消している。36-

9の 内面は指頭による押圧が窺える。尚,住居跡出上ではないが,第81号土坑 (81-1)か ら出土

した台付甕形土器は,胴部上位の張 りがやや弱いもので,肩部に横ハケロが認められる。胴部外

面のハケロ整形は,器肉を薄 くして熱効率を高めようとする整形と,よ り装飾的な意味をもつも

のと考えられている。

甑形土器

完形品を含めて 3点 と出土数は少ない。口縁部の形態から2類に分類した。

A 類 口縁部が単口縁の形態をもつものである。体部は小さい底部から内鸞しつつ立ち上がっ

て口縁部に至る。最大径は口縁にあり,すべて焼成前に単孔を穿つ。28-14・ 34-17が これに当

り,体部にハケロ整形が残る。

B 類 口縁部が複合口縁の形態をもつものである。34-16は体部中位以下を欠損 しているた

め,器形を窺うことはできないが,体部中位から口縁部にかけて内電気味に立ち上がる状況から

長胴化すると思われる。体部外面にハケロ整形が残る。尚,第34号住居跡において短胴 と長月同の

甑が共伴することから,甑の深さによる使い分けが考えられる。

塊形土器

比較的器形が明確に残っているものが多い。口縁部の形態から2類に分類した。

A 類 口縁部が単口縁で内鸞する形態である。1-2・ 3は体部が平底の底部からゆるやかに内

鸞し,体部にハケロ整形が残る。16-2は口縁部外面に軽い稜をもち,底郡外面の中央が凹む。34-

4は体部外面にヘラ磨きが施されている。7-21ま やや突出する平底の底部から体部は内鸞する。

B 類 口縁部が単口縁で外反する形態である。13-1・ 27-3は底部の中央が凹む。体部外面

にハケロ整形が残る。28-3は体部がほぼ球形で,口縁部は短 く外反する。
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高郵形土器

全体の器形を窺えるものは 4点である。他は不部か脚部を欠損しているため,杯部の形態から

4類に分類 した。

A 類 郷部下端に稜をもち,体部が杯底部からゆるやかに内鸞する形態である。7-1・ 31-

1は脚部が「ハ」の字状に開き,邪部より小型である。内・外面にハケロ整形が残る。40-21よ 脚

部を欠損しているが,前 2者に対して不部は小型であるが,内・外面は朱彩された後磨きが施さ

れている。

B 類 不部下端に稜をもち,体部が邦底部から直線的に外傾する形態である。5-1・ 30-3が

該当し, 2点 とも脚部を欠損しているが,不部より大型化していると思われる。内・外面にハケ

目整形が残る。

C 類 邪部下端に稜をもたない形態である。3-1・ 30-2で,体部は半球形状で,外面にハケ

目整形が残る。

D 類 体部が不部下位から外反し,下位に稜をもつ形態である。35-1の 1点で,内・外面に

朱彩が施されている。外面の稜の上位に横位の平行沈線が 3本巡る。邪部下端以下を欠損するた

め全体の形状は不明である。丁寧なつくりである。

器台形土器

出土数は11点で, 4点が完形品である。器受部の形態から5類に分類する。

A 類 皿状の器受部が外反し立ち上がる形態である。31-2の器受部は下端に稜をもつ。脚部

を欠損し,貫通孔は窺えない。

B 類 皿状の器受部が内鸞し立ち上がる形態である。21-2は 日縁端部が面をもつシャープな

つくりで,脚部は中位から裾部にかけで内鸞し,外面にヘラ磨きが施されている。33-4の脚部は,

「ハ」の字状に開き,外面にヘラ磨きが施される。6-1・ 28-1は 前 2者より器受部が浅い。脚部

は欠損 して不明であるが,本類に含まれると思われる。

C 類 皿状の器受部が内鸞し,口縁端部で直立する形態である。36-2・ 3は B類に比べて器

受部が浅 く,下端に軽い稜を有する。脚部はヘラ磨 きが施されている。

D 類 断面形がX字形状を呈する形態である。中央孔はすべて貫通し,内・外面にハケロ整

形が施される。33-3の 1点だけ出上した。

E 類 装飾器台と称される土器である。27-1の 1点が出上した。器受部の底部に装飾用の凸

帯を有し,体部は外反して立ち上がる。器受部中位に 4孔,下位に4孔の楕円形の窓が,底部中

央に 1孔が穿たれる。脚部は屈曲せずゆるやかに広が り,中位に 3孔,下位に 3孔が穿たれる。

内・外面にヘラ磨きが施される。
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増形土器

口縁部の形態から 3類に分類 した。

A 類 体部が短 く,口縁部が高 くなる形態である。いわゆる小型丸底土器 と称されるもので,

最大径を国縁部に有 し,体部は浅 く底部は平底であるが中央がわずかに凹む。33-2は外面にハケ

目整形,34-3は 内・外面丁寧なヘラ磨 きが施 されている。

B 類 体部から口縁部が直立気味に立ち上がる形態である。39-2は 国縁端部でわずかに外反

する。体部はやや扁平な球形で,外面にハケロ整形が施 される。底部は欠損 している。

C tt A類 より口縁部がやや直立気味に立ち上がる形態である。24-3は体部が欠損 していた

ため器形は不明であるが,国縁部に最大径を有すると思われる。口縁部外面はハケロ整形が施さ

れる。

不形土器

坑形土器より浅いものを杯 とした。完形品で 1点出土 している。

A 類 体部が平底の底部から内鸞 して立ち上がるものである。34-1がこれに当り,体部外面

はヘラナデ後,横位のヘラ磨 きが施 されている。

′よヽ型土器

手捏土器, ミニチュア土器などと称される小型品を一括 したものである。下記の器種の模造し

たものと考えられ, 2類 に分類 した。小型壷,小型甕の中にはここで取 り扱うのも可能 と思われ

るものもある。

A 類 坑形土器 を模造 したものを,器形から2種に分ける。

AI類 体部は平底の底部から内鸞 しながら立ち上が り,体部外面にはハケロ整形が施 されて

いる。16-1が ある。

AH類 体部は平底の底部から外傾 して立ち上がる。口縁部は薄 くなる。30-1が ある。

B 類 高不形土器を模造 したものである。イ部外面に指頭痕が残 り,脚部には 3孔が穿たれ

ている。40-1がある。

以上,出来るかぎり当遺跡の住居跡出土土器のすべてを網羅するように検討し分類を試みたが,

小破片のため,住居跡内出土土器にもかかわらず全容が把握できない土器 もあり,割愛せざるを

得なかったものもある。

以上の分類を基に,各器種 ごとの様相について概略してみると,壼形土器は全体的に少な く,

口縁部は比較的多様な状況を示している。 また,B類 のように,き わめて前時代的な様相が強 く

感 じられるのも存在する。

甕形土器の底部は平底で,器面には全体 にハケロ整形だけのものは少な く,ハ ケロ整形後ヘラ

ナデ調整されているものが多い。
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台付甕形土器は台部が少ないことから,量的に少ないと思われる。整形技法も甕形土器 と同様

に,ハ ケロ整形 とヘラナデ調整のあるものがある。特徴的なのは,台部の整形技法で,内・外面

にハケロ整形を施しているもの,台部の端部を折 り返し,さ らに,そのハケロを指頭です り消し

ているものがある。また,口縁部が「 S」 字状を呈するものも数は少ないが見られる。

甑形土器は 3点 と少なく,単口縁 と複合回縁が見られ,当遺跡では新しい時期に位置づけられ

る住居跡からの出上である。

坑形土器は底部から内彎するもの,国縁部が外反するものがほぼ同数みられ,整形技法 もハケ

目整形後ヘラナデなどが認められる。

高郷形土器は脚部が「ハ」の字状を呈するものと,裾部が広がるものがある。比較的新 しい時

期に含まれる様相を呈するA・ BoC類 から,前時代的な様相を呈するD類まで認められる。

器台形土器は小型器台と大型器台がある。小型器台は脚部の中位以下がやや内鸞して開 くもの

があり,東海地方西部にみられるものがある。器受部に装飾用の窓を穿った大型器台 もある。

対形土器は体部が短 く,口縁部が高 く立ち上がるもので,古い様相をもっている。

小型壷形土器,小型甕形土器,小型土器はいずれも数が少なく,壼,甕,高必等を模造 してい

ると思われる。

さらに,分類したものを集計したものが表12で ある。全体的に出土量を比較してみると高不 ,

器台が多く,増形土器が少ないこと,朱彩されたものがわずかにみられることがあげられる。以

上の点から当遺跡の出土土器群が五領期の中でどこに位置付けられるかについてみてみたいと思

う。
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表12 土器分類集計表
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)台部・ 脚部のみ

そこで,当該期の良好な資料を得た善長寺遺跡,栃木県の伯仲遺跡,烏森遺跡,谷近台遺跡 ,

赤羽根遺跡をみてみると,伯仲遺跡,鳥森遺跡,谷近台遺跡はいずれも小型器台が存在するが ,

小型丸底土器 (靖)を欠 くとされ,小型丸底土器波及以前の土器群 と理解されている。それぞれ

の遺跡から出土した甕に特徴がある。鳥森遺跡では,日唇部に刻み目を施す甕・台付甕があり,

伯仲遺跡では,口縁部から胴部にかけて,縄文を施す甕,胴部にハケロを残すナデあるいは,削

りが施されているのが特徴である。また,S字状口縁の台付甕が認められている。谷近台遺跡で

は,肩部に横位のハケロを施すものを含めたS字状台付甕が甕の主体を占めている。これらの 3

遺跡は栃木県内では古墳時代前期前半に位置付けされている。善長寺遺跡では,台付甕 (Pll)の

胴部が下膨れを呈するものが出土し古い様相を示すとされ,古墳時代前期前半に位置付けられて

いる。さらに,赤羽根遺跡の出土土器は,壺形土器の頸部に豆粒状浮文を貼布し,日唇部に面を

有するもので,古い様相を呈しているとされている。その中で,器面の整形もハケロ整形からヘ
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ラ削り整形の割合いが増力日していることが新しい様相 とされている。また,小型丸底土器 (ltr)

のセットが成立することもあって,赤羽根遺跡は,前述の栃木県内の 3遺跡に継続するものであ

り,古墳時代前期の後半に位置付けられている。

古墳時代前期でも新しいとされる埼玉県の後張遺跡の土器の特徴をみてみると,小型高杯は,

脚部が「ハ」の字状に開 くものを含みながらも裾部が内鸞気味に開き柱状部をもつ。対は,口縁

部が大きく開き,体部の浅いものが出現する小型のlttと 思われるもので,薄手の丁寧な作 りのも

のである。さらに,後張遺跡は布留式土器の影響を窺わせるとされている。五領期を 3期に分け

た滝沢亮氏は,「 S字甕は在地の生産のみで,さ らに,口縁部がシャープさを欠き若干たったよう

になる退化品が中心 となる。器台は次第に減少してゆき,若千残存するのみになり住居跡のセッ

トで占める割合は少なくなる。」としている。また, S字甕・器台の消滅が考えられるともしてい

る。木村直氏は,五領式土器を2つ に分け,「五領期の新段階は,壺形土器の器種組成での減少傾

向,靖形土器のヘラ磨き省略とハケロ・ ヘラ削り痕を残すものの増加,甕のハケロ整形の省略と

ヘラナデ,ヘラ削りの頻度増加,器台形土器が基本的に存在しない」ことをあげている。

以上のことをもとに,当遺跡の五領期の土器をみると,甕・台付甕の回縁部に刻み目が認めら

れないこと,小型丸底土器と小型器台が存在すること,ハ ケロ整形よリヘラナデ・ ヘラ削りが優

勢であること,高杯の脚が「ハ」の字状を呈していること,器種 も多種 とバラエティーにとんで

おり,減少の傾向がみられないことなどを考え合わせてみると,当遺跡は,器面の整形がハケロ

整形でヘラナデ・ヘラ削りが主たる段階,小型丸底土器 と器台のセットが明らかに存在する段階,

S字状の台付甕が主体的に存在する段階,五領期の安定した器種を豊富に含む段階であると考え

る。以上のことから,五領期を I～Ⅲ期に分けて考えてみると,当遺跡は,五領H期の範疇にあ

ると考えられる。しかし,五領H期の中には壺形土器の口縁部棒状浮文は,古い要素であり,高

邦の杯部が半球のC類,下端に稜を持つA・ B類 もあることを考慮すると,新旧の時間差が認め

られる。そこで,五領H期を古期・新期の二段階に細分してみた。ただ,古期・新期でも明瞭に

わけられるわけではなく,新期の土器群の中に古い様相を呈す土器が共伴していることから,五

領古～中期・五領中～新期のように,時間的な幅をもたせることにした。

(1)五領古～中期

この時期に合めた土器群は,第 2・ 3・ 4・ 5。 7・ 9。 11・ 13・ 16・ 17・ 18・ 21・ 26・ 27・

30・ 32・ 35号住居跡から出土したもので,土器群の器種は,壷形土器,甕形土器,台付甕形土器 ,

高杯形土器,坑形土器,器台形土器,増形土器などで構成されるものである。

壼形土器は,口縁部片が多く良好な資料とはいえない。A類・ B類 。C類が認められ,器形の

豊富さを物語つている。B類は27-4・ 6,30-12に 認められる。口縁部棒状浮文は,こ の時期ま

で遺存し,以後消滅すると思われる。B類は善長寺遺跡の五領Ⅱ期に位置付けられる第39号住居
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跡にも求められる。

甕形土器は,口縁部形態からA類・ B類に大別される。前者は頸部から屈曲する角度,器肉の

厚さ,口唇部の形状で 4種に細分され,AIoAH類 が多い。口縁部から胴部にかけての調整は,

日縁部に明瞭なハケロを残すもの,ハケロの痕跡を留めるもの,丁寧に横ナデされるもの等多様

である。また,胴部 も口縁部と同様の様相がみられる。B類は第 5・ 27号住居跡に 2点あり,:同

部にヘラ磨きが施されている。

台付甕形土器は,A類 。B類で,後者はS字状を呈する台付甕であるc AI類の口縁部はゆるく

外反するものが多 く認められる。特に,第 26・ 27・ 30・ 35号住居跡に遺存の良いものが出土した。

この時期を含めた住居跡から出土する台付甕は,古期・新期の特徴を具備すのものが共伴 してお

り,当遺跡の様相を窺い知る資料にあたるかと考える。

塊形土器は,A類・ B類が存在する。底部が平底で,回縁部にかけて内鸞するものが多い。7-

2は新期よりも大ぶりである。体部外面にハケロ整形が残っている。

高杯形土器は,A・ BoC・ D類が存在する。遺存の良いものが少なく,完形となったものは

この時期では第 7号住居跡の 1例に過ぎなかった。邪部下端の外面に軽い稜を有し,内鸞気味に

立ち上がる。邦部が内鸞するものと外傾するものとに別れている。器面の調整はいずれも粗密の

差はあるものの,ハ ケロ整形後ヘラ磨きが施されている。古い様相を示す35-1は郭部破片で,朱

彩が施されている。

器台形土器は,B類・ D類が存在する。高邪 と同様遺存の良いものが少なく,ほぼ完形となっ

たものは第21号住居跡の 1例に過ぎなかった。欠山式タイプといわれるもので,脚部が内鸞気味

に開き,孔 も脚部に 7孔穿たれている。器台は小型丸底土器 (対)と セット関係にあるとされる

が小田林遺跡では,こ の時期には第21号住居跡にセット関係が認められるだけである。第27号住

居跡から出上した装飾器台と称されるE類は,善長寺,烏森,赤羽根遺跡にも類似するものを求

めることができるが, この時期に存在すると思われる小型丸底土器を伴つていないことから,第

27号住居跡は第21号住居跡より先行するとも考えられる。しかし,共伴する土器からはこれを説

明できず,同時期にせざるを得ない。

増形土器は,B類が破片で第21号住居跡から出土しているだけで, この時期に消放しているも

のと思われる。以後,主体 となるのはA・ C、類 と思われる。

小型土器は,A類で,いずれも坑形土器の模造 としたが,祭祀のあり方の一端を示すものと思

われる。具体的には明らかにしえない。

各住居跡から検出した土器群について,共伴の可能性が強 く,土器群の構成を知るうえで多 く

の資料を得られたのは,表 12で も明らかのように第 5・ 7・ 27・ 30。 35号住居跡の 5軒である。

概して遺存の良いものが少なく,上器群の構成をみた場合資料に乏しい状況であるが,当時の様
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相を知る手掛 りになろうと思われる。

(2)五領中～新期

この時期に含めた住居跡群は,第 1・ 6・ 8。 14・ 20・ 24・ 25。 28。 31・ 33・ 34。 36・ 39。 40

号住居跡の14軒であり,器種は,壷形土器,甕形土器,台付甕形土器,甑形土器,坑形土器,高

邦形土器,器台形土器,姑形土器,邦形土器などで構成され,個々の土器群は当該期の特徴をも

つものばかりでなく,五領古期の特徴をもつものとの共伴が全般にわたって認められる。

壷形土器は,該期のものは少なく,B類の36-1は 大型壷形土器であり,ほぼ完形に近い。月同部

は球形で器面はハケロ整形後ヘラナデにより消され,下端にハケロが残っている。36-4は ,C類

でもAI類に類似 している。A類はこの時期より次第に消城してゆくものと思われる。

甕形土器は,AIoAH・ C類があり,口縁部の形状,胴部の形状等多様であり,明確に当該期

の特徴を見出すことは難しい。概略的には,月同部の膨 らみが球形から長胴化して膨らみを減じる

傾向を感じる。胴部の調整もハケロ整形からヘラナデが多 くみられるようである。BoC類 は第

34号住居跡からのみ出上しており,新しい様相 と思われる。

台付甕形土器は,A類・ B類が共伴して出土している。34-15・ 36-7は胴部下端が台部近 くま

で絞られてやや長胴の器形が特徴であり,AH類の出現が認められる。しかし,胴部の整形は器面

全体にハケロ整形が残っているもの,部分的にハケロ整形が残っているものが共伴している。28-

13・ 36-9は 口縁部がS字状の台付甕の台部で,埼玉県の雷電下遺跡の第25号住居跡からの台付甕

と類似し,五領H期に位置付けられている。当遺跡において,S字状台付甕は出土量からみて,

前段階を含めて主体的な存在ではなかったと思われる。

塊形土器は,A類が存在する。体部のハケロがヘラナデにより消されて,甕の整形技法の変化

とよく対応する。平底が目立つ時期であるが,前段階と明瞭な差はないと思われる。

高杯形土器は,A類 。D類が存在し,邦部下端に稜を持つ。31-1・ 40-2及び稜を有さない半

球形の邪部の20-1の 3点は,いわゆる和泉式期的な高邦に先行する形態である。一般的に半形の

方が古いと思われる。両者とも共伴する遺物が良好でないため,細かな変化については明らかで

ない。

器台形土器は,E類の装飾器台を除いて,A・ BoC・ D類が存在し,器受部に多様さが認め

られる。小型丸底土器 (姑)が共伴する住居跡が前段階よりは増加しているのが特徴である。ま

た,A類は赤羽根遺跡,善長寺遺跡にも類似するものが存在する。

甑形土器は,A類・ B類が存在し,第34号住居跡ではA・ B類が共伴している。底部が小さく

口縁部が大きく開 く鉢形で,体部にハケロを残している。前段階古期では資料を欠いており明ら

かではない。

ltr形土器は,A・ B・ C類が存在しているが,A類が主体 と思われる。33=2は外面にハケロ整
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形を施し,34-3は外面にハケロを残さず,ヘラ磨きを施 しているのが特徴である。39-2は球形

の体部から口縁が高 く立ち上がる前段階のものかと思われる。

杯形土器は,当遺跡で 1点出土したのみである。第34号住居跡の遺物と共伴しており, この時

期から出現してくるものと思われる。

小型土器は,高杯形土器の模造ではないかと思われる。鳥森遺跡においても器台か高邪を模 し

たものが出土しており,前段階でも存在していたと思われる。

〔2〕 遺構について

ここでは出土土器による時期区分に従って,五領古～中期,五領中～新期の 2段階に区分して,

各時期の住居跡の特徴についてふれてみたい。

(1)五領古～中期

この時期に含めた住居跡群は,前述しているように第 2・ 3・ 4・ 5・ 7・ 9。 11・ 13・ 16・

17・ 18・ 21・ 26・ 27・ 30。 32・ 35号住居跡の17軒である。

住居跡群は,第 35号住居跡が小谷津田の北側台地の南縁辺部に位置するほかは,南側の台地の

平坦部から谷津に向う北側斜面部にまとまりをもって所在している。

住居弥の平面形は,隅丸長方形 。隅丸方形 。長方形等があるが,主体は隅丸長方形であり,類

型化されていると思われる。

平面規模は,長軸の長さをみると,第 3号住居跡の8.25mを 最長として,第 26号住居跡の3.74m

が最も短い。長軸 と短軸の差をみると,第 5号住居跡では131cmで 最も長方形状を呈し,第26号住

居跡では 6 cmで正方形に近い形状を呈している。

平面規模の分布を,長軸の長さを基準としてみた場合, 3m台 2軒, 4m台 4軒, 5m台 3軒 ,

6m台 3軒,7m以上 3軒,不明 2軒であつた。この結果から,住居跡の所在位置を見ると長軸 6

m以上の比較的大形の住居跡が,谷津田の縁部から南側に寄った台地の内陸部のG2区 に集中する

傾向がみられ, 5m以下の小 。中規模をもつ住居跡は,谷津田の縁辺部に多く,大形の住居跡をと

り囲むように占地する傾向がみられる。

柱穴は,住居跡が土取 りや削平により破壊されたり,一部が調査地域外にあることもあり,明

確にすることはできないが,配置や規模から推定すると,大半の住居跡では 4か所が普遍的なよ

うである。

炉跡は,床面を浅 く掘 り込んだ地床炉で, 2基検出された第 5・ 27・ 30号住居跡以外では, 1

基が付設されている。炉跡の位置は,床面中央よりやや北・北東・北西の方向で,主柱穴を結ん

だ線より内側にあるものが大半を占めている。
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(貯 蔵穴は,第 3・ 7・ 9・ 21・ 26・ 27・ 30・ 35号住居跡の 8軒で検出した。住居跡内の貯蔵穴

は南壁や東コーナーに付設されたものもあるが,南東コーナーに付設されたものが大半を占めて

いる。平面形は第35号住居跡の円筒形状を除いては楕円形であり,位置,形態とも類似性が認め

られる。第27号住居跡の貯蔵穴からは粘土塊が検出されている。

、 壁濤は,検出されなかった。壁柱穴は第 3・ 21号住居跡から検出され,破損をまぬかれた北壁

の一部 と西壁から南壁にかけて上ヒ較的しっかりと掘 り込まれている。間隔は不統一で,規模は径

22～26cm,深 さ20～26cmであった。第21号住居跡は第 3号住居跡の南壁を利用して構築されてい

たため,南壁の壁柱穴は第 3・ 21号住居跡のいずれに伴うかは判断できなかった。

住居跡の長軸方向は,第 3・ 7・ 9号住居跡は北から西へほぼ18° で指向が共通である。第 4・

5。 17・ 35号住居跡はN-57° 一E～ N-72° 一Eを 指向しているものの,他は】ヒから西に偏るものと

】ヒんゝら東に偏るものに分かれる。

(2)五領中～新期

この時期に含めた住居跡群は,第 1・ 6・ 8。 14・ 20・ 24・ 25。 28・ 31・ 33・ 34・ 36・ 39。 40

号住居跡の14軒である。

住居跡群は,小谷津田を挟むように,北側台地の縁辺部から内陸部にかけてと,南側台地の縁

辺部から内陸部にかけて所在 している。

住居跡の平面形は,隅丸方形が 8軒 と半数をこえ,他に隅丸長方形 。長方形・方形が小数確認

され,前段階とはやや差がみられる。第20。 31号住居跡は土取 りにより壁が確認できず全容を知

ることができなかった。

平面規模は,第 8号住居跡が最も大きく長軸7.62mで ある。第 1号住居明は長軸2.65mと 当遺跡

では最小規模の住居跡である。

柱穴は4か所が基本になるが,土取 りや撹乱により柱穴の確認できなかったものもある。

炉跡は住居跡の一部を破壊された第20・ 33・ 36号住居跡以外は,床を掘 り込んだ地床炉が検出

された。炉跡の位置は住居跡の平面形態が類型化しているものの,その位置は一定せず,中央か

らやや北壁 。東壁・西壁に寄つて検出されている。

貯蔵穴は,第 24・ 25・ 28・ 33・ 34・ 36号住居跡に認められた。検出できなかった住居跡は一部

の調査や破壊されたためとも考えられる。位置は東コーナー 。南東コーナーに付設されている。

平面型は円形・楕円形 。長方形 とさまざまである。第34号住居跡の貯蔵穴の覆上下層から筑形土

器が正位で出土している。

壁濤は検出されない。壁柱穴は,重機により撹乱を受けて残った第 8号住居跡の西壁・北壁・

東壁の一部に検出された。規模は径28～38cmで あり,ほぼ1.3～ 1.5mの間隔で壁を垂直に切り込ん

で付設されている。
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長軸方向は,第36号住居跡がほぼ西に指向するほかは,ほぼ北東,北北東,北西を指向してお

りまとまりが認められる。

(3〕 集落について

当遺跡では前述したように,縄文時代前期の黒浜式士器を出土する住居跡も検出され,集落を

形成していたことは明白である。しかし,当遺跡の中心は古墳時代である。ここでは,古墳時代

の住居跡について出土土器による区分に従って,同時代の集落の変遷にぶれてみたい。古墳時代

の住居跡出土土器は,五領古～中期,中～新期の 2段階に区分した。今回の調査は,道路建設予

定地内の調査のため,集落の限界がおおよそ確認できたのは,南側だけであり,北側は住居跡が

散在しているため集落の一部 と考えられる。南側は古墳時代の遺物の出土量が希薄でもあった。

他の 3方は区域外にも遺構の存在が予想され,特に,東 。西へは広がりが考えられる。しかし,

集中度からみれば,調査区は集落のほぼ中心地域 と考えられる。

(1)五領古～中期

出土土器群から,こ の時期に属すると思われる住居跡は17軒である。これらの17軒の住居跡の

分布は,小谷津田を北 と南から挟むような台地縁辺部の南側の一群 と北側に一軒検出さたものに

分かれる。住居跡群には接近したものや,重複した第 3・ 21号住居跡がみられることから,こ の

時期も2期に分かれると思われる。群として明瞭なのは,谷津田の南側に存在する住居跡群であ

り,その中の大形住居跡群第 3・ 4・ 7・ 21号住居跡は北西から南東にかけてほぼ一列に配置さ

れた状態である。近接している6m以下の小・中形の住居跡は,長軸方向や,住居跡間の距離など

には規則性が認められず,単独で住居跡が検出されている。しかし,こ れらは長軸 6m以上の大形

住居跡の北側 と東側から囲むような状態が認められる。また,こ の時期の人々は住居跡の集中度

からみると,谷津田の南側の台地を中心に生活を営んでいたことが考えられる。

尚,谷津田を挟んで,北側に一軒存在していることについては,多 くは語れない。しかし,南

側の台地縁辺部に位置する第35号住居跡 と同時期の住居跡が土取 りにより破壊されていたことを

考えると,北側台地上の第35号住居跡 と同時期に集落が形成されていたことも推測できる。

もう一つの特徴は,第 3・ 4・ 7・ 21号の大形住居跡がほぼG2c5区 を中心にした地区に数軒近

接して構築されていることである。これらが検出された地区は撹乱があった所であり,同様に大

形住居跡 も撹乱を受け出土遺物が少なく,多 くは述べられないが,第21号住居跡から東海地方西

部の欠山式の搬入品と考えられる器台形土器が出上していることは,注目されることである。大

形住居跡に関しては,小久保徹氏が論考の中で弥生時代が対象ではあるが,「眺望性に富む立地」

で「他の住居に対して絶対規模が大きく」,しかも他 とは,「一定距離を隔て,単独存在」し「整っ
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同じ地区に構築されている。このことは,同地区が前段階からある程度の計画性をもった集落の

造営に,都合の良い条件があったとも考えられる。また,前段階のものと住居跡形態等が類似し

ていること,小範囲に接近していたことを考えると, 2期 に分かれると思われるがその時間差は

少ないものと考えられる。別の特徴 として,住居跡群が前段階より北側へ移動している傾向が認

められる。これは,当遺跡の北側に所在する本田遺跡の南端に,つ まり,当遺跡の北側に,和泉

I式に属する住居跡が検出されていることから,概略的にみれば,五領古～中期では台地の南側

に配置されていたのが,古墳時代中期に近づ く五領中～新期の新しい時期になると,北側の台地

上へも大きく集落が拡大していったものと思われる。最後に,集落の北側寄 りに位置する,第 36

号住居跡から出上した大型壷形土器の類似壺は,当遺跡の周辺では,栃木県の向北原遺跡 と,千

葉県の我孫子中学校校庭遺跡に求めることができる。前者は,方形周濤墓の周濤から一括出土し

たもので,日縁部に棒状浮文が施されていることもあり,やや性質を異にすると思われる。後者

は第 7号住居跡から出上したもので,底部は欠損しているものの,形態 。法量とも当遺跡 と類似

性がみられる。この壺は集落の中で特殊な位置を占めていたと予想されており,当遺跡の第36号

住居跡においても器台と共伴していることを考えると,祭祀的性格の強い住居跡であったことも

考えられる。また, この壺がどのように使用されたのか出土状態からは明確にすることはできな

かった。しかし,胴部外面に煤等が付着していないことからも,通常の煮沸に使用されたとは考

えにくく,貯蔵用とするのが妥当と思われる。本跡には貯蔵穴が付設されていることから,貯蔵

穴では支障を来たすもので,当時では貴重であったものを壷に貯蔵したのではないだろうか。他

にもいくつかの推測 も可能 と思われるが,根拠に乏しいので後稿に譲る。尚,こ れに類似する壺

は前述した 2点以外に,周辺遺跡では出土例はない。従って,製作場所や流通経路等の解釈 もま

だ時期尚早と思われる。

当遺跡に近接している神明塚古墳,富士浅間塚は五世紀以降に構築された古墳 と考えられてい

るもので,今回の調査地域内から,古墳にかかわるような遺構,遺物の検出をみることはできな

かった。しかし,大形住居跡を含む古墳時代前期集落の検出は,当地域の古代からの性格を解明

する一つの視点となり得る資料 と思われる。今後も資料の蓄積を以って,全容が解明されていく

ことを願いたい。
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○ 愛知考古学談話会  「欠山式上器 とその前後」 第 3回東海埋蔵文化財研究会 1986

0 浜松市教育委員会  「伊場遺跡遺物編 3」 伊場遺跡発掘調査報告書第 5冊 1982

0 静岡県教育委員会他 2 「下野遺跡」 1985

0 沼津市教育委員会  「八兵衛洞遺跡」 沼津市文化財調査報告第26集 1985
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O 埼玉県遺跡調査会  「諏訪山貝塚・諏訪山遺跡・桜山貝塚。南遺跡」 埼玉県遺跡調査報告第 8

9こ   1971

0 埼玉県教育委員会  「雷電下 。飯玉東」 埼玉県遺跡発掘調査報告書第22集 昭和55年

O 埼玉県埋蔵文化財調査事業団  「後張 H」  埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第26集 1983

0 埼玉県教育委員会  「下田・諏訪」 埼玉県遺跡発掘調査報告書第21集 昭和54年

○ 岡崎文喜他  「高根木戸」 船橋市教育委員会 1971

0 印緒村教育委員会  「吉田馬々台遺跡」―縄文早期炉穴址の調査- 1980

0 野田市桜台遺跡調査会  「桜台遺跡発掘調査報告書」 1981

0 我孫子市教育委員会  「我孫子中学校校庭遺跡」 我孫子市埋蔵文化財報告第 7集 1985

0 石田川刊行会 (群馬県) 「石田川」 昭和43年

○ 栃木県教育委員会  「柴工業団地内遺跡調査報告」 栃木県埋蔵文化財報告第43集 昭和56年

O 栃木県教育委員会  「久保遺跡」 栃木県埋蔵文化財報告第52集 昭和57年

○ 栃木県文化振興事業団  「赤羽根」 栃木県埋蔵文化財調査報告第57集  1984

0 栃木県文化振興事業団「伯仲遺跡」栃木県埋蔵文化財調査報告第58集 1984

0 益子町教育委員会「向北原」―古墳時代集落跡発掘調査の記録一 昭和61年
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終章 む す び

新四号国道建設に伴う,茨城県のルー ト内に所在する27遺跡の発掘調査は,昭和57年度から始

まり昭和63年9月 末日をもって終了した。今回,昭和57・ 60・ 61・ 62年度にかけて調査を実施した

結城市に所在する本田遺跡・善長寺遺跡 。小田林遺跡の報告書が刊行される運びとなった。

本田遺跡からは,古墳時代中期の住居跡 1軒が検出されたが,同時代の調査例が少ないため当

地域では貴重な資料 となった。当該期の住居跡が単独で存在することはまれであ り,その点から

考えれば,当該期の集落の広が りが当遺跡の南東側へかけて想定でき,集落の一部 と考えられる。

善長寺遺跡からは,住居跡,土坑,堀などが検出されており,なかでも第29号住居跡は,平面

形が長軸106m,短軸9.8mの方形を呈する大形の竪穴住居跡で注目される。また,古墳時代前期

から後期までの土器のほかに滑石製の勾玉・臼玉・管玉 。紡錘車・有孔円板 。剣形品の石製模造

品及び末製品が出上した。また,工作台・砥石 。原石及び石層が出上した住居跡 もあったことか

ら,玉作 り工房跡 と判断できたことは,県内でも数少ない当遺跡の性格を最も特徴付けるもので

あった。また,玉作 りの製作工程の一部を窺い知ることができ,大変貴重な資料を得ることがで

きた。

小田林遺跡からは,住居跡,炉穴,上坑,濤,堀などの遺構 と,縄文式上器・ 石器・土師器な

どの遺物を検出した。縄文時代早期の炉穴15基,同時代前期の住居跡 2軒の検出は,こ の時期か

ら当地域へ人々が移 り住み生活が営まれていたことを実証したものである。また,同時代中期の

第 6号土坑から出土した石棒は,類例が少ないことからその性格を知るための資料提供ができた

ものと思われる。古墳時代前期の集落は,周辺遺跡 とともに集落の変遷をたどるうえでの良い資

料になった。第36号住居跡から出土した大型壺形土器は,県内においても珍しく大いに注目され

る。また,東海地方西部の上器がわずかではあるが検出されたことは,当時から東海地方の影響

を受けていたことを示すものであり,周辺地域 との上ヒ較には貴重な資料を示したものであり,今

後,多 くの類例を収集し,ヒ較検討していきたい。

いずれの遺跡も,多 くの成果をもたらした反面,道路敷地内という限定された範囲のため,全

容をとらえるまでには至らず,土器の分類 も大まかであり,検討の余地を多 く残 している。今後

多くの類例を収集し,十分に検討したいと考えている。

最後に,本報告書を作成するにあたり関係各位から御指導・御協力を頂いたことに対し,心か

ら感謝の意を表したい。
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第34号住居跡遺物出土状況 第3G号住居跡

第 35号住居跡 第36号住居跡遣物出土状況

第 35号住居跡 第36号住居跡遣物出土状況



第36号住居跡遣物出土状況

PL120

第39号住居跡

第37号住居跡 第40号住居跡遺物出土状況

第38号住居跡 第41号住居跡

第38号住居跡遺物出土状況 第 1号炉穴



PL121

第 2号炉穴 第 6号炉穴

第 3号炉穴 第 8号炉穴

第 4号炉穴 第 9号炉穴

第 4号炉穴遺物出土状況 第10号炉穴



第11号炉穴

PL122

第13号炉穴

第11号炉穴遺物出土状況 第14号炉穴

第12号炉穴 第15号炉穴

第12号炉穴 第 1号土坑



PL123

第 5号土坑

i■ l

整■

第 6号上坑

第11号土坑

第16号土坑

第 8号土坑 第21号土坑

第10号土坑 第22号土坑



第24号土坑

PL124

第43号土坑

第26号土坑 第47号土坑

第27号上坑 第48号土坑

第41号上坑 第49号土坑



PL125

第57号土坑

第52号土坑 第59号土坑

第 53・ 54号土坑 第60号土坑

第55号土坑 第 63号土坑



第64号土坑

PL126

第83号土坑

第66号土坑 第84号土坑

第71号土坑 第84号土坑遺物出土状況

第81号土坑 第 1号溝



PL:27

G・ H区全景

第 4号溝

第 7・ 8号滞

第 2号井戸

第 5・ G号溝 第 4号井戸

第 7・ 8号溝 (北側 ) 現水田部 (I～ V区 )



現水田部 (Ⅲ 区)樹木出土状況

PL128

テス トピッ ト 上層セクション (南壁 )

現水田部 (Ⅲ 区)樹木出土状況 現水田部作業風景

現水田部 (Ⅳ 区)遺物出上状況 作業風景

Iト レンチ 土層セクション (東側 ) 班内研修



PL129

住居跡出土遣物 (1)1～ 4・ 6,9～ 11・ lⅢ 19。 21(%), 5。 7・ 8・ 12・ 13・ 15～ 18・ 20・ 22(/5)



1(/5)住居Ltl出 土遣物 (2)23～ 29。 33～ 37・ 42～45(%),24・ 30～ 32・ 38～ 4



住居跡出土遺物 (3)51・ 52・ 54～57(%),46～ 50・ 53(/5)



PLi32

住居跡出土遺物 僻)59～ 61・ 65。 70・ 71(%),開 。62～ 64・ 66～ 69(/5)



２

　

　

　

４ア

７
　
　
　
　
　
′

83

住居跡出土遺物 (5)73～ 78,80・ 82・ 83・ 85。 88(%),72・ 79・ 81・ 8Ⅲ 86・ 87・ 89～91(/5)



PL134

/

iOO

92～ 98。 101(/5)住居跡出土遺物 (6)99・ 100(%),



PLi35

103

住居跡出土遺物 (7)103～ 108。 110・ 112(%),102・ 109・ 113(/5),114(%)



PLi36

住居疎,土坑,溝, トレンチ,遺構外出土遺物 (8)116・ 119。 122～ 125・ 127～ 130(/),

115。 117・ 118。 120。 12卜 13Ⅲ 132(/5),126(%)





981¬d



PL139

遣構外出土遣物 91)上製品・瓦・古銭 43・ 44(%),45～ 49(%)P51～ 62(/),50(%)



２　　　ゑ縄錘藝捧攀攀９

3

▲

・

・

“

本

４

　

　

Ｈ

PL140

出上遺物 9か 石器 1～ 18(/),20～25(%),19(%)



PLi41

26

47 48

43～50(%),42(%)出土遺物 90 石器20～41,



51

70

７

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

74

(%),60出土遺物 9う 石器・石製品 51～ 59・ 61～ 76



PLi43

９７
　
卜

「

靴

―
麗
９９醐

90

出上遺物 90 石器 。石製品 77～ 87・ 93(%),



写真図版掲載遺物対照表(1)

写真図版番号 掲載図版番号 写真図版番号 掲載図版番号 写真図版番号 掲載図版番号 写真図版番号 掲載図版番号

PL129- 1

PL129- 2

PL129- 3

PL129- 4

PL129- 5

PL129- 6

PL129- 7

PL129- 8

PL129- 9

PL129-10

PL129-11

PL129-12

PL129-13

PL129-14

PL129-15

PL129-16

PL129-17

PL129-18

PL129-19

PL129-20

PL129-21

PL129-22

PL130-23

PL130-24

PL130-25

PL130-26

PL130-27

PL130-28

PL130-29

PL130-30

PL130-31

PL130-32

PL130-33

PL130-34

PL130-35

PL130-36

PL130-37

第 9図 2

第 9図-3

第 9図 4

第 9図 1

第 9図 6

第 13図 -1

第 16図 2

第 16図 -3

第 18図-7

第 18図 -1

第 18図 -2

第 18図 -8

第 18図 -3

第 18図 -5

第 20図 3

第 22図-6

第 22図-1

第 22図-2

第 22図-3

第 22図-7

第 22図 10

第 22図-5

第 26図-1

第 26図-2

第 29図-1

第 32図-1

第 38図-2

第 38図-1

第 38図-7

第 40図-2

第 40図-1

第 40図-3

第 43図-1

第 45図-1

第 45図-2

第 46図-4

第 46図-1

PL130-38

PL130-39

PL130-40

PL130-41

PL130-42

PL130-43

PL130-44

PL130-45

PL131-46

PL131-47

PL131-48

PL131-49

PL131-50

PL131-51

PL131-52

PL131-53

PL131-54

PL131-55

PL131-56

PL131-57

PL132-58

PL132-59

PL132-60

PL132-61

PL132-62

PL132-63

PL132-64

PL132-65

PL132-66

PL132-67

PL132-68

PL132-69

PL132-70

PL132-71

PL133-72

PL133-73

PL133-74

第 49図 -3

第 49図 -5

第 49図 -2

第 49図 -4

第 49図 -1

第 88図 -1

第 89図 -3

第 49図 -6

第 51図-4

第 51図-3

第 51図-1

第 55図-9

第 56図 13

第 55図-2

第 55図-1

第 55図-7

第 55図 12

第 55図 11

第 55図 -8

第 55図 -3

第 60図 -1

第 59図 11

第 60図 14

第 60図 13

第 60図 12

第 64図-8

第 65図 24

第 64図 -2

第 64図-9

第 65図 25

第 65図 18

第 64図 14

第 64図-7

第 65図 27

第 64図 13

第 65図 20

第 64図 10

PL133-75

PL133-76

PL133-77

PL133-78

PL133-79

PL133-80

PL133-81

PL133-82

PL133-83

PL133-84

PL133-85

PL133-86

PL133-87

PL133-88

PL133-89

PL133-90

PL133-91

PL134-92

PL134-93

PL134-94

PL134-95

PL134-96

PL134-97

PL134-98

PL134-99

PL134-100

PL134-101

PL135-102

PL135-103

PL135-104

PL135-105

PL135-106

PL135-107

PL135-108

PL135-109

PL135-110

PL135-111

第 64図-5

第 64図-4

第 65図 26

第 67図-2

第 67図-1

第 71図-4

第 71図-3

第 71図-2

第 71図-1

第 75図 12ハ

第 74図-2

第 74図-3

第 75図 11

第 74図-4

第 75図 14

第 75図 10

第 76図 17

第 76図 15

第 74図-6

第 74図-3

第 74図-1

第 74図 7

第 74図 9

第 80図 14

第 79図 -9

第 80図 13

第 79図 11

第 79図 -6

第 83図-2

第 80図 13

第 79図 -4

第 79図 -5

第 79図-2

第 80図 15

第 84図-7

第 83図-3

第 84図-8

PL135-112

PL135-113

PL135-114

PL136-115

PL136-116

PL136-117

PL136-118

PL136-119

PL136-120

PL136-121

PL136-122

PL136-123

PL136-124

PL136-125

PL136-126

PL136-127

PL136-128

PL136-129

PL136-130

PL136-131

PL136-132

PL137- 1

PL137- 2

PL137- 3

PL137- 4

PL137- 5

PL137- 6

PL137- 7

PL137- 8

PL137- 9

PL137-10

PL137-11

PL137-12

PL137-13

PL137-14

PL137-15

PL137-16

第 84図-9

第 84図 10

第 83図-1

第 88図-3

第 89図-2

第116図-3

第■6図-1

第■8図-1

第120図-1

第122図-1

第124図-1

第124図-2

第124図-4

第124図-3

第127図-1

第145図 46

第145図 45

第142図 12

第142図-5

第145図 43

第142図-8

第144図-1

第144図-2

第144図 -3

第144図-4

第144図-5

第144図-6

第144図 -7

第144図-8

第144図-9

第144図 10

第144図■1

第144図 12

第144図 13

第144図 14

第144図 15

第144図 16



写真図版掲載遺物対照表(2)

写真図版番号 掲載図版番号 写真図版番号 掲載図版番号
(遺物番号)

写真図版番号 掲載図版番号
(遺物番号)

写真図版番号 掲載図版番号
(遺物番号)

PL137-17

PL137-18

PL137-19

PL137-20

PL137-21

PL137-22

PL137-23

PL138-24

PL138-25

PL138-26

PL138-27

PL138-28

PL138-29

PL138-30

PL138-31

PL138-32

PL138-33

PL138-34

PL138-35

PL138-36

PL138-37

PL138-38

PL138-39

PL138-40

PL138-41

PL138-42

PL139-43

PL139-44

PL139-45

PL139-46

PL139-47

PL139-48

PL139-49

PL139-50

PL139-51

PL139-52

PL139-53

第144図 17

第144図 18

第144図 19

第144図 20

第144図 21

第144図 22

第144図 23

第144図 24

第144図 25

第144図 26

第144図 27

第144図 28

第144図 29

第144図 30

第144図 31

第145図 32

第145図 33

第145図 34

第145図 35

第145図 36

第145図 37

第145図 38

第145図 39

第145図 40

第145図 41

第145図 42

第142図 14

第145図 44

第 18図 14

第 18図 15

第 18図 16

第 56図 15

第 56図 14

第 124図 7

第 153図 1

第 153図 2

第 153図 3

PL139-54

PL139-55

PL139-56

PL139-57

PL139-58

PL139-59

PL139-60

PL139-61

PL139-62

PL140- 1

PL140- 2

PL140- 3

PL140- 4

PL140- 5

PL140- 6

PL140- 7

PL140- 8

PL140- 9

PL140-10

PL140-11

PL140-12

PL140-13

PL140-14

PL140-15

PL140-16

PL140-17

PL140-18

PL140-19

PL140-20

PL140-21

PL140-22

PL140-23

PL140-24

PL140-25

PL141-26

PL141-27

PL141-28

第153図 -4

第153図 -5

第153図 -6

第153図 -7

第153図 -8

第153図 -9

第153図 10

第153図 11

第153図 12

第146図-1

第146図-2

第146図 -3

第146図 -4

第146図 -5

第146図 -6

第146図 -7

第146図 -8

第146図 10

第146図 13

(Q18)

第146図 12

第146図 14

第146図 15

(Q16)

第146図 19

第146図 18

第146図 16

第146図 17

第147図 22

第147図 24

第147図 20

(Q37)

第147図 25

第147図 23

第147図 21

第147図 26

第147図 27

PL141-29

PL141-30

PL141-31

PL141-32

PL141-33

PL141-34

PL141-35

PL141-36

PL141-37

PL141-38

PL141-39

PL141-40

PL141-41

PL141-42

PL141-43

PL141-44

PL141-45

PL141-46

PL141-47

PL141-48

PL141-49

PL141-50

PL142-51

PL142-52

PL142-53

PL142-54

PL142-55

PL142-56

PL142-57

PL142-58

PL142-59

PL142-60

PL142-61

PL142-62

PL142-63

PL142-64

PL142-65

(Q36)

(Q38)

(Q40)

(Q43)

(Q42)

(Q41)

(Q44)

(Q51)

(Q47)

(Q45)

(Q46)

(Q53)

第148図 29

第148図 30

第148図 31

第148図 34

(Q64)

(Q78)

第148図 35

(Q73)

(Q74)

(Q62)

(Q72)

(Q75)

(Q79)

(Q87)

第148図 36

(Q83)

(Q92)

(Q97)

第149図 37

第149図 38

(Q94)

(Q101)

第149図 40

第144図 41

(Q103)

PL142-66

PL142-67

PL142-68

PL142-69

PL142-70

PL142-71

PL142-72

PL142-73

PL142-74

PL142-75

PL142-76

PL143-77

PL143-78

PL143-79

PL143-80

PL143-81

PL143-82

PL143-83

PL143-84

PL143-85

PL143-86

PL143-87

PL143-88

PL143-89

PL143-90

PL143-91

PL143-92

PL143-93

PL143-94

PL143-95

PL143-96

PL143-97

PL143-98

PL143-99

第149図 42

第149図 43

第150図 47

(Q128)

(Q125)

(Q132)

第150図 45

第150図 48

(Q131)

(Q133)

第150図 46

第151図 53

第150図 49

(Q 139 )

第150図 50

第151図 52

(Q101)

第150図 51

第151図 56

(Q148)

(Q157)

(Q158)

第152図 57

第152図 58

第152図 61

第151図 54

第56図 16

(Q154)

(Q107)

第140図 20

第 24図 4

第 24図 3

第145図 47

第142図 16



茨城県教育財団文化財調査報告第51集

一般国道4号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書2

結 城 地 区

平成元年3月 25日印刷
平成元年 3月 31日発行

発 行 財団法人 茨城県教育財団

水戸市南町 3丁目4番57号

印 刷 有限会社 ,H田 プ リン ト

水戸市上水戸4丁目6番53号




